

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　直径およそ百五十米メートル、深さ三百米もあろうかという縦穴の底。岩壁に沿い、遥はるか頭上まで鏤ちりばめられた魔石の青白い輝きが、澱おりのように溜たまった暗闇を和らげ、燦さん然ぜんと煌きらめいている。ともすればここが地下だと忘れてしまいそうになる、満点の星空のような絶景。

　仰あお向むけに寝転がり、穴の底から見上げるこれが最期の景色になるのだったら、悪くないかもしれないな──そう思い、少年は薄く笑った。

「ごふっ」

　笑った拍子に血の塊を吐く。赤く汚れた口元に新たな赤が上塗りされた。

　少年は血ち塗まみれで、周囲の地面は血の海だ。左の脇腹、肋ろつ骨こつや内臓ごと肉がごっそり抉えぐり取とられた傷口から溢あふれ出でる鮮血が、その面積を広げ続ける。血ち溜だまりの中、だらりと投げ出された四肢は右腕を除いて全てへし折れ、ひしゃげ、痛々しく捻ねじ曲まがっていた。

　襟のない襯衣シヤツと革短衣ジヤケツト、筒服ズボンが破れて覗のぞいた肌には数えきれない打撲や裂傷が刻まれ、蒼あおく浮かんだ刺青タトウーのような紋様が弱々しく明滅している。

　──きっと、長くはないだろう。

（結局、誰も守れなかったな）

　鉄てつ錆さび臭い湿った空気を吸い込んで、少年は溜ため息いきをこぼした。

（俺の剣を鍛えてくれたティモシーさんも、魔法を基礎から教えてくれたブランデさんも……料理上手で優しいクリス姉さんも、ノリが軽くておちゃらけてるけど、いざってときには頼れるジェイド兄さんも……とっくの昔に死んでたはずの俺を救って、育ててくれたクレイグさんも）

　目を瞑つぶり、家族のように大切だった仲間の姿を脳裏に描く。弛し緩かんしていた少年の右手に力が込められ、握り込まれた。奥歯が軋きしむ。

（自分自身の命すら。何一つ、守れないまま……）

　少年の右手には、刃渡り三十糎センチの立派な小刀ナイフがあった。

　小刀ナイフの柄つかを強く握りしめる少年の目元から血ではない、透明な雫しずくが溢あふれる。体の傷よりよほど耐えがたい痛みが、胸を襲った。

（俺は、最期の最後まで──）

　──ぴちゃん。と、ふいに水音がした。

　動けない少年の下へと、血ち溜だまりを踏む何者かの気配が近づいてくる。血の臭いを嗅ぎつけた魔獣だろうか。少年はハッとなり、閉じていた瞼まぶたを開いた。

　瞬間、視線が絡む。金こん色じきの双そう眸ぼう。闇に溶け込むような黒い髪の少女が少年を見下ろし、覗のぞき込こんできていた。

　その顔立ちは、凄すさまじく美しい。魔石の光を浴びて輝く白い肌は滑らかすぎて血の気が一切感じられず、まるで陶器か石せつ膏こうのよう。表情も抜け落ちており、完璧すぎて作り物の人形めいた美貌は無機質でありながら、ぞくりとするほど生々しく妖艶だ。

　しかも、少女は素っ裸だった。垂れ落ちた髪でかろうじて胸元は隠されているものの、他は全て丸出しであり、華きや奢しやで凹凸の乏しい肉体と透き通るような柔やわ肌はだが、惜しげもなく晒さらされている。にもかかわらず、少女が裸を恥じらう様子は微み塵じんもなかった。

「……むしのいき、だね。くるしそう」

　呆あつ気けに取られる少年を凝視し、少女が呟つぶやく。平へい坦たんで抑揚のない、硝子がらす細工の鈴のような声。その響きは心地ここち好よく、綺き麗れいだったが──

「らくに、してあげようか？」

　少女が囁ささやき、ニタァと顔を歪ゆがめた。ひどく不気味で不自然で、顔面の筋肉が引きつったような恐ろしい笑み。同時に視界の端から漆黒の細長い影が数本、蠢うごめきながら割り込んでくる。少女の髪の毛と同じ黒い体毛で覆われたそれらは、巨大な蜘く蛛もの脚だった。

「────ッ!?」

　少年の口から血ち反へ吐どと共に、声にならない悲鳴がほとばしる。咄とつ嗟さに右腕を跳ね上げ、激痛に襲われながらも、握りしめた小刀ナイフの刃を叩たたき込こもうとするのだが、

「ぐぁ!?」

　刹那、目にも留まらぬ速さで振り下ろされた前脚が、先端の鉤かぎ爪づめで少年の右手首を刺し貫いていた。そのまま、地面に縫い留められる。

「ていこう、しないで」

　醜怪な笑顔を消し去った少女が無感情に言い、身を乗り出してきた。

　なだらかな曲線を描く少女の腰から下は、全長一米メートル以上ある蜘く蛛もの体と埋没するように繋つながり、一体化している。人間の上半身に蜘蛛の下半身を持つ、異形の化け物。

「うっ……[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?」

　少年は絶叫し、身をよじらせて必死に抵抗しようとした。しかし、力が入らない。

　気づけば右腕の感覚がなく、全身が痺しびれるように硬直してしまっている。恐らくは脚の爪から、何か毒のようなものを注入されたのだろう。

　激しい眩暈めまいと虚脱感に襲われ、意識が朦もう朧ろうとしはじめた。

「へいき、だよ？　すぐ、らくにしてあげるから」

　美しい顔をおぞましく歪ゆがませて笑み、異形の少女が右手を掲げる。肘から先の肌に複雑な紋様が浮かび上がり、極彩色の光を放ちはじめた。次の瞬間、

「わたしが、きみを……してあげる」

　消え入りそうな声で告げ、少女の貌かたちをした化け物が腕を突き出す。鋭い爪が生はえ揃そろっている五指は、目を見開く少年の左胸をずぶりと穿うがち、脈動する心臓を──
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　この世界最大の大陸グレイルラントの地下深くには、いくつもの国を跨またいで巨大な洞窟が広がっている。

　──グレイルラント大だい迷めい窟くつ。その名の通りまるで迷宮のように入り組んでいる洞窟内は層構造を成しており、深いところで三十層以上、地下およそ数千米メートルにまで達するだろうといわれていた。しかしながら、迷窟の実態は未いまだほとんど解明されていない。

　理由は主に二つある。まず第一に、危険だからだ。

　迷窟には人間など他の動物を見境なく襲い、捕食する獰どう猛もうな生物──魔獣が棲すみついている。魔獣は迷窟の外、地上にも生息し、人々の生活を脅かしているものの、数は決して多くなかった。迷窟内にはそんな魔獣がうじゃうじゃと棲み、互いに殺し合いながら日々喰くうか喰われるかの熾し烈れつな生存競争を繰り広げているのだ。踏み込めば、当然ただで済むはずもない。

　とはいえ、得られるものもある。

　地上では手に入れるのが難しい、豊富な魔力を蓄えた魔石や特効薬となる貴重な植物、様々な用途に活用できる魔獣の皮や骨などだ。

　ただ、それら需要が高い資源の多くは比較的安全な上層、十層未満の浅い場所でも手に入れられるため、わざわざ奥まで踏み入ろうとする者はごく少数だった。

　グレイルラント大迷窟は深く潜れば潜るほど凶悪な魔獣が潜み、危険度も跳ね上がるとされている。迷窟の最深部に辿たどり着つければ願いが叶かなう、望む全てが手に入る──といった浪ロ漫マン溢あふれる伝説やおとぎ話もあるにはあるが、虚妄に等しい与よ太たを真に受け、命を懸ける者など滅めつ多たにいまい。

　迷窟が未開の地であるもう一つの理由はそれで、ある程度探索が進められている上層を含めても、せいぜい全体の二割ほどしか調査が及んでいないとされる要因だった。

　──それでも。

　稀き少しような資源を収集し、莫ばく大だいな富を手にしようという物欲。

　或あるいは、迷窟の構造やそこに棲む魔獣の生態を解き明かそうという知識欲。

　そして或いは、誰も到達したことがない領域へ至り、名声を得ようという顕示欲。

　そういった欲望に突き動かされ、己の命と人生を賭してまで迷窟に挑み続ける者たちがいる。

　探たん窟くつ者しや。それは数ある職業の中で最も割に合わない過酷な仕事だと忌避され、とりわけ好んで奥底を目指すような命知らずどもは、狂深者シンカー──正常な価値観が壊れた世捨て人として、畏怖されていた。





　　　　×××






「いやぁ、この前はえれぇ目に遭ったぜぇ！　中層への近道に竜の巣穴を通ったらよぉ、運悪く『主ぬし』に遭遇しちまって──」

　大勢の客で賑にぎわう《隻せき眼がん亭てい》の店内に、野太いがなり声が響いた。店台カウンターの隅に腰かけ、独り黙々と酒を飲んでいたウィルは顔をしかめると、

「……うるさいな」

　吐き捨てて、硝子杯グラスに残った赤黒い葡萄酒ワインを呷あおる。その背後では、先の男が相変わらず聞えよがしな大声で、やれ「危うく死にかけた」だの「並の探たん窟くつ隊なら全滅だった」だのくだを巻いていた。肩越しに視線を向ければ、屈強な体つきの男が四人、黄金色の麦酒ビールを片手に爆笑しながら、禿とく頭とうに黒い髑どく髏ろの刺青タトウーが入った仲間の話を聞いている。

　他の卓子テーブルも似たような有り様であり、店内にいる客はいかにも荒事を生業なりわいにしていそうなガラの悪い連中ばかりだ。狭い酒場に立ち込める熱気と活気、そのむさ苦しさに溜ため息いきを吐つき、ウィルは苛いら立だたしく硝子杯グラスを置いた。

「憩いの場所が台無しじゃないか。俺の心の安寧が……」

「店うちにとっては、ありがたいがね。おかわりは？」

「お願いします」

　黒い革製の眼がん帯たいをつけた、長身の男性──酒場の店主に空の杯を差し出し、酒が来るのを待っている間、改めて店の中を見回す。

　ここはグレイルラント大陸の西端、アレザナ王国の辺境。ジェントというひなびた街の大衆酒場だ。大通りを外れた狭い路地の片隅にあり、本来ここまで繁盛するような店ではない。夕方から夜にかけての時間、書き入れどきでも満席になるようなことはほぼなく、閑静で居心地のいい店だった。

　それがこの一月そこらで、がらりと変わってしまった要因は──

「けど、まさか例の『大量脱獄事件』がこんな風に影響を及ぼしてくるとは、思いもよりませんでした」

　──二月前、四の月。この街のほど近く、グレイルラント大陸の最果てにある世界最大規模の刑務所《カルタグラ魔導監獄》で起こった暴動と、それに伴う囚人たちの脱走。

　暴動の混乱に乗じ、およそ三百人もの罪人が一度に逃げ出してしまったという前代未聞の大事件である。発生当初はここジェントにも脱獄した凶悪犯が流れてくるのではないかと大騒ぎになり、住民たちは軽い恐慌状態に陥っていた。

　それもそのはず。カルタグラ魔導監獄に収監された罪人は皆、本来なら死罪になってもおかしくはない、選よりすぐりの重罪人ばかりで。

　大半が、殺人鬼。むごたらしく人を殺害した連続殺人犯シリアルキラーや無差別殺人犯スプリーキラー、大量殺人犯マスマーダーや猟奇快楽殺人犯サイコキラーだからだ。

　そんな奴やつらが一人どころか三百人もまとめて野に解き放たれてしまったら、付近の街や村落をはじめとした国の治安は大きく乱れ、世の平穏が脅かされることになる。

　しかし、現実は少々異なっていた。

「……まったくだ。俺もさすがに予想がつかなかったよ。脱獄した連中のほとんどが近くの街や森じゃなく地下、迷窟の中に逃げ込むなんていう事態はな」

　ウィルに新しい酒を出し、店主が苦笑いを漏らす。

　──そう。カルタグラ魔導監獄を抜け出した罪人たちが逃走先として選んだのは、この世界で最も危険かつ広大な天然の迷宮、グレイルラント大迷窟だったのだ。

　おかげで危惧されていたような被害はさほど出ず、民の犠牲は最小限に抑えられたが、脱獄者の捕縛は困難を極めた。

　何せ、グレイルラント大迷窟は未いまだ多くが謎に包まれたままの秘境で、地上とは比較にならない数の魔獣が蔓延はびこる魔境だ。捜索は遅々として進まず、事件発生から二月が経たった今でも百人を超す罪人が逃げ続けているのだという。その状況を打開するため、取られた施策が──

「……懸賞金か」

　ウィルは店内の壁一面にびっしり貼られた脱獄者たちの似顔絵、仰々しい二つ名と共に記されている罪人の名と、彼らの首に懸けられている賞金額を眺めやり、呟つぶやいた。

《人肉密売人カニバルデイーラー》アンソニー・Ｂ・ロイド、六百六十六万Ｇガネー。

《新月の切り裂き魔シエイド・ザ・リツパー》サクリフ・ボーズマン、一千七百十万Ｇ。

《赤あか騎き士し》オーレリア・ブリンク、八千万Ｇ。

　金額はまちまちだったが、どれも非常に高額だ。中には数年、下手をすれば一生遊んで暮らせるようなものもある。

「本当、すごい額ですよねぇ。まさに一いつ攫かく千せん金きんだ」

「ああ。だから、ここまで盛り上がってるんだろう。探たん窟くつついでに罪人どもの首を獲とり、一ひと儲もうけしてやろうとな。懸賞金の話を聞きつけた奴らが、大陸中から競うように集まってきている。おかげで店は丸まる儲もうけだよ」

　他の卓子テーブルから注文された酒を手早く用意しながら満席の店内を見回し、店主が上機嫌に笑った。反面、ウィルの顔色は晴れない。

「…………」

　一杯二百Ｇの安酒をちびちびと飲み、この街が探たん窟くつ者しやたちで賑にぎわう前と変わらず酒精アルコールで憂鬱を濁し続ける。と、そのとき。

「こんばんはっ！」

　昏くらい気分で飲んだくれているウィルに、明るい声がかけられた。

　男どものダミ声が飛び交う酒場には似つかわしくない、少女の声音。同時に、ぽんっと肩を叩たたかれる。怪け訝げんに思い、顔を向ければ──

「ウィル・ロウエンくんだよね？　ちょっとお話ししたいんだけど、いいかな」

　ほんのり化粧を施した色白の可愛かわいらしい娘が、ニコニコと人懐っこい笑みを浮かべて、赤しやく銅どう色の大きな瞳を向けてきていた。

　肩の辺りで切きり揃そろえられた赤髪は手入れが行き届いており、前髪には白い花の髪かみ留どめが飾られている。肩口や腰回りなどやたらと露出が多い布服に、太ふと腿ももの半分以上が晒さらされた短い腰衣スカート。香水でもつけているのか、果実のような甘い匂いが薫った。

　見れば見るほどこの場にそぐわない雰囲気の少女だったが、細身ながらも露出した腹筋は無駄なく鍛えられており、腰の後ろには護身用ではなく戦闘用と思おぼしき小剣の鞘さやがぶら下げられている。

「あ？　い、いや……」

「おじさんっ！　あたしも、ウィルくんと同じやつ！」

　自分で訊きいておきながらウィルの返事を待たず隣に腰を下ろして、少女が店主に注文を飛ばした。ウィルは露骨に眉をひそめる。

「……馴なれ馴なれしい女だな。誰だよ、お前？」

「あっ、ごめん。まだ名乗ってなかったね。あたしはリズリット・モーズリー。リズって呼んで！　ちなみに今年十六歳さいだよ。ウィルくんは？　見た感じ、年下っぽいけど」

「……俺は、今年で十七歳だ」

「あちゃー。年上だったかぁ……失礼しました。ウィル先せん輩ぱいって呼びますね？」

「呼ばなくていい」

「あはっ、そっか。じゃあ、やっぱ普通にウィルくんで！」

　仏頂面のウィルに構わず、リズと名乗った少女はどこまでも快活に笑うと、椅子の上で体ごと向き直り、十六歳とは思えないほど発育のいい胸を揺らした。ウィルが咄とつ嗟さに視線を逸そらすと、リズはにんまり口端を吊つり上あげて、

「──ねぇ。ウィルくんってさ、すごい有名な探たん窟くつ者しやなんでしょ？」

　ずいっと顔を寄せながら、囁ささやくように問いかけてくる。硝子杯グラスを運びかけていたウィルの手が、ぴたりと止まった。

「探窟者の人に教えてもらったの。誰も到達したことがない迷窟の深層、三十層を超える地下から奇き蹟せきの生還を果たした若き天才探窟者！　この街どころか大陸全土を探しても、ウィルくんより深い場所まで潜れた人はいないだろうって、そう聞いたんだ」

「…………」

「だから、ね。ウィルくん──」

　口をつぐんで黙り込むウィルに、リズが体を密着させる。豊かな乳房を腕に押し当て、甘く媚こびるような声で誘った。

「あたしたちの探たん窟くつ隊に、加わってもらえないかな？」

　耳元でそう囁ささやきながら視線を促した先、隅の卓子テーブルにはリズと同じような格好をした少女が三人ついており、興味津々といった面持ちで成り行きを見守っている。

　目が合うと、にこやかに手を振ってきた。

「ああ見えて全員、腕は確かだよ？　刻こく印いん騎き士し見習いだからね。迷窟には、二回だけしか潜ってないけど……中層までは辿たどり着つけたし。その先も、ウィルくんの力を借りれば楽勝だと思う！　賞金首をばんばん倒して、じゃんじゃんお金を稼いじゃおうよっ！」

「……なるほど」

　やはり目当ては賞金首か。脱獄者の首に多額の賞金が懸けられ、報酬リターンが危険リスクに見合ったことで、元々探たん窟くつ者しやではなかった腕自慢の『素人』も探窟に意欲を燃やし、迷窟の攻略に挑みはじめているという。リズたちも、そうなのだろう。そしてわずか二回の探窟で中層まで至れたのなら、実力はかなりのものだ。だが、

「俺は遠慮しておく」

　ウィルはきっぱり誘いを断ると、リズの体を引ひき剥はがし、飲みかけの葡萄酒ワインを呷あおった。リズが「えええっ!?」と素っ頓狂な声を上げ、大げさに頭を抱える。

「ふ、ふられた……なんで!?　美少女だらけの女所帯ハーレムなのにぃ！」

「引退したから」

「へ？」

　呆ほうけるリズから顔を背けて酒を飲み干し、ウィルは続けた。

「とっくに辞めてるんだよ。だから、協力することはできない。賞金首だかなんだか知らないが、俺はこの先もう二度と迷窟に潜る気はないんだ」

　強い口調で言い放ち、空の硝子杯グラスを店台カウンターに置く。思ったよりも大きな音が鳴り、リズがびくっと肩を震わせた。しかし、リズはそれでも諦めきれないようで、

「そ、そんな……どうして？　ウィルくん、まだ若いじゃんっ！　せっかく素敵な才能があるのに、こんなところで年寄りみたいに飲んだくれてさ。もったいないよ！」

「もったいなくて結構。余計なお世話だ……少なくとも、赤の他人のお前らや迷窟なんかのために時間を使うよりはよっぽど有意義だからな」

「……ふ、ふぅん？　へぇ、そうですか。そういう風につれない態度を取るんだったら、今夜はとことん付き合ったげる！　このまま、朝まで口説き続けて──」

「勘弁してやってくれ」

　こめかみをひくつかせたリズが、むきになって食い下がろうとしたとき。店主がリズに酒を出し、やんわりと制止した。

「そいつはな……昔、所属していた探たん窟くつ隊が魔獣に襲われて壊滅し、自分だけ生き残っちまったのが心傷トラウマになってるんだよ」

「えっ」

　店主の口から語られた事情にリズが絶句し、目を丸くする。店主は黒い眼がん帯たいに覆われた隻眼に手を触れさせながら、

「俺も元同業者だが、生きるか死ぬかの探たん窟くつ者しやにはそういう訳ありが山ほどいるんだ……治りきっていない傷を無意味にほじくり返すのは、やめてやってくれないか」

　呟つぶやくようにそれだけ告げると、店台カウンターに背を向け、仕事に戻った。残されたウィルたちの間に、白けたような沈黙が漂う。

　おかわりの酒を注文し損ねたウィルは、空の硝子杯グラスを弄びつつ、なんとも気まずい時間を過ごした。やがて、

「ごめんっ！」

　リズがおもむろに立ち上がって謝罪し、頭を下げてくる。

「あたし、無遠慮すぎたよね……無神経だった。理由があるのも知らないで、自分勝手なことばっかり言って……本当に、ごめんなさい」

　店内にいる客の視線が、自分たちに集中しているのを感じた。ウィルは「……別に」と硝子杯グラスを置いて、後頭部を掻かきながら言う。

「俺はそこまで繊細じゃないよ。店主が言うほど気にしちゃいないから、気にするな」

「!?　ウィルくんっ──」

「ただ、お前みたいな口やかましい女に絡まれるのが鬱陶しかっただけだ」

　肩を落として消沈していたリズがぱあっと顔を華やがせ、すぐさま元の調子を取り戻しかけたので、牽けん制せいの毒を吐く。リズが「むぅ」と唇を突き出した。

「う、鬱陶しかったって……ウィルくんの意地悪ぅ」

「意地悪で結構」

　しれっとあしらうウィルに、リズが溜ため息いきを吐つく。重たい空気は払拭され、リズの顔に気の抜けるような笑みが浮かんだ。

「ねぇ、ウィルくん」

「……なんだよ。まだ何かあるのか？」

「う、うん……ええっと……よければ、一緒にごはんでもどう？　探窟隊には入らなくていいからさ。鬱陶しかったお詫わびに奢おごるし！」

「いや、いい。大人数でわいわい飲むのは好きじゃないんだ」

「そっか」

　ウィルの答えを予感していたようにうなずき、リズがあっさり引き下がる。手つかずの葡萄酒ワインを残したまま踵きびすを返し、

「……ごめんね、お邪魔しちゃって。そのお酒はお詫わびにあげる。じゃあ……ばいばい。ちょっとだけしかお話しできなかったけど、あたしはすごく楽しかったよ？」

　最後にぽつりとこぼすや否いなや、仲間の下へ戻るリズ。その声音が妙に寂しく、悲しげに感じられたせいなのか。

「おい」

　ウィルは去りゆくリズを呼び止め、余計な一言をかけていた。

「迷窟は危険な場所だ。熟練ベテランの探たん窟くつ者しやでも、簡単に命を落とす。だから、その……まぁ、せいぜい気をつけろ」

「ん──」

　リズが振り向く。目をしばたたきながらまじまじとウィルを見つめて、ウィルが視線を逸そらしかけた瞬間、嬉うれしそうに破顔した。

「あはっ。うん、ありがとう！　ウィルくんって、意外と優しいんだね」

「は、はぁ？　俺は、別に……」

「でも大丈夫だよ」

　豊満な胸をこれ見よがしに突き出して張り、腰の調帯ベルトに吊つり下さげられた小剣の柄つかに手を触れさせながら、リズは傲然として豪語する。

「あたし、めちゃくちゃ強いからっ！」

「……そういう驕おごりや慢心が、命取りだと言ってるんだが」

　ウィルは呆あきれて嘆息すると、リズが残した酒を飲みつつ、釘くぎを刺すように続けた。

「俺がいた探窟隊は、業界でも五本の指に入るくらいの腕利き揃ぞろいだったけど……下層で出遭ったたった一匹の魔獣に為なす術すべもなく蹂じゆう躙りんされたんだ。俺たち探窟者の予想を遥はるかに上回る、未知の恐ろしい魔獣にな」

「未知の魔獣……」

　リズがごくりと生唾を呑のむ。

「それって、例えば──」

　次の瞬間。リズの口から紡ぎ出された言葉はあまりに突飛で、唐突だった。

「人間の上半身に、蜘く蛛もの下半身を持つ魔獣とか？」

「……ッ!?」

　ウィルの動きが停止する。硝子杯グラスを口へと運びかけたまま硬直し、

「お、お前……何……」

「ああ。最近よく噂うわさされてる、例の魔獣か」

　ウィルが尋ねようとしたとき。店主が反応を見せ、なんでもない口調で語った。

「迷窟の中層、十一層から二十層の辺りでたびたび目撃されているという、奇怪な魔獣。とはいえ、実際に襲われた話は聞かないし、内容からして眉唾ものだが」

「…………」

「大方、誰かの見間違いだか妄言だかに尾ひれがついて、広まったものだろう。迷窟にはつきものの怪談、酒の肴さかなの与よ太た話ばなしだな」

「えー、そうですかねぇ？　あたしは、いてもおかしくなさそうだなって思いますけど。ウィルくんは……って、顔怖ぁ！　あのぉ、ウィルくん……ど、どうかした？」

「…………。別に」

　おずおずと問うリズから顔を背けて舌打ちし、ウィルは硝子杯グラスを持つ手に力を込めた。震えそうになる指と声、内心の動揺を押し殺しながら、

「なんでもないよ。店主の言う通り、くだらない作り話だと思っただけだ。それにもし、本当だったとしても──」

　一息に酒を飲み干し、独りごちるように呟つぶやく。

「探たん窟くつ業から足を洗った俺にはどの道、関係のないことだから」





　　　　×××






　保温性と通気性に優れた薄い肌着の上から襯衣シヤツを着て、防ぼう刃じん胴着ベストを重ねた上に七分袖の革短衣ジヤケツトを羽織る。筒服ズボンは厚手で丈夫なものを穿はき、その下には脚絆レギンス。

　魔獣の外皮を加工して作られた革長靴ブーツは、一足で隻せき眼がん亭ていの葡萄酒ワインが千杯は飲める高価な品だが、耐久性は抜群であり、長年使い続けられた今でもほとんど劣化していない。

　革長靴ブーツと同じ魔獣皮の指ゆび貫ぬき手袋グローブは、着ければすぐさま手に馴な染じみ、およそ一年ぶりにもかかわらず、やけにしっくりときた。ウィルは手袋グローブの具合を確かめるように握り込み、開いた掌てのひらを見つめながら自問する。

「……何やってんだ？」

　夜明け前。灯あかりが消された部屋は宵闇に包まれており、窓から差し込む青白い月光が、家財の少ない殺風景な室内をぼんやり照らし出していた。

　その仄ほの暗ぐらさは迷窟を彷ほう彿ふつとさせ、ウィルの気分を重たくさせてくる。しかし、不思議と陰鬱ではない。むしろ心に立ち込めていた靄もやのような憂いが薄らいでいくような心地で、それが無性に苛いら立だたしかった。

「もう二度と、迷窟に潜る気はない……って。そう言い放ったばかりじゃないか」

　昨晩、馴染みの酒場で明け方近くまで飲んだ後。ふらつく足で帰宅したウィルは寝台ベツドに倒れ込み、死んだように眠って──

　──『あいつ』の夢を、見た。

　人間の上半身に蜘く蛛もの下半身を持つ、女の魔獣。探たん窟くつ者しやの間でまことしやかに囁ささやかれているという、怪談めいた異形の化け物。

　迷窟の中層辺りでしばしば目撃されているらしい未知の魔獣を、ウィルは他人の口から語られるまでもなく知っている。誰よりもよく知っていた。

　探たん窟くつ隊が壊滅させられ、自らも死にかけた、あの忌まわしい二年前から。

「……クレイグさん」

　今は亡き恩人にして父親のような存在だった人の名前を口にし、腰の調帯ベルトに固定された鞘さやから得物を引き抜く。刃渡り三十糎センチの小刀ナイフ。久方ぶりに手にしたそれはずしりと重く、矯ためつ眇すがめつ角度を変えると、月の光を反射して白銀色に艶つやめいた。

　一年前、最後に眺めたときからまったく衰えていないその輝きに、ウィルは時間が巻き戻っていくような感覚を覚える。

　冷たい刃やいばに額を押し当てて目を閉じ、自嘲した。

「俺、馬鹿ですね。頼れる仲間は、もういないのに……せっかく皆に生かされて、地上に帰ってこれたのに。また、戻ろうとするなんて」

　ウィルは今日これからたった一人で、迷窟に向かうつもりだ。その発端は酒場で聞いた例の噂うわさと、長らく見ていなかった過去の夢。

　そして、その目的は──

「……だけど、大丈夫です。ほんの気晴らし程度ですから。鎮めたいだけですよ。この、うざったい心臓を」

　小刀ナイフを握るのとは逆の手で左胸を鷲わし掴づかみ、吐き捨てる。眠りから覚め、夢を見終わってからずっと、何かを訴えかけてくるように暴れ続けている鼓動。自分でもよくわからない激情を落ち着かせるため不本意ながら、ウィルは迷窟へ向かうことにしたのだ。

「まぁどうせ、そう簡単には遭えやしないさ。そしたら俺の気も済んで、今度こそ諦めがつくだろ」

　ウィルは溜ため息いきを吐つき小刀ナイフをしまうと、開け放たれた窓に近づき天を仰いだ。紺こん碧ぺき色の夜空に星が煌きらめく光景は、いつか見た絶景に似ている。

「ただ、もし万が一……あいつに遭ったら。そのとき、俺は──」

　窓枠に置いた手を握りしめ、奥歯を噛かみしめるウィル。淡褐色の瞳には強い意志の光が宿り、暗闇の中、爛らん々らんと輝いていた。





　　　　×××






　グレイルラント大迷窟はグレイルラント大陸の西、大陸面積の約三割にも亘わたって広がる規模の地下洞窟だ。中に潜るための入口は山の麓や滝の裏など大陸各地に点在しており、現在までに確認されているのは二十九箇所。そのうち、古くから探窟により発展してきたジェントの傍そばには北西と南西、南に全部で三つの入口がある。

　今回ウィルが選択し、訪れたのは北西。鬱うつ蒼そうとした森の中、大地にぽっかり開いた直径およそ三十米メートル、深さ百五十米の縦穴だった。

　徒歩で入れる他の入口とは違い、相応の装備と技術がなければ降りられない地形だが、一気に三層まで潜ることができるため、中層以降を目指す手て練だれの探たん窟くつ者しやや狂深者シンカーたちが好んで利用する入口である。

「ただいま」

　落ちたら終わりの深い穴を見下ろし、ぼそりと呟つぶやいた。時刻は未いまだ、陽ひが昇りはじめたばかりの早朝。周囲は薄暗く、穴の中には濃い黒こく闇あんが溜たまっている。これからここに潜るのだと思うと、恐れとも興奮ともつかない震えが走った。

「……ああ、くそ。早速、帰りたくなってきた。けど、ここまで来たら……」

　ウィルは錨アンカーつきの頑丈な吊綱ロープで体を支え、足を滑らせないよう細心の注意を払いつつ、降下を開始する。最初はとにかく慎重に、ゆっくりと。ゴツゴツした岩壁を蹴り、吊綱ロープを握る両手に力を込めたり、緩めたりしながら──

「ふぅ……思ってたより鈍なまってないな？　これなら、問題なさそうだ」

　途中、せり出した岩の足場で一息をつき、錨付吊綱アンカーロープを回収すると、先人の探窟者が岩壁に打ち込んでくれた杭パイルに錨アンカーを固定し直し、改めて底を目指した。勘を取り戻しつつ徐々に速度を上げていく。

　降りるにつれて濃さを増す闇の中、呼吸のたびに感じる迷窟の匂い。青臭さや泥臭さ、カビ臭さや獣臭さが混ざり合う独特の湿った空気が、たまらなく懐かしかった。

　背嚢リユツクには必要最低限の道具しか詰めていないため体は軽く、先日まで酒精アルコールで濁りきっていたはずの頭は驚くほどに明瞭だ。弾む息、噴き出す汗を冷やしてくれる外気が火照った肌に心地ここち好よい。

「……これで、ようやく三分の二ってところか」

　ウィルは五箇所目の足場に降り立ち、額の汗を拭うと、防護帽ヘルメツト代わりの頭巾フードを被かぶり直しながら頭上を見上げる。縦穴に他の人影はなく、落石の心配もなさそうだった。だが、

「さすがに暗いな……」

　穴の奥には地上から差し込むわずかな陽光以外の光源がなく、周囲は深い闇に包まれている。ウィルは視線を上空から下方、穴の底へと移すと、溜まった闇を見通すように目を細め、瞳に意識を集中させた。

　すると瞬間、ウィルの双そう眸ぼう──淡褐色の虹こう彩さいに刺青タトウーのような紋様が浮かび上がり、瞳と同色の淡い輝きを放ちはじめる。ウィルの視界を遮る暗闇が碧あおく薄らいでいき、遥はるか下の様子がはっきり見て取れるまでになった。

　両眼の虹彩に刻まれている《暗視》と《視力強化》の魔ま紋もんに魔力が流され、刻こく印いん魔法が発動されたのだ。

　またそれにより、ウィルはいち早く『敵』の存在に気がつく。仄ほの暗ぐらい穴の底、ちょうどウィルの下辺りにいる蜥蜴とかげのような姿の生き物。

（お？　あれは……）

　──魔獣だ。

　遠目でもかなり大きい。尻尾を含めた全長は四米メートルから五米ほどあるだろう。ずんぐりとした脚で地面を踏みしめながらのっそり歩き、餌を探して周囲に首を巡らせているが、頭上のウィルには気づいていない。

（たぶん大オオ蜥蜴トカゲだな。鈍重そうな外見に反して、獲物を見つけた後の動きは素早い。気がつかれたら面倒だ。このまま、そっと近づいて……仕留める！）

　ウィルは物音を立てないよう気をつけながら、それでも速度は落とすことなく降下し、魔獣に迫った。やがて彼我の距離が二十米を切ったとき、

「……ッ！　しまっ──」

　蹴りつけた岩壁から石の欠片かけらが剥はがれ、落下していく。大きさは拳大。防護帽ヘルメツトを被かぶっていない人の頭に当たれば大おお怪け我が間違いなしの石が、運悪くウィルの真下にいた魔獣の頭にゴチンッと落ちた。

　魔獣が勢いよく首を跳ね上げ、穴の底から紅玉ルビーのような朱色の眼まなこをウィルにぎょろりと向けてくる。ウィルは「……ご、ごめん」と謝り、

「足が、滑って……」

　魔獣相手に弁明しようとした、次の瞬間。獲物ウイルの姿を捉えた魔獣が岩壁に前脚をかけ、垂直の縦穴を猛然と這はい登ってきた。

　接近に気づかれたところで、こちらが下に降りるまでは襲ってこられないだろうと高をくくっていたウィルは「げっ!?」と目を剥むき、鼻白む。

「守宮ヤモリかよ！」

　よくよく見れば四肢の先には爪がなく、四本ずつある指の一本一本が吸盤のように発達している。大蜥蜴とは似て非なる魔獣だ。

　ウィルは「チッ」と舌打ちし、両足に意識を集中させると、

「……ったく。驚かせやがって」

　吊綱ロープを握りしめたまま岩壁を蹴りつけて跳び、ずらりと並んだ鋭い牙で喰くい千ち切ぎろうと襲い来る魔獣の腭あぎとを躱かわした。

　そして、すぐさま右手で腰の鞘さやから、小刀ナイフではないもう一つの得物──刃渡り五十糎センチの小剣を引き抜くと、右腕の魔紋と刃やいばの魔紋に魔力を流して《筋力強化》と《刀身強化》の刻印魔法を発動。ウィルの位置を通り過ぎた魔獣が振り向くより速く、蒼あおい光を放つ魔紋が肌を埋め尽くす右腕と、輝く刃を振り被り、

「──お返しだ！」

　元いた場所に降り立つのと同時、魔獣の頭部に小剣を突き立てた。

　刃やいばは魔獣の強きよう靭じんな鱗うろこと骨を易やす々やすと貫き、その奥の岩壁をも深々と穿うがって、魔獣の巨体を磔はりつけにする。衝撃で縦穴が揺れ、パラパラと小石が落ちた。

「……恨むなよ」

　刺し貫かれた頭から赤黒い血を垂れ流し、痙けい攣れんする魔獣の姿を見据え、ウィルは溜ため息いきを吐つく。束つかの間ま、黙もく祷とうを捧ささげるように瞑めい目もくしてから、

「迷こ窟こは弱肉強食だからな」

　小剣の柄つかを握る右手に力を込めて、突き刺された刃を引き抜く。力をなくした魔獣の体が穴の底に落下し、岩壁にべっとりと血の痕が残った。

　ウィルの右腕と刀身の輝きが消え、刺青タトウーのような紋様も跡形もなく消きえ失うせる。

　体内の魔力を消費したことによる軽い疲労と、魔獣とはいえ生物の命を奪ってしまったことに対する心労が、ウィルの気分を重くした。この感覚は、やはりどれだけ繰り返しても慣れない。

『──いいか、ウィル。迷窟は元々オレたち人間の領域じゃねぇ。そこに踏み込み、命を奪う行為の罪深さ。そいつを常に忘れるな。探窟者オレたちは、皆……罪人なのさ』

　かつてウィルが所属していた探たん窟くつ隊。その隊長であり、ウィルにとっては育ての親ともいうべき人の教えを思い出す。

「罪人……か」

　刃に付着した血を拭いつつ、顔をしかめた。

　今迷窟には魔獣の他にも百人近い罪人、監獄に囚とらわれていた凶悪な脱獄者たちがおり、息を潜ませている。

　魔獣どころか同族さえも手にかけるその連中は、ウィルが抱いたような罪悪感も嫌悪も抱くことなく嬉き々きとして、命を奪える奴やつらなのかもしれない。

「できれば、出遭いたくないな……」

　小剣をしまい、中断していた降下を再開しながら、ウィルはげんなり呟つぶやいた。

　実際、既に何人もの探たん窟くつ者しやや懸賞金を目当てに潜った者たちが、迷窟内で彼ら凶悪犯の襲撃を受け、怪け我がを負ったり殺されたりしていると聞く。

　罪人たちは自らの首を獲とりにやって来た者たちを返り討ちにして道具を奪い、武装しているというのだ。犠牲者は日々増え続け、罪人の首に懸けられた賞金額も増していく。

「……まぁ、どうせ奴らの大半は魔獣の餌になってるだろうけど」

　ほどなく穴の底に降り立ち、錨付吊綱アンカーロープを回収したウィルは、地面に転がる魔獣の死し骸がいを見ながら鼻を鳴らした。

　迷窟は人間の領域ではない。そこに棲すむ魔獣にとっては、ウィルたち探窟者も凶悪犯もただの異物で、等しく獲物に過ぎないのだから。
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　複雑な層構造を成すグレイルラント大迷窟には、大きく分けて四つの階層がある。一層から十層までの上層、十一層から二十層までの中層、二十一層から三十層までの下層──そして、三十一層以降の深層だ。

　上層はそれなりに探たん窟くつが進められ、地図も作られているのだが、中層からは未開の場所も多くなり、下層はほとんど未踏の地。深層に至っては生きて帰ってこられた人間がほぼいないため、その様相は伝説やおとぎ話の域になっている。

　ウィルが現在進んでいるのは、上層も中盤に差しかかった五層──幅二米メートル、高さ五米ほどの狭い横穴だった。

　辺りは濃い闇に包まれ、灯あかりがなければ自分の手さえ見えない環境だが、問題はない。ウィルの瞳に刻まれている魔紋が闇を見通し、角燈ランタンなどの灯りがなくても視界は充分確保できている。

（しかしつくづく便利な代物だよなぁ、魔法って……）

　無数の分かれ道があり、迷路のように入り組んでいる洞窟を地図なしで迷いなく進んでいきながら、ウィルは人類が生み出した技術とその恩恵に感謝していた。

　──刻印魔法。それは大気中から体内に取り込まれた魔力を、魔紋と呼ばれる魔法陣に流すことにより、様々な現象を引き起こす御み業わざだ。

　何もないところから火を熾おこしたり、治癒能力を高めることで薬も使わず傷を癒いやしたり、迷窟では貴重な塩や飲み水を生成したり。引き起こされる現象はあらかじめ刻まれた魔紋の紋様によって異なるのだが、基本的には魔紋の密度が高く面積が広いほど魔法は大規模かつ強力なものとなる。

　例えば、ウィルの両眼に刻まれている《視覚強化》や体の各部に彫られた《筋力強化》など、身体能力を向上させる魔紋は単純だが非常に有用で、この世界で暮らす人々の多くが身につけている一般的な魔法だ。

　とりわけ陽ひの光が届かない地下、危険な魔獣が跋ばつ扈こする迷窟において、それら身体強化の魔法はなくてはならない生命線であり、探たん窟くつ者しやなら誰もが必ず体に刻み入れている基礎中の基礎だった。

（刺青タトウーと同じで彫られるときはすげぇ痛いし、値段もそこそこ高いんだけど。命あっての物種だしな。死んじまったら、元も子もない）

　探窟者として、生存率を高めるためにウィルが大事にしている心得は『なるべく余計なものには関わらないこと』である。危険な場所や魔獣は可能な限り回避し、魔力や体力の消耗を最小限に抑えて温存しながら歩みを進めた。また、止やむを得えず戦う場合も──

（……小鬼ゴブリンが一匹か。集団じゃなく、はぐれなら……よし）

　緩やかに湾曲した洞穴の先、行く手に蠢うごめく影を認めたウィルは小刀ナイフを準備する。

　一見すると人か猿の子供のような、身長百三十糎センチほどの魔獣だ。大きな頭に痩せ細った体、鋭い牙と爪を備える苔こけ色の肌の怪物。その醜悪な姿を注視しながら、ウィルは両脚に刻まれた《筋力強化》の魔紋を発動すると、

（殺やる！）

　まだこちらに気づいていない小鬼ゴブリンが背中を向けた瞬間、地面を蹴りつけて肉薄。開いた距離を一気に縮め、手にした刃やいばで背後から喉笛を切り裂いた。断末魔の悲鳴を上げることすらできず、ごぽごぽと血の泡を噴き、小鬼ゴブリンが前のめりに倒れ伏す。

　──見敵必殺。敵の存在にいち早く気づいて接近し、一撃の下に狩り殺すのがウィルの得意な立ち回りだった。故に視覚だけでなく聴覚の強化、周囲の気配や異常を探るための魔法も常に発動させている。

「……ん？」

　そのとき、ウィルの高められた聴力が微かすかな異音を察知した。魔獣の鳴き声とは違う、人間のものと思おぼしきざわめきである。

　横穴の奥、暗視でも見通すことができない闇の向こうから響いてくる喧けん騒そうに、ウィルはしばし逡しゆん巡じゆんした後、

（まぁ、関わらなければ問題ないか。なるべく見つからないように……）

　小刀ナイフについた血を振るい落とすと、鞘さやにはしまわず握りしめたまま歩きはじめた。

　ウィルの記憶が確かなら、この先は開けた空間になっており、奥には六層へ降りるための縦穴も開いていたはずだ。どの道、避けては通れまい。

　最初のうちはもっと手前で引き返す予定だったのだが、探たん窟くつ者しやの性さがなのか、いざ探窟をはじめてみると足が自然に奥へ奥へと向かってしまい、ひとまず無難に無理をせず行けるところまで行ってみようという結論に至ったのである。

　迷窟を訪れる前、あれほど騒がしかった胸の鼓動はすっかり収まり、ここが危険な場所であるにもかかわらず、ひどく穏やかな鼓動を刻んでいた。

　ウィルは自分でも判然としない感情を抱いたまま、足を動かす。

（数は恐らく、三から五人……全員女？　こりゃたぶん、戦闘の真っ最中だな）

　近づくにつれはっきり届いてくる若い女性たちの声は切迫しており、時折剣けん戟げきのような金属が打ち合う音も聞こえた。何か重たいものが地面に叩たたきつけられる音が断続的に鳴り響き、そのたび軽く地面が揺れる。

　ウィルはまず横穴から顔だけを覗のぞかせ、注意深く様子を窺うかがってみた。

　円蓋ドーム状に開けた、だだっ広い空間。天盤には鍾しよう乳にゆう石せきのような魔石の結晶が垂れ下がって青白く輝き、辺りを照らし出していた。そんな中、

「はああああああッ！」

　躍る五つの影がある。五つのうち四つは少女。剣や槍やり、各々の武器を手にして『敵』を取り囲み、互いに声をかけ合いながら、踊るように躍動していた。

　いずれも露出が多く、機能性より外見を重視したような服装をしている。今にも下着が見えそうな短い腰衣スカートをひるがえし、少女の一人が小剣を振るった。紅あかく輝く刃やいばが煌きらめき、血ち飛沫しぶきが散る。だが、浅い。少女が「くっ!?」と歯は噛がみした。

「ちょっと、もう！　なんなのこいつ、硬すぎぃ！　あたしの剣が、ちっとも通らないんだけど!?」

「リズ！　危ないッ、避よけ──」

「はいはい、読めてますよ……っとぉ！」

　──ズドォン！　刃を薙なぎ払はらった刹那、上空から叩たたきつけられた拳を飛とび退すさって躱かわし、少女が一旦距離を取る。少女の代わりに拳打をもらった地面が深く抉えぐれて陥没し、地震のような揺れが襲った。恐るべき膂りよ力りよくだ。

　間一髪、頭部を粉砕されかけた少女はそれでも不敵な笑みを浮かべて、臆することなく剣を構え直すと、

「鈍すぎぃ！　そんなウスノロパンチ、百発打っても当たらないから……うん、イケる！　頑タ強フで面倒臭いけど、このまま追い詰めるよ、みんな!?」

　もう一度、果敢に突っ込む少女──リズの激励に、仲間たちが「おっけぇ！」と応え、負けじと挑みかかっていった。身体強化の魔紋を発動しているのだろう、剥むき出だしの肩や腕、腰衣スカートから伸びる脚には蒼あおい魔紋が浮かび、艶なまめかしく輝いている。

「あ、あいつら……」

　予期せぬ邂かい逅こう。初めて目の当たりにするリズたちの戦いぶりを眺めながらも、ウィルの意識はその相手、身の丈三米メートルはあろうかという巨大な影に奪われていた。

「……一体、何と戦ってるんだ？」

　岩のような筋肉に覆われている、浅黒い肌。下半身に比べて上半身の筋肉が異様に発達している輪郭は、人というより猛狒ゴリラに近い。最初は大鬼オーガの一種なのかとも思ったのだが、ちゃんと筒服ズボンを穿はいていることから違うとわかる。魔獣は服など纏まとわないのだ。

　もっとも、上半身は裸で筒服ズボンはボロボロ。足元も裸足はだしのままという迷窟にはふさわしくない、浮浪者のようなみすぼらしい格好だったが。

　加えてその四肢の先には物々しい金属の『枷かせ』らしきものが嵌はめられ、中途半端に引き千切られた鎖が繋つながっていた。

　それを見て、ウィルはようやく理解する。リズたちが今戦っている、あの化け物じみた巨漢は──

（監獄からの脱獄者……賞金首の、罪人か！）

「あんたたち、どきなさいッ！」

　──と。蜂蜜色の髪を側頭部で一結びにした少女が声を張り上げ、細身にそぐわぬ大剣を構えた。分厚い刃やいばを緋ひ色いろの魔紋が埋め尽くし、周囲の暗闇を打ち払わんばかりに眩まぶしく光り輝く。

「ここらで一発、強烈なのをお見舞いしてあげる！」

　大剣を手に突進し、真正面から巨漢に斬りかかっていく少女。一見無謀にも思えるような攻めだが、相手はリズたち三人の素早い動きと息の合った連携に手を焼かされており、四人目の強襲に対応できない。リズが、にんまり口端を歪ゆがめた。

「うんっ、どかんといっちゃって！」

　仲間の肉薄に合わせてリズたちが一斉に散り、彼女たちをまとめて薙なぎ払はらおうと振るわれた豪腕が空を切る。直後、

「──《爆ばく裂れつ剣けん》！　もらったあああ！」

　斜め下から斬り上げられた大剣の刃が巨漢の胸元に叩たたきつけられ、轟ごう音おんと共に凄すさまじい爆発を起こした。赤しやつ光こうが闇を灼やき、炎と煙に包まれた巨体が大きくのけ反る。直撃だ。

　リズが「どっかーん！」とはしゃぎ、胸を揺らして飛び跳ねた。短たん槍そうを手にした少女が目を眇すがめ、油断なく距離を取りながら言う。

「殺やったか!?」

「まだまだああああああッ！」

　男に爆発魔法を叩たたき込こんだ少女は叫ぶと、大剣を振り上げた姿勢からさらに踏み込み、燃え盛っている相手の胸に二発目の爆発魔法を喰くらわせた。一発目で既に倒れかけていた男の巨体が吹っ飛び、炎と煙を噴き上げて倒れる。

　リズが「うわぁ」と口元を押さえた。

「えっぐ……完全に死体斬りオーバーキルじゃん。メルちゃんってば、やりすぎぃ！」

「あはは。まぁ念には念を、みたいな？　少し魔力を使いすぎちゃったけど」

　大剣を振り下ろしたまま苦笑して、メルと呼ばれた少女が息を吐く。

　刃を赤熱させていた魔紋が消えると共に、少女の肌に浮かんでいた魔紋も溶けるように薄らぎ、消えていった。

「何せ、相手は懸賞金九百万Ｇガネーの大物……非合法の地下闘技場で、百人以上の命を奪った極悪人だからね。用心するに越したことはないっしょ？」

「た、確かに……《狂喚の挙奴スクリーミングマツド》ジョエル・グラント。通称《マッドジョー》！　女子供でも容赦せず、観客たちを愉たのしませるため、嬲なぶり殺ごろしにしたクソ野郎でしょ。そんな奴やつ、やりすぎくらいがちょうどいいかも」

　リズは仰あお向むけに倒れたままピクリとも動かない大男──ジョエルという名の罪人を睨にらむと、嫌悪も露あらわに吐き捨てる。くびれた腰に手を当てながら、

「とりあえず、首獲とっとくぅ？　気持ち悪いし、だるいけど……獲らなきゃもらえないんだもんねぇ、お金。首はあたしが落としたげるから、持ち帰るのはジャンケンで負けた人がよろしく！」

「ふええっ!?　やだよぉ！　く、くくくく、首を持ち運ぶなんてぇ！」

「……やれやれ。存外歯応えのない相手だったが、ここからが本番か。メルカの奴やつは魔力切れ寸前だし、ベルナデッタはビビり。私が受け持つしかないな」

　槍やりを担いだ少女が嘆息し、リズが「おお。さすが、レイちゃんっ！」と笑った。四人の中で最も小柄な娘が大鎚ハンマーを抱き「わ、わたしはビビりなんかじゃないよぉ！」と反論していたが、誰も反応しなかった。

　束つかの間ま、迷窟には似つかわしくない、和やかな空気が流れる。それを引きしめたのは、爆発魔法で罪人を仕留めた少女の叱責だった。

「いや、あんたたち気ぃ抜けすぎだから」

　少女は溜ため息いきを漏らすと、剣を片手に歩み寄るリズを制して、

「……まだ、ちゃんと死んだか確認してない。アレを二発も喰くらっておいて、無事で済むとは思えないけど。万が一にも息があったら、面倒臭いし？　とどめはしっかり刺しとかなくっちゃ──」

「必要ナイ、よォ？」

　大剣を握り直した少女が、男に首を向けようとしたとき。調子が外れて低く歪ひずんだ男の声が響き、少女の頭が後ろから掴つかまれる。手首に金属の枷かせが装着された、巨大な浅黒い手だ。少女が目を剥むき、びくんっと体を震わせた。

「逝イクのは、君の方……ダカラさァ」

　その背後では、彼女に殺やられたはずの罪人《狂喚の挙奴スクリーミングマツド》ジョエル・グラントが巨体を起こし、鮮血色の禍まが々まがしい目を炯けい々けいと光らせている。

　巌いわおのような上半身には瞳と同じ紅あかい魔紋が、少女の頭部をがっちり捕らえた指の先から毛髪一本生えていない頭頂部まで、隙間なく覆い尽くしていた。先ほど大剣と爆発魔法を叩たたき込こまれた胸には、傷一つない。

「じょ、冗談でしょ……」

　頭を鷲わし掴づかみにされた少女の表情が固まり、顔面蒼そう白はくになる。

　対照的に、罪人ジヨエルは嗤わらった。

「まず一人。イイ声で、哭ナイテおくれヨ？」

「あがッ!?　[image: ]ッ、[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?　ちょ、いだいッ、痛[image: ]ってば[image: ][image: ][image: ]!?」

　少女の頭部を掴んだ左手に、ぐっと力が込められる。少女の顔が苦痛に歪ゆがみ、ジョエルの手を引ひき剥はがそうともがいた。みちみちと指が食い込み、頭蓋骨が軋きしむ。次の瞬間、

「[image: ]へッ──」

　罪人の手に捕らわれた少女の頭部は、まるで西瓜すいかか何かのように呆あつ気けなく、ぐしゃりと握り潰されてしまった。
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　少女の体が膝から崩れ落ち、前のめりに倒れ込む。壊れたように血を噴き出しながら、びくんびくんと痙けい攣れんする肢体。一瞬前まで確かに生きていた、しかし無惨に変わり果てた仲間を、リズたちは愕がく然ぜんと凝視していた。

「メ、メル……ちゃん……？」

　リズが呼びかけるように呟つぶやく。しかし、少女は──頭部をなくした少女の死体は、応えなかった。赤黒い血ち溜だまりが、ゆっくりと広がっていく。

「あァ──」

　静寂の中、喘あえぐような声を漏らしたのは、少女の頭を握り潰した男だ。ジョエルは血と脳のう漿しようと少女の欠片かけらが付着している掌てのひらをべろぉっと舐なめ上げ、哀かなしそうにぼやいた。

「力加減を、間違えチャッタ。もうチョット時間をかけて、ジックリ……逝カセテあげたかったノニ、なァ」

「貴様あああああああああッ！」

　仲間を殺やられた少女が激げき昂こうし、短たん槍そうを構えてジョエルに突っ込んでいく。

　少女の瞳と体、槍やりの刃やいばにはそれぞれ異なる色と紋様の魔紋が浮かび、彼女の怒りを表すように煌こう々こうと輝いていた。

「よ、よくも……よくも、メルカを！」

「!?　だめ、待ってレイちゃん！　早まっちゃ──」

「死ねぇ、下郎がッ！」

　少女はリズの制止も耳に入っていない様子でしゃにむに突撃すると、左手に構えた槍を突き出し、ジョエルの頭部を貫こうとする。だが、

「落ち着イテ」

　渾こん身しんの力で繰り出された刺突は、ジョエルの右腕に嵌はめられている金属の枷かせで防がれ、弾はじかれてしまった。軌道をずらされた槍の切っ先がジョエルの頬ほおをかすめて空振り、少女が「ぁ……」と我に返ったように呆ほうける。

　少女はすぐさま槍を引き、慌てて後退しようとするのだが、

「大丈夫ダ、よォ？」

　血に塗まみれたジョエルの左手が、少女の右足首を掴つかみ、捕らえた。そのまま、

「君もスグ、死体あのコの仲間にナレルから、さァ」

「ひっ!?　ま、待て！　やめ──ぐぎゃあッ!?」

　憤ふん怒ぬを恐怖で塗り潰されて怯おびえる少女の体を逆さ吊づりにして振り上げてから、思いきり振り下ろし、地面にごしゃりと叩たたきつける。一度ではない。

「ぐがッ!?　がッ、あぎゃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?」

　二度、三度、四度、五度……と執しつ拗ように、まるで棍こん棒ぼうでも振るうみたいに少女の体を叩きつけては振り被かぶり、振り被っては叩きつけてを繰り返した。そのたび鈍い音が鳴り、耳を塞ぎたくなる叫喚と共に、少女の肉体が壊されていく。

「……あァ。モウ壊レちゃったのカ。脆もろイなァ……もっと、優シク扱うべきダッタ」

　やがて回数が十を超え、悲鳴が完全に途絶えてしまうと。ジョエルはもはや原形を留とどめないほどひしゃげ、右脚が根本から千切れかけている遺体を無造作に放り捨ててから、

「まァ、イイや。まだ二人もいるシ。次は、ドチラにしようカ、な？」

「あ……ああああ、あ……」

　二人の仲間を目の前で惨殺され、放心している少女たちを見た。大鎚ハンマーを抱きしめながらガタガタ体を震わせる娘と、腰を抜かしてへたり込むリズ。鮮血色の双そう眸ぼうで残った獲物を品定めするように眺め、左手の人差し指を行ったり来たりさせる。

「ボクの好ミは、赤髪の娘。ダカラ──」

　ジョエルの指先がリズを差し、止まった。しかしその瞳が向けられたのは、もう一人の少女の方で。

「最後メインに取ッてオク。次は、君だナ」

「ふわあああああああああ!?」

　ジョエルに目をつけられた少女が抱きしめていた武器を捨て、仲リ間ズを見捨ててなりふり構わず逃げ出した。一目散に目指すのは、ウィルが通ってきた洞穴とは別の洞穴。

　ここはいくつかの横穴が合流する空間であり、リズたちがいる場所から近くの出口までは結構な距離があったが、少女の足は相当速い。あっという間に遠ざかり、背中が小さくなっていく。ジョエルが嘆き、傍らに転がる槍やりを拾った。

「……あーあァ。友達を置イテ逃ゲルだなんて、ヒドい娘だ」

　ジョエルは手にした得物を振り被り、去りゆく獲物に狙いを定めると、

「罰を、アゲなくちゃ……ねェ」

　──ブゥンッ！　大鬼オーガのような膂りよ力りよくでぶん投げられた槍は宙を切り裂きながら一直線に飛んでいき、あと一歩で洞穴に辿たどり着つこうとしていた少女の頭を串刺しにする。

「ぎゃぷッ!?」

　仲間の槍に後頭部を貫かれた少女は一撃で絶命し、地面に倒れ伏したまま、二度と起き上がらなかった。

「あああ……そ、そんな……ベルちゃんっ……」

「さァて、とォ──」

　いとも容易たやすく三人の少女を屠ほふったジョエルが、一人残ったリズへと視線を戻し、主菜のご馳ち走そうを目の前にした美食家のように舌舐なめずりする。

「お待タセ。君の番だ、よォ？　仲間の娘タチはスグに死ンじゃったカラ、君はタップリ時間をカケて、嬲なぶリ殺シにシテあげル。ドンナ風に壊ソウ、かなァ？」

「あ、あひ……ひっ……ぃあああ……」

　最初の威勢はどこへやら、リズはすっかり怯おびえきり、まともな言葉を口にすることすらできないような有り様だった。腰を抜かしてへたり込んだまま、剣を握ることも忘れて、ただボロボロと涙をこぼす。

「や、やら……こ、こないれっ……来ないでぇ！」

「アハッ。カワイイ反応ダ、ねェ。ソンナに、怯エられタラサ。ますます、殺ヤリたくナルだロウ。ボクを誘ッテ、イルのカイ？　ナラ、お望ミ通リに──」

「いやああああああああああ!?」

　ジョエルがリズを押し倒し、絶叫がとどろいた。血ち塗まみれの手がリズの胸元に伸び、纏まとう衣服を引き裂いたところで。ウィルはリズから視線を外して、

（今なら、バレずに通り過ぎられそうだな）

　横穴から抜け出ると、岩壁に沿って足早に歩き出し、気配を殺して奥へと向かう。耳に届いてくる不快な雑音ノイズは聞き流し、前だけを見て、淡々と足を動かし続けた。

（──これでいい。俺は単なる気晴らしで、迷窟に来たんだ。罪人の首を獲とりに来たわけじゃない。奴やつに関わる理由はないし、関わらないで済むんだったら、やり過ごすのが正解だろう。危険は回避するもの、だからな）

「…………す……けて」

　声が聞こえる。けれど、無視した。

「たすけて……」

　助ける？　なぜ、わざわざ助けなければならない？　たかが一回、軽く言葉を交わしただけの他人を。大オオ蜥蜴トカゲや小鬼ゴブリン程度の魔獣ならばともかく、あの化け物じみた罪人相手に。ここでそんな行動を取るのは、よほどのお人ひと好よしか、向こう見ずの馬鹿くらい──

『ウィルくん』

　そのとき耳に届いた彼女の声は、果たして幻聴だったのだろうか。

　気がつくと、ウィルは四肢に刻まれている《筋力強化》の魔紋を発動し、邪魔な背嚢リユツクを放り捨ててから全力で駆け出していた。出口に、ではない。

（ああ、そうだった。俺は昔から、どうしようもない大馬鹿者で……）

　ウィルは視界に倒すべき敵の姿を捉えて、一度は収めた武器を引き抜く。

《麗狼の[image: ]カレイドフアング》──死の間際、かつての仲間が託してくれた小刀ナイフの魔剣を握りしめて跳び、心の中で苦笑した。

（俺を救ってくれた恩人たちも、そういえば、お人ひと好よしの馬鹿ばっかりだったな！）

「……おい。クソ野郎」

　ジョエルの背後、頭上から呼びかけ、空中で小刀ナイフを振り被かぶる。

「お楽しみ中のとこ、悪いんだけどさ」

　ジョエルが動きを止め、後ろを振り仰ごうとした。だが、遅い。

　ウィルは両手で振り上げた刃やいばをジョエルのうなじ、頚けい椎ついの辺りに叩たたきつけ、魔紋により限界まで高められた筋力で捻ねじ込こむ。

「邪魔、させてもらうぞ！」

「ンが[image: ][image: ][image: ]ッ!?」

　のけ反るように上体を起こして、ジョエルが咆ほえた。ウィルは振り落とされないように空いた腕をジョエルの首に回して絞め上げながら、小刀ナイフの柄つかを強く握り込み、

（くっ!?　硬すぎて、刃が全然入らねぇ！　けど……）

　ジョエルの魔手がリズから離れたことを確認すると。小刀ナイフの刀身、相手の首に十糎センチほど埋まった刃に、注げるだけの魔力を注ぐ。

「──《雷[image: ]みデイスチヤージ》！」

　唱えた。刹那、小刀ナイフの刀身に刻まれている魔紋が輝き、青白い電光をほとばしらせる。ジョエルの体が感電し、激しい痙けい攣れんを起こした。

　巨竜や巨獣、中層以降に棲すむ大型の魔獣すら一撃で仕留めるウィル必殺の電撃魔法だ。ウィルが身につけているような手袋グローブや革短衣ジヤケツト、防電の装備を纏まとっていない人間がまともに喰くらって、耐えられる威力ではない。

（殺す必要までは、ない……よな。意識を奪うだけでいい。気絶させたらあいつを助けて即時撤退、安全な場所まで運んで、それから──）

　などと思考を巡らせながら、地面に倒れたリズを見る。服は破られ、白い乳房が露あらわになっていたが、怪け我がを負っている様子はなかった。ぎりぎり間に合ったようだ。

「ウィル、くん……？」

　リズが涙塗まみれの顔を歪ゆがめる。そんな彼女を安心させるように笑って、ウィルは刃の電撃を弱めた。直後、

「だめッ、逃げてええええええ！」

　リズの悲痛な叫びがとどろき、死角から伸びてきた巨大な掌てのひらが、ウィルの胴体を鷲わし掴づかみにする。ウィルは目を見開いた。

「なっ!?　嘘うそだろ！　こいつ、まだッ……」

「痛イ、なアアアアアアァ！」

　ジョエルが喚わめき、癇かん癪しやくを起こした子供が玩具おもちやを投げつけるように、ウィルの体を地面に叩きつける。衝撃と激痛で意識が飛びかけ、呼吸が止まった。

　間髪を入れず、横っ腹に凄すさまじい衝撃。小石みたいに蹴り飛ばされたウィルの体が高々と宙を舞い、地面にどさりと落下する。

「が、はっ……!?」

　起き上がれない。叩たたきつけられた右半身と蹴りつけられた左脇腹が焼けるように熱く、肋ろつ骨こつが何本も持っていかれた。咳せき込こみながら血を吐いて、無様にのた打ち回る。鼓膜が破れたのか、ひどい耳鳴りがした。

　それでもなんとか顔を上げると、ジョエルが首に刺さった小刀ナイフを引き抜いてぞんざいに捨て、憤ふん怒ぬに燃える鮮血色の眼まなこで、ウィルをぎろりと睨にらみつけてくる。

「もウッ、なんナンだイ君ハ？　イイトコロ、だったノニ……空気ヲ、読ンデもらいタイモノだねェ。シカモ男だナンテ、興ザメもイイトコロだヨ」

「いやあああ、ウィルくんっ！　ウィルくんッ！　ウィルくうううぅん!?」

「──あァ」

　ウィルの名前を叫び続けるリズを見て、ジョエルが深くうなずいた。唇を歪ゆがめてにいっと嗤わらい、

「ナァルホドねェ。そういうコトか。君ハ彼女のオ仲間デ、彼女ハ君の……フフ。ナラ、少シ趣向を変エようジャないカ」

　何をどう解釈し、勝手に納得したのか。

「ひぃんっ!?」

　ジョエルがリズを無理やり立たせ、細腰を抱き寄せる。地べたで這はいつくばるウィルにリズの姿を見せつけながら、自由な右手で頭部を掴つかんだ。黄色い歯を剥むき出だして、満面の笑みを浮かべる。

「愛スル人の目ノ前で、首を引キ千切ッテあげヨウ」

「!?　や、やめろ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！」

　喀かつ血けつしながら咆ほう哮こうし、ウィルは体を起こそうとした。だが、叶かなわない。ジョエルの腕に力が加えられ、リズが苦く悶もんに身をよじらせる。

「[image: ]ぐうぅ……う[image: ]ッ、あッ……ン[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?」

「ほォら、ウィルくん。早クしナイト、彼女……逝ッちゃウ、よォ？」

　ウィルは体に刻まれている魔紋にありったけの魔力を流し、歯を食いしばってジョエルを睨んだ。腰の鞘さやから小剣を抜き、地面にざくりと突き立てながら身を起こす。

「待ってろ、すぐに助けるからな──リズッ！」

「ウィ、ウィル……ぐぅ[image: ]」

　リズが涙を溢あふれさせた。苦しみに引きつっていた表情が微かすかに緩み、赤銅色の瞳に一瞬ひどく安らかな光が灯ともる。

「初めて、名前……呼んでくれた……ね？」














「ハイ、時間切レ」

　──ぶちんッ。泣きながら笑むリズの頭部が、ジョエルの手で無慈悲にも捻ねじ切きられ、果実をもぐように引き千切られた。





　　　　×××






「リ……ズ……」

　片膝をつき、今まさに駆け出そうとしていたウィルは呆ぼう然ぜんとなり、ジョエルの腕の中で鮮血を噴きながら痙けい攣れんする首のない胴体を見た。理解が、現実に追いついていかない。

「残念、だったネ。ソノ傷デ、起き上ガレタのは、凄すごいケド……遅カッタ。コレは餞せん別べつとシテ、譲ッテあげヨウ」

　そう言って、ジョエルが何かを放り投げてくる。ウィルの眼前に落ちて跳ね、ごろごろと転がってきたそれは、引き千切られた首だった。白目を剥むきかけ、だらんとはみ出た舌を垂らして──最後に目にした笑顔は幻覚だったのではないかというほど凄惨な死に顔を晒さらす、少女の。

「フフフ。君もコレからそうナルんダよォ、ウィルくん？」

「…………」

「最期に、言イ遺のこスことハあるカナ」

「…………」

「恨ミ言でも、哭ナキ言でもイイ。聴カセテくれヨ、君の想おもイを。激情ヲ。黙ッテいタラ、ワカラナイ。ナンナラ君の目ノ前で、コノ娘の死体カラダを嬲なぶってあげテモ……」

「──ああ、もういい。よくわかったよ、ジョエル・グラント」

　ウィルは地面に転がるリズの虚うつろな瞳を見つめながら呟つぶやき、瞼まぶたを閉じた。嘆息し、立ち上がる。

「お前はヒトじゃない。魔獣と同じ……いや、魔獣ケモノ未満の畜生だってな。だから──」

　ウィルは小剣の柄つかを握りしめると、リズの亡なき骸がらを弄びつつ近づいてくる相手を見据え、自分でも驚くほど静穏な、冷たい声音で宣告をした。

「容赦なく、殺やらせてもらう」

　左胸の心臓が、どくんっと力強い鼓動を刻む。満まん身しん創そう痍いだったはずの肉体には、かすり傷一つ残っていない。

「……ッ!?」

　ジョエルがびくりと体を震わせ、歩みを止めた。嗜し虐ぎやくと嘲弄に満みち溢あふれていた罪人の顔が、戦慄に染め上げられる。そのとき、

「見ぃつけた！」

　声が響いた。弾むように快活で、愉たのしげな少女の声が。

　同時にウィルは見る。硬直するジョエルの背後、闇の彼方かなたから滑るように接近してくる人影を。

「じゃあ、サクッと済ませちゃおっか。さぁ──」

　銀色の長髪を颯さつ爽そうとなびかせ、少女がジョエルへ真まっ直すぐ迫った。

「響かせろライズ」

　少女がタンッと軽く地面を蹴りつけ、高く跳ぶ。漆黒の衣裳ドレスがひるがえり、黒い調帯ベルトがまるで包帯のように巻きつけられているしなやかな脚が覗のぞいた。脚だけではない。少女の体は腕から腰回り、首元に至るまで全身もれなく、調帯ベルトと鉄てつ鎖さで緊縛されている。

「お前のユア……」

　弾はじかれたように振り向く、ジョエルの眼前。少女は宙空で、両手に握る長大な得物──少女の身長ほどもある、縁に鋭い牙のような刃やいばが林立している見たこともない形状の大剣を振り被かぶりながら、銀色の瞳を獰どう猛もうに光らせ、嗤わらった。

「死の咆哮をデスヴオイス！」

　刹那、刀身に紫色の禍まが々まがしい魔紋が浮かび、縁に連なる刃の群れが猛烈な勢いで回転。耳をつんざく咆ほう哮こうじみた轟ごう音おんを、暴力的に撒まき散ちらしはじめた。

　風が逆巻き、大気が慄ふるえる。次の瞬間、

「──《魔紋仕掛けの鎖鋸剣マギアドライブ・チエーンソー》！」

　殺意と共に振り下ろされた大剣の刃が、リズの遺体を放り出し、斬撃を受け止めようと掲げられたジョエルの両腕を、手首に嵌はめられている金属の枷かせごと難なく切断。

「……エッ？」と目を剥むくジョエルの頭頂部に、回転する刃が食い込み、

　ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガッ！　と骨を削って荒々しく斬り裂きながら、鮮血を飛び散らせた。

「[image: ]ガガガガガガッ!?」

　ガクガク暴れるジョエルの巨体。瞬く間に頭蓋骨を両断した少女の剣は、そのまま垂直に股の下まで斬り下ろされて、強きよう靭じんな筋肉に鎧よろわれた肉体を縦真っ二つにしてしまう。

　断面から血液と内臓をこぼれさせ、左右に分かれた体が外側へ開くように倒れた。剣の縁で回転していた刃が止まり、とどろいていた爆音が止やむ。

「はいはい、お仕事完了……っとね！」

　魔紋が消えた大剣を持ち上げてぐるぅんっと振り、少女がその場で一回転した。

　剣の刃に付着していた血や脂や肉片が散り、ぽかんと間抜けに口を開いて放心しているウィルの頬ほおにべちゃりと飛ぶ。

「ん？」

　そこで初めて気づいたように、少女がウィルのことを見た。視線が絡む。

　──おぞましいほど艶麗で、凄絶な美少女だった。

　歳としは恐らく十代半ば、ウィルとそれほど違わないだろう。殺した相手の血を浴びて赤く彩られた銀髪に、透き通るような真っ白い肌。色素が薄く儚はかなげな雰囲気だったが、切れ長の目に宿る光は怜れい悧りで、研ぎ澄まされた刃やいばのごとく鋭い。

　喪服を思わす黒い衣裳ドレスの上から丈長の外套ローブを身に纏まとい、袖を通した状態で肩がはだけるように着崩された格好も風変わりだが、何より異様だったのは、やはり彼女が携えている大剣と──

「お、お前……」

　四肢や胴体、肌や衣裳ドレスの上から何本も、ぐるぐると巻きつけられている漆黒の革調帯ベルト。大剣の柄つかを握る指先や顔、肩口などを除けば、肌の露出は皆無に等しい。

　さらに手首と足首には、これまた黒い金属の枷かせが嵌はめられており、左右の手枷と足枷はそれぞれ鈍にび色いろの長い鎖で繋つながっていた。

　見るも無惨に斬り殺された罪人ジヨエルの死体越しに少女を注視し、相手の動きを警戒しながらウィルは訊きく。

「……お前も、罪人なのか？」

「うん。そうだよ？」

　即答する少女。緊張で身を強こわ張ばらせるウィルに、少女が軽く肩をすくめた。

「だけど賞金首ではないし、脱獄中の身でもない」

「……どういうことだ？」

　怪け訝げんがるウィルにくすりと微笑ほほえんで、少女が銀色の双そう眸ぼうを細める。

　その表情は人懐っこく、髪や衣裳ドレスや肌に飛び散った返り血がなければ、今しがた凶悪な罪人の命を奪い去った人物とは思えないほど穏やかだった。

「私は、カルタグラ魔導監獄に囚とらわれている大罪人であり、処刑人──《鎖鋸剣の魔女ウイツチ・オブ・チエーンソー》ミザリー・ダーマーというのが、私に与えられた名さ」
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「処刑人……」

　──即すなわち罪人を抹殺し、始末する者。口に出された単語を繰り返しつつ、ウィルは得体が知れない少女のことをまじまじと見返した。

「じゃあ、お前は──」

「お前じゃなくて」

　ウィルの言葉を遮って、少女がぷくぅっと頬ほおを膨らませた。仕草は可愛かわいらしいのだが、おびただしい量の血を頭から浴びているため、むごたらしさしか感じない。

「ミザリーね。今、名乗ってあげただろ。名乗られたらまず名乗り返すというのが、礼儀マナーだと思うけど？」

「……ウィル・ロウエンだ」

　言い返そうとも思ったが、正論ではあったので、大人しく名前を告げてやる。

　少女──ミザリーが「うん」と首肯して、相好を崩した。右腕一本で大剣を持ち上げ、軽々と担ぎ上げる。その大剣は刃やいばと柄つかの間に当たる鍔つばの部分がやけにどっしりと作られており、重量もありそうだった。しかし、ミザリーは平然としている。

「ウィルは賞金稼ぎなのかな？　賞金首を狙う人たち。もしもそうなら、ごめんねぇ……君に気づかず、獲物を横取りしちゃってさ」

「いや……」

　ウィルはミザリーから目を逸そらし、彼女の剣で両断されたジョエルの死体を一いち瞥べつした。魔獣未満のクソ野郎だったが、こうして惨烈な最期を見せつけられると、少しだけ同情の念が湧く。

「正直、助けられたよ。俺は、賞金稼ぎじゃないし……人殺しに手を染めるのも、できる限り避けたいからな」

　呟つぶやかれたウィルの本音に、ミザリーが目をしばたいた。不思議そうな顔できょとんと、ウィルに何事かを尋ねようとしたとき。

「うひゃあああ!?　こ、これはまた……派手に殺やらかしましたねぇ」

　ミザリーの後ろから、新たな人物──きっちりとした白い衣服に身を包み、巨大な背嚢リユツクを担いだ少女が小走りに駆け寄ってきて、血の海と化している周囲を見回す。

　少女がかけた眼鏡は魔道具なのか、淡く発光しており、うっすら魔紋が浮いていた。

「悪名高き《マッドジョー》の巨大な体が、真っ二つじゃないですかぁ！　ひえええ……他の娘たちも、ひどい殺られ様です。これも貴女あなたが？」

「はぁ？　んなわけないだろ」

　ミザリーが血に汚れた靴で、少女の脚を軽く蹴る。少女は「こ、こらぁっ！」と怒り、銀の徽き章しようが輝く帽子を被かぶり直しながら、ミザリーを睨にらんだ。

「や、やめなさい！　私は監察官ですよ。今度蹴ったらお仕置きですからね、ミザリー？　自分の立場をわきまえることです」

「はいはい」

「はいは一回っ！」

「はいはい、わかった。わかりましたぁ」

「全然わかっていないですよね!?　そんなにお仕置きされたいんですか！」

「はは、まさか。被虐性愛者マゾヒストじゃあるまいし」

　ミザリーは喚わめく少女をあしらうと、戸惑うウィルに視線を戻し、

「紹介しよう、ウィル。この娘の名はシスカ・フラニカ。カルタグラ魔導監獄の看守で、今は私の荷物持ち兼、遊び相手を務めてくれている」

「違います。勝手に紹介しないでください」

　シスカと呼ばれた少女が即座に否定し、疲れたように溜ため息いきを吐つく。

「まぁ、半分あっていますけど……」

　大剣以外の手荷物がないミザリーに対して、シスカの背嚢リユツクはパンパンに膨らんでおり、いかにも重たそうだった。傍はた目めには、荷物持ちにしか見えない。

「私は彼女を監視し、見張る監察官です。罪人であり、処刑人でもあるこの狂犬娘が暴走しすぎないようしっかり手綱を握り、制御するのが私の役目なのですよ。いわば、飼い主みたいなものですね」

「わんわんっ！」

「…………。貴方あなたは──」

　犬の鳴なき真ま似ねをしておどけるミザリーを放置し、シスカがウィルに目を向けた。

「探たん窟くつ者しやの方ですか？」

「……ああ」

　ウィルはうなずく。シスカはどうやら、ミザリーたち罪人を管理している監獄側の人間らしい。それならばまだ、まともな会話が期待できそうだ。
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　ウィルの返答を聞いたシスカは「なるほど」と納得し、もう一度、改めて周囲の惨状を眺め回した。沈痛な面持ちで唇を噛かむ。

「つまり、彼女たちは貴方あなたの……ううう。すみません！　私たちがもう少し早くこの場に駆けつけていれば、こんなことには……」

「いや。あいつらは探たん窟くつ隊の仲間じゃないよ。お互いろくに絡んだこともない、顔見知り程度の関係だ。この罪人に襲われてるところを、たまたま通りかかっただけで……」

「おや、そうなのですか？　だとしたら、とても優しく勇敢な方なんですねっ！　女性が暴漢に襲われているのを見過ごさず、加勢して差しあげるだなんて」

「い、いや……」

　称賛してくるシスカから逃げるように目を伏せ、ウィルは密ひそかに拳を握った。

　実際、助けに入ろうと思えばもっと早くに入れたはずで、そうしていれば、ここまでの犠牲は出さずに済んだのかもしれない。最初、彼女たちを見捨てようとした自身の行動を悔いてはいないが、だからこそこんな風に褒められるのは決まりが悪く、責められているようにすら感じてしまう。

　そんなウィルの胸中など、露知らず──

「しかし、ウィルさん。見たところ、他に仲間の方々はいらっしゃらないようですが……はぐれてしまわれたのですか？」

「……まさか。俺は最初から独りだよ。仲間は、いない」

「えええっ!?」

　シスカがのけ反り、大げさに驚いた。ずれた帽子を直しつつ、

「単ソ独ロの探たん窟くつ者しやなんて、滅めつ多たにいらっしゃらないですよね？　三から五人程度の探窟隊を組み、助け合うのが基本なのだと聞きました。よほどの実力者でもなければ、一人で潜るのは自殺行為だと……」

「ウィルは、よほどの実力者なんだろ」

　狼ろう狽ばいするシスカに苦笑して、ミザリーが瞳を細める。

「見てみなよ。ここは迷窟の五層で、私が来るまでこの大男デカブツくんと殺やり合ってたっていうのに……彼、ほぼ無傷じゃないか」

「!?　た、確かに！」

　シスカがウィルに顔を寄せ、その全身を魔紋の浮いた眼鏡でしげしげと眺めた。

「所々、衣服に血が付着している部分もありますが……返り血でしょうか。大きな負傷は見当たりませんね。魔法で治せる怪け我がにも限度がありますし、これまでほとんど傷を負われなかったのでしょう。大したものです」

「…………」

「ふふっ。これはお互い、素晴らしい出会いだったかもねぇ」

　押し黙っているウィルを見つめて、ミザリーが微笑ほほえむ。シスカが腕組みをして顎に手を添え「ふむ……」と思案した。

　ほどなくシスカは姿勢を正すと、真剣な表情でウィルに向き合う。

「ウィルさん。貴方あなたに、折り入ってご相談があります。迷窟の『案内人ガイド』として私たちに同行し、ご協力いただけませんでしょうか」

「──協力？　どうして、俺が……」

　眉をひそめて問うウィルに、シスカが眼鏡を押し上げて答えた。

「私たちに与えられているお仕事は、迷窟の中に逃げ込んだ脱獄者の罪人を一人でも多く処分することですが、そのためには迷窟の深い場所まで潜らなければなりませんので……貴方のような、専門家の方の助けが必要なんです！」

「いや。まぁ、事情はわかるんだけど」

　グレイルラント大迷窟には三十近い出入口が存在しているが、今はその全てに見張りが立てられ、厳しい監視が敷かれている状態だ。

　つまり罪人たちは迷窟の『外』ではなく『奥』に向かって逃げるよりほかはなく、彼らの多くは上層の半ばから中層にかけて潜伏しているのだろうと囁ささやかれていた。

　罪人を探し出すには魔獣ひしめく迷窟を攻略する必要があり、だからこそ追う側も手を焼かされているのだ。

「私は罪人たちに詳しく、ミザリーは彼ら罪人を『殺す』能力には長たけていますが、残念ながら二人とも、迷窟には不慣れでしてね……一応、事前に街で凄すご腕うでだと評判の案内人ガイドをつけてもらってはいたのですけど」

「なんか、逃げられちゃったんだよねぇ。どうやら、私が途中で見つけた一人目を派手にぶっ殺したのが原因っぽい。それですっかりビビっちゃったんだろうなぁ。とんだ腰抜けだったよ、まったく……その点、ウィルは肝が据わっているよね。私や私が殺した死体を前にして尚なお、この落ち着きようだもん！」

「…………」

「いやはや、すごい胆力ですよね。彼なら心配いらないでしょう。必ずや、私たちの力になってくれるはずです！　あっ、ちなみに報酬なのですが──」

「待て待て。話を進めるな」

　ウィルは慌てて声を上げ、嘆息をこぼす。血ち塗まみれの剣を担いだミザリーと斬り殺されたジョエルの死体を眺めやり、顔をしかめた。

「誰も、請けるとは言ってない。監視つきの処刑人でも、ミザリーは罪人なんだろう？　この男と同じ……いや、それより遥はるかに凶悪な。そんな輩やからと行動を共にする気はさすがにないよ。ミザリーが邪魔な監察官と俺を殺して、逃亡しないとも限らないしな？」

「その心配はありません」

　断言し、シスカがミザリーの首根っこ、一際太い首輪のような調帯ベルトを掴つかんで乱暴に引き寄せる。ミザリーが「ぐぇっ」と潰れた声を上げ、身をよじらせた。

「な、何するんだよ!?　私は、何も……は、離せってば！　おいっ……」

「この首輪には、とある仕掛けが施されていまして。監察官の私が死んだ瞬間、ミザリーも死ぬようになってるんです」

「……ん。そうなのか」

　驚くウィルに「はい」と笑いかけ、喚わめくミザリーを無視してシスカは続ける。

「しかも、仕掛けは私の意思で自由に発動させることができるようにもなっているので、逃げられたり裏切られたりする恐れはないかと。きゃんきゃん吠ほえる生意気な娘ではありますが、所詮は飼い犬。主あるじの私に歯向かうことなど──」

「がるるるる！」

「ふぎゃああああああ!?」

　シスカが首輪から手を離し、得意げに眼鏡を光らせた瞬間。ミザリーがすかさず大剣を捨て、シスカの腕にがぶりと噛かみついた。シスカが悲鳴を上げ、声を荒げる。

「ミ、ミザリー!?　ちょっ……や、やめなさい！　私は監察官ですよ!?　逆らうのなら、躾しつけのために手痛い罰を……いだだだだ、痛いっ！　ちょっと本気で痛いです！　八重歯が肌に食い込んで──ぎゃああ、血が!?　血がああああああ！」

「…………」

　緊張感など欠片かけらも抱いていない、気の抜けるようなやり取りをするシスカたちから視線を逸そらして、ウィルは辺りを眺め回した。

　鮮血の海。地面に転がる引き千切られた頭部や壊された肉体、少女たちの亡なき骸がらを見て、ぎりっと奥歯を噛みしめる。

『あたし、めちゃくちゃ強いからっ！』

　つい昨夜。酒場でそう豪語していたリズが率いる探たん窟くつ隊は、決して弱くはなかったはずだ。少なくとも中層までは、問題なく到達できる実力者の集まりだった。

　しかし、結果はご覧の通りだ。罪人に手も足も出ず、一方的に蹂じゆう躙りんされて全滅。正直、甘く見ていたと思う。リズたちも、ウィルも。だから、

（──潮時、かもな）

　ウィルは探窟を切り上げ、さっさと帰還することにした。

　脱獄した罪人たちは予想以上に凶悪で、そんな奴やつらが魔獣に紛れて潜む迷窟は、もはや気晴らし程度の覚悟で臨めるような場所ではなくなっている。ウィルは一いつ攫かく千せん金きんを夢見る賞金稼ぎじゃないし、迷窟に魅入られた狂深者シンカーでもない。命を危険に晒さらしてまで、探窟を続ける意義などなかった。

「……悪い。案内人ガイドの依頼なんだけど──」

　血と土で汚れたリズの首。探たん窟くつ者しやの末路を暗示するような遺体から顔を背けて、ウィルは切り出す。飼い犬ミザリーに噛かみつかれた腕を涙目で撫なでさすっている飼い主シスカを見つめ、

「請けるよ」

　──と。意志薄弱な自分の口から紡ぎ出されたとは信じられないほど強く、はっきりとした声で伝えた。

　シスカが目を丸くする。だが最も驚いていたのは、他ならぬウィルだった。

「ほ、本当ですか!?　ありがとうございますっ！」

「え？　あ、ああ……」

　両手でウィルの手を取って握手し、シスカが喜ぶ。その勢いにたじろぎながら、ウィルは内心ひどく困惑していた。

（……あれ？　俺、今『請ける』って……そう、言ったのか？　断るつもりだったのに、どうして──）

「ふふっ、やっぱりね。請けてくれると信じていたよ」

　混乱するウィルにミザリーが微笑ほほえみ、銀色の双そう眸ぼうを細める。飄ひよう々ひようとした言動とは裏腹にその眼まな差ざしは冷徹で、ウィルの心の奥底を見透かしてくるようだった。

「──君には、強い意志がある」

「い、意志……？」

「うん。口調や物腰は冷めているけど、瞳は爛らん々らんと輝いていて、溶岩マグマみたいに煮えたぎる熱い想おもいを感じるよ。まるで、何かに執着しているような……ねぇ、ウィル」

　ミザリーが笑みを消し去る。小首を傾かしげて、問いかけてきた。

「君には誰か、殺したい相手でもいるのかい？」

「は？　いるわけないだろ。俺は──」

　──どくんっ。眉をひそめて答えようとした瞬間、鎮まっていた心臓が暴れ出し、痛いくらいに脈を打つ。ウィルはたまらず左胸を押さえ、指が食い込むほど強く握った。

「……アラ、ネア……」

　顔を歪ゆがめて唸うなるように呟つぶやかれた名前が、固く閉ざされていた記憶の蓋をこじ開け、心の傷を抉えぐり出だす。逃れるように瞑つぶった瞼まぶたの裏側、闇の彼方かなたに忘れられない過去の残ざん滓しがよみがえり、ウィルは自おのずと思い出していた。

　かつて迷窟の深層で出遭った、おぞましくも美しい魔獣の姿を──
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　二年前。深層を目前にした三十層で、凄すご腕うでの探窟者クレイグ・チェンバーレイン率いる探窟隊《地界の誓団アンダーオース》は、無数の触手を備える蛸たこのような魔獣に襲われて壊滅。

　唯一生き延びた少年ウィル・ロウエンも、辿たどり着ついた深層で力尽き、息絶えようとしていた。人間の上半身に蜘く蛛もの下半身を持つ、異形の少女。ウィルが今までに見たどの魔獣よりおぞましく、どんな生き物より美しい化け物の餌食となって。

『すぐ、らくにしてあげるから』

　その化け物は瀕ひん死しのウィルにそう嗤わらいかけると、極彩色の魔紋に覆われた右腕を掲げ、鋭い爪が生はえ揃そろった五指で、容赦なく左胸を貫いてきたのだ。直前に、

『わたしが、きみをなおしてあげる』

　──と。優しく囁ささやきかけて。

「ん……」

　瞼まぶたを開く。薄闇の中、視界に飛び込んできたのは、燦さん然ぜんと光り輝く満天の星空だった。ウィルはしばらく頭上に広がる絶景に見み惚ほれ、まばたきを繰り返してから、

「……ここ、どこだ？　俺、なんで眠って……」

「あ、おきた」

　体を起こした、次の瞬間。黒髪金眼の美少女が、黒い巨大な蜘蛛の下半身から生えた脚をわさわさ蠢うごめかせながら近づいてくる。

「うぉわああああああ!?」

　ウィルは叫んだ。地面に尻もちをついたまま、ずざざざっと後あと退ずさる。

　かさかさかさっと脚を素早く動かして、化け物が一瞬で追いついてきた。蜘蛛の前脚でウィルの体を押さえ込んでから人間の上半身を乗り出し、瞳を覗のぞき込こんでくる。

「……へいき？」

「へ？」

「からだ。けが、だいじょうぶ？」

　尋ねられ、ウィルはようやく気がついた。

　意識を取り戻す前──探たん窟くつ隊を壊滅させた魔獣から無我夢中で逃げている最中、誤って深い縦穴に落ち、無惨に折れ曲がっていた四肢や破裂した内臓、体中にできた大小無数のあらゆる傷が完治し、跡形もなく消えていることに。

　右手で左の脇腹に触れれば、魔獣の触手を喰くらって内臓ごと抉えぐり取とられたはずの傷口も元通りになっており、ボロボロの服だけが名残となっている。

「う、嘘うそ……だろ？　これは、一体……」

「なおしたの」

「な、治したぁ!?」

　素っ頓狂な声を出すウィルに、化け物は「うん」と首肯し、右腕を掲げる。

　極彩色の魔紋が消え、真っ白い肌に覆われている少女の細腕。意識を失う寸前、ウィルの左胸を貫いてきた腕だった。

「きみのしんぞうに『さいせい』のまもんを、きざんで。まりょく……ちが、すこしたりなかったから、わたしのちをつかわせてもらった」

「再生の、魔紋……そいつを俺の心臓に、刻み込んだっていうのか？　お前自身の血を、輸血して」

　化け物が無言でうなずく。ウィルは左胸に手を当て、鼓動を確認すると、

「──はは。あり得ない」

　弱々しく一笑に付し、破れた襯衣シヤツの上から傷一つない胸を掴つかんだ。

「瀕ひん死しの手傷を跡形もなく再生させる？　内臓に魔紋を刻む？　そんなの、聞いたことがない！　それに魔獣の血なんか入れて、無事で済むわけないだろう!?」

「…………」

　化け物は応えない。無表情のまま、睨にらむウィルから視線を外し、

「どうでもいい、けど」

「よくねぇよっ！」

「わたしがきみをたすけたのは、じじつ」

　再びウィルの瞳を見つめ、化け物がニタァと頬ほおを歪ゆがめる。

「その、だいしょうは……ちゃんとはらって、ね？」

　──代償。化け物の口から告げられた不穏すぎる単語に、ウィルは目を見開いた。
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　まさしく心臓を鷲わし掴づかみにされたような戦慄が、ウィルの鼓動を跳ねさせる。嗤わらい続ける化け物に、声を震わせ問いかけた。

「……な、なんだよ。何が、目的なんだ？」

「おしえて」

　化け物は不気味な笑顔を消し去ると、ウィルの瞳を真まっ直すぐ見据えたまま、顔を寄せてきた。髪の毛先が頬ほおをくすぐり、生温かな吐息がかかる。

「きみのことや、きみたちのこと……わたしによくにた、にんげんのことが、きになる。だからしりたい。わたしは──」

　間近で嗅いだ化け物の匂いは花のように甘やかで、淡く輝く金色の双そう眸ぼうは宝石みたいに澄みきっていた。

　その眼まな差ざしに吸い込まれるように、それまでウィルの胸中に渦巻いていた恐怖や嫌悪、化け物じみた少女に対する警戒心が薄らいでいく。彼女は、言った。

「わたしはアラネア。きみと、おともだちになりたい……の」





　　　　×××






（……ああ、そうか）

　追憶を経て、理解する。なぜ、断るつもりだった依頼を請けると言ってしまったのか。酒場で彼女の噂うわさ話ばなしを耳にした後、なぜ迷窟に潜ろうという気になったのか。そしてなぜ、足が自おのずと奥へ向かってしまっていたのか。

（俺は結局、会いたいんだな。会いたくてしょうがないんだ。もう一度また、あいつ……俺の大事な『友達』であるアラネアに）

　迷窟の深層でアラネアに遭い、命を救われてからおよそ一年。ウィルはそのまま迷窟で彼女と共に生活し、交流し、様々な体験をした。

　地上では決して目にできないような景色の秘境、食べられる魔獣と食べられない魔獣、どんな図鑑にも記されていない薬草……といった知られざる迷窟の知識をウィルは彼女に教えられ、自らもまた地上のことや人間のこと、ウィル自身のことを語り聞かせた。

　他た愛あいもないそのやり取りは、家族同然だった探たん窟くつ隊の仲間を失い、深い絶望と悲しみに打ちのめされていたウィルを慰め、体だけでなく心の傷をも癒いやしてくれた。

　かけがえのない日々だった。だが、

『──ちじょうのせかいを、みてみたい』

　その平穏はある出来事を機に唐突な終わりを迎え、呆あつ気けなく失われてしまった。

　白金色の眩まばゆい光に呑のみ込こまれ、上半身を消し飛ばされるアラネアの最期は今もウィルの脳裏に焼きついている。

　だから、諦めていた。仲間を亡くし、アラネアを失って、一人だけ生き残ったウィルは地上に逃げ延び、酒に溺れて、何もかもを忘れてしまおうとしたのだ。

（……けど、無理だった。忘れられるわけないよなぁ。クレイグさんたち《地界の誓団アンダーオース》も、アラネアも、俺から色んなものを奪って、同時に色んなものを与えてくれた迷窟も。俺にとっては全部が全部、大切なものだったんだから……）

　引退しても装備は捨てられず、探たん窟くつ者しやたちが集まる酒場に通い詰めていたのもきっと、未練が原因だ。二度と迷窟には関わりたくなくて、しかし心の奥ではもう一度迷窟に潜る理由やきっかけを探し続けていたのかもしれない。

　一年前から今まで、ずっと──

「では、改めて。依頼の報酬なのですが」

　追想に沈んでいたウィルの意識を、シスカの言葉が呼び戻す。

「……申し訳ありません。生あい憎にく持ち合わせがなく、前金はお渡しできないんですけど……命の危険を伴う仕事ですからね。生きて地上に戻れたときは、相応の報酬金を約束させていただきましょう──一億Ｇガネーで、いかがです？」

「いや。報酬金はいらないよ」

「ふむ、そうですか。では、報酬は零ゼロＧで……って、いやいやいやいや！」

　さらっと遠慮するウィルに目を剥むき、シスカが声を裏返らせた。

「一億ですよ、一億Ｇ!?　私の給料、ざっと二十五年分！　そ、その大金をあっさり辞退するなんて……」

「求めてるのは金じゃないから」

　当惑するシスカにきっぱりと告げ、ウィルは続ける。

「迷窟の奥深くまで辿たどり着つくための『力』だ。俺は、そいつが借りられればいい。余計なものはいらないんだよ」

「──へぇ？」

　シスカが畏れるように「狂深者シンカー……」と呟つぶやき、息を呑のむ一方で。ミザリーが瞳を細め、面白そうにウィルを眺めた。

「そこまで強く君を駆り立てているものが一体なんなのか、興味をそそられるけれど……訊きいたら、教えてもらえるのかな？」

「…………」

「ふふっ、言いたくなければそれでもいいさ。君の動機が何にせよ、迷窟の奥まで向かうという目的は一致しているみたいだし。私たちは君の力を必要としていて、君も私たちの力を必要としている。だから手を組む。そうだろう、ウィル？」

「ああ」

　ウィルはうなずき、ミザリーへと歩み寄る。

「いつも通りの迷窟だったら俺一人でもなんとかなるし、大丈夫だと思ってたんだが……迷窟に潜り込んでる罪人どもは、想像以上に厄介らしい。協力者が必要だ。この怪物男を瞬殺できたお前なら、他の奴やつらも難なく倒せるんだろう、ミザリー？」

「ああ、もちろんだとも」

　ジョエルの死体を一いち瞥べつしながら問うウィルに、ミザリーが力強く応えた。そこへシスカが近づいてきて、会話に加わってくる。

「まぁ、今回片づけたジョエル・グラントは大した獲物じゃありませんけどねぇ」

「……えっ。そ、そうなのか？」

「はい。囚人番号五一五《狂喚の挙奴スクリーミングマツド》ジョエル・グラント、地下闘技場の拳闘士として彼が殺した人数は延べ百十二人と中々の多さです。人間の肉体を破壊することで性的興奮を得る悪質な嗜虐性愛者サデイストであり、過剰な魔ま薬やく投与の結果、作り上げられたその肉体は驚異の一言。まさに怪物、人間離れした身体能力の持ち主ですね。ただ──」

　蔑むように鼻を鳴らして、シスカが眼鏡を押し上げた。

「所詮、それだけ。非常に残虐な性格のため、生じる被害を考慮して懸賞金は九百万Ｇガネーと高めに設定されていますが。これより危険で凶悪な罪人は、他に山ほど存在しますし」

「や、山ほど……」

「あはは、平気だよ。私が全員『処刑』するから」

　おののくウィルを安心させるようにそう宣言し、ミザリーが嗤わらった。恐れとも呆あきれともつかない溜ため息いきを吐つき、ウィルはミザリーの瞳を見つめる。

「そうか。そいつは……心強い限り、だな」

　銀色の双そう眸ぼうに宿る光は穏やかで理性的だが、奥底にはどんな狂気を隠し持っているのかわからない。監察官のシスカがついてはいるものの、ある意味、魔獣や他の罪人より油断ならない相手だ。それでも──

（……アラネア）

　二年前、死にかけていたウィルの命を救い、その後およそ一年に亘わたって仄ほの暗ぐらい迷窟での時間を共に過ごした友人であり相棒パートナー。

　彼女との再会を果たすためなら、ウィルは藁わらだろうが処刑人だろうが、どんなものにも縋すがってみせるし、利用してみせる。

（待ってろ。必ず見つけ出してやるから）

　──グレイルラント大迷窟。光届かぬ地の底で、獰どう猛もうな捕食者たちが喰くらい合う魔獣の巣窟であり、法律という枷かせから解き放たれた者たちが悦よろこび勇んで殺し合う、罪人の楽園。そのどこかにいる彼女を想おもい、ウィルは左胸に手を触れさせる。

　アラネアが残してくれた魔紋は今もウィルの心臓に刻まれ、確かな鼓動を刻んでくれていた。





[image: ]




「……ずっと、気になってるんだが」

　迷窟で命を落とした者は魔獣に骸むくろを喰くらわれ、新たな命の糧となる。それが摂理だ。

　リズたちの遺体に葬礼代わりの祈りを捧ささげたウィルは、魔獣が寄ってくる前に移動し、六層に降りると、迷路のような洞穴を進みつつ、声を潜めて問いかけた。

「ミザリーの奴やつも罪人なんだよな？　何かしらの罪を犯して、投獄された……」

「ええ、そうですよ」

　後ろを歩くシスカが応え、暗視の魔紋が刻まれた眼鏡を光らせる。

「カルタグラ魔導監獄に収監された罪人の中でも一二を争う、とびっきりの大罪人です。なぜなら、ミザリーは──」

「ずばり、あまりに可愛かわいすぎるからだねっ！」

　シスカの答えに割り込んで、最後尾を歩くミザリーが嘯うそぶいた。

「美しさというものは、それだけで罪なんだ。傾国の美女って言葉があるだろう？　私の美貌は問答無用で人を狂わせ、惑わせる……存在自体が危険なんだよ。だから囚とらえられ、誰の目にも入らない牢ろう獄ごくに幽閉されてしまったわけさ」

「…………。なぜなら、ミザリーは？」

「無視!?　ひどいっ！」

　喚わめくミザリー。甲高いその声は洞窟内に反響し、静寂を揺さぶる。ウィルは「うるさいな」と顔をしかめて、ミザリーに半眼を注いだ。

「あんまりでかい声を上げると、魔獣が集まってくる。声量落とすか、黙ってろ」

「……むぅ」

　頬ほおをぷくぅっと膨らませ、ミザリーが唇を尖とがらせる。その肌や衣裳ドレスに飛んだ血は綺き麗れいに拭い取られていたが、やはり微み塵じんも可愛らしいとは感じない。

　ミザリーの肩には例の禍まが々まがしい大剣が担がれており、離れていても薫ってくるほど濃い血臭を漂わせていた。

「おお、さすがウィルさん。看守の私ですら手を焼かされているあのミザリーを、一瞬で黙らせるとは！」

「シスカは威厳が足りないんだよ」

　閉ざした口をすぐさま開き、ミザリーが嘲あざ笑わらう。

「齢よわい二十五。私より八つも歳としが上なのに外見はまるで子供だし、背は二十糎センチ近く小さい……胸囲バストの差もそれぐらいあるよね。確か七十五糎だっけ」

「えっ」

　首を前へと戻しかけたウィルは思わず振り返り、シスカとミザリーの二人をまじまじと見比べた。背丈が小さくほとんど真っ平らなシスカの胸に比べて、ミザリーの胸元はこれでもかと隆起しており、ただ歩くだけでも柔らかく揺れ弾んでいる。胴や腰など他の部分が調帯ベルトできつく締めつけられているためか、余計に大きく強調されていた。

　ウィルと同い年、十七歳さいとは到底信じられない成長具合だったが、それより驚くべきはシスカだ。身長や体型だけでなく顔立ちも童顔で、二十代にはとても見えない。

「……完全に年下かと思ってた。若いのに、監察官ってすごいなと……まさか年上だったとは。これからは、シスカさんと呼び直した方が？」

「いいえ。今さら結構ですよ」

　かしこまって訊きくウィルに、シスカが満面の笑みで答える。しかし瞳は笑っておらず、背嚢リユツクの肩かた紐ひもを握りしめる手は小刻みに震えていた。

「勘違いには慣れていますし、ミザリーからも呼び捨てにされてますから……ふふふ」

「じゃあ、私はシスカちゃんって呼ぼうかな。シスカちゃん！」

「……ミザリー。次に私をちゃんづけで呼んだら、胸についているその無駄な脂肪を引き千切り、魔獣の餌にしてあげますよ？」

「ひぃ!?　虐待だぁ！　監獄は今すぐにでも、この鬼畜女を捕まえるべきだねっ！」

「だから、うるさい」

　ぎゃあぎゃあ騒ぐミザリーに辟へき易えきし、ウィルは深々と嘆息をこぼした。これではまるで小ガ児キのお守もりだ。肉体は立派だが、精神が幼稚に過ぎる。

　ウィルはいつ魔獣と遭遇しても対応できるよう感覚を研ぎ澄ませつつ、

「──で？　ミザリーは結局、何をして監獄にぶち込まれたんだよ。カルタグラ魔導監獄は国中から選よりすぐられた重罪人が集められる施設だろ？　その中でも一二を争うほどの罪っていうのは、一体……」

「虐殺です」

　告げるシスカの声は静かで、神妙だった。

「二百人にも上る人々の命を一度に奪った、史上最悪の大量殺人犯マスマーダー《鎖鋸剣の魔女ウイツチ・オブ・チエーンソー》……それが彼女に与えられた異名で、彼女が犯した大罪なんです」

「に、二百人？」

　にわかには信じがたい殺害人数だ。しかも通算ではなく、たった一度の殺人で。

「……そんなの、聞いたことないぞ」

　十年前から探たん窟くつ者しやとして迷窟に潜り続けているウィルは世事に疎いが、それでも地上でそんな大事件が起これば、多少なりとも耳に入ってくるはずである。

　眉をひそめるウィルに対して、シスカは「でしょうね」と苦笑し、真剣な目でウィルを見つめた。

「明るみには出ていない話ですから。そして本来そういう出来事が『あった』のだという情報も、ごく一部の関係者以外には知らされていない機密事項です。ただウィルさんは、私たちと行動を共にする協力者でもありますし。前任者の方よりは信頼できる人物だろうと判断しました。これくらいの情報は、お伝えしてもよいかなと」

「……そうか。素直に教えてくれて助かるよ。一緒にいるのがどんな罪を犯したかもわからない輩やからじゃ、心が休まらないからな」

「ええ、だと思います。ただし誰かに口外されたら、お互いただでは済みませんので……くれぐれも内密に。それと、余計な詮索も──」

「──わかってる」

　脅すような低い声音を素っ気なく遮ると、ウィルは視線を前に戻して、突き放すように呟つぶやく。

「俺は、最初からそのつもりだよ」

　シスカたちは『協力者』だが『仲間』ではない。必要以上に親睦を深める気はないし、踏み込む気も一切なかった。だから、踏み込ませもしない。

　アラネアに会うという目的は明かさないまま、ただ迷窟の深層に辿たどり着つくための戦力として、武器として、二百人もの人々を虐殺したという恐るべき殺さつ戮りく者の力を利用する──それだけだ。

「えー。なんだよぉ、ウィル。冷たいじゃないか！　せっかく仲間になったんだからさ、もっと仲良く親交を──」

「うるさい、黙れ。でかいのは乳だけにしろ」

「痴漢発言セクハラだっ！　シスカ、この男を引っ捕らえろおおお！」

　性懲りもなく喚わめくミザリー。ウィルは早くも後悔しはじめていた。

　罪人という未知の脅威を払うためだとはいえ、この無駄に馴なれ馴なれしくかしましい女と手を組んだのは、早計だったかもしれない……と。
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「──待て。止まれ」

　ウィルの注意を聞くことなく益体もない話を続け、積極的に絡もうとしてくるミザリーが、徹底的に無視され続けてやっと静かになった頃。

　真まっ直すぐ伸びる横穴の先から微かすかな水音が響いてくるのを察知したウィルは、すぐさま歩みを止めて、闇の向こうを睨にらんだ。

　この先には地底湖があり、道が二つに分かれていたはずだ。水場は魔獣が集まりやすいため、特に警戒が必要である。

「たぶん魔獣だ。音を立てず、ゆっくり進もう。気づかれないように……」

　ウィルは小声で囁ささやくと、小刀ナイフを抜いて慎重に歩みを進めた。シスカとミザリーも無言でついてくる。近づくほどに闇が薄らぎ、やがて仄ほのかに青い光を放つ湖とその畔ほとりで水を啜すする者の姿が現れてきた。大きな頭に痩せた体の、小柄な人影。否いな──

「……小鬼ゴブリンですね」

　呟つぶやくシスカに「ああ」とうなずき、ウィルは再び歩みを止める。岩陰に身を隠れさせ、そっと様子を窺うかがった。魔獣はウィルたちに気づくことなく両手ですくった水を飲み、呑のん気きに喉を潤しながら、耳障りな金切り声でギイギイと鳴いている。

「迷窟ではそこら中にいる魔獣だが、魔獣にしては知能が高く、探たん窟くつ者しやから奪った装備を携行している個体も多い。数は……四匹。ぱっと見、全員手ぶらだな」

「殺やりますか？」

「……いや。気づかれていないなら、無理に戦わなくてもいいさ。水を飲み終わったら、すぐ消えるだろ。幸いここは三さん叉さ路ろだ。休憩がてら隠れ続けて、奴やつらがこっちに来た場合だけ、応戦すれば──」

「響かせろライズ」

　ふいに詠唱が響いた。ぎょっとなるウィルたちの傍らをミザリーが走り抜け、水を啜る小鬼ゴブリンどもに単身、猛然と突っ込んでいく。

「ミザリー!?　ま、待ちなさいっ！」

「チッ、あの馬鹿女……大人しくしていたかと思えば！」

　ウィルは舌打ちをして岩壁に預けかけていた体を起こすと、シスカの制止も聞かず遠ざかっていく背中に毒づいた。

「お前のユア……」

　ミザリーの接近に気づいた小鬼ゴブリンどもがやかましく騒ぎ立て、乱らん杭ぐい歯ばを剥むき出だしながら、鋭い爪と紅あかい眼まなこをギラギラと光らせる。

　その数、十匹以上。ウィルの位置からは確認できなかった仲間が、ぞろぞろと集まってきたのだ。中には大振りの剣や、槍やりを携えている者もいた。

　そんな魔獣の群れを前にして、ミザリーは──

「死の咆哮をデスヴオイス！」

　怯ひるむことなく突撃すると、紫色の魔紋を纏まとって猛回転し、魔獣どもの甲高い合唱を掻かき消けすほどの爆音を撒まき散ちらしはじめた大剣を、横薙なぎに一いつ閃せん。

「──《魔紋仕掛けの鎖鋸剣マギアドライブ・チエーンソー》！」

　そのままぐるりと体ごと回転し、自らを取り囲むように躍りかかってきた小鬼ゴブリンの集団をまとめて斬り裂いた。切断された頭部や四肢や体の一部がいくつも宙を舞い、噴き出した血が乱れ散る。断末魔の絶唱がとどろいた。

「ピギイイイィ!?」

「あはッ、逃のがさないよおおお！」

　胸元を深々と斬り裂かれながらも即死を免れ、身をひるがえして逃げ出そうとした小鬼ゴブリンの首を、ミザリーが振り向きざまの刃やいばで刎はね飛ばす。

　さらにミザリーは体を横真っ二つにされ、上半身だけで這はいずる別の小鬼ゴブリンや、血ち溜だまりの上で悶もだえ苦しむ生き残りにも刃を振り下ろし、一匹ずつ始末していきながら、

「私はねぇ、不満ストレスが溜たまっているんだッ！　何度も何度も話しかけているのにことごとく無視されて『うるさい』とか『黙れ』とか、冷たくあしらわれてさぁ！　いつもは構ってくれるシスカも、なんか便乗して無視してくるし！　死ねっ！　ウィルやシスカの代わりに殺されて、細こま切ぎれ挽肉ミンチの肉塊になれッ！　汚らしい血と臓物を撒まき散ちらしてさぁ!?」

　咆ほう哮こうじみた大剣の轟ごう音おんにも負けない大だい音おん声じようで喚わめき散らして、地面に転がる魔獣の肉体を手当たり次第に、片っ端から斬り刻んでいった。

「はぁ……はぁ……」

　やがて付近に動く者がなくなり、十三匹いた小鬼ゴブリンどもが一匹残らずぐちゃぐちゃの肉塊と臓物の山に成り果てた後。

　唸うなりを上げて回転していた刃が止まり、動きを止めたミザリーが「はあああぁ……」と息を吐く。うつむいていた顔が勢いよく跳ね上がり、満面の笑顔が咲いた。

「ああっ、すっきりしたぁ！　苛々ストレス解消っ！」

「あ、あのぉ……ミザリー？」

　血と脂に塗まみれた大剣をぶんぶんと振るミザリーに、シスカが恐る恐る近づいていく。

　周囲の地面は斬り刻まれた小鬼ゴブリンの欠片かけらや体液で泥濘ぬかるみのようになっており、足の踏み場もないほどだった。シスカが及び腰で尋ねる。

「お、怒ってますか？」

「ううん、もう怒ってないよ。だいぶ発散できたからねぇ」

「そ、そうですか……あはは。なら、よかったです」

「よくねぇよ。なんで安心してんだよ」

　むせ返るほど濃い血の臭気に当てられ、ウィルは激しい眩暈めまいを覚えた。

（やばすぎるだろ、こいつ。ちょっと不満や苛いら々いらが溜まった程度で、ここまで暴れ回るか普通？　なんか勝手に清々してるし。情緒が不安定すぎる……）

　おののいて、魔獣の群れを瞬く間に殺し尽くしたミザリーを見る。

　喪服のような黒い衣裳ドレスと外套ローブは返り血を浴びて艶つやめき、白い肌や銀色の髪にも赤黒い血や肉片のようなものが付着していた。それがもし魔獣ではなく、人間のものだったら……と想像し、ウィルは背筋を寒くする。しかも、その想像は単なるウィルの夢想ではなく、過去実際に起きている出来事なのだ。

　二百人殺しの大量殺人犯マスマーダー《鎖鋸剣の魔女ウイツチ・オブ・チエーンソー》──彼女がどれだけ邪悪で危険な存在なのかということを、改めて思い知らされたようだった。

　──だが。

「おい。ミザリー」

　ウィルは血の海を踏み、毅き然ぜんとした足取りで歩み寄ると、血だらけの大剣を肩に担いでご満悦なミザリーを睨にらみつけ、言い放つ。

「俺は『無理に戦わなくてもいい』って言ったよな？　なのに、一人で勝手に動いて……案内人ガイドの指示には、ちゃんと従え」

「……うん？」

　ミザリーがかくんっと首を傾け、ニコニコと訊きいてきた。

「無理なんかしていないけど？　私が余裕でイケると判断したから、行ったんだ。結果、問題なかったじゃないか。なのに、文句があるっていうのかい？」

「あるから意見してんだろ。話を聞け、この暴走女」

　刺とげ々とげしく言い返してやると、ミザリーのこめかみが震え、笑顔がひび割れる。

　空気が険悪になり、シスカが「あわわ。ふ、二人とも！　お、落ち着いて……」などと必死に仲裁しようとしてくるが、ウィルは極めて冷静だ。シスカを押しのけ、ミザリーの鼻先に人差し指を突きつけながら責め立てた。




「重ねて言うが、手前勝手に動くな。別にイケると判断するのは自由だけどな、それならそうと先に伝えろ。それから動け。今回はたまたま、運良く問題なかっただけで……次も大丈夫とは限らないだろ？　ここは迷窟、案内人ガイドは俺だ。何が起こるのかわからない場所なんだから、素人が突っ走るのはやめろ！」

「えー。やだぁ」

　ミザリーが口を尖とがらせ、ぶつくさ文句を垂れてくる。

「ウィルとお喋しやべりしたいっていう私のお願いは無視しておいて、自分の言葉は聞けなんてずるくない？　大体、ウィルは『うるさい』とか『黙れ』とか『魔獣が寄ってくる』とか言うけどさ。来たら、返り討ちにしてあげればいいだけじゃないか！」

「……まぁ、そうだけど」

　会話するのが面倒だとか人殺しの罪人と仲を深めるつもりはないとか、そういう個人的な心慮はさて置き。ウィルは案内人ガイドとしての意見を口にした。

「ミザリーは、魔獣を見くびりすぎている。こんな調子で探たん窟くつを続けていたら、そのうちひどい目に遭うと思うぞ？　そうなる前に……」

　言いかけて、ふと視界の端に違和感を覚える。ミザリーの背後、水底にある魔石の光で青く輝く湖の表面が一瞬、揺らいだように見えたのだ。風もないのに──

「ひどい目？　あはは！　遭わせられるものなら、どうぞ遭わせてみてくださいって感じだね！　ご覧の通り拘束されて、今は力をほとんど封じられているけど。それでも私は、最凶の処刑人だよ？　魔獣の五匹や十匹くらい──」

「おい」

　手て枷かせから伸びる鎖をじゃらりと鳴らして腕を広げ、自分の体を緊縛している調帯ベルトや枷を見せつけながら胸を反らすミザリー。その背後で揺らめく湖を注視して、ウィルは小刀ナイフを構え直した。

「来るぞ、ミザリー」

　──直後。水面が一際激しく蠢うごめき、青く透き通った蛇のような触手が何本も宙空に伸び上がって鎌首をもたげる。湖のすぐ傍そばに立つミザリーが「……ん？」と背後を振り返り、固まった。一拍遅れて、悲鳴を上げる。

「うわぁ!?　な、なんだいこれは……魔獣なの？」

「粘体生物スライムだ！　水に擬態して姿を隠し、近づいてきた獲物を襲う《水場に隠れ潜む物アクアウーズ》と呼ばれる種類の……おい、一旦逃げろっ！」

「……逃げる？　いやいや」

　湖から距離を取るウィルに対してミザリーは不敵な笑みを浮かべると、逃げることなく魔獣と対たい峙じし、

「魔獣なら、狩り殺そうよッ──《魔紋仕掛けの鎖鋸剣マギアドライブ・チエーンソー》！」

　ミザリー目がけて一斉に襲い来る触手の群れに、高速回転する大剣の斬撃を見舞った。二十本近い数の触手がまとめて斬り裂かれ、千切れ飛ぶ。

　ミザリーが「あはッ」と嗤わらった。

「ほぉら、ねぇ？　楽勝じゃないか。私の剣に、斬り裂けないものなんて……」

　勝ち誇るミザリーの言葉はしかし、最後まで紡がれることはなかった。触手が斬り飛ばされてすぐ、水面から新たな触手が伸び上がって殺到し、ミザリーの腕や脚、体中に絡みついたのだ。一撃で仕留めたものと油断していたミザリーは、その強襲に対応できない。為なす術すべもなく絡め取られて、吊つるし上あげられる。

「わっ、うわああああああ!?」

「ミザリーッ！」

　シスカが叫び、血の泥濘ぬかるみで滑りかけながら、慌てて駆け寄ってきた。ウィルの隣に肩を並べて、捕縛されたミザリーを見上げる。

「だ、だだだだ、大丈夫ですかぁ!?」

「だ、大丈夫だよ！　こんなの、すぐに抜け出して……あっ!?」

　魔獣の触手が大剣の柄つか部分に巻きつき、ミザリーの手から武器を奪った。刀身に魔紋が刻まれた魔剣は、使い手の魔力を柄から流し込まれて初めて、その真価を発揮する。

　ミザリーの手を離れた瞬間、暴力的に回転していた刃は呆あつ気けなく止まり、刀身に浮かび上がった魔紋はフッと消えてしまった。

　余裕に満みち溢あふれていたミザリーの顔が引きつり、恐怖に染まる。

「えっ、嘘うそ……ごめん、やっぱり助け……あひぃんっ!?」

　ミザリーの声が甲高く跳ね、触手に捕らえられた体がびくんっと跳ねる。

　絡みついた触手が蠢うごめきながら蠕ぜん動どうし、ミザリーの全身を這はい回まわりはじめたのだ。

　黒い革調帯ベルトに覆われている四肢や細くくびれた腰回りなどをゆっくりと、撫なでるような動きで。ミザリーが当惑し、目を白黒させた。

「ええっ？　な、何これ……なんか動きがいやらしくない？　ヌルヌルしてるし。調帯ベルトに守られてるおかげで、大して何も感じないけど……」

「捕らえた獲物が『雌』かどうかを確かめて、犯そうとしているんだろ」

「「……ッ!?」」

　ミザリーとシスカが二人同時に目を剥むいて、こともなげに言い放ったウィルを見る。

「知らないか？　魔獣は魔獣以外の動物、例えば人間なんかとも交配できる生物なんだ。俺はそこまで詳しくないけど……そうやって産み落とされた魔獣と人間の仔こが、小鬼ゴブリンや大鬼オーガに代表される人型らしい。探たん窟くつ者しやの先せん輩ぱいから聞いた逸話だ」

「ま、魔獣の……仔……？」

　ミザリーの顔がみるみる赤くなっていき、触手に絡め取られている体がガタガタと震えはじめた。目尻に、じわぁっと涙が滲にじむ。

「や、やだ……」

「だからまぁ、すぐ殺されるってことはないんじゃないかな。苗床として使える獲物だと判断されれば巣に持ち帰られて、壊れるまで陵辱──」

「そんなの嫌だああああああッ！」

　ミザリーが絶叫し、身をよじらせて抵抗するが、魔獣の触手は四肢をがっちり固定しており、逃れることは不可能だ。

「た、助けてシスカ！　助けてぇウィル！　魔獣に犯されるくらいなら、死んだ方が……ひゃあぁん!?」

　そのときミザリーが嬌きよう声せいを上げ、顎を反らせた。調帯ベルトに覆われていない無防備な胸元、ぶるんぶるんと弾む乳房に触手が伸ばされ、絡みついたのだ。

　魔獣ゴブリンの血液に塗まみれた衣裳ドレスが魔獣スライムの粘液で汚され、ねっとりと穢けがされていく。

「ミザリー!?　くっ……今助けます！」

「いや、ちょっと待て」

　背嚢リユツクにくくりつけられた鞘さやから剣を抜き、動き出そうとするシスカを制して、ウィルは落ち着き払った態度で言葉を継いだ。

「いくら触手を斬っても無駄だよ。すぐに再吸収されて、別の触手が伸びてくる。シスカが助けに入ったところで、仲良く捕まるだけだろう」

「じゃあ、どうしろと!?」

「ミザリー」

　シスカからの問いには答えず、呼びかける。耳まで真っ赤になりながら必死に声を抑えようとするミザリーが「な、なんだよぉ!?」とウィルを睨にらんだ。

「乙女の危機ピンチを見物してないで、早く助けに──あっ!?　やばい、触手が下着の中に……あぁんっ!?　や、やばいよぉ！　このままじゃ、本当に……ひっ!?　んひいいいい！」

「これで、少しは反省したか？」

「……は、反省ぇ？」

「魔獣のことを舐なめ腐って侮り、自分の力を過信して、案内人ガイドである俺の助言を無視した結果がこれだ。俺はお前がこうならないように、忠告をしてやったんだけどな？」

　盛大に溜ため息いきを吐つき、肩をすくめる。涙に濡ぬれた銀色の双そう眸ぼうを見据え、ウィルは今一度ミザリーに尋ねた。

「──反省したか？　したなら助ける」

「!?　うっ……」

　ミザリーの顔がひしゃげる。羞恥と矜きよう持じが入り混じった表情で唇を噛かみ、

「うわあああんっ！　しました、すごく反省しましたぁ！」

　慟どう哭こくするミザリーに、ウィルは「……よし」と相好を崩すと、小刀ナイフの魔剣《麗狼の[image: ]カレイドフアング》を逆手に握り直して地面を蹴りつけ、疾駆した。

　目指すのは、ミザリーの体を拘束する触手ではなく、触手が伸ばされている湖の表面。青く透明な水の中、明滅する黄色い光だ。

「すぐ終わらせてやる」

　ウィルは、ともすれば見逃してしまいそうになる淡い光を視界に捉えたまま、水面から伸び上がり、槍やりのように突き出されてきた触手の雨を掻かいくぐると、

「──《焔[image: ]みパイレクシア》！」

　唱え、小刀ナイフを振り上げた。刃やいばに刻まれている《雷[image: ]みデイスチヤージ》とは別の魔紋に魔力が流され、赤々と光り輝く。

「ここだッ！」

　刃を水面の丸い光に叩たたきつけた、瞬間。ジュウウウッと白煙が噴き、ウィルの死角から襲いかかろうとしていた触手とミザリーを捕縛していた数多あまたの触手が、まとめてパァンッと破裂した。粘液を飛び散らせ、脅威的な再生能力を持つ粘体生物スライムが息絶える。

「ぎゃ!?」

　魔獣の触手で逆さ吊づりにされていたミザリーが、頭から地面に墜おちた。

「んぎゃあああッ、痛いぃ！　グキッていったぁ！　首がグキッてイッたよおおお!?」

「はは、よかったなぁ。助かって」

　ウィルは頬ほおに飛んだ粘液を拭うと、悶もだえ転げるミザリーを見下ろす。ミザリーの全身は返り血や粘液でぐちょぐちょだったが外傷はなく、貞操も（たぶん）無事。

　魔獣を仕留めた小刀ナイフを振って、ウィルは笑った。

「粘体生物スライムは『核』を潰せば楽に倒せる。けど、潰さなきゃ倒せない。探たん窟くつ者しやなら誰でも知ってる常識だ。よく覚えとけ」

「……うう」

「今回の災難で、迷窟と魔獣の怖さが身に染みただろう。これに懲りたら、案内人ガイドの言葉にはしっかり耳を傾けることだな。次は、助けてやらないぞ？」





　　　　×××






「迷窟怖い、迷窟怖い、迷窟怖い……」

　膝を抱えて座り込み、岩壁にもたれて体を丸めたミザリーが、うわ言のように繰り返しながらぶるぶる震えている。その体を汚していた体液は洗い落とされ、綺き麗れいになっていたが、心に擦り込まれた恐怖は未いまだ拭いきれないらしい。

　ウィルは手袋グローブを外し、すくった水で喉を潤すと、革短衣ジヤケツトを脱ぎながら苦笑した。

「怯おびえすぎだろ……とりあえず、ここは割かし安全だから安心しろよ。入口には魔獣用の罠わなも何個か張っておいたし。ゆっくり休め」

　今ウィルたちがいるのは、ミザリーが粘体生物スライムに襲われた湖から少し離れた場所に位置する別の水場だ。奥に小さな泉があるだけの狭い空間は行き止まりになっており、入口が一つしかないため、警戒もしやすい。幕ばく営えいにはうってつけの岩室だった。

　虐殺された小鬼ゴブリンの血臭で他の魔獣が寄ってくるのを危惧したウィルは、あれから早々に湖を離れ、ここで休息を取ることにしたのだ。

「いやぁ。それにしても、よくこんな場所をご存ぞん知じでしたね。さすがウィルさん！」

　背嚢リユツクを下ろし、帽子を脱いだシスカが、寝袋シユラフを広げながら言う。

　この水場はシスカの背嚢リユツクがぎりぎり通れるくらいの狭い亀裂を通り抜けた先にあるため簡単には発見できず、地図にも載っていない穴場だ。

　ウィルは「まぁな」と笑い、魔石を含んで青白く輝く岩壁と、その光に照らされている懐かしい空間を眺め回した。

「以前、たまたま見つけたんだよ。仲間と潜ったときに……」

「……仲間？　ウィルさんにも、仲間がいらっしゃったんですか？」

「ああ。もう死んじまったけどな」

　しれっと告げられた事実に、シスカが「あっ──」と口を押さえる。気まずそうに目を泳がせて、悄しよう然ぜんと謝ってきた。

「す、すみません……」

「いいよ。とっくに終わったことだし。他人の死を長々と引きずってたら、探たん窟くつ者しやなんかやってられない」

　そう嘯うそぶくと、ウィルは地面に寝転がる。広げた胴着ベストと革短衣ジヤケツトの上で仰あお向むけになり、背嚢リユツクを枕代わりにして瞼まぶたを閉じた。青黒い闇の中、ほどなくウィルの脳裏に浮かんできたのはリズの姿だ。

『ウィルくんっ！』

　人懐っこい笑顔を浮かべた少女は次の瞬間、無惨にも首を捻ねじ切きられ、もがれた頭部と残された体は群がる魔獣に喰くらい尽くされる。後には、何も残らない。

　そして唯一心に遺のこった記憶や感傷も眠りに落ちれば色いろ褪あせて、繰り返される時間の中で少しずつ摩耗しながら消えていくのだ。

　しかし、それでも──

「……昔。俺が七歳さいのとき、迷窟で死にかけたことがあってさ」

　いまいち寝つけないウィルは目を閉じたまま、ぽつりと口を開いた。独りごちるように続ける。

「流は行やり病で家族を亡くして路頭に迷っていた俺は、生きていく金を得るため仕方なく、ろくに装備も整えないまま、たった一人で迷窟に潜って……結果、魔獣の餌になりかけたんだ。まぁ、当たり前だが」

　当時のウィルが持っていたのは母が料理に使用していた小刀ナイフと角燈ランタン、盗んだ麺パ麭ンと飲み水くらいで、地図もなし。まだ魔紋も刻んでいなかったため、ほとんど自殺に等しい行為だ。愚かなウィルは魔石や薬草を求めて当あて所どなく迷窟をさまよっていたところを巨大な狼おおかみの魔獣に襲われ、あわや喰い殺されかけたのだった。

「そのとき俺を助けてくれたのが、近くを通りかかった探窟者の一団で……その出会いをきっかけにして、俺は探窟の世界に足を踏み入れたんだ」

『──よぉ、坊主。こんなところで迷子かい？』

　矢のごとく投げ放った小刀ナイフで、ウィルに飛びかかる魔獣を瞬殺した男は、蒼あおく輝く瞳を細めて笑い、悪戯いたずらっぽく問いかけてきた。

　クレイグ・チェンバーレイン。顔に無数の傷痕があるその男こそ《魔ま刃じんの射手》の異名を誇る名うての狂深者シンカー、凄すご腕うで揃ぞろいの探窟隊《地界の誓団アンダーオース》を率いる隊長であり──

『あのなぁ、ウィル？　そんな装備でここに来るのは、死にたがりだけだぞ……ったく、しょうがねぇ。オレたちが一から教育してやる。迷窟で生き延びるための術すべをな。どうせこのまま地上に戻ったとして、帰る居場所もねぇんだろ？』

　まだお互い出会ったばかり、足手まといにしかならない素人の子供を構わず仲間に迎え入れ、育ててくれた父親のような恩人だった。

　並んで出口に向かう途中で、呆あきれながらも優しくそう言って、ウィルの頭を撫なでてきた手の大きさと温かさ。涙と共に込み上げてきた熱い感情は、十年近く経たった今でも褪あせることなく、ウィルの心に刻まれている。

（……クレイグさんだけじゃない）

　ウィルと同じく身寄りを失い、或あるいは捨てた者たちにより構成される《地界の誓団アンダーオース》の面々は皆ウィルの入団を歓迎してくれ、まるで家族が増えたかのように、あれこれ面倒を見てくれたのだ。

（ティモシーさん、ブランデさん、クリス姉さん、ジェイド兄さん……）

　朝から晩まで剣の稽古をつけてくれたり、ウィルに足りない知識や教養を身につけさせてくれたり、美お味いしい手料理を振る舞ってくれたり。女性を上手に口説く方法や、水浴びを覗のぞくコツをこっそり教えてくれたり──したのは、余計な入れ知恵だったけど。

　あのときあの場所で得たものの全ては、彼らがいなくなった後もウィルの中で息づいている。探たん窟くつは苦難の連続だったが、仲間と潜れば怖くなかったし、楽しめた。

「俺がいた探窟隊の仲間は、全員すごい人たちだったよ。俺なんか足元にも及ばないほど優秀で、立派な探たん窟くつ者しやだった」

「……へぇ。ウィルさんがそこまで仰おつしやるのなら、本当にすごい方々だったんでしょうね。ですが、もう──」

「ああ。皆、殺やられちまった。二年前、迷窟の奥深く……下層で出遭った一匹の魔獣に、あっさり壊滅させられたんだ。生き残れたのは、俺だけだった」

　瞼まぶたを開き、ウィルは呟つぶやく。かつて自分がクレイグたちから教わり、身を以もつて思い知った戒めを。

「──迷窟は、恐ろしいとこだよ。どんな強者も容易たやすく命を奪われる。奪う側と奪われる側、狩る側と狩られる側が一瞬で引っくり返る世界だ」

　探窟者も魔獣も、罪人も賞金稼ぎも。迷窟では等しく捕食者であり、被捕食者だ。罪人を狩る処刑人、ミザリーとて例外ではない。

「しかも迷窟の危険度は、深く潜れば潜るほど高くなる……案内人ガイドの俺でも予測できない事態、対応できない厄介な魔獣に遭遇することだってあるだろう。俺は玄プ人ロだし、迷窟の知識はそれなりにあるけど、全てを知り尽くしてるわけではないからな」

　迷窟内に満ちる魔力は深いところほど濃さが増し、魔力を体にたっぷり蓄えた魔獣は、一匹一匹が独自の進化を遂げている。故に、未知なる個体も多い。

「……でしょうねぇ。まぁ迷窟に棲すむ魔獣の中には、人間の上半身に蜘く蛛もの下半身を持つ異形の種もいるくらいですから」

「……ッ！」

　シスカの口から不意打ちのごとく飛び出してきた話題に一瞬呼吸が止まり、胸の鼓動がどくんっと跳ねた。ウィルが思わず顔を向ければ、

「──ウィルさんは、ご存ぞん知じですか？」

　薄闇の中、眼鏡を外したシスカの双そう眸ぼうと視線が絡んだ。ウィルの体が緊張し、忍び寄りかけていた睡魔が吹き飛ぶ。

「あ？　ああ……」

　闇に溶け込むような黒い瞳孔に、得体の知れない不穏な翳かげりを感じたからだ。ウィルはごくりと唾を嚥えん下げし、胸のざわめきを押し殺すように応えた。

「知ってるよ。最近、探たん窟くつ者しやの間で囁ささやかれてる噂うわさだろ？　実際に見たことはないけど……場所が場所だし。そんな魔獣が生息していても、不思議ではないと思うぞ？」

　それは咄とつ嗟さに口をついて出た嘘うそだが、わざわざ事情を打ち明けてやる意味もないため、知らないふりで無難にやり過ごす。

「……ふむ」

　シスカはウィルから視線を外すと、虚空を仰いで唇を歪ゆがめた。

「そうですね、なんら不思議ではありません。そしてもしそんな魔獣が実在するのなら、是非お目にかかってみたいものです」





　　　　×××






「アラネアは、いつから迷こ窟こに棲すんでいるんだ？」

　迷窟の深層で死にかけていたところを助けられ、ウィルがアラネアと友達になってからおよそ一日。ウィルは、アラネアが獲とってきてくれた食料──彼女が『くねくね』と呼ぶ魔獣の赤身肉を、赤熱させた小刀ナイフの刃で念入りに焼きながら訊きく。

　場所は、ウィルがアラネアと出遭った縦穴からしばらく歩いて辿たどり着ついた地底湖の上、蜘く蛛もの糸を編んで作られている巣の中だった。

　繭のような構造の巣は内部が空洞になっており、休息用や備蓄用など、用途別に空間が分けられている。ウィルがいるのは一際広い生活用の空間で、純白の糸に覆われた世界はさながら塩の洞窟だ。また、巣の近くには青白い光を放つ魔石の結晶が大量に生えているため、暗視の魔紋に頼らなくても視界は確保できていた。

「いつから……」

　口の周りを赤黒い血でベトベトにしたアラネアが塊のままかじりついた生肉をゆっくりと咀そ嚼しやくし、呑のみ込こんでから答える。

「……わからない」

「わからないのか……」

「うん。あまり『じかん』をきにしたことがないから」

　アラネアはそう言うと、ウィルの手首に巻かれている魔紋仕掛けの時計を眺めた。陽ひの光が届かず、昼も夜もない地下では正常な時間の感覚がなくなる。そのため時計は必需品だが、迷窟の住人であるアラネアにとっては、馴な染じみの薄い概念なのだろう。

「でもたぶん、そんなにながくはない……と、かんじる。きがついたらここにいて、よくわからないままいきてきた」

「ずっと独りで？　家族や仲間、俺以外の『お友達』はいないのか」

「うん、いない。わたしはずっとわたしだけ、だった。わたしとおなじ、ことばをしゃべれるいきものは、ウィルがはじめて」

「ふぅん……ていうか、そもそもなんで人の言葉がわかるんだ？　友達っていう存在も、独りだったら知りようがないものだろう」

「……わからない」

　消え入りそうな声で呟つぶやき、アラネアが生肉をかじった。長い睫まつ毛げに縁取られている目が伏せられ、変化の乏しい表情が悲しそうに曇る。

「にんげんとかまもんとか、いろんな『ちしき』はあたまのなかにある。わたしが、めをさましたときから。だけどわたしがなんなのか、どこでどんなふうにうまれて、どうしてここにいるのかは……まったく、わからない。わからないまま、いきつづけてる。わたしは、わたしの『きおく』がないの」

　人間と変わらぬ上半身の下、魔獣のような蜘く蛛もの脚が蠢うごめき、鋭い爪で床をガリガリ引ひっ掻かいた。人間ではない、そして恐らくただの魔獣でもないアラネアは一体、何者なのか。その答えを誰よりも知りたがっているのは、アラネア自身なのだろう。

「……そんなとき、ウィルにであった」

　金色の双そう眸ぼうがウィルを見つめる。その眼まな差ざしに敵意は感じられないが、にもかかわらず恐怖や嫌悪が拭えないのは、彼女が異形の化け物だからか。

　だが、ウィルは──

「わたしによくにた、にんげんのウィル。ウィルのことをしれば、わたしも……わたしのことが、なにかわかるかもしれない。だからこのまま、しばらくは……」

「──ああ。一緒にいるよ」

　頼み込んでくるアラネアの目を見つめ返して、迷いなく応えた。

「命を助けてもらったからな？　そのお返しだ。それに──」

　言いかけたとき、地震のような軽い振動がアラネアの巣を揺さぶってくる。驚き、肉を取り落としかけるウィルに対して、アラネアは眉一つ動かすことなく「だいじょうぶ」と生肉を振り、服の代わりに糸がぐるぐる巻きつけられている胸を誇らしげに張った。

「この『す』は、ぜったいむてき。たぶん、このおにくのまじゅう『くねくね』がおいかけて、おそってきたんだろうけど……『くねくね』ごときじゃやぶれないから、あんしんしていい。すべてをとかすどくえきも、むだ」

　いわく『くねくね』というのは九つもの首を持つ蛇の魔獣で、アラネアはそのうち一本の首を切り落とし、食べられる分だけを持ち帰ってきたのだという。

「おとしたくびはさいせいするから、いかしておけば、むげんのしょくりょうになる……おそってくるのは、いつものことだよ。ほうっておけばいなくなるから、きにしない」

「いや、この状況で気にするなとか言われても……ひっ!?」

　全てを溶かす毒液とやらを吐きつけられたのか、ウィルの背後でジュウウウッと激しい異音が響いた。もし今巣から放り出されたら、ウィルは即座に殺されて、魔獣の餌になるだろう。迷窟の深層は、ウィルのような人間が独りで生きていくにはあまりに危険で過酷な環境だった。

「……ところで、ウィル。さっきから、おにくをたべずになにやってるの？　どくはないから、あんぜんだよ」

　生肉を頬ほお張ばりながら首を傾かしげるアラネアに、ウィルは肉を焼きながら言う。

「いやいや。たとえ毒がなくても、蛇肉なんか生で食ったらえらい目に遭うわ……人間は脆ぜい弱じやくな生き物なんだ。アラネアと違ってな」

　だから、きちんと守ってくれよ──と。おぞましくも頼りがいがある化け物の友達に、ウィルは心の中で頼んだ。





　　　　×××






　充分な睡眠を取り、体を休めた後の探たん窟くつは、大した危機や困難もなく順調に進んだ。

　それは粘体生物スライムに襲われて以来、ミザリーがまるで別人のように大人しく従順になってくれたことが何よりも大きい。

「悪い、ミザリー。その魔剣は強力だけど、やかましすぎて魔獣を引き寄せちまうから、使用を控えてくれないか？　魔獣の相手は、俺やシスカに任せてほしい」

「うん、わかった。足手まといの騒音女は引っ込んどくね？」

「……拗すねるなよ。いざってときは頼りにしてるから」

　ウィルは卑屈なミザリーに調子を狂わされつつも、本来のやり方──魔獣の気配を敏感に感じ取り、気づかれる前に避けるか排除する暗殺者のような立ち回りで、粛々と探窟を続けた。六層から七層に降り、魔石煌きらめく洞窟内を進んでいく。

「一層から十層までの上層は洞穴の迷路だ。無数の横穴と縦穴が交わり、入り組みながら広がっている。降りる道筋ルートは決まってるけど、この辺りの地形は頭に叩たたき込こんであるし、先人たちがつけてくれた目印もあるから、多少外れても問題はない。余計な戦闘は避けて迂う回かいし、安全第一で行こう」

「だね。私も安全なのが一番だと思う。無む茶ちやや無謀は無駄で無益な、愚か者の所業だ」

「ミザリー……成長しましたね。貴女あなたの監察官として、喜ばしい限りです」

「極端な奴やつだなぁ」

「まぁ、私たちの目的はあくまで『罪人』だからねぇ。魔獣ごときに余計な力を割く必要はないと判断したまでさ。魔獣に危うく貞操を奪われかけたのが心傷トラウマになっているとか、別にそういうわけじゃないから！」

「はいはい、わかった。わかってるって。その言い訳、何回目だよ」

「い、言い訳じゃないと言ってるだろ!?」

　ミザリーが声を裏返らせて、呆あきれ返かえるウィルの背中をぺちぺち殴りつけてきた。最後尾を歩くシスカが「ぷくくっ」と笑いをこらえる。探たん窟くつを再開してから三時間ほどが経たち、緩みはじめた緊張が──

「ん？」

　洞窟の奥から漂ってきた血臭によって張り詰めた。ウィルは即座に雑談をやめ、歩みを止めると、刻印魔法で聴覚と嗅覚を高める。魔獣や人の気配はしない。ただ、

「血の臭いに混じって微かすかに、妙な臭いがするね」

「──腐臭だ」

　すんすんと鼻を鳴らして呟つぶやくミザリーに告げ、ウィルはたまらず顔をしかめた。魔獣の糞ふんにも似ているが、鼻をつく独特の酸臭は腐りかけた肉の臭いで間違いないだろう。嗅覚強化を弱めるウィルに、シスカが鼻を摘つまみながら問いかけてきた。

「死し骸がいでしょうか？」

「……だと思う。大抵はすぐ魔獣の餌になるから、腐るまで放置されるのは珍しいけど。生き物がいる気配もしないし……大方、死んでも喰くえない毒持ちの魔獣か、喰いきれないほどでかい魔獣か。そんなところだろうな」

　ウィルはそれでも念のため、小刀ナイフを逆手に握りしめたまま気配を殺し、慎重に進みはじめた。漂う血臭と腐臭が濃さを増していき、やがて洞窟の岩壁に寄りかかるように倒れた影が見えてくる。

　──首のない、人間の亡なき骸がらだった。

「!?　あ、あれは……」

「探たん窟くつ者しやでしょうか？　魔獣に襲われ、命を落とした──」

「いいや、違うね」

　立ち止まったウィルを追い越し、シスカの言葉を否定して、ミザリーが遺体に近づいていく。死臭を気にせず遺体の傍そばで腰を折り、顔を寄せてしげしげと眺めた。

「首が、スパンッと刎はね飛ばされてる。見み惚ほれちゃうほど綺き麗れいな切り口だ……骨の隙間を縫うような、正確無比の斬首だよ。これは魔獣の仕業じゃないね。人間、それも相当殺し慣れてる者の仕業さ。つまり──」

「──罪人か」

「うん」

　ミザリーが首肯して、大剣を肩から下ろす。

「見たところ、頭をなくしてる以外に目立った外傷はなし。剣か何かの鋭い刃で首を刎ねられて、一撃って感じかぁ……ふふっ。鮮やかだねぇ。一体どんな相手なんだろ？　まだ傷口が新しいから、探せば近くにいるかもしれない」

「…………。なんだって？」

　ミザリーの発言に、ウィルはふと引っかかるものを覚えた。

　腐敗するほど劣化している遺体の傷口が、まだ『新しい』？　それと同時に、ウィルは見る。ちょうどこちらを向いて転がる、斬り飛ばされた男の頭部。虚うつろな瞳が光を灯ともし、嗤わらうように顔を歪ゆがませたのを。

「なっ!?」

「ねぇ、シスカ。そんなところに突っ立っていないで、こっちに来てくれよ。この人間を斬り殺したのが誰なのか、君の意見を──」

「いけませんッ！」

　シスカが叫ぶ。眼前の遺体から視線を外し、話しかけてくるミザリーに向かって、

「その遺体から離れてください、早く！」

　──と、声を荒げた瞬間だった。

　遺体の肌にびっしりと翠すい緑りよく色しよくの魔紋が浮かび上がって輝き、首をなくして絶命していたはずの男が、がばりと跳ね起きる。地面にだらりと四肢を伸ばして倒れていた姿勢から、のけ反るように一瞬で。人間ではあり得ない、異様な動きだった。

「へ？　うぎゃああああああ!?」

　慌てて振り向くミザリーに男の死体が飛びかかり、乱暴に押し倒す。

　手から大剣が離れて転がり、後頭部を強打したミザリーが「ぎゃんっ!?」と短い悲鳴を漏らした。その喉元に死体の両手が伸ばされ、絡みつく。

「ぐぇ!?　ちょ、待っ……が、はああッ……」

　死体の指で喉を絞めつけられたミザリーが苦しそうに喘あえぎ、自らの体に覆おおい被かぶさる男の腕を必死に振りほどこうとした。だが死体の膂りよ力りよくは凄すさまじく、ミザリーの喉を絞めつける手はびくともしない。首輪の調帯ベルトに指が食い込み、酸素を求めて舌を伸ばしたミザリーの眼球が裏返りはじめる。ウィルは地面を蹴りつけた。

「ミザリー!?　くそっ、だから警戒心が足りないんだって──」

「──《白蟒の蛇腹剣ホワイトサーペント》！」

　小刀ナイフを構えて突っ込むウィルの傍らを、蒼そう銀ぎん色しよくの光が過ぎる。一直線に宙を奔はしった光は死体の左胸、心臓の位置にずぶりと突き立ち、貫いた。

　穿うがたれた左胸から何か硬いものが砕ける音が鳴り、死体の肌に浮かび上がっていた魔紋が消えると共に、ミザリーの首を絞め上げていた腕から力が抜ける。見れば、

「……ふむ。やはり、魔石は左そ胸こですか」

　魔紋が浮いた眼鏡を光らせ、元の場所から一歩も動かないままに、シスカが小剣を突き出していた。蒼あおい魔紋が刻み込まれた白銀色の刀身は細かく分断してばらけ、一つ一つが芯の鋼条ワイヤーで繋つながっている。それにより、剣を伸長させたのだ。

「そして、もう一箇所は──」

　胸を刺し貫いたまま、シスカが腕を振り上げた。肉を骨ごと断ち切って左肩から抜けた刃やいばが空中でひるがえり、のたくる。その様相はまるで鞭むち、或あるいは蛇のようだった。眼鏡の奥で細められた瞳が、地面に転がる首を捉える。

「頭そこです！」

　シスカが腕を振り下ろした瞬間、上空から叩たたきつけられた刃がカチカチと歯を打ち鳴らして嗤わらう男の頭部を斬り割った。瞳に宿る光が潰ついえ、ミザリーを組み伏せていた男の体がばたりと倒れる。

「げほッ!?　おほっ……[image: ]……おへぇッ……」

　絞首から解放されたミザリーが咳せき込こみ、夢中で酸素をむさぼりながら、覆おおい被かぶさっている遺体をどかした。地面に手をつき身を起こして、乱れた呼吸を整える。

「はぁ、ひぃ……やばい、本気で死ぬかと思った……[image: ]ぇ。あああ、もうっ！　なんなんだよぉ、この死体はあああッ!?」

「生死体ゾンビです」

　動かなくなった遺体を蹴飛ばし喚わめくミザリーに、シスカが冷静な声で答えた。その右手には刃渡り七十糎センチ程度の、なんの変哲もない小剣が握られている。ばらけた刃が結合し、元の形状に戻されたのだ。左胸に空いた穴から腐った血を垂れ流している男の死体を睨にらみつけ、シスカは続けた。

「肉体に《生ける屍リビングデツド》の魔紋を刻まれ、仮かり初そめの生命を吹き込まれた死体。その魔紋を発動させている魔力の源、胸と頭の二箇所に埋め込まれた魔石をなんとかしない限り、生死体ゾンビが活動を停止することはありません」

「……魔紋を刻まれ、魔石を埋められた？　つまりこいつは、人の手で生み出された存在だっていうのかよ」

　生死体ゾンビ化という現象は、迷窟の中層以降などの魔力が濃い場所でなんらかの条件が揃そろうことにより生じる災いなのだとされている。

　しかし滅めつ多たに起きるものではないため、ウィルも今まで片手で数えるほどしか遭遇した経験がない。ましてや刻印魔法を用いて、人工的に作り出すなど──

「──《冒ぼう涜とくの死紋魔法士ネクロマンサー》エドワルド・カーカス」

　シスカが、ぽつりと呟つぶやいた。

「この生死体ゾンビの『制作者』だと思われる罪人の名前です。囚人番号六五一、懸賞金は一千九百万Ｇガネー。王国立の魔法士学院で特別講師を務めるほどの実力と実績を持ちながら、人の遺体を欲望のまま弄び、実験と研究を繰り返した男……命を冒涜するような、忌まわしき精神病質者サイコパスです」

　死者の血が付着している刃やいばを拭い、小剣を収めたシスカが、決然と言い放つ。

「そんな輩やからをむざむざ逃がし、このような犠牲者を出してしまったのは、監獄の責任ですから……私たちの手で始末しますよ。できますね、ミザリー？」

「ああ、もちろんだとも！」

　大剣を拾い上げ、担ぎ直したミザリーが、シスカに歩み寄りながら応えた。

「さっきはつい油断して、遅れを取っちゃったけど……そのお返しだ。なんか、たくさん集まってきたみたいだしねぇ？」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべて、ミザリーが洞窟の奥を見据える。するとほどなく闇の彼方かなたから重なり合った低い唸うなり声ごえが聞こえ、翠すい緑りよく色しよくに光り輝く魔紋が滲にじむように現れてくる。

　それは生死体ゾンビの大群だった。洞窟を埋め尽くすほどの生死体ゾンビが列を成し、洪水のように押し寄せてきている。十か二十か、下手をすればもっといるかもしれない。中には人だけでなく小鬼ゴブリンや大オオ蜥蜴トカゲなど、魔獣の生死体ゾンビも混ざっているようだった。

「な、なぁ……逃げないか？　こ、これはさすがに──」

「──シスカ、よろしく。一掃しよう」

　すぐにでも踵きびすを返し、退散しようとするウィルを無視して。ミザリーは着崩された外套ローブの袖から左腕を抜くと、シスカの前に差し出す。シスカが「わかりました」と短く応じ、ミザリーの手て枷かせに触れた。

　黒い枷とシスカの指先に、純白の魔紋が浮き上がる。目を閉じ、厳かに唱えた。

「監察官シスカ・フラニカの名において命ずる。左手の枷、ならびに九番から十四番の封を解き、放て──《解錠アンロツク》三分間スリーミニツツ！」

　魔紋が輝きを増し、キィンッと高い音を立て、ミザリーの左手首に装着された金属の枷が外れる。さらにその直後、手首から肘にかけて巻かれた調帯ベルトが六本、順番に弾はじけ飛とび、隠されていた真っ白い素肌が露あらわになった。

「あはッ、ありがとう」

　嗤わらうミザリー。剣を右手に携えたまま、迫り来る生死体ゾンビを眺め、

「これで楽々殲せん滅めつできるよ。私本来の殺やり方で、ねぇ」

　呟つぶやくと、掲げられた左腕に真紅の魔紋が浮かぶ。それは信じがたいほど緻密で複雑な、見たことのない紋様だった。赤だけではなく橙だいだいや黄、何色もの直線や曲線が折り重なって絡み合い、輝きを増しながら、剥むき出だしの肌を埋め尽くすように広がっていく。

「さぁ──」

　やがて左腕の周囲に、短刀ダガーを思わす赤い刃やいばが次々と浮かびはじめた。

　何もない虚空から生み出された赤刃は、数にしておよそ三十。溶岩マグマを濃縮したような、内側から赤々と光り輝く刃の群れを前にして、知性をなくしたはずの生死体ゾンビたちが一瞬、たじろぐように動きを止める。

　しかし無慈悲な処刑人の少女は、たとえ相手が元人間の哀れな犠牲者たちであろうと、容赦をしない。

「一匹残らず、骨も残さず焼き尽くしてあげるとしようか」

　嗤わらい混じりに宣告をして、ミザリーが腕を振るった。

「──《皆燼の焼夷刃ナパームデス》！」

　刹那、宙空で静止していた赤い刃が一斉に、光の尾を引きながら撃ち放たれる。しかもそれらはただ真まっ直すぐ飛ぶのではなく、空中でうねるように軌道を変じ、生死体ゾンビの弱点である頭や胸に一本一本、正確に突き刺さっていった。飛ひ翔しようする刃に貫かれた生死体ゾンビたちが吹っ飛び、距離を遠ざけられる。ミザリーが、ぱちんっと指を鳴らした。

「爆はぜろ」

「……ッ!?」

　驚きよう愕がくに目を見張るウィルの視界を、白い光が埋め尽くす。大気を揺さぶる轟ごう音おんが鳴り、熱風が吹きつけた。生死体ゾンビに突き刺さった刃がミザリーの意思で一斉に炸さく裂れつし、凄すさまじい火柱を噴き上げたのだ。

「ぐうううッ──」

　咄とつ嗟さに両腕で顔をかばったウィルの耳元を、頭二つ分ある岩石が通り過ぎ、岩壁にぶち当たる。それは砕けた石柱の欠片かけらで、爆発の直撃を喰くらった生死体ゾンビたちは漏れなく肉片と化していた。またかろうじて即死を免れ、動き続ける生死体ゾンビの影も勢いよく燃え盛る炎に炙あぶられ、焦がされ、溶かされていく。

　ウィルの額に滲にじんだ汗が滑り落ち、軽い火傷やけどを負った肌がひりひりと痛んだ。

「……な、なんだよ？　この、でたらめな威力の魔法は……？」

「粘体生物スライムみたいな『燃える粘液』が閉じ込められた刃を爆発させて、魔石ごと消し飛ばしてあげたんだ。人の体は水分が多くて燃えにくいけど、纏まとわりつく『燃ねん液えき』のおかげで殺やり損ねても燃やし尽くせる。爆殺と焼殺の魔法さ」

　戦慄するウィルを振り返って笑い、魔紋の消えた左手で髪を払ったミザリーが、銀色の双そう眸ぼうを細める。

　ウィルの鼓動が、どくんっと跳ねた。

「ミザリー？　お前……」

「おっと、残念！　そろそろ制限時間タイムリミツトだ」

　問いかけようとしたウィルを遮るように、ミザリーが言う。直後、地面に落ちた調帯ベルトがひとりでに浮き上がり、ミザリーの左腕に巻きつきはじめた。

　白い肌がみるみる覆い隠されていき、最後にガキンッと枷かせが装着された手を振りながらミザリーが「あーあ」とぼやく。

「短い自由だったなぁ……まぁ、いいけどさ」

　生死体ゾンビの群れを殺し尽くした手を下ろし、ミザリーがウィルを見つめた。焼けつくような空気の中で、赤い炎に照らし出された闇を背負って悪戯いたずらっぽく八重歯を光らせ、ウィルの心を見透かすように訊きく。

「おやおやぁ？　どうしたんだい、ウィル？　私のことが気になってしょうがないような顔をしているけれど」

「……その、魔法。ミザリー、お前は一体──」

「だめ、教えてあげなぁい！」

　指で下瞼まぶたを引き下げ、舌を覗のぞかせるミザリー。ウィルは「──あ？」と眉をひそめた。ミザリーがくすくすと笑み、意地悪な表情を浮かべる。

「余計な詮索や深入りは、なし。シスカとそう約束したのは、ウィルじゃないか。まぁ、別に話してあげても構わないんだけど。邪険にされたお返しだ、ふふっ……私、結構根に持つ性格タイプなんだよ」

「…………」

「それにさ。今は、呑のん気きに立ち話をしてる場合じゃないだろう？」

　むっつりと黙り込むウィルに対して、ミザリーが笑みを消し、弱々しい呻うめき声ごえを漏らしながら焼却される生死体ゾンビの群れを眺めた。目を眇すがめ、

「元は探たん窟くつ者しやだか、賞金稼ぎだか知らないけれど……彼らを殺して、生死体ゾンビに作り変えた人間。そして生死体ゾンビの首を刎はね、斬り飛ばした人間。罪人らしき相手が二人も近くにいるんだからね。彼らの居所を突き止めて、始末するのが先決だ──と、いうわけで。道案内は任せたよ、案内人ウイル？」





　　　　×××






「生死体ゾンビを作り出した罪人、エドワルドの居場所は恐らく『工房アトリエ』でしょう」

　燃え盛る炎と生死体ゾンビに塞がれた洞窟を迂う回かいし、別の洞穴を進んでいきながら、シスカが意見を口にした。ウィルは背後を振り返り「……アトリエ？」と尋ねる。

「エドワルドが死体、或あるいは生きた人間を連れ込み、弄いじくり回す作業場ですね。生死体ゾンビ、即すなわち彼の『作品』が存在するということは、それを生み出す拠点が作られているはず……でなければ、あそこまでの生死体ゾンビを生むのは難しいかと思いますから」

「中々の数だったもんねぇ」

　生死体ゾンビとの戦闘で色々と吹っ切れたのか、すっかり元の調子を取り戻したミザリーが、最後尾を歩きつつ魔獣の血に塗まみれた大剣をぶぅんっと振った。

「魔獣もちらほら混ざってたけど、半分以上は人間だったし。彼らを全員返り討ちにしたなら、割と凶悪そうだ。前に始末した大男デカブツくんより、殺やり応えがあるといいなぁ」

「エドワルドは、ジョエルなどとは比較にならない難敵ですよ？　何せ、彼自身が一流と呼んで差し支えない魔法士なんです。最愛の妻と娘を病で亡くすことがなければ、今でも教育者としてご活躍されていたはず──」

　──《冒ぼう涜とくの死紋魔法士ネクロマンサー》エドワルド・カーカス。

　王国内でも有数の名門魔法士学院で講師を務めていたエドワルドは、真面目かつ温厚な人物であり、同僚や生徒からの信頼も篤あつかったという。生まれ持っての才能と若く美しい妻、愛まな娘むすめにも恵まれ、魔法士として着実に実績を積み重ねていく順風満帆なその人生は、しかしあるとき唐突な破局を迎える。

　妻子が『黒こく[image: ]しよく病』という不治の病に侵されたのだった。

　黒[image: ]病は肉体が内臓から腐り落ちていく奇病で、患者たちの凄惨な末まつ期ごから『酷こく死し病』とも呼ばれる最悪の病だ。必死の治療と看病も虚むなしく病はまるで嬲なぶるようにゆっくり妻子の体を蝕むしばみ、侵し、やがて死に至らしめたのだという。

「……幸か不幸か。エドワルド自身が病に罹かかることはありませんでしたが、愛する妻と娘が苦しみながら、むごたらしく息絶えていく様子を目の当たりにした彼は、代わりに心を病みました。結果、狂ったように没頭しはじめたのです。喪うしなった妻子をよみがえらせる、生と死の研究に」

　エドワルドが工房アトリエを構えていそうなところ、ウィルが知る穴場をしらみ潰しに当たっていく最中。家族想おもいの優秀な魔法士から残虐なる殺人鬼へと堕おちた男の顛てん末まつを、シスカは滔とう々とうと語った。

　最初墓から遺体を盗み、死者の体に魔紋を刻んで実験を行っていたエドワルドは、そのうち生きている人間を殺して自ら新鮮な材料を調達するようになり、死体を弄り回すこと自体に悦よろこびを感じるようになってしまった。そして、いつしか『妻子を生き返らせる』という当初の目的さえも忘れて『死』に取とり憑つかれた彼は、邪悪な欲望のまま、自らの手で殺した死体を弄ぶ猟奇快楽殺人犯サイコキラーに生まれ変わっていたのだ──と。

「……哀かなしい奴やつだな」

　都合三箇所目の岩室を確認し、シスカの話を聞き終わったウィルは呟つぶやく。

　黒こく[image: ]しよく病を患った者は全身が醜く腐りながらも限界まで生き、最後の方はまるで生死体ゾンビのような有り様になるという。監獄から脱走し、迷窟に来ても尚なおエドワルドが生死体ゾンビを生み出し続けているのは、現在もまだ亡くした家族の記憶と亡霊のような想おもいに囚とらわれ続けているからなのかもしれない。

「……ですね。でもだからこそ、引導を渡して差しあげなければなりません！　道を踏み外してしまった魔法士の蛮行を止め、これ以上の犠牲を出さないためにも。ウィルさん、この辺りで地図に記されていない穴場はあとどれくらいありますか？」

「地図にないのは、次で最後だ。一応他にも怪しいところはあるけど、今度の穴場も外れだったら一度休もう。どこかに拠点を構えてるなら、逃げ出したりもしないだろうし……少なくとも、エドワルドの方は」

「気がかりなのは、もう一人だよねぇ」

「ああ。生死体ゾンビの首を斬り飛ばした奴やつだな」

　うなずくウィルに、ミザリーが「そうそう」と応えた。

「私的には、そっちの方がやばそうに思えるんだよなぁ……あの滑らかな切り口は、只ただ者ものじゃないような気がする。ねぇシスカ、誰だか心当たりない？」

「……うーん。心当たりですかぁ」

　問いかけられたシスカが唸うなり、眼鏡を押し上げる。

「正直、それだけではなんとも……相手が人間ならばともかく、生死体ゾンビから身を護まもるため撃退したなら、罪人の仕業であるとも限りませんしね」

「だな。腕が立つのは、何も罪人だけじゃない。用心するに越したことはないけど、今はより確実な方、エドワルドの居場所を突き止めるのに専念すればいいだろ」

　──と。ウィルが先頭に立ち、時々出遭う魔獣を効率よく排除しながら、目的の場所を目指していたときだった。

　静寂を切り裂いて、突如けたたましい悲鳴が上がる。悲鳴というよりは絶叫、断末魔に近い男の喚声だ。

　地面に転がる四つの首なし死体──斬り飛ばされた頭部と心臓を穿うがたれ、正確にとどめを刺された探たん窟くつ者しやらしき生死体ゾンビに意識を奪われていたウィルは、ハッとなって顔を上げ、洞窟の奥を睨にらんだ。

「今の声……ちょうど向かってる辺りからだが、どうする？」

「無論、このまま向かいます」

　斬殺された生死体ゾンビの様子を確かめていたシスカが立ち上がり、答える。

「今の悲鳴が誰のものかは、わかりませんが……どうやら目的の場所にエドワルドの根城があるのは、間違いなさそうですからね。先を越されてしまったか、それとも返り討ちに遭ったか──」

「どっちでもいいよ。待っているのがエドワルドだったら殺すし、そうじゃなくても危害を加えてきたら殺すだけなんだから。行こう、ウィル！」

「……了解。こっちだ、ついてこい」

　ウィルは殺やる気満々のミザリーに嘆息をこぼすと、転がる死体を避よけて駆け出し、奥へ向かった。広々とした洞窟の片隅、林のように生はえ揃そろった石せき筍じゆんの裏から目立たない横穴に入って、狭い隙間をくぐり抜けながら、奥へ奥へと入り込んでいく。

「この先にある空洞が、目的の岩室だ……案内人ガイドの役目は果たしたぞ。後は、お前たちの仕事だからな？」

「わかってるって。道案内ありがとう、ウィル。いよいよ私、処刑人の出番だね！」

　先導するウィルを労ねぎらって笑み、後ろを歩くミザリーが大剣を握り直した。

　あれから何度も聞こえてきていた男の悲鳴や喧けん騒そうはぱたりと途絶え、辺りは深い暗闇と静寂に包まれている。

「ところでシスカ、枷かせは外さなくていいのかい？　万全を期すんだったら、片腕だけでも解放しておいた方がいいんじゃないかと思うけど」

「いいえ、まだ早いです。魔剣だけでも充分戦えるでしょう？　枷を外すのは、外さざるを得ない状況に陥った場合のみです。まず、私が相手を確かめますから……」

「──はははッ！」

　そのとき、洞穴の先から哄こう笑しようが響いた。やや低音だったが、女のものと思おぼしき声だ。

　緊張に顔を強こわ張ばらせたシスカが背嚢リユツクを下ろし、小剣を抜きながら先頭に立つ。向かって右手、柔らかな橙だいだい色いろの光が漏れ出している入口から姿勢を低くして顔を覗のぞかせ、中の様子を窺うかがった。瞬間、シスカが「ぁ──」と声を漏らして固まる。

「……？」

　ミザリーが小首を傾かしげ、シスカの上から内部を覗いた。ウィルは迷ったが、やはり気になったので、ミザリーの上からそっと顔を覗かせてみる。濃い血臭が鼻をつき、

「なんだ。もう死んだのか？」

　晶燈ランプの灯あかりに照らし出された岩室の中、赤く染まった長剣を手にたたずんでいる女の姿が飛び込んできた。後頭部で一つに結わえられた灰金色の髪、粗末な薄い布服の上に騎士のような軽けい鎧がいをつけ、探たん窟くつ用の革長靴ブーツを履いた出いで立たちはどことなくちぐはぐで、ただの探たん窟くつ者しやにも賞金稼ぎにも見えない。

　女の前では体中を刻まれ、腹を滅めつ多た刺しにされた男が、椅子に背中をもたせかけながらうつむいている。女が「チッ」と舌打ちをして、長剣を構えた。

「……つまらんな。期待外れだよ、死紋魔法士ネクロマンサー」

　冷たく吐き捨てると同時、無造作に、けれど肉眼では捉えきれない速さで薙ながれた刃やいばが男の首を刎はね飛ばす。

　鮮血が噴き、天井に吊つり下さがった晶燈ランプ──人間の頭蓋骨をくり抜いて作られている骨燈ランプを汚した。撒まき散ちらされた血が机の上に所狭しと並べられている置物オブジエにかかり、斬られた頭部が絨じゆう毯たんの上を転がる。置物オブジエは人の指や耳、皮などでできており、斑まだら模も様ようをした絨毯の材料は色とりどりの毛髪だった。吐き気を催す異臭が満ちる、おぞましい空間の中。

「……はぁ」

　男の返り血を浴びた女が、物憂げな溜ため息いきを吐つく。まだ二十に満たない年ねん齢れいの、美しい殺人者。死んだ男の胴体に注がれている、昏くらく濁った眼まな差ざしが──

「──《赤あか騎き士し》……」

　呆ほうけるようなシスカの声に反応し、目だけでぐるんっと入口を見た。引き結ばれていた唇が悦よろこびに吊つり上あがり、藍銅鉱アズライトのような瞳が爛らん々らんと輝いた。シスカが覚悟を決めたように飛び出し、小剣を突きつける。叫んだ。

「オーレリア・ブリンク！」

「ふはッ」

　女が嗤わらう。直後、

「なんだ、貴様は……ご親切にも、自分から殺されに来てくれたのか!?」

《赤騎士》の名で忌み恐れられている元英雄の罪人が、罪人の血に塗まみれた剣を携え、問答無用で斬りかかってきた。
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　──《騎き士し姫ひめ》オーレリア・ブリンク。

　ウィルがその名を耳にしたのは一年ほど前。迷窟の深層から帰還し、隻せき眼がん亭ていに入り浸るようになって間もない頃だった。いつものように閑古鳥が鳴く静かな店内、店台カウンターで安酒を飲みながら店主と世間話をしていたときにふと、話題にのぼったのである。

　アレザナ王国の南、地上では珍しく凶暴な魔獣が多数生息していることから『魔の森』と呼ばれる森の中に棲すみ、長きに亘わたって王国の領土を脅かし続けてきた異民族──長耳エルフの王を討ち、降伏へと導いた英雄。

「知らないか？　元は貧しい片田舎の村娘でありながら、類たぐい稀まれなる剣術の才を見み出いだされ、十四歳さいという異例の若さで刻印騎士に抜ばつ擢てきされた人物だ。王殺しを成し遂げる前にも既に様々な功績を上げ、注目を浴びていたから……最近まで迷窟にいたお前でも、噂うわさくらいは知っているかと思ったんだが」

「ああ……」

　話を聞いて、思い出す。むしろ忘れていたことが不思議に思えるほどだった。硝子杯グラスに残った琥こ珀はく色いろの蒸留酒を一口飲んでから、ウィルはうなずく。

「……いましたね。そういえば以前、俺とほとんど変わらない歳としの娘が刻印騎士になったらしいと聞いて、驚かされた覚えがあります」

　騎士の中から選よりすぐられた刻印騎士と、彼らから成る騎士団はアレザナ王国が有する最大の兵力であり、戦力だ。幼少期から研けん鑽さんを積み重ねた騎士でも早くて二十歳、素質によっては一生なれずに終わる者もいるらしいから環境と性別、二つの枷ハンデがありながら尚なお、十四歳で正式な刻印騎士に選ばれたオーレリアという少女は、よほど凄すさまじい才覚の持ち主だったのだろう。以降、ウィルは風の噂で彼女が立てた武勲を聞くたび奮起させられ、元刻印騎士である剣士の仲間にしごかれながら、対抗心を燃やしていたものだ。

　直接会ったこともなく、顔さえ知らない少女だったが、同年代のウィルにとってはある意味、目標であり宿敵ライバルのような存在だった。

「それが、今では英雄か。ははっ……すげぇなぁ」

　──剣を捨て、飲んだくれてる俺なんかとは雲泥の差だ。自嘲の言葉を酒と一緒に呑のみ下して嗤わらい、ウィルは溜ため息いきを吐つく。

　店主によれば、オーレリアは先日、蛮族の王を討ち果たした功績により国王から直々に勲章を授与され、王城及び王族の身辺警護を受け持つ《近衛このえ騎士団》への就任を果たしたという。近衛騎士団は刻印騎士団の中からさらに選び抜かれた少数精鋭の組織で、そこに配属されるのは、騎士として最高の栄誉だとされていた。

　就任時、オーレリアは齢よわい十八。つまり彼女が刻印騎士になってから、まだ四年ほどしか経たっていないのである。辺境の村落で生まれ育った少女が実力を認められて騎士となり、剣一本で瞬く間にのぼり詰めていく道程は、伝説かお伽とぎ話ばなしのようで──

「長らく異民族の脅威に晒さらされてきた南の街や王都での人気は、特に凄すさまじいらしいぞ？　国が彼女を英雄として祭り上げ、近衛このえに就かせたのにも、恐らく民の心を一つにまとめる意図があったのだろうな。まさに偶像だ」

「偶像……崇拝の対象ですか」

「うむ。しかも、見ろ」

　そう言いながら店主が取り出し、店台カウンターに広げてきた白い紙には若い女の肖像が描かれていた。金髪碧へき眼がん、銀色の鎧よろいを身に纏まとった騎士の娘が、凛りんとした顔つきで剣を構えている。

「旅の商人から買った《騎き士し姫ひめ》さまの肖像画だよ。目を疑うような美人だろ？」

「騎士姫『さま』って……早速崇拝してるじゃないですか。まぁ、俺たちみたいな田舎の一般人は生で見ることも、関わることも一生ないでしょうけど」

　──と。ウィルが店主と酒の肴さかなにそんな会話をしてから、しばらく経った頃だった。

　夜中、王都の貧民街で通行人が襲われ、全身がズタズタになるまで切り刻まれた状態で発見されるという通り魔事件。九から十一の月の間に延べ八人もの犠牲者を出し、王都を震しん撼かんさせた連続猟奇殺人事件の犯人として、オーレリアが捕らえられたのは。
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　血ち溜だまりを蹴り、距離を詰めてきた《赤あか騎き士し》オーレリアが、頭上に掲げた長剣の刃やいばを斬り下ろす。動揺しつつも小剣の腹で斬撃を受け、シスカが「ぐうッ!?」とよろめいた。甲高い金属音が鳴り響き、血臭を孕はらんだ風が吹き抜ける。

「お、重っ……」

「女性に『重い』は失礼だろう？」

　余裕の態度で応じるオーレリアの両腕、血に汚れた篭こ手ての隙間から魔紋の輝きが漏れ、シスカを射い貫ぬく碧眼が殺意を宿して獰どう猛もうに開かれた。

「──《纏わる裂風ヴエイル・オブ・ゲイル》！」

　刹那、オーレリアの腕を取り巻くように風が発生し、逆巻きながら吹き上がる。それに合わせて刃を押し込み、オーレリアがシスカの剣を浮かせると、風が剣ごとシスカの腕を跳ね上げ、防御ガードをこじ開けた。

「なっ!?　し、しまっ……がはぁッ!?」

　目を剥むくシスカの鳩尾みぞおちに、オーレリアの蹴りが叩たたき込こまれる。シスカの矮わい躯くが吹っ飛ばされて岩壁にぶつかり、小剣が取り落とされた。

　衝撃で眼鏡が外れ、ずるずると崩れ落ちたシスカの体が力を失う。

「おいおい、どうした……剣けん戟げき中に居眠りか？　ふんっ……ならば、そのまま永ね眠むらせてやろう。死ぬがいい！」

　退屈そうに鼻を鳴らして、オーレリアがシスカに迫った。

　無防備な首筋を狙って薙ながれた凶刃を、割って入ったミザリーの大剣が阻み、間一髪のところで受け止める。

「あ、あっぶなぁ……肝が冷えたよ！　やってくれるじゃないか《赤あか騎き士し》ぃ!?」

　ミザリーが激げき昂こうし、オーレリアの剣を受け止めたまま大剣に刻まれている魔紋を発動。紫色の禍まが々まがしい紋様が刀身を埋め尽くして輝き、大剣を握る両手に力が込められた。

「──《魔紋仕掛けの鎖鋸剣マギアドライブ・チエーンソー》！」

「……ッ!?」

　オーレリアが剣を引き、飛とび退すさる。咆ほう哮こうじみた爆音を上げ回転する刃の群れが、虚むなしく空を切った。ミザリーが「ちぇっ」と残念そうにする。

「そこは退ひくんだ？　得物ごと斬り飛ばしてあげたかったのにさぁ！」

「嫌な予感がしたのでな……妙な形の、やかましい剣だ」

　慎重に距離を置き、オーレリアが眉をひそめた。その視線はミザリーが携えている大剣と、体の至るところが黒い調帯ベルトで緊縛された異様な身なりに注がれている。

「……貴様、囚人か？　連れの女は、格好からして看守だろうが……だとしたら、脱獄組でもなさそうだ。まさか貴様は──」

「処刑人だよ。まぁ、囚人でもあるんだけどね。今は君たち罪人を追い、始末するために来た『罪人殺しの罪人』さ」

　オーレリアの疑問に答え、ミザリーが立場を明かした。オーレリアは「処刑人……」と呟つぶやき、ミザリーを注視してから、ふとその背後──入口から半身を覗のぞかせ、大人しく成り行きを見守っているウィルに一いち瞥べつをくれてくる。ウィルはぎくりと緊張し、いつでも逃げ出せるように備えた。

「…………。後ろの腰抜け男も、か？」

「うん？　ああ、彼は違うよ。ただの案内人ガイドで、非戦闘員だから……気にしなくていい。君は、私だけを見て──」

　言いながら、ミザリーが大剣を構える。凶暴な笑みを浮かべて、

「私のこの手で、殺されちゃえばいいのさぁ！」

　突っ込むのと同時、横薙ぎに剣を振るった。轟ごう々ごうと唸うなりを上げて回る刃の斬撃を大きく飛び退のいて躱かわし、オーレリアが笑い返す。

「ふはッ、いいだろう！　斬り応えのない相手ばかりで、欲求不満が募っていたのだ……存分に殺し合い、斬り合おうじゃないか!?　私を昂たかぶらせてくれ、処刑人！」

「ミザリーだ！　ミザリー・ダーマーッ！」

　轟ごう音おんに負けじと怒鳴るように名前を告げながら踏み込み、ミザリーが続けざまに大剣を振るった。脳天目がけて叩たたきつけられた刃やいばを、オーレリアが横っ跳びに回避する。

　人間の内臓や部位が寄せ集められ、樹脂のような素材で固められた硬い机を大剣の刃がガガガガガガッと削り、真っ二つにした。オーレリアが目を見張る。

「……ほう？　恐ろしい切れ味の魔剣だ。大した魔紋も刻まれてない強奪品では、やはり受けきれそうにない。良い得物を持っているな、ミザリー？」

「ふふんっ、だろ？　次は是非、その肉体でも味わってみてもらいたいねぇ!?」

　──ぐるううぅんっと派手に刃をぶん回し、ミザリーが獲物を追い詰める狩人かりゆうどのごとく目を光らせた。切っ先がオーレリアの鼻先をかすめ、遠く離れたウィルの下にまで血ち腥なまぐさい剣風が届く。刃を受けることができないためか、オーレリアはミザリーの剣を避よけるので精一杯のようだった。

　家具などの障害物を気にせず斬り散らかしながら踊るように大剣を振り、喪服のような黒衣と銀髪をなびかせて、ミザリーが高らかに嗤わらう。

「あははははははは！　ねぇ、どうしたんだい？　逃げてばかりじゃ、いつまで経たっても殺せないよぉ？　元英雄の実力はこの程度なのかな、オーレリアちゃん？」

「……ふんっ」

　ミザリーの挑発に、オーレリアが鼻を鳴らした。毛髪の絨じゆう毯たんごと床をガリガリ削りつつ斬り上げられた刃をのけ反って躱かわすと、

「なるほど。よくわかったよ」

　侮蔑、或あるいは失望するように吐き捨て、溜ため息いきを吐つく。刹那、

「ご大層なのは得物だけ。貴様自身の腕は未熟で──」

　首を狙ってぶぅんッと薙ながれた刃をくぐるように回避し、ミザリーの脇をすり抜けて、オーレリアが背後を取った。両手で長剣を握り直しながら、

「所詮、狩られるだけの獲物に過ぎないとッ！」

　傍らの壁を走るように使って強引に身をひるがえし、ミザリーの首筋へ空中の死角から刃を振るう。大剣を振り抜き終わったばかりのミザリーは「えっ!?」と慌てて背後を振り返ろうとするのだが、疾風のごときオーレリアの所作に比してはあまりに遅い。
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　それでもなんとか掲げられた手に嵌はめられている金属の枷かせで刃を防ぐことには成功するも、体重を乗せて繰り出された斬撃は重く、

「そぉら、哭なけ！」

　よろけて体勢を崩したミザリーの脇腹にすぐさま、オーレリアの長剣が叩たたき込こまれた。ミザリーが「[image: ]ぐッ!?」と濁った悲鳴を漏らし、そのまま倒れかける。

　肌を覆う頑強な調帯ベルトのおかげで肉を斬り裂かれることこそなかったが、衝撃までは殺しきれなかったらしい。大剣を支えに転倒するのをこらえたミザリーが悶もん絶ぜつし、オーレリアを睨にらんだ。回転していた刃やいばは止まり、咆ほう哮こうめいた騒音も止やんでいる。

「ぐ、うう……なんだよ、たかが剣一本なのに……」

「使い手の差だ。どんなに優秀な魔剣も、闇雲に振り回すだけでは棒きれと変わらんぞ」

「!?　う、うるさいな！　君なんか、この私が本気を出せば、ちょちょいの──」

「──《獰哭の鎌鼬ゲイル・オブ・スクリーチ》！」

　苦し紛れの悪態を吐つくミザリーに、オーレリアが呪文スペルと共に長剣を振るった。剣の軌跡をなぞるように突風が吹き、ミザリーを襲う。

「ちょわあああああああああ!?」

　咄とつ嗟さに顔をかばうミザリー。荒れ狂う暴風の刃が衣装ドレスや外套ローブをズタズタに裂きながら、ミザリーの体を後方、入口の方へと吹き飛ばした。ミザリーが大剣を手放し、ごろごろと床を転がる。武器をなくしたミザリーに、オーレリアがゆっくり近づいていった。血ち塗まみれの長剣を向け、冷酷な眼まなこで言い放つ。

「本気を出せば？　なら、さっさと出してみろ。斬り殺されたくなければな」

「ほ、本気……」

　気絶しているシスカを見やり、ミザリーが固まった。オーレリアへと視線を戻し、

「あはは。ご、ごめん……ちょっと待っててもらえない、かな？」

「待つわけなかろう。ふざけるのも大概にしろ」

「……ですよね」

「もういい。殺す」

「で、ですよねえええ!?」

　オーレリアが床を蹴り、ミザリーを斬り伏せようと迫った。次の瞬間、

「ああ、くそッ──見ちゃいられねぇ！」

　丸腰のミザリーに容赦なく振り下ろされた刃を横合いから左腕で受け、ウィルは右手で小剣を抜く。

「おい!?　何やってんだ、馬鹿！」

　怒鳴りつけつつ、ろくに狙いも定めないまま力任せに剣を振るった。オーレリアが飛とび退のいて斬撃を避よけ、ウィルの左腕をまじまじと眺める。

「──なんだ？　吊綱ロープ……か」

　ウィルの左腕、その肘から先には白い吊綱ロープがぐるぐる巻きつけられていた。吊綱ロープを篭こ手てのように使って刃を防ぎ、弾はじいたのである。この『特殊な素材』で編まれた吊綱ロープは非常に強きよう靭じんであり、並の武器では傷さえつかない。

「ウィ、ウィル……」

「お前の役目は罪人を殺すことだろ？　なのに、殺されかけてんじゃねぇよ。仕事しろ、処刑人！」

　ウィルに責められたミザリーが「……ごめん」と弱々しく謝罪し、遠くに転がる大剣と一向に目を覚ます気配がないシスカの間で、忙せわしなく目を泳がせた。

「だけど、剣が……シスカも、やられちゃってるし」

「……自分でなんとかできないのかよ」

　ウィルはミザリーの体を拘束している調帯ベルトを示し、生死体ゾンビの群れを一瞬で殺し尽くした魔法の威力を思い出しながら訊きく。あの魔法さえ使うことができれば──

「うん。絶対に、無理」

　──この役立たずがッ！　と罵倒したい思いをぐっとこらえて嘆息し、ウィルは眼前のオーレリアを睨にらんだ。腹をくくって、吐き捨てる。

「なら、俺らでなんとかするしかないな」

　言いながらウィルは内心、本気でやばそうだったら隙を見て、自分だけでも逃げ出そうと決意していた。

　たとえ二人を見捨てることになっても、ウィルには果たさなければならない目的があるのだ。元はといえば、そのために手を結んだ関係なのだし。

「……仕方ない。ひとまず、こいつは俺に任せろ。ミザリーは、そのうちに──」

「わかった！」

　──剣を拾って加勢しろ。そしてシスカが起きるまで、なんとか時間を稼ぐんだ。

　そう続けかけたウィルの意向を悟ってか、ミザリーが力強く応える。ウィルは己を奮い立たせるように笑み、剣を構えて、

「ウィルの好意に甘えさせてもらって、私たちは一旦退ひくよ」

　背後から告げられた言葉に、思考が停止した。ぎょっとなって顔を向ければ、

「安全な場所でシスカの意識を取り戻させたら必ず、急いで戻ってくるから……その間、頑張って持ちこたえてほしい。任せたよウィル、君だけが頼りだ！」

　シスカを背負ったミザリーが逃げる準備を万端にしながら、ウィルに熱い声援を送ってきている。ウィルは「……待て」と低く唸うなった。

「さすがに俺一人じゃ厳しい。ここはお前も一緒に──」

「じゃあ、そういうことで！」

「はぁ!?　ちょっ、待てこらあああ！」

　激げき昂こうするウィルに構わず、ミザリーが一目散に岩室を出ていく。ウィルは怒りと驚きのあまり呆ぼう然ぜんとなり、立ち尽くしてしまった。

「あ、あのクソ女アマァ……」

「おい」

　一人ぽつんと取り残されたウィルに、冷たい声がかけられる。赤黒い血に塗まみれた騎士は逃げた獲物を追おうともせず、悠然とたたずんでいた。

「次は貴様が、私の相手をしてくれるのか？　あの女、ミザリーは非戦闘員の案内人ガイドだと話していたが」

「……俺に殺やり合うつもりはないって言ったら、見逃してくれるのか？」

　尋ねるウィルに、オーレリアが「戯言ざれごとを」と嗤わらう。

「殺すに決まっているだろう。貴様以外の二人は追わずとも、私の首を獲とりに戻ってきてくれるみたいだからな。その間、戯れに刻ませてもらおう」

　体中から殺気を立ちのぼらせているオーレリアと対たい峙じし、ウィルはここ最近で最も深い溜ため息いきをこぼした。状況は最悪である。だが、今さら逃げるわけにもいかず──

「まさか、かの英雄《騎き士し姫ひめ》さまと剣を交えさせていただく機会が訪れるとはなぁ……恐悦至極に存ずるよ。光栄すぎて死にそうだ」

　ウィルは小剣を構え直すと、暗あん澹たんたる気分を払拭するため軽口を叩たたいた。オーレリアが不愉快そうに顔をしかめる。

「世辞はよせ。今の私は《英雄》でも《騎士姫》でもない……血に穢けがれた《赤あか騎き士し》なのだから。いや──」

　ふいにオーレリアの表情が翳かげると、自嘲にも似た苦笑が浮かんだ。

「……同じだな。私は、何も変わってなどいない」

　しかしウィルが目をしばたたいた瞬間、オーレリアの瞳によぎった寂しげな影はフッと消え、殺意に満ちた眼まな差ざしが向けられる。

「貴様、名は？」

「ウィル・ロウエンだ」

「我が名はオーレリア・ブリンク。では、ウィルとやら……」

　血に染まった剣先をウィルの喉元に突きつけるように掲げ、オーレリアが嗤った。

「──貴様の血、我が刃やいばの錆さびにしてやろう！」

　昏くらく濁った碧へき眼がんが炯けい々けいと光り輝き、瞳孔が開ききる。直後、血に飢えた獣のごとき殺人鬼の狩人かりゆうどが、定めた獲物を狩り殺すべく猛然と斬りかかってきた。





　　　　×××






　肉薄と同時、斜め下から斬り上げられてきたオーレリアの剣を、ウィルは体をずらして紙一重で回避する。一瞬でも反応が遅れていたら、右腕を斬り飛ばされていただろう。

　両目に刻まれている魔紋の力を借りても捉えきれない、恐るべき速さと鋭さ。血濡ぬれた刃が革短衣ジヤケツトの肩口を浅く裂き、血ち腥なまぐさい剣圧がウィルの前髪を揺らした。

　オーレリアの唇が愉悦の曲線を描き、見開かれていた双そう眸ぼうが眇すがめられる。

「ほう？　貴様、いい目をしているな」

　呟つぶやくや振り被かぶられた剣がひるがえり、華麗な所作で斬り下ろされた。閃せん光こうめいた神速の斬撃を、ウィルは即座に飛とび退のくことでどうにか避よけきる。刹那、

「抉えぐりたくなる、澄んだ瞳だ」

　左目を狙って突き出されてきた刃やいばを、ウィルはぎりぎり首を傾けて躱かわした。こめかみが浅く斬れ、冷や汗と共に鮮血が散る。

「ぐッ!?　は、速ぇ──」

「表か情おもいい」

　さらに続けて首筋に薙ながれた剣をウィルが篭こ手て代わりの吊綱ロープで受けると、オーレリアは刃を押し込もうとしながら顔を近づけ、至近距離からウィルを見つめた。

「まだ微かすかに幼さを残す、純朴で端正な顔。それを歪ゆがませ、斬り刻んでやったら、どんな醜い面になるのか。そんな期待と興奮を抱かせてくれる」

「!?　き、気持ち悪いこと言うんじゃねぇよ！」

　ウィルは《筋力強化》の魔紋を発動させて力任せにオーレリアの剣を弾はじくと、猟奇的な笑みを浮かべる騎士の腕、鎧よろいに守られていない箇所目がけて小剣を薙ぎ振るう。

「……ほう？　反応も、そそるじゃないか」

　ウィルの斬撃を悠々と回避し、オーレリアが唇を舐なめた。頬ほおはほんのり紅潮しており、碧あおい瞳に宿る殺意もぎらぎらと輝きを増している。

「単なる案内人ガイド、力なき臆病者かと思いきや……中々どうして腕が立つ。処刑人の女などより、よほど愉たのしめそうだな？　ふふっ、いいだろう。貴様は私が手間と時間をかけて、たっぷり苦しませながら、全身くまなく刻んでやるぞ、ウィル！」

「結構だ！　全力で、断るッ！」

　こんな異常者と二人っきりにしてくれたミザリーを恨みつつ、ウィルは振るわれてきた剣を躱して、壁際や角に追い込まれないよう立ち回る。

　岩室の所々に飾られたおぞましい家具の位置にも気をつけながら足を動かし、少しでも相手の気を逸そらそうと口を開いた。

「……知らなかったよ。まさか《騎き士し姫ひめ》オーレリアさまがこんな、人の体を斬り刻んで悦よろこぶ猟奇快楽殺人犯サイコキラーの変態だったとはなぁ!?」

　思い出すのは、研けん鑽さんの日々。王国の辺境、探たん窟くつ者しやであるウィルの耳にも飛び込んでくる若き刻印騎士の武勇を聞くたび衝撃を受け、刺激をもらって剣を振るい続けた時間だ。

　あのときウィルが顔も知らない少女に抱いていたのは、強い嫉妬と対抗意識で。

　全てを失い独りになった後、地上で腐り果てていたウィルが変わらぬ彼女の活躍ぶりを耳にしたとき、覚えたものは羨望だった。それなのに──

「なんでだよ！」

　ウィルは込み上げてきた激情のまま剣を振り、オーレリアの苛烈な剣を避よけることなく迎え討つ。甲高い金属音が鳴り、火花が弾はじけた。歯を食いしばって刃やいばを押し返し、苛いら立だちと失望が入り混じったような思いで疑問をぶつける。

「一体どんな理由があって、お前は人を殺すんだ？　殺す必要のない人間を、こんな風に愉たのしみながら……なんで殺せるんだよ!?」

「ふはッ」

　オーレリアが嗤わらった。ウィルの剣と言葉を受け止めながら瞳を細め、

「愚問だな。そんなもの──」

　嘲あざけると、ウィルが刃を押し込もうとした瞬間に刃を引いて体勢を崩れさせ、流れるように身をひるがえす。たたらを踏んだウィルの背後で剣を振り被かぶり、

「騎士だからに決まっているだろう？」

　答えつつ、オーレリアが剣を振るった。ウィルは咄とつ嗟さに床を転がって避け、オーレリアから距離を取る。ウィルの代わりに骨で組まれた棚が断ち斬られ、人間の眼球があしらわれている首飾りや皮膚を継ぎ合わせて作られた帽子などの醜悪な小物が、ばらばらとぶち撒まけられた。ウィルは身を起こし、眉をひそめる。

「……騎士だから？」

「ああ、そうだとも。私が騎士であり、英雄だからだ」

　開いた距離を詰めることもなくたたずんだまま、オーレリアがウィルを見つめた。髪を掻かき上あげ、溜ため息いきを吐つく。

「わからんか？　こんなところで魔獣狩りに勤いそしんでいる、探たん窟くつ者しやの男には……ふんっ。ならば、私が教えてやろう。そもそも、騎士はなんのため剣を振るうのだと思う？」

「ん……」

「主あるじへの忠義を尽くすため？　国の平和を守るため？　己の正義を貫き通すため？　大事なものを守るため？　違う──」

　ウィルが答えるのを待たず言葉を続けるや、人間の耳で作られた襟飾ブローチを踏み潰して床を蹴り、オーレリアが剣を掲げた。言葉と共に叩たたきつけてくる。

「──殺すためだよ」

　血に塗まみれて切れ味が鈍った、なんの変哲もない鋼鉄の長剣。その斬撃が《刀身強化》の魔紋を発動させているウィルの小剣を重く軋きしませ、震わせた。危うく得物を弾かれそうになりながら、ウィルはオーレリアの瞳を見返す。

「忠義、安寧、正義、愛情……どれだけ立派な理由で飾り立てようが、剣など所詮は殺すための道具だ。騎士が大義のため振るう刃も殺人鬼が欲望のため振るう刃も、本質的には全て同じで……」

　爛らん々らんとした狂気を灯ともす昏くらい碧へき眼がん。その底にあるのは悦よろこびであり、哀かなしみであり、汚泥のような諦めだった。ウィルは思わず息を呑のむ。

「等しく血に穢けがれているのだからな」

　吐き捨てるなり刃やいばを引いて、オーレリアが長剣を構えた。悪寒が走る。ウィルは咄とつ嗟さに後ろへ下がるが、その判断は誤りだった。

「──《獰哭の鎌鼬ゲイル・オブ・スクリーチ》！」

「ぐああああッ!?」

　呪文スペルと同時、薙なぎ放たれた風の刃がウィルの体を切り刻む。ウィルは血ち飛沫しぶきを撒まき散ちらしながら吹っ飛び、壊れた家具を巻き込んで、無様に床を転がった。

　それでもなんとか手放さずにいた小剣を握り直して体を起こし、問いを重ねる。

「だ、だから……お前は、騎士になったのか？　どれだけ人を殺しても、戦場でなら罰せられることがないから──」

「逆だよ」

　呻うめくウィルに歩み寄ってきながら、オーレリアは言った。

「騎士になったから、殺さざるを得なかったのだ。戦場で生き残るため、自分の命を守るためにな。殺さなければ、殺される。だから、殺した。単純だろう？　それが、私の……生まれて初めて人を殺あやめた理由だ」

「……好きで殺したわけじゃなかったと？」

　尋ねるウィルに「ああ」とうなずくや床を蹴り、オーレリアが斬りつけてくる。

　ウィルは吊綱ロープが巻きつけられた左腕を跳ね上げて辛くも、斬撃を防いだ。オーレリアが嘆息し、赤く染まった剣を振り上げる。

「殺したくなどなかったさ。しかし、命が惜しかった……世間知らずの田舎娘に過ぎない私に惚ほれ込こみ、騎士の道を示してくれた恩師や家族、故郷の期待に応えなければならない思いもあってな。私はその後も戦い続け、殺し続けた。殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して──」

　何度も何度も、嵐のように振るわれるオーレリアの剣撃が激しさを増し、凌しのぎきれない刃をもらった頬ほおや肩、四肢や脇腹から血飛沫が散る。そして、

「気がつくと」

「ぐぁッ!?」

　右肩口をざっくり斬られ、ウィルは小剣を取り落としてしまった。そこへすかさず蹴りが叩たたき込こまれて、倒れたウィルの左腕が鉄板入りの革長靴ブーツで踏みにじられる。

「私は、皆に《騎き士し姫ひめ》や《英雄》などと呼ばれるようになっていた」

　髑どく髏ろの骨燈ランプから注がれる光を背負い、オーレリアが長剣を構えた。その目元には、暗い影が落とされている。

「私は地位と名誉を手に入れ、将来さえも約束されて、平和な王都で何不自由ない生活を送ったが……心は決して満たされなかった。なぜだかわかるか？」

　剣を高々と振り上げたまま、オーレリアが問いかけてきた。ウィルが答えられずにいると、オーレリアは顔を歪ゆがませ──

「戦場とは程遠い、平穏な日々。その中で、私はひどく渇いていた。飢えていたんだ……人間の血と、殺人に！」

　声を荒げて叫ぶのと同時、鋭く刃やいばを振り下ろす。ウィルの右胸から脇腹にかけてが深々と斬り裂かれ、鮮血がしぶいた。オーレリアの剣と鎧よろいに、赤黒い血が塗り重ねられる。

「があああッ!?」

「だから、私は人を殺した！　殺さずにはいられなかった！　生きるために、ではない。ただ殺すため、心の奥底から込み上げてくる耐えがたい衝動──人間を斬り、悲鳴を聴きながら、温かい血を浴びたいという欲望を充足させるためになッ！」

　慟どう哭こくするように吼ほえ、オーレリアがウィルの体に刃を浴びせた。一度だけでは足りないと、胸や腹や四肢を幾度も執しつ拗ように斬り刻み、

「私はとうに壊れていたんだ。数えきれない敵を斬り、人を殺して英雄になった私は……いつしか殺すために生き、殺さなければ生きていけない殺人鬼に成り果てていたのさッ！　ふはッ、ははははははははは！」

　血ち溜だまりに身を浸し、驟しゆう雨うのごとく叩たたきつけられてくる刃に刻まれながらウィルは目を剥むく。殺意と狂気に満ち充みちた、けれど哀かなしく虚うつろな哄こう笑しよう。

　オーレリアは、きっと望んで歪んだのではない。戦場で生きるため、国や家族や故郷のためには殺すしかなく、殺し続けるためには歪まざるを得なかったのだ。

　だが一度歪んでしまった心は、オーレリアが戦場を離れ、殺す必要がなくなった後でも元には戻らなかった。その結果──

「……ウィル。貴様は私の弟に、よく似ているよ」

　ざくんッと腹を貫いて、突き立てた剣の柄つかに寄りかかるようにしながら、オーレリアが血だらけのウィルを眺める。

「私が最後に会ったのは村を出るときだったから、何年も昔だが……ちょうど貴様と同じくらいの年ねん齢れいで、生意気な目と口元がそっくりだ。ふふっ、もう死んだがな」

　優しげな表情を一瞬で消し、オーレリアが刃を捻ねじった。ウィルは「げはぁあッ!?」と吐血する。それを見下ろすオーレリアの眼まなこは、どこまでも空虚だ。

「殺人鬼の肉親だと非難され、故郷の村で集団暴行リンチを受けて殺害されたのだ。弟だけではなく両親も……私が連続殺人事件の犯人として捕まってから、一月が過ぎようというときだった。その報しらせを王都の獄中で聞かされた私は間もなく、脱獄を決行し──王都にいる人間を、片っ端から斬り殺していった」

　最初の捕縛から二月後。地ち下か牢ろうを脱したオーレリアは衛兵から奪った剣で三十三人もの住民を殺傷し、黄昏たそがれの王都を血に染め上げたという。そのきっかけを知ったウィルは唇を震わせ、血泡を噴きながらも訊きいた。

「……復ふく讐しゆう……だった、のか？」

「復讐？　馬鹿を言え」

　ウィルの腹からずるりと剣を引き抜き、オーレリアが嗤わらう。

「私は人殺しだぞ。恨まれることはあっても、恨む権利がどこにある？　私がしたことを思えば、当然の報いだろうよ。私は私が殺した他の誰より悲惨な目に遭い、嘆くことすら赦ゆるされず陰惨に死ぬ。それが運命さだめだ。是非もない」

「……なら、どうして、あんな真ま似ね……」

「何、少し思い知らせてやろうとしただけさ」

　尋ねるウィルに笑みを深めて、オーレリアが剣を掲げた。

「私のことを散々《英雄》や《騎き士し姫ひめ》などと褒ほめ讃たたえ、持てはやしておきながら、いざ本質を知ると途端に態度を一変させておののき、責め立て、排除しようとしてくる国や民たちに！　英雄も殺人鬼も《騎士姫》も《赤あか騎き士し》も……全て同じ存も在のなのだとな。身を以もつて、味わわせてやろうと思った。そして、私は──」

　血ち塗まみれの剣を振り上げたまま、オーレリアはウィルを見つめて、

「いつか自分がむごたらしく死ぬその瞬間まで、醜悪なる情動のまま傲慢に殺し続けて、己の渇望を満たし続ける！　あの日、私は全てをなくしたときにそう誓い、堕おちるところまで堕ちると決めた。それが私の『理由』だよ、ウィル」

「…………。そう、か……」

「当然、貴様も殺す」

　言い放ち、冷酷な目で問いかける。

「最期に言い遺のこすことはあるか、ウィル？　くだらぬ話を聞かせてしまったお詫わびだ……その喉笛を斬り裂く前に、遺言くらいは聞いてやる」

　溜ため息いき混じりにそう告げて、オーレリアが剣を下ろした。ウィルは「がふっ」と血の塊を吐き、か細い声で言葉を紡ぐ。

　──《禍回復リジエネレイト》と。瞬間、ウィルの心臓がどくんっと力強い鼓動を刻み、襯衣シヤツが破れて露出している左胸にうっすら極彩色の魔紋が透けて浮かび上がった。

　それは二年前、アラネアが死にかけていたウィルの命を救うため心臓に刻んでくれた、ウィルの切り札。いかなる傷も癒いやして治す、究極の治癒魔法だ。

　オーレリアが「なっ──」と目を見開いた。その眼前で、斬り刻まれたウィルの肉体がみるみる再生し、元通りになっていく。流れ出た血液さえも取り込まれ、体の下に広がる血ち溜だまりや襯衣シヤツに染み込んだ血が、瞬く間に消えていった。

「ば、馬鹿な！　なんだ、その刻印魔法は!?」

「……悪いけど」

　慌てて剣を構え直すオーレリアに謝ると、ウィルは左手で小刀ナイフを抜きながら起き、

「こんなところで、俺は死ねないッ！　死ぬのは──」

　血に染められた凶刃が、ウィルの首を刎はね飛ばすより速く。オーレリアの首筋に小刀ナイフを突きつけ、囁ささやいた。

「──お前だ、オーレリア」





　　　　×××






「……ふはッ」

　ウィルの瞳を凝視して固まった後、オーレリアが破顔した。張り詰めていた糸が切れるように弛し緩かんし、静止していた剣の刃やいばが下ろされる。

「見事だ、ウィル・ロウエン……まさか貴様がそんな奥の手を隠し持っていたとは。私を終わらせてくれるのは処刑台でも処刑人でもなく、貴様だったか……ふふふ。実に不ふ甲が斐いなく呆あつ気けない最期だが、まぁいいだろう。とうに覚悟はできているからな」

　オーレリアは乾いた声音でそう呟つぶやくと、目を閉じた。剣を手放し、短く告げる。

「殺せ」

「ああ。一思いに殺やってやる」

　応えるや、ウィルは小刀ナイフを握る手に力を込めて、ぐっと刃を押し込んだ。青白い皮膚が切れ、じんわりと血が滲にじみ出だす。

　だが──それ以上、手が動かない。このまま刃を横に滑らせてしまえば全て終わると、理解しているはずなのに。

「くっ!?　くそ……」

　ウィルは、小刀ナイフを握りしめる手を動かすことがどうしてもできないでいた。血に塗まみれ、眠るように瞼まぶたを閉じた罪人の顔。濃い隈くまやこけた頬ほおなど随所に憔しよう悴すいの跡が見られる少女の顔を睨にらみつけながら、腕をぶるぶると震わせる。

　オーレリアが瞼を開き、感情のない眼まな差ざしでウィルを眺めた。

「……なんだ。何をためらっている？　よもや、同情したわけでもあるまい」

　呆あきれ果はて、責めるような口調で続ける。

「ウィル。私は貴様の敵であり、悪辣な殺人鬼なのだぞ？　殺さなければ、殺される……なぁ。わかっているのか？」

　──わかってる。ここは迷窟。人も魔獣も奪わなければ奪われる、戦場じみた弱肉強食の世界だ。そんなことは身に染みてよくわかっているし、思い知っていた。

　けれど、できない。ウィルの理性は今すぐにでも刃やいばを滑らせ、この罪人の頸けい動どう脈みやくを掻かっ切るべきだと訴えかけているのに、感情が許さないのだ。

　それは同情なのかもしれない。かつて一時はウィルの憧れだった、女騎士への。

　或あるいはもっと根本的な、同族の命を奪うことへの嫌悪や恐怖。剣の刃を血に染める前、殺人鬼に堕おちる前の彼女が戦場で抱いたような──

「ふはッ！」

　葛藤するウィルを見て、オーレリアが嗤わらった。冷たく乾いた表情が喜悦と嘲弄に歪ゆがみ、昏くらい瞳に爛らん々らんとした殺意の光がよみがえる。

「この状況で、殺せないとは。愚かな男だ──《纏わる裂風ヴエイル・オブ・ゲイル》！」

　胸元に押し当てられた掌てのひらから巻き起こった突風がウィルの体を吹き飛ばし、小刀ナイフの刃が首筋を離れた。背中から岩壁に叩たたきつけられ、呼吸が止まる。

「が、はっ……!?」

　目を剥むくウィルの視界には、剣を拾って真まっ直すぐ突っ込んでくるオーレリアの姿が捉えられていた。その後方で、ふいに何者かがゆらりと立ち上がったのをウィルは見る。

　血ち塗まみれの肌に翠すい緑りよく色しよくの魔紋を浮かび上がらせた、頭部のない──《冒ぼう涜とくの死紋魔法士ネクロマンサー》エドワルド・カーカスの遺体だ。オーレリアの背中を狙い撃つように向けられている指先から手首にかけて、青みを帯びた魔紋が浮かぶ。

「愚かさ故に、死ぬがいい！　ウィル・ロウ──」

「おいッ！　後ろだ、オーレリア！」

　瞬間、ウィルは声を張り上げていた。ウィルに刃を振り下ろしかけたオーレリアが硬直し、背後を振り向こうとする。ウィルはすぐさま跳ね起きながら床を蹴りつけ、

「──《[image: ]ち溶かす針アシツドピツク》……」

　どこからともなく低い男の声が響くのと、ウィルがオーレリアの腰に飛びつき力任せに押し倒したのは、ほぼ同時だった。頭上を細く鋭い光が奔はしり、一瞬前までオーレリアの体があった空間を貫く。光が刺さった岩壁には小指程度の深い穴が穿うがたれ、白い煙を上げていた。オーレリアが「なっ!?」と驚き、ウィルを見る。

「き、貴様……なぜ……」

「ぼさっとするな、次が来る！」

　叫びつつ起き上がり、ウィルは射線から逃れるように横へ走った。遅れてオーレリアも身を起こし、続けざまに撃ち放たれてきた強酸の針を回避する。部屋の中央にたたずんでいる首のない魔法士を睨にらみつけ、オーレリアが吐き捨てた。

「生死体ゾンビか！　あの死紋魔法士ネクロマンサー、自分の肉体にまであんな魔紋を……」

　右手と左手でそれぞれ、ばらばらの方向へ逃げるウィルとオーレリアを追い、生死体ゾンビと化したエドワルドが魔法を連発してくる。

　その猛攻が途切れる瞬間を見計らい、ウィルは小刀ナイフを逆手に握り直すと、

「俺が胴体を殺やる！　オーレリア、お前は──」

「──《酷死の螺旋モータルコイル》……」

　呪文スペルを紡ぐ男の声音。それは床に転がるエドワルドの首、斬り飛ばされた頭部の口から発せられているものだった。エドワルドの体から紫色の霧が噴き出し、渦を巻きはじめるのを横目に見ながら、ウィルは言う。

「頭部を殺ってくれ！」

「……ッ！」

　そして返事も待たぬまま、エドワルドの胴体に突っ込んだ。蛇がとぐろを巻くように、エドワルドの周囲を渦巻いていた霧がのたくり、ウィルの体に喰くらいつこうと伸ばされてくる。ウィルは一瞬迷ったが避よけず、真正面から突っ切ることを選んだ。

　ウィルには《禍回復リジエネレイト》がある。よほど凶悪な魔法でなければ致命傷にはならないだろうと判断しての、危険を伴う特攻だった。だが、

「チッ──《獰哭の鎌鼬ゲイル・オブ・スクリーチ》！」

　紫色の禍まが々まがしい霧が毒蛇のように腭あぎとを開き、[image: ]かみつこうとした刹那。舌打ちと共に斜め後方から吹きつけてきた暴風が、不穏な霧を斬り散らす。

　ウィルは目を丸くした後、口元をほころばせると、

（……ありがとう、オーレリア）

　胸中で礼を言いながら、肉薄したエドワルドの左胸に小刀ナイフをずぶりと突き立てた。刃やいばの魔紋に魔力を流し、唱える。

「──《雷[image: ]みデイスチヤージ》！」

　胸に埋まった刃から青白い電撃が放たれ、生死体ゾンビと化した男の肉体を内側から焼いた。エドワルドがどんな仕組みで《生ける屍リビングデツド》の魔紋を発動させていようが、関係はない──相手の動きが完全に停止するまで、電撃を浴びせるのみだ。

「ごめんな……」

　激しい痙けい攣れんを起こし暴れるエドワルドの体に謝り、刃を押し込む。肌に浮かんだ翠すい緑りよく色しよくの魔紋が薄らぎ、ほどなくフッと消きえ失うせた。ウィルは電撃を止め、小刀ナイフを引き抜く。

　どさりと倒れた遺体を見下ろし、祈るように呟つぶやいた。

「……頼むから、もう起き上がらないでくれよ？　安らかに永ね眠むっててくれ」

「おい」

　そこへ不機嫌そうな声がかけられる。長剣を足元に突き立てて、オーレリアがウィルに半眼を向けてきていた。赤黒い血に濡ぬれた刃は、床に転がる男の首を貫いている。

「終わったぞ」

「ん？　あ、ああ……そうか。お疲れ」

「…………。ふんっ」

　労ねぎらうウィルに鼻を鳴らして、オーレリアが顔を背けた。しばし、なんとも言えない沈黙が流れる。ウィルは小刀ナイフの血をぬぐいつつ、かけるべき言葉を探した。

「──なぜだ？」

　オーレリアがぼそりと呟つぶやく。視線を逸そらしたまま、

「なぜ、私を助けた……」

　独りごちるように問いかけ、革長靴ブーツで踏んだエドワルドの頭部から刃やいばを引き抜いた。

　そして刀身にべっとりこびりついた血と脳のう漿しようを振るい落とすと、殺気立った目でウィルを睨にらみつけながら、ゆっくりと近づいてくる。

「私は、貴様を殺そうとしていたのだぞ？　助ける意味などなかったはずだ。むしろ私が殺されてしまえば、貴様にとっては好都合だったはずなのに、なぜ……？」

「知らねぇよ。体が勝手に動いてたんだ」

　ウィルは後頭部を掻かき回まわし、苛いら々いらと答えた。実際どうしてあんな行動に出てしまったのか、自分でもよくわからない。ただ、

「その気になれば助けられた相手に、目の前で死なれたら……気分悪いだろうが。そいつがたとえ自分の敵で、人殺しでも」

　瞬間、ウィルの脳裏をよぎったのはリズたちのことだった。

　ウィルが助けようと思えば、助けられたかもしれない者たち。ウィルはどうやら自分で思っていたよりも、あの出来事を引きずっているらしい。

「……なるほど」

　オーレリアが歩みを止めて、まじまじとウィルを眺める。顔をしかめて呟いた。

「まったく理解できんな。私のような救いようがない殺人鬼の命すら奪えず、あまつさえ救うとは……正気を疑うお人ひと好よしぶりだ。もしも貴様が私と同じ騎士だったなら、とうの昔に死んでいるだろう」

「かもな」

　手元の小刀ナイフに視線を落とし、苦笑する。死体の胸を貫くときさえ罪悪感を覚えてしまうウィルには、戦場で敵兵を斬るなど到底できそうにない。それこそオーレリアのように、人としての道を踏み外しでもしない限りは──

「けど、オーレリア。お前だって、人のことは言えないんじゃないのか」

「なんだと？」

　眉をひそめるオーレリアに、ウィルは悪戯いたずらっぽく言い返してやった。

「さっき俺がエドワルドに突っ込んだとき、風の魔法で援護してくれただろ。殺す相手を手助けするなんて、お前も案外お人好しだよな？」

「お人好し？　ふんっ、一緒にするな」

　微笑ほほえむウィルを突き放すように一蹴し、オーレリアが鼻先に剣を突きつけてくる。

「私は、他人に自分の獲物を横取りされたくなかっただけだ。貴様には、助けられた借りもあるしな。それを返したまでのこと。他意はない」

　昏くらく濁った眼めを細め、殺気立つオーレリア。エドワルドの血に塗まみれた刃やいばをウィルの鼻先から首筋へと移動させ、頸けい動どう脈みやくの位置にぴたりと添えながら、

「癪しやくに障る優男め。ふんっ……いいだろう。ならば今すぐ貴様の首を刎はね飛ばし、鮮血を浴びながら、処刑人の女が戻ってくるまで存分に、体を斬り刻んでやる──」

「…………」

「つもり、だったのだがな」

　ウィルの瞳を睨にらみつけていたオーレリアが溜ため息いきを吐つき、剣を下ろした。本気の殺意をぶつけられて尚なお、泰然とした態度を崩さぬウィルを睨みつけ、吐き捨てる。

「調子が狂わされてしまった。己が命を救った相手に無様な命乞いでもしようものなら、悦よろこんで八つ裂きにしてやったものを。殺やりがいのない、つまらん獲物だ」

「じゃあ、見逃してくれるのか？」

「…………」

　ウィルの問いには答えずそっぽを向いて、オーレリアが「チッ」と舌打ちを漏らした。目を伏せ、赤く汚れた刃を見つめて、

「この不愉快な苛いら立だちは、別の獲物にぶつけさせてもらおう。私と同じ罪人である処刑人の女に…………いや、待てよ。同じ罪人？」

　ぶつぶつぼやいていたオーレリアがふいに言葉を止めて、神妙な面持ちで黙り込む。

　ミザリーたちが駆けつけてくるのに備えて革短衣ジヤケツトの前を閉じ、斬り刻まれて襤ぼ褸ろのようになった襯衣シヤツを隠しつつ、ウィルが怪け訝げんに思っていたとき。

「──ウィル！」

　鋭い声が響いた。見ればようやく戻ったミザリーが、枷かせと調帯ベルトが外された両腕を向けてきている。

「無事かい!?　遅れてごめん！　今助けるからね……今度こそ、その女を始末してあげるから！　私を本気にさせたこと、後悔しながら死んで逝き──」

「待て。参った、降参だ」

　ミザリーの両腕に絡みつく鎖のような魔紋が浮かび、紫色に輝いた瞬間。オーレリアが剣を捨て、両手を上げた。ミザリーが「えっ？」と呆ほうける。ウィルも愕がく然ぜんとなり、傍らに立つ無防備な罪人をまじまじと眺めた。

「降参って、お前……自ら首を差し出すのかよ」

「ああ。もはや、私に貴様らと殺し合う気はないからな」

「!?　な、なんで……」

「おい、処刑人。確か、ミザリーといったな」

　戸惑うウィルを放置して、オーレリアがミザリーに呼びかける。

「貴様の飼い主、監察官の女はどこだ？」

「ん……シスカなら、私が君を片づけるまで安全な場所に避難してもらってるけど？」

「そうか。では、今すぐ呼んできてくれ。話がしたい」

「はぁ？　いやいや、呼ぶわけないだろう。私は彼女に処刑人として、君を始末するよう命じられているんだ。だから──」

「その処刑人の仕事に、私が手を貸すつもりだと言ってもか」

「……ッ!?」

　ミザリーが目を丸くした。ウィルも耳を疑う。だが、オーレリアは真剣だった。

「貴様は罪人の身でありながら、罪人殺しの役目を与えられているのだろ？　それに私も協力し、罪人狩りの手伝いをしてやろうというのだ。私は人間さえ斬り殺せれば、相手が賞金稼ぎだろうが罪人だろうが、一向に構わんからな。最初は欲求不満なところに現れた相手を、殺すことで頭がいっぱいだったが」

　ウィルに一いち瞥べつをくれ、オーレリアが苦笑をこぼす。

「この男に狂を削そがれて頭が冷えたよ。だから、こうして取り引きを持ちかけている……ふふっ、どうだ？　私にとっても貴様らにとっても、悪い話ではないと思うが」
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　地面から岩、岩から石柱を蹴り、跳躍した影が上下逆さまの体勢から長剣を振り抜き、大鬼オーガの首を斬り飛ばす。身の丈三米メートル超、小鬼ゴブリンが肥大化したような魔獣が血を噴きながら崩れ落ち、断末魔を上げることすら許されず屠ほふられた。呆あつ気けに取られるウィルの傍らに、岩石じみた巨大な頭部がごとりと落ちる。

　片や大鬼オーガの体を跳び越えて鮮やかに着地した《赤あか騎き士し》オーレリアは刃やいばに付着した血を振るい落とすと、新しい得物の具合を確かめながらうなずいた。エドワルドが溜ため込こんでいた、犠牲者たちの遺品の一つだ。

「うむ。中古にしては、悪くない……魔紋は簡素シンプルな《刀身強化》のみだが」

「それで大鬼オーガを瞬殺しちまうんだから、大したものだよ本当に」

　上層では最も厄介な魔獣の一匹である大鬼オーガを一撃、それも接近から排除まで十秒足らずの早業だ。きっと魔獣は首を刎はねられて尚なお、自らの身に何が起きたのか理解できなかったことだろう。先行するウィルが洞窟の奥に大鬼オーガの姿を発見し、このまま進んで交戦するか迂う回かいするかで逡しゆん巡じゆんしていた矢先の出来事だった。

「この程度の魔獣なら、わざわざ避ける必要もあるまい……先を急ぐぞ」

　オーレリアは内側に《刀身研磨》の魔紋が刻み込まれた鞘さやに剣を収めつつそう言うや、一人でずんずん歩きはじめる。分かれ道でウィルを振り向き、問いかけてきた。

「ここを左でいいのだったな？」

　ウィルは「……ああ」と首肯して、オーレリアの隣に並ぶ。

「あともう少しで、休むのに最適な場所につく。そこまで行ったら幕ばく営えいしよう。居心地を選ばなきゃ、あのままエドワルドの棲すみ家で休憩してもよかったんだが……あんな臭くて悪趣味なところに長居するのは、精神的にきつすぎる」

「だな。やはり心が休まらなければ、体も休まらんだろう」

「君が一緒にいる限り、常に休まらないけどね？」

　ウィルたちの後ろを歩くミザリーが呟つぶやき、オーレリアを睨にらんだ。肩に担いだ大剣を握る手に力を込めて、低い声音で言い放つ。

「私は、君が仲間だと認めてあげたわけじゃない。怪しい素振りを見せたらいつでも始末できるように、目を光らせているから。覚悟しておくことだねぇ、オーレリアちゃん」

「ふんっ、そうか……なら、それでいい。貴様に認められずとも、処刑人の仕事に支障はきたさんからな。せいぜい無駄に心を擦り減らしておけ、ミザリー先せん輩ぱい？」

「……生意気な後輩だなぁ。少し痛い目、見させてあげた方がいい？」

「まぁまぁ。落ち着いてくださいよ、ミザリー」

　殺気立つミザリーをなだめ、シスカが脇腹をさすった。

　シスカがオーレリアに蹴り砕かれた肋ろつ骨こつは、まだ治っていない。応急処置を施した後、治癒能力を高める魔紋を発動させ続けることで現在も治療中だが、完治にはしばらく時間がいりそうだ。シスカは憔しよう悴すいした顔で、怯おびえるような視線をオーレリアに注ぎながらも、中立的な意見を口にする。

「オーレリアさんが危害を加えるつもりなら、とっくに加えてきているはずです。そして害意がないのなら、無理に排除する必要もありません。基本的には処刑しますが、脱獄者を引っ捕らえ、連れ戻せるのに越したことはありませんから……それに、人手は多い方がいい。彼女のような実力者であれば、尚なおさらですよ」

「……強いからこそ、怖いんじゃないか」

　ミザリーがぼやき、脇腹に手を当てた。シスカの薬と魔紋によって治療済みではあるものの、やはり完治には至っていない。

「いつまた心変わりして、襲いかかってくるかもわからないんだし」

「そのときは《隷れい呪じゆ》を発動させるまでです」

「隷呪ねぇ……刻まれた子が、刻んだ人の命令に逆らえなくなる魔紋だったっけ？」

「ええ。私が刻み入れたのは簡易的なものなので、動きを封じるくらいのことしかできませんけど。首輪としては充分でしょう」

　──およそ一時間前。降伏と同行を申し出てきたオーレリアに対し、シスカはウィルの口から経緯を聞くと、熟考の末に承諾。オーレリアの体に隷属の魔紋を刻むこと、危険と判断したらすぐさま排除することを条件にして、彼女の提案を受け入れた。

　否定的な態度のミザリー同様、ウィルもまだ完全にオーレリアを信用しているわけではなかったが、多少の危険リスクはあるにせよ、この先も罪人の脅威に晒さらされ続けることを思えば味方は多い方がいい。

　処刑人のミザリーがあっさりと殺やられかけ、ウィルも殺されかけた体験が、その思いに拍車をかけていた。ミザリーは未いまだ底知れない実力の持ち主なのだが、精神が不安定かつ直情的で、どうにも危ういところがあるのだ。その上、普段は力を制限されているため、不意打ちなどにはめっぽう弱い。

「……けどさ。そんな便利なものがあるなら、ミザリーにも刻んでおけばよかったんじゃないのか。いちいち大量の調帯ベルトと枷かせで魔紋を封じなくても」

「無理ですね。ミザリーの体には、既に全身びっしり魔紋が刻まれていますから。新たな魔紋を刻む余白スペースは、残念ながらないのです」

「なるほど……」

　封じられた刻印魔法で、生死体ゾンビの群れを殲せん滅めつするのを見せつけられた後。調帯ベルトだらけの装いからなんとなく、そんな予感はしていたが──

「また、隷属させられるのは魔紋を刻んだ者だけという限定的なものなので、収監された罪人たちを管理するのにも向きません……それならばまだ魔紋を封じる枷の方が便利で、実用的なんですよ」

「……へぇ。そういえば、オーレリアには枷が嵌はめられてないよな。外したのか？」

「いや、元々だ。私は脱獄する直前まで、檻おりに入っていたからな」

　ウィルの疑問にオーレリアが答え、賞金稼ぎを殺して奪ったという篭こ手てが装着された手を振る。彼女が纏まとう布服は囚人服で、その他の装備は全て強奪品だった。

「閉じ込められた者の魔紋を完全に封じる、堅けん牢ろうな独房に……魔紋を封じられ、剣を奪われた私は非力な娘に過ぎん。枷は不要ということだろう」

「そうですね。枷が装着されるのは刑務作業など、檻の外に出るときくらいですから……檻の中でも枷を嵌められているのは、例えばジョエル・グラントのような魔紋がなくても脅威になり得る人物か、よほど危険で警戒されている『要注意人物』のみです」

　そう言って、シスカがちらりとミザリーを見やる。そして、続けた。

「前者の枷は拘束目的なので、魔紋を封じる効果はないですが……今回起こった暴動で、各房に魔力を供給している設備が破壊されたことにより、檻の魔紋は意味を成さなくなりました。結果、ジョエルは封じられていた《筋力強化》の魔紋で鎖を引き千切り、逃走。他の房でも同じような事態が次々と起き、監獄は大混乱に陥ったんですよ」

　嘆くシスカに、オーレリアが嗤わらう。

「ははッ。貴様たち監獄が、魔法の檻おりを過信しすぎたせいだな。魔紋さえ使うことができれば、ただの檻などいかようにもなる。監獄の地下がそのまま迷窟に繋つながっていたのも、逃げるのには好都合だったぞ」

「……監獄の地下が迷窟に？　なんで、また」

「刑務作業のためなんだってさぁ」

　眉をひそめるウィルにミザリーが言い、魔石を含んで青く煌きらめく岩壁を示した。

「囚人のほとんどは、そこで魔石の発掘作業をさせられているみたいだよ？　まぁ、私は三年前に捕まってから、ずうっと檻の中……こんな感じでばっちり拘束されていたから、例の騒ぎが起きたときも逃げられはしなかったけどねぇ。迷窟に潜るのも、今回が初めてのことだし」

「…………。そうか」

　ウィルは密ひそかに目を細め、ミザリーの発言を心に刻む。ミザリーが捕まったのは三年前で、そこからずっと牢ろう獄ごくの中にいた。迷窟に来たことも、ない──

「……体中、封じなければならないほど凶悪な魔紋だらけの女か。監獄も、とんだ怪物を飼い慣らしていたものだ」

　ミザリーを振り返って一いち瞥べつし、オーレリアがぽつりと呟つぶやく。

　エドワルドの工房アトリエを離れる直前、ミザリーがエドワルドの遺体とおぞましい作品を焼き尽くすのに使った《皆燼の焼夷刃ナパームデス》の威力を思い出しているのかもしれない。オーレリアの声音には、微かすかな畏怖と緊張が含まれていた。

　すると、その独り言を耳みみ聡ざとく聞きつけたミザリーが正面に回り込み、オーレリアの顔を覗のぞき込こみながら脅すように笑む。

「そうだよ。よくわかってるじゃないか。さっきは剣だけだったから遅れを取っちゃったけど、私が殺やる気の本気になれば、君なんか簡単に殺せちゃうんだ……そのことを、肝に銘じておくといい」

　凶暴な光がたたえられたミザリーの眼まな差ざしを受け止め、オーレリアが嗤い返した。

「ほう？　なんだ、私に負けて殺されかけたことを、まだ根に持っているのか。でかいのは乳だけで、心は随分小さいのだな？」

「うるさいよ。死にたいのかい、オーレリアちゃん？」

「ああ、殺ってみろ。剣しか振れん状態で、私に敵かなうと思うのならな」

　足を止め、ミザリーとオーレリアが睨にらみ合あう。漂う殺気が膨れ上がって高まり、今にも弾はじけようとしたときだった。

　突如、グオオオオオオという咆ほう哮こうがとどろき、行く手に開いた洞穴の中から巨大な影がのっそりと現れてくる。

　──大鬼オーガが二匹。真っ赤な眼まなこを血走らせ、丸太のように太い足で地面を揺さぶりながら近づいてくる獰どう猛もうな捕食者。強大ゆえに群れることが少なく、一匹だけでも脅威な魔獣が二匹も出現するという稀け有うで不運な状況だ。

　ただこの場合、不幸なのは魔獣の方だった。睨にらみ合あっていた処刑人たちの目が乱入してきた敵へと向けられ、爆発寸前だった殺気が叩たたきつけられる。

　大鬼オーガの巨体がびくんっと跳ね上がるのを、ウィルは生まれて初めて目にした。

「あはッ！　なんだい君たち、仲良く合い挽びきにされたいのかな？」

「ふはッ！　ウスノロめ。今度は二匹、まとめて首を刈られに来たか!?」

　ミザリーとオーレリアがそれぞれの得物を携え、争うように猛然と獲物オーガへ挑みかかっていく。魔獣はたまらず踵きびすを返し、逃げ出そうとするも、

「──《魔紋仕掛けの鎖鋸剣マギアドライブ・チエーンソー》！」

「──《纏わる裂風ヴエイル・オブ・ゲイル》！」

　回転する刃を備えた大剣と、風を纏まとった長剣の刃に首をスパァンッと斬り飛ばされて、容易たやすく屠ほふられてしまった。短い狩りの一部始終を見届けたウィルとシスカは戦慄し、顔を見合わせながら言う。

「あ、あれは……魔獣が可哀かわい想そうだな。あいつら二人が揃そろっていれば、どんな魔獣や罪人も怖くないような気がしてくるよ」
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「あはは。で、ですねぇ？　ミザリーはもちろん、オーレリアさんも罪人の中では五本の指に入る賞金首なので。太刀打ちできる罪人は……ほぼ、いないかもしれません」
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　探たん窟くつにおける課題は、危険な魔獣や迷宮じみた洞窟の地形をいかに攻略するかだけではない。安全な寝床の確保や排はい泄せつの時機、身体を清潔に保つ術すべ。そして──

「……よし、できたぞ。食事にしよう」

　炎の上からどかした鉄鍋を卓子テーブル代わりの平べったい岩に置き、ウィルは手袋グローブを外した。鍋の中身を覗のぞき込こみ、ミザリーが拍手してくる。

「おー、美お味いしそうだね！　煮込シチユーかなぁ？」

「ああ。大鬼オーガの腿もも肉にくと肝臓を、新鮮な血で煮込んだものだ」

「お、大鬼オーガの煮込シチユー……」

　シスカが声を震わせながら、ウィルお手製の魔獣料理を凝視した。

　血液を煮込んで作られた煮込シチユーはどす黒い茶色で、ミザリーは『美味しそう』だと評したが、あまり食欲をそそる色合いではない。

「ふむ。見た目は、まるで……糞くそのようだな」

「おい!?　糞呼ばわりはさすがにやめろ、オーレリア！」

「そうだよ、せめて泥とかさ。ウィルがせっかく手間ひまかけて作ってくれたんだから、たとえどんなにクソ不ま味ずそうでも、お世辞を言ってあげようよ」

「泥も相当ひどいと思うぞ、ミザリー？　ていうか、お世辞だったのか……」

　散々な言われようだったが、大切なのは栄養価であり、食べられるかどうかだ。味など二の次でいい。ウィルは若干傷つきながらも、シスカが持ち込んできた二人分の器と自前の器に煮込シチユーを注ぎ、配った。

「人数分の食器はないから、先に食っとけ。俺は後で余りをいただかせてもらうよ」

「などと言いつつ、私たちに毒味をさせるつもりなのではあるまいな？」

「いやぁ、大丈夫でしょ？　見た目はいまいちだけど、匂いはいい感じだし。やっぱり、普通に美味しそう」

「大鬼オーガの煮込シチユー……魔獣のお肉……」

　煮込シチユーに鼻を近づけて嗅ぎ、ミザリーが舌舐なめずりをする一方。シスカはまさにこれから毒でも食べさせられるような青い顔をしており、料理が盛られた器を持つ手をカタカタと震わせている。ウィルは溜ため息いきを吐つき、匙スプーンを手渡した。

「なんだよ、魔獣を食べるのに抵抗でもあるのか？　俺たち探たん窟くつ者しやの間では、当たり前のことだぞ。魔獣の肉も内臓も血も、貴重な食料源なんだから」

　迷窟、とりわけ石と岩だらけの上層は食べられるものが少ない。

　だから魔獣は魔獣同士で喰くらい合い、迷窟にやって来た人間を捕食する。逆もまた然しかりというわけだ。

「そ、そうですが……食べるものなら、たくさん持ち込んでいますし。わざわざこんな、魔獣のお肉を口にする必要なんて──」

「ある。麺パ麭ンや乾物みたいな保存食ばかりじゃ、栄養が偏るだろう。それじゃ肝心なとき力が出ないし、手持ちの食料も無限にあるわけじゃない。万が一の場合に備えて、物資は温存しておくべきだ」

　強い口調で主張するウィルに、オーレリアが「だな」と同意する。

「独りで迷窟をさまよっているとき、私も食べるものには苦労させられた。基本的には、人を殺して奪ったもので食いつないでいたが。それがなければ、魔獣の肉を口にするしかなかっただろう。生で」

「……生はやばいな。下手すりゃ死ぬぞ。最低限、火は通した方がいい」

　とはいえ、この辺りの洞窟には燃料となる木々や植物がほとんど生えていないため火を熾おこすのは難しく、せいぜい火炎魔法で炙あぶるくらいが関の山だが。

　尚なお、ウィルの場合は地上から魔紋仕掛けの小さな焜コン炉ロ──魔石を動力源に使える便利な魔道具を持ち込んでいるため、そのような苦労はなかった。

「魔獣によっては肉にまで毒があるから、火を通しても危険だが……大鬼オーガの肉は安全だ。癖や臭みも魔獣の中では少ない方で、食べやすい。爬は虫ちゆう類るいとか昆虫類に比べたら、だいぶ初心者向けの食材だと思う」

「人型の肉。つまり人肉みたいなものだね？　前にウィルから聞かせてもらった話だと、人型は魔獣と人間の混血種らしいし」

「じ、人肉……」

　ミザリーの発言に、シスカがますます顔色を悪くする。ウィルは「その逸話、ほぼ迷信だけどな」と付け足してから、改めて料理を勧めた。

「まぁ食えよ。見た目ほどひどい味ではないはずだから。少なくとも、栄養価は高い……たとえどんなに不ま味ずくても、薬だと我慢して残さずに食え。案内人ガイドとしての命令だ」

「うう。わ、わかりましたよ……食べればいいんでしょう、食べればぁ！」

　シスカが目尻に涙を浮かべ、一口分の煮込シチユーをすくう。水を加えず血液だけで作ってあるためどろっとしており、見るからに濃厚だ。

「ええいっ、ままよ！　い、いただき……まぁっす！」

　ミザリーとオーレリアも匙スプーンを手に取り、一斉に口へ運んだ。瞬間、最も魔獣の肉に拒否反応を示していたシスカが目を丸くする。

「えっ、不味──くない、です？　あ、あれ？　むしろ、意外と……」

「……美う味まいな。血の煮込シチユーと聞いたから生臭いのかと思ったが、全然そんなことはなく、コク深い。香辛料が効かせてあるからか？　それに、この爽やかな酸味は──」

「果実酢ビネガーだ。柑かん橘きつ系けいの果物から作られてる食酢が血や内臓の臭みを和らげ、肉を柔らかくしてくれるのさ。料理上手な昔の仲間が、教えてくれた調理法レシピだよ。ここに玉ねぎなんかの香味野菜を加えれば、もっと美お味いしくできるんだけど」

　驚きながら一口、また一口と料理を食べ進めていくオーレリアに告げてやり、ウィルは相好を崩した。正直さほど自信はなかったのだが、予想以上に好評なようで一安心だ。

「ウィル、おかわりぃ！」

「早いな。もう食い終わったのか」

　黙々と煮込シチユーを平らげ、空の器を差し出してきたミザリーが「えへへ」とはにかむ。

「だって、美味しいんだもん！　監獄で出されてた食事よりも美味しいっ！」

「そりゃよかった。多めに作っておいてやったから、たんと食え」

「む……そうか。ならば私も、おかわりを……」

「わ、わらひも！　おかわりれすぅ！」

「……了解。シスカは、呑のみ込こんでから喋しやべろうな？」

　皆の食器に料理をよそってやりながら、ウィルは胸が締めつけられるような懐かしさに襲われていた。こんな風に、皆で温かい食事を囲むのはいつぶりだろう。

　たとえ共にいるのが凶悪な罪人だとしても、ウィルは自分の頬ほおが自然と緩んでしまうのを抑えることができないでいた。
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「そういえば、ウィル。君、怪け我がは本当に大丈夫なのかい？」

　──食事後。特にやることもなく手持ち無沙汰にしていたミザリーが、なんともなしに問いかけてきた。ウィルは、オーレリアとの戦闘で肩口がざっくり斬り裂かれてしまった革短衣ジヤケツトを修繕しながら「ああ」と応える。

「平気だよ。筒服ズボンと革短衣ジヤケツトはボロボロだけど、下につけてた防ぼう刃じん胴着ベストや脚絆レギンスのおかげで、深手は負ってない。どれも、かすり傷みたいなものだ」

　実際には、その程度の装備で長剣の刃やいばまでは防ぎきれなかったし、体の各部に巻かれた包帯の下にはかすり傷すら残っていないが。手当てはウィルがここに来る前一人で行い、斬り刻まれて破れた襯衣シヤツもそのときに替えていた。

　ミザリーたちから怪しまれないため、ウィルの心臓に刻まれた《禍回復リジエネレイト》の魔紋を知られないために。オーレリアにも、口裏を合わせてもらって──

「あはっ、そうなんだ。いやぁ、すごいねぇ」

　ミザリーが破顔し、感心しながら近づいてくる。その口ぶりはあの《赤あか騎き士し》と一対一で殺し合い、軽傷で済んだウィルのことを称賛しているようにも聞こえた。しかし、

「ウィルが使った、あの魔法。血だらけの傷だらけ、今にも死んじゃいそうなひどい状態だったのに。一瞬で、全ての怪け我がが治っちゃうんだもん！」

「……ッ!?」

　革短衣ジヤケツトを縫うウィルの手が、ぴたりと止まる。

「…………。見てたのか」

　ミザリーを睨にらみつけ、低く唸うなるような声で尋ねた。ゆっくりと立ち上がり、

「やけに来るのが遅いと思えば、お前……助けに入らず傍観してたのか、ミザリー？」

「ち、違うよぉ!?　え、ええっと……ほらっ！　状況も確認しないで、飛び込むわけにもいかないだろう。私が中を覗のぞいてみたのは、ちょうどウィルが例の魔法を使う直前だったから。それに驚かされすぎて、乱入する機会を逃しちゃったんだ！」

　ウィルに詰め寄られたミザリーが狼ろう狽ばいし、目を泳がせながら早口で弁明をする。

「エドワルドが生死体ゾンビ化したときも、君たち二人があっという間にやっつけちゃうしさ。別にウィルがまた殺されかけて、もう一度魔紋を発動させてくれるのを期待していたわけじゃ──」

「[image: ]？」

「ごめんなさぁいっ！」

　語調を強めるウィルに謝り、ミザリーが頭を下げた。上目遣いにウィルを窺うかがいながら、媚こびるようにすり寄ってくる。

「シ、シスカには黙っておいてあげるから……ね？　赦ゆるしておくれよ」

　シスカは現在お手洗いに立っており、オーレリアも奥にある小さな泉で水浴びしている最中なため、この場にいるのはウィルたちだけだ。ミザリーはどうやらウィルと二人きりになる状況を見計らい、魔紋の話を切り出してきたようだった。

「ウィルが使った、あの魔紋……隠したがっているってことは、無許可で刻んだものなんだろう？　国にバレたらまずいやつ」

「……まぁな」

　ウィルは顔をしかめる。刻印魔法と魔法を発動させる魔紋が国に厳しく管理され、統制されているのは、ウィルも知る常識だ。人の肉体や道具に魔紋を刻むためには《彫ほり師し》と呼ばれる国家資格が必要であり、彼らは何の・どこに・どんな魔紋を刻み込んだかという報告を、国にきちんと行わなければならない。

　また、魔紋は殺傷力や危険度などで等級クラスが定められており、等級が高い魔紋を肌に刻む場合や、強力な魔紋が刻み込まれた魔剣を所持するような場合は別途、国の審査や許諾が求められることもある。破れば当然罰則で、最悪そのまま投獄だ。

「かく言う私の体に刻まれてる魔紋もそういう類いのもので、大半がＡ級以上……中にはＳ級すら超えるＳＳダブルエス級、いわゆる『禁呪』も混ざってる」

　──禁呪。それは国が著しく危険、もしくは非人道的だと判断し、刻むことも使用することも禁じた魔紋のことだった。

「例えば、私が使ってみせた《皆燼の焼夷刃ナパームデス》はＳ級だけど、ああいう危険で凶悪な魔紋が全身に刻まれているから、私は大罪人なのさ」

「禁呪に関わることは、殺人より重い罪だとされているくらいだもんな」

「君の魔紋も同じようなものだよ」

　ウィルの耳元に口を寄せ、ミザリーが囁ささやいてくる。

「どんな傷でも治してしまえる魔法だなんて、聞いたことがない。禁呪とまではいかないまでも、かなり等級クラスは高いだろうね。そしてもし、君がそんな魔紋を密ひそかに刻んでいると知ったら……たぶん、シスカは見逃してくれないと思うよ？　彼女が働くカルタグラ魔導監獄は、国と魔法院が運営している施設だからさ」

「!?　魔法院──」

　それは国から魔紋の管理と統制を任されている国立機関だ。

　カルタグラ『魔導』監獄。名前からしてもしやと思ってはいたが、魔法院が直接絡んでいるのであれば尚なおさらシスカに《禍回復リジエネレイト》の存在を気取られるのは避けたい。

「ねぇ、ウィル。君の秘密をシスカに黙っておいてあげる代わりに、一つだけ……教えてもらいたいんだけど」

　ミザリーは緊張するウィルの目を見つめると、いつになく真剣な表情で訊きいてきた。

「あの魔紋、誰に刻んでもらったの？」

「…………」

　ウィルは答えない。視線を受け止めたまま閉口し、ミザリーに気取られないよう一切の感情を押し殺す。すると、

「──キルマリア」

　ミザリーの口から紡ぎ出された単語に、ウィルは「ん？」と眉をひそめた。会話の流れや響きからして、人名だろうか。聞き覚えのない変わった名前だ。

「……知らない？　うーん、私の思い違い……かなぁ」

　ウィルの反応を注視していたミザリーが呟つぶやき、気配を緩める。それに対して、ウィルが問い返そうとしたとき──

「おい」

　低い声がかけられる。ミザリーが「ひゃっ!?」と肩を跳ねさせ、振り向いた。

「どうした、ミザリー？　私が声をかけた瞬間、びくりと過敏に反応しおって……何か、やらしいことでもしようとしていたか？」

　見れば、水浴びを終えたオーレリアがこちらに歩み寄ってきており、ウィルに詰め寄るミザリーへ胡乱うろんな眼まな差ざしを向けてきている。

　誤ご魔ま化かすように「あはは」と笑い、ミザリーがウィルから離れた。

「や、やらしいことはしてないよ。ただ、ちょっとした内緒話を……」

「──ほう？　私に聞かれてはまずい話か。是非、聞きたいな」

「あははは。え、ええっと……いや。まぁ、大した話じゃないんだけどさ」

　そこで一旦言葉を止めて、ミザリーがオーレリアをまじまじと眺める。

　水浴びを終えたばかりのオーレリアは結わえていた髪をほどいて軽けい鎧がいを脱ぎ、薄い布服だけを身に纏まとっている状態だった。その胸元に視線を固定しながら、ミザリーは嘯うそぶく。

「ウィルと盛り上がっていたんだよ！　鎧よろいが邪魔でわからなかったけど、オーレリアって脱ぐと結構すごいよねぇって」





　　　　×××






「今から通る洞穴は『竜の巣穴』だ。八層から十一層まで一気に抜けられる近道として、探たん窟くつ者しやの間でたびたび使われている道筋ルートで、ここには魔獣もほとんど生息していない……なぜなら」

　食事と休息を充分に取り、英気を養った後。ウィルたちは、目的の場所──元々は行き止まりだったのだろう岩壁に開いた、巨大な空洞の前にいた。幅十米メートルはあろうかという穴の中には魔石の輝きもなく、真っ黒い闇が広がっている。

「巣の『主ぬし』──地ち竜りゆうを恐れているからだ。地竜はやばいぞ。黒光りする鋼鉄のような鱗うろこに覆われた体は頑丈で、どんな武器も魔法も通じない。鋭い爪は岩を切り裂き、発達した腭あぎとは獲物を丸まる呑のみにして鎧ごと噛かみ砕くだく……本来はもっと奥、深層に生息していた魔獣がなんらかの要因で上がってきたんだろうといわれてる、桁外れの化け物だ」

「そ、そんなところに入るんですか？　ほ、他の道筋ルートを選んだ方がいいんじゃ……」

　シスカが顔面蒼そう白はくになり、背嚢リユツクの肩かた紐ひもをぎゅうっと握った。ミザリーが「大丈夫だよ」と胸を張り、自信満々な様子で大剣を掲げる。

「私の《魔紋仕掛けの鎖鋸剣マギアドライブ・チエーンソー》に、斬り裂けないものはない！　それでも不安だっていうなら、この枷かせや調帯ベルトを解いてくれてもいいんだよ？　出遭ってからじゃ手遅れだろうし、あらかじめ──」

「いや。その必要はない」

　ウィルはぴしゃりと切り捨てて、空洞と対たい峙じした。

「主の地竜は一匹だけだが、竜の巣穴は広大だ。滅めつ多たに遭うことはないし、近くに来れば気配でわかる。回避するのは容易だよ。俺は過去、数えきれないほど竜の巣穴を利用しているが、遭遇したのは一度だけ。休眠中で、気配に気づけなかったときだけだ。いいか、お前ら。特にミザリー。この巣穴では、俺の言葉を死んでも守れ。じゃなきゃ、死ぬ」

「……なんで私だけ名指しなんだよ」

　ミザリーがぼやき、ぷくぅっと頬ほおを膨らませる。ウィルは冷ややかに無視した。

　その対応には休息の最中、ミザリーが口走った『言い訳』のおかげで、オーレリアから軽蔑の目を向けられる羽目になったことへのささやかな報復も含まれている。

「一つ──喋しやべるな。気配を殺せ。向こうが獲物に気づいたら、真まっ直すぐ向かってくるからな。声は出さずに、身振り手振りで意思疎通すること。二つ──魔獣の気配を感じたら、慌てず騒がず俺の指示に従え。魔獣の鳴き声や物音、地震のような揺れがあったら、主ぬしが近くにいるかもしれない。三つ──もし万が一、主の地ち竜りゆうに出遭っちまったら絶対戦おうとせず、全力で逃げろ。以上だ。わかったな？」

「うんっ！　バッチリさ！」

　声を出さずにうなずくシスカとオーレリアに対し、ミザリーだけが大声で元気よく返事する。直後、洞穴の奥から遠く微かすかに雷鳴のような咆ほう哮こうがとどろいてきた。

「あっ……ご、ごめん」

　ウィルたち三人から睨にらみつけられ、ミザリーが口を押さえる。ウィルは溜ため息いきを吐つき、指で洞穴の中を示すと、足音を立てぬよう慎重に歩きはじめた。





　　　　×××






　口をつぐんで黙々と、静寂と暗闇に満たされた洞穴を進み続けること、およそ三時間。途中何度か地震のような揺れに襲われたこと以外は大した出来事もなく、地竜はもちろん他の魔獣ともほとんど出くわさないまま、ウィルたちは長い洞穴を抜け、無事に出口へと辿たどり着つく。するとまず視界に飛び込んできたのは、陽ひの光かと見み紛まがうような、魔石の眩まばゆい輝きだ。そして──

「おおっ!?　す、すごい……ここは本当に迷窟ですか？　上層とは別世界です。明るさといい、景観といい、まるで地上にいるかのようですね！」

　天盤から生えた魔石の結晶の下、地面や岩肌に様々な種類の草花が繁茂し、だだっ広い洞窟を埋め尽くさんばかりに生い茂っている異様な光景。地下の世界とは思えない景色を目の当たりにして、シスカが興奮の声を漏らした。

　ウィルは周囲を眺め回すと、足元に生えた黄色い花を摘み取る。淡く発光していた七枚の花びらは、茎を手折られた瞬間、みるみる輝きを失ってしまった。

「迷窟の濃い魔力を糧に育った植物だ。難病に効く薬草もあれば、根に猛毒を持つ毒草もある。これはそのどちらでもない、無害な花だな。美う味まくはないが、一応食えるぞ」

　ウィルの手元を覗のぞき込こみながら、ミザリーが「へぇ？」と唸うなる。

「面白いねぇ。迷窟は深く潜れば潜るほど、魔力が濃くなるんだっけ？」

「ああ。だから陽ひの光がなくても、植物が育つんだ。ここよりもっと深い層には、巨大な木々が生はえ揃そろっている森や樹海みたいな場所もある」

「地底の森かぁ。それは是非、見てみたいなぁ！　俄が然ぜん楽しくなってきたよ、ふふっ……ねぇウィル、早く先へ進もう？　早く早くぅ」

　ミザリーがウィルの手を取り、引っ張ってきた。ウィルは「待て」と顔をしかめると、浮かれ気分のミザリーをいさめる。

「竜の巣穴で緊張しっぱなしだったぶん、はしゃぎたくなる気持ちもわかるが。気を引きしめ直せ。ここは迷窟の中層、さっきまでいた上層よりも危険が多いんだからな」

「まったくだ」

　オーレリアが呆あきれ、抜き身の剣を携えながら、ミザリーの前に出た。

「今、私たちがいるのは十一層だったか。視界は明るく洞窟も広いが、邪魔な植物が生い茂っているせいで見通しはよくない。敵の気配や奇襲には──」

　中途半端に言葉を切って、オーレリアが刃やいばを振るう。草花に紛れて接近していた毒蛇の魔獣が、もたげた鎌首を即座に刎はね飛ばされた。うねる胴体を剣で地面に突き刺して縫い留め、オーレリアが嗤わらう。

「もう少し、気を張っておけ？　罪人を狩り殺す前に果てては、処刑人の名折れだぞ」

「……うるさいな。オーレリアこそ──」

　ミザリーが大剣を薙なぐ。頭部を刎ねられ、体を縫い留められつつも、オーレリアに背後から襲いかかろうとした『もう一つの頭部』が斬り飛ばされた。頭側と尻尾側にそれぞれ首を備える、双頭の毒蛇だ。

「油断大敵ってね？　私のおかげで、命拾いしたねぇ」

「……助けられずとも躱かわせていたが？　貴様のせいで、髪が汚れたではないか」

　魔獣の血を側頭部に浴びせかけられ、オーレリアが悪態を吐つく。ウィルは急いで拭布タオルを用意し、水筒の水で湿らせながら駆け寄った。

「待て、オーレリア！　その毒蛇は、牙だけじゃなく血液にも毒がある。目や傷口に入らなければ、大丈夫だとは思うが……念のため、触らない方がいい」

「む……そうなのか。危うく入るところだったぞ？」

「ごめんごめん。まぁ、髪の毛が抜け落ちる毒とかじゃなくてよかったじゃないか」

「……これでもし私の髪が抜けたら、貴様の髪も一本残らず引き千切ってやるからな？」

「いがみ合うなよ」

　ウィルはオーレリアの髪に付着した血を丁寧に拭ってやると、相変わらずな二人を注意しながら今一度、周囲に視線を巡らせる。ひとまず、魔獣の気配はない。

「──行くぞ。こっちだ」

　ウィルは鞘さやから小刀ナイフを抜くと、先導して歩きはじめた。その後ろにオーレリアが続き、シスカを挟んで、ミザリーが背後を固める。苔こけに覆われ蔦つたが絡んだ石柱の傍そばを通り過ぎたところで、シスカがぽつりと呟つぶやいた。

「そういえば、この辺りでしたよね。例の『蜘く蛛も女』……人間の上半身に蜘蛛の下半身を持つ、異形の女が目撃されているのは」

「なんだ、その化け物は？」

「迷窟に潜った人たちの間で噂うわさされてる、正体不明の魔獣だよ」

　ウィルが先ほど食べられると教えた花を口端に咥くわえ、ミザリーがオーレリアに語る。

「長い黒髪に金色の瞳の、ものすごい美少女らしいんだけど……腰から下が巨大な蜘蛛になってるんだってさ」

「ほう……私は知らんが、危険な存在なのか？」

「いえ。襲われたという話は聞きませんから、危険性は薄いかと？　目撃談だけですね。蜘蛛の脚で十数米メートルも跳んだとか、糸で空中を移動したとか。臆病な性格の魔獣なのか、出遭ってもすぐ逃げ去ってしまうそうです」

「……ふむ。人を襲わないとはまた、珍妙な魔獣だな。ウィルは──」

「静かに」

　──と。蜘蛛女アラネアの話題が案内人ガイドを務める自分に振られかけたとき、ウィルは鋭い声音でお喋しやべりをやめさせ、歩みを止めた。耳を澄ませる。

「人の気配がする」

「……ッ！　罪人か？」

　オーレリアが殺気立ち、いつでも動き出せるよう剣を構えた。ミザリーも負けじと前に出て洞窟の奥、二つに分かれた道の先を睨にらむ。

「右の方から聞こえてくるねぇ。しかも、この話し声……結構多いよ？」

「ああ。最低でも四人はいるな？　だんだん、こっちに近づいてきてる……おい。一旦、隠れるぞ。恐らく同業者、俺と同じ探たん窟くつ者しやだろうが。なるべく見つかりたくはない」

　ウィルはそう提案すると、手近な石柱の陰に身を潜ませて、しゃがみ込んだ。その頭に後ろから、ずっしりとした重たく柔らかな塊が載せられる。

「……俺の頭は乳置きじゃない。どけろ、ミザリー」

「どうして見つかりたくないの？　同じ賞金首を追ってる人たちや探窟者だったらお互い情報交換したり、協力できるかもしれないじゃないか」

　抗議を無視して乳を押しつけ、訊きいてくるミザリーに、ウィルは溜ため息いきを吐つき、

「くそッ、ここにもいねぇ！」

　答えようとした次の瞬間、響いた男の怒号に口をつぐんだ。

「どこ行きやがった、あの野郎!?　逃がしゃしねぇぞ、ぶっ殺してやる！」

　不穏な言葉と声に含まれている殺意に警戒心を強めながらも、ウィルは石柱からそっと顔を覗のぞかせて、様子を伺ってみる。

　褐色肌の禿とく頭とうに入れられている、黒い髑どく髏ろの刺青タトウー。服の上からでもわかる屈強な体つきの男が、物々しい戦せん斧ぷを肩に担いで睥へい睨げいし、目を光らせていた。

（ん？　あの男、前にどこかで……）

「──[image: ][image: ]？」

　灰色の眼まなこが、ぎろりとこちらを睨にらむ。ウィルは慌てて顔を引っ込めるが、遅かった。

　男が「おい」と低い声を出し、息を殺しているウィルたちへずんずんと近づいてくる。さらに仲間と思おぼしき男たちも後に続き、歩み寄ってくる気配がした。

　隠れる寸前に確かめた相手は、戦斧の男を含めて五人。

「そこにいる奴やつ、出てこいよ。なぁ？」

「……どうする？　殺やるか？」

　オーレリアが小声で尋ねる。ミザリーが乳をどけ、大剣を担ぎ直した。

「うーん、殺っちゃう？　とりあえず、賞金首の罪人ではないっぽいけど……」

「いけませんっ！　止やむを得えない場合を除き、処刑以外の殺人は私が許しませんからね!?　まずはとにかく穏便に、話し合いを試みて──」

「よぉ、探たん窟くつ者しやのおっさん。奇遇だな！」

　シスカがミザリーたちを制止し、押おし留とどめている最中。ウィルは鞘さやに小刀ナイフを収めると、両手を上げて敵意がないことを示しつつ、石柱の陰を出る。

　ウィルの姿を認めた男が驚いて足を止め、珍しい魔獣にでも遭遇したような表情で目をしばたたいた。

「……ウィル・ロウエン？」

「ああ、どうも。俺は、あんたを知らないんだが……あんたの顔には見覚えがある。何回か、隻せき眼がん亭ていで見かけた記憶があるよ。ほら、ついこの間の夜も──」

　ウィルは男が自分を認知していることに安あん堵どしながら言葉を継ぐと、慣れない愛想笑いを浮かべる。男がわずかに気配を和らげ、うなずいた。

「お、おう……いたな。オレらが飲んでる近くの店台カウンターに、独りで。若いかわい子ちゃんに言い寄られてただろ？　連れが本気でうらやましがってたから、よく覚えてるぜ」

　男が言う『かわい子ちゃん』とは、リズのことだろう。色んな意味で苦い気持ちになりながら、ウィルは「はは……」と苦笑した。張り詰めていた空気が緩み、男の仲間たちも緊張を解く。だが直後、

「若いかわい子ちゃんだって!?」

　石柱の陰から激しい剣けん幕まくで飛び出してきたミザリーを見て、男たちがざわめいた。

「なっ!?　こ、この女……罪人か!?」

　彼らの視線は無数の革調帯ベルトと枷かせで拘束された体と、ミザリーが携えている凶悪な形状の大剣に注がれている。こんな輩やからにいきなり出てこられたら、泡を食うのも当然だろう。

「お、おい！　勝手に出てくるんじゃ──」

「若いかわい子ちゃんってなんだよぉ、ウィル！　浮気かい!?」

　周りの状況などお構いなしに問い詰めてきて、意味不明なことをのたまうミザリーに、ウィルは頭痛と眩暈めまいを覚えた。なんなんだ、このじゃじゃ馬は。さらに、

「浮気も何も、ウィルは貴様の恋人ですらないだろう。ふんっ……いよいよ頭がおかしくなったか、妄想女」

「──《赤あか騎き士し》!?　オーレリア・ブリンクだと！」

　元英雄の賞金首は特に有名なのだろう。オーレリアが姿を現した瞬間、男たちが一斉に武器を構えて色めき立った。その殺気に応えるように、オーレリアが剣を抜く。

「なんだ、貴様たち……斬り刻まれたいか？」

「!?　待てッ、早まるな──」

「オーレリア、伏せ！」

　ウィルが剣を下げさせようとしたとき、シスカの声がとどろいた。

「ふぐぁ!?」

　赤い魔紋が浮かびあがった額を自ら叩たたきつけるようにして平伏し、オーレリアが地面に跪ひざまずかされる。皆がぽかんと口を開いて、うずくまる女騎士を見ていた。

「いやぁ、あははは！　申し訳ございません。躾しつけができていませんで……けれど、ご安心ください。この私がいる限り、危害は加えさせませんから！」

　シスカがにこやかに言いながら登場し、唖あ然ぜんとする男たちの前で、脱いだ帽子を胸へと当てる。丁寧にお辞儀してから名乗った。

「私はシスカ・フラニカ。カルタグラ魔導監獄の看守で、現在はこちらの『処刑人』──ミザリー・ダーマーの、監察官を務める者です」

「……処刑人？　監獄の……？」

　戦せん斧ぷを構えた刺青タトウーの男が、眉をひそめる。シスカを見て、ミザリーを見て、跪いたまま肩を震わせているオーレリアを見てから、ウィルを一いち瞥べつし、

「──なるほど。どうやら訳ありみてぇだな？　だが、少なくとも敵じゃねぇらしい……おい、お前ら。武器下ろせ」

　と仲間たちに指示した。やはり最初にウィルに気づいたこの男が、探たん窟くつ隊を率いている長のようだ。荒々しく乱暴な口調とは裏腹に、ウィルたちを射い貫ぬく灰色の瞳は理性的で、落ち着いている。

「オレはハワード・リーチだ。もうかれこれ十年近く、探たん窟くつ者しやをやってる」

「十年……長いな。大体、俺と同じくらいか」

「同業者として、お前のことは知ってるぜ、ウィル？　ジェントに来たのは最近だから、絡んだことはねぇけどな。探たん窟くつ業から足を洗ったはずのお前がなんでまた迷窟に潜って、おかしな面子メンツとつるんでんのかは気になるが……今は生あい憎にく、急ぎの用があってよ。呑のん気きに立ち話をしてる暇はねぇんだ」

　そう言って、ハワードが踵きびすを返した。その背中には鋭い刃物で切り裂かれた跡があり、破れた革短衣ジヤケツトの隙間から真新しい包帯が覗のぞいている。

　よく見れば、仲間の男たちも体の至るところを負傷していた。担いだ戦せん斧ぷを握りしめ、ハワードは忌々しそうに吐き捨てる。

「あと一歩のところで、取り逃がした男──オレらのことを騙だまし討うちして、殺そうとしてきやがった野郎に、たっぷりと礼をしなくちゃいけねぇからな」





　　　　×××






「皆さんを襲った男は、特徴からして賞金首の《顔剥ぎフエイスレス》デレク・マイヤーなのではないかと思います。殺した相手の顔の皮を剥はぎ、継ぎ合わせて作った覆面マスクで素顔を隠しながら犯行に及んでいた連続殺人犯シリアルキラーで、懸賞金は七百九十万Ｇガネー。残忍かつ狡こう猾かつな相手です」

　ハワードから襲撃者の話を聞いたシスカが眼鏡を押し上げ、推察を口にした。

　いわく襲撃者の性別は男で、身長百七十糎センチ弱。探たん窟くつ者しやを殺して奪ったらしき衣服を身につけており『罪人に襲われた』と助けを求めて油断させたところで、荷物持ちを強襲──食料などを強奪し、逃げ去ったのだという。

「刃物などの武器を用いず手刀で斬りかかってきたとのことですが、それがデレクの拘泥こだわりであり性癖ですね。素手で獲物を解体するのが大好きなんですよ。ちなみに犠牲者は全て男性。女性には手を出さない主義というより、単にそういう趣味みたいです」

「……貴重な情報ありがとよ、お嬢ちゃん。おかげで、ますます殺したくなったぜ！」

　ハワードがシスカに礼を言い、おもむろに戦斧を振るった。草の陰から飛び出してきた蝗いなごのような蟲むしの魔獣が、斬り伏せられて地面に墜おちる。その頭部をぐしゃりと踏み潰して進み、ハワードが後ろを振り向いた。

「だけどよぉ、まじでいいのか？　無タ償ダ同然で協力してもらっちまって」

「ええ、もちろんですとも。先ほどご説明させてもらった通り、私たちのお仕事は『一人でも多くの罪人を始末すること』ですから。貴方あなたがたのお手伝いをすることで罪人が減るのなら、喜んで力をお貸ししますよ。ですよね、ミザリー？」

　シスカが後ろを振り向くと、ミザリーは何やら焼き菓子のようなものを片手に、屈強な男たちと談笑している。

「うんうん！　それにこの人たちってば、やたらと親切なんだよねぇ。私がお花を食べてたら、お菓子まで譲ってくれたし。オーレリアも一口どうだい？　美お味いしいよ！」

「いらん。出会ったばかりの他人から贈られたものなど、気味が悪くて口にできるか……毒が盛られていたらどうする？　不用心にもほどがあるぞ」

　最後尾、一人だけ距離を置いたオーレリアが毒づき、ミザリーを睨にらんだ。

　それに対してミザリーは無言で肩をすくめると、菓子を頬ほお張ばり、すぐさま雑談に戻る。男たちは皆すっかりデレデレで、先ほどのまでのピリついた空気が嘘うそのようだった。

「美人と組めて浮かれてんのさ。女っ気がない男所帯だからな」

　なんとも言えない表情になるウィルを見てそう話し、ハワードが苦笑する。ハワードと肩を並べて先頭を歩くウィルも、思わず苦笑した。

「まぁ、女の探たん窟くつ者しやなんて滅めつ多たにいないもんなぁ。俺が前にいた探窟隊の紅一点も、同じように男どもから持てはやされてたよ」

「──《地界の誓団アンダーオース》か」

　ハワードが呟つぶやく。ウィルは応えず、周囲に視線を巡らせながら、ハワードたちを襲って逃げたという罪人を探し続けた。するとハワードがウィルの横顔を窺うかがい、遠慮がちに問いかけてくる。

「やっぱり、例のことには触れねぇ方がよかったか？」

「……ん。いや──」

　嘆息し、ウィルは努めて軽い口調で告げた。

「気にしなくても平気だよ。そうやって気を遣われると、逆に疲れる……もう心傷トラウマは克服したから、変に言葉を選ばなくていい。じゃなきゃこうやってまた、迷窟に戻ってきたりしないさ」

「ハハッ、そりゃそうだ。なら……よかったぜ。正直、酒場でお前のことを見かけるたび気になってたからよ。こうやって、迷窟で会えたのを嬉うれしく思う」

「……そうか」

　久しぶりに口を利いた同業者からの温かい言葉に、ウィルの口元がほころぶ。

　迷窟の奥深くで消息を絶ち、全滅したと思われていた《地界の誓団アンダーオース》唯一の生き残りとして、ウィルが地上に戻った直後。それまで誰も到達したことがない深層から奇き蹟せきの生還を果たした若き探窟者として注目を集めたウィルは、群がってくる同業者や野や次じ馬うまたちを遠ざけるため心傷トラウマという嘘を吐つき、壁を作った。

　実際には当時、ウィルの心が荒すさんでいたのは『大切な仲間を失い、自分だけ生き残ってしまった』絶望と虚無感に加えて、別の喪失が上乗せされていたからなのだが、後者──アラネアのことについては、まだ誰にも打ち明けていない。

　だから自おのずと、ウィルに対する皆の疑問や興味は一つに向かうことになる。即すなわち、

「……なぁ、ウィル。オレはお前の話を風の噂うわさで聞いてから、ずっと頭に引っかかってるんだけどよ。お前は一体どうやって、迷窟の深層──三十層より深い場所から地上まで、たった一人で生還したんだ？」

「ええっ!?」

　ハワードの問いに驚きよう愕がくの声を上げたのは、シスカだ。後ろから身を乗り出して、会話に割り込んでくる。

「深層から生還された方がいることは、私もぼんやり聞き及んでいましたが……まさか、ウィルさんだったなんて！　なぜ教えてくれなかったんですかぁ!?」

「……昔の話は、前にちらっとしたような気もするけどな？　わざわざ語り聞かせることでもないし。そもそも、お互い必要以上に立ち入らないって姿勢だったろ」

「そ、そうですが……」

　シスカが目を伏せ、両手の人差し指をつんつんさせる。

「そんな話を聞いてしまったら、どうしても気になっちゃうじゃないですか！　知りたくなってしまいますよ。ウィルさんがどのようにして、迷窟で生き延びられたのか」

「…………。別に」

　ウィルはシスカに素っ気なく応じ、横顔に注ぐハワードの眼まな差ざしから逃れるために足を速めて、独りごちるように答えた。

「俺はただ、他人より運がよかっただけだ。隊が魔獣に襲われたとき、一番未熟な俺だけが逃げられたのも……その後、生きて地上に戻れたことも全部な。それ以上でも以下でもないよ」





　　　　×××






　──地上の世界を見てみたい。

　アラネアがそんな希望を口にしたのは、ウィルが彼女と暮らしはじめて一年ほど過ぎたある日のことだった。いつものように安全な巣の中で寝転び、アラネアと取り留めのない話をしながら、まどろんでいたときである。柔らかな枕に後頭部を預け、心地ここち好よい眠りに落ちかけていたウィルは驚いて瞼まぶたを開き、アラネアの顔を見上げた。

「地上の世界を見てみたいって……ここを出て、上に向かいたいってことか？」

「うん。うえにむかって、めいくつのそと、ウィルがうまれそだった『ひとのせかい』にいってみたいの」

　ウィルの髪を指で優しく撫なでるように梳すきながら、アラネアが言う。ウィルはしばらく黙り込んだ後、微妙な表情で尋ねた。

「……危険じゃないか？」

「きけん？」

　アラネアが小首を傾かしげる。人形のように無機質な顔がほころび、宝石めいた美しい瞳が悪戯いたずらっぽく細められた。

「ひとのせかいは、ここよりあぶないばしょなの？　ぜいじゃくないきもののウィルが、ふつうにくらしていけるのに」

「アラネア……お前『脆ぜい弱じやく』って言うとき、鼻で笑ったろ？　事実だけどさ」

　ウィルは溜ため息いきをこぼすと、この一年間で見違えるほど自然に、人間らしくなった笑顔を眺める。アラネアに対する嫌悪や恐怖も、今やすっかり薄らいでいた。

「……地上か。最近ようやくここでの暮らしにも慣れて、気に入ってきたんだけどなぁ。アラネアが行きたいって言うなら、いいよ。行こうか」

「いいの？　ほんとうに？」

「ああ。これまで散々お世話になったしな」

　ウィルは枕から首を上げて体を起こし、アラネアと向かい合う。

　闇色の長髪に金色の双そう眸ぼう、透き通るような真っ白い肌。糸で編まれた純白の衣裳ドレスを纏まとう少女の華きや奢しやで小さな体、その腰から下は巨大な蜘く蛛もの化け物──では、なかった。人間の少女と変わらぬ二本のしなやかな美しい脚を折り曲げ、きちんと正座している。ウィルが枕として使わせてもらっていたのは、アラネアの太ふと腿ももだった。

「今度は俺がアラネアに、外の世界を案内させてもらうよ。人間と同じその姿でいれば、正体がバレる心配もないだろう」

「うん。けどこのけいたいは、よわいから……そとのせかいにでるまでは、もとのすがたでいくことにする」

　下半身を蜘蛛ではなく人間の状態にしたこの形態は、アラネアがウィルと一緒に暮らしはじめて百日ほど経たったとき、ふいに『思い出した』姿だ。

　蜘蛛の尻から出す糸や強力な毒を備える前脚の爪が使えないぶん戦闘力は著しく下がるが、外見の可愛かわいらしさと安心感が飛躍的に増すため、ウィルの前ではできるだけこの姿でいてもらっている。ただ、なぜアラネアがこのような人間と変わらない姿になれるのかは謎のままであり、出生や正体に関する記憶も戻っていないのが現状だった。

　だから──

「了解。それで構わないよ。まぁ迷窟の上の方は深こ層こほど危なくないから、途中で人間の姿になっても問題ないとは思うけど……迷窟を出て、知らない世界に触れれば、また何か変化があるかもしれない。行こう、アラネア」

　ウィルは自分のためではなくアラネアのため、深層から地上の世界を目指すことにしたのだ。保身目的で一緒にいるうち、ウィルは人ならざるアラネアのことを、いつしか本当の友達として大事に想おもうようになっていたから。

　──かくして。深層から地上を目指す、ウィルにとっては一年ぶりの探たん窟くつがはじまったわけだが、それはあまりに簡単で、危なげのないものだった。

　何せ、仲間がアラネアだ。凶悪な魔獣ひしめく深層を生き延びてきたアラネアの力は、下層や中層に巣食う魔獣の大半を圧倒的に凌りよう駕がしている。故にウィルは小刀ナイフを振るう必要もなく、地上への道案内をしながら、行く手に現れる魔獣を片っ端から蹂じゆう躙りんしていく彼女の後についていくだけでよかった。

　人間では降りることすら命がけの巨大な縦穴も、瘴しよう気きが立ち込める毒沼も、凶暴に進化した食獣植物が生い茂る森も、腸はらわた喰ぐらいと呼ばれる蟲むしの魔獣が潜む骨だらけの断層も──アラネアはその身体能力と糸を駆使して、難なく突破していった。

　ウィルが《地界の誓団アンダーオース》の仲間と力を合わせ、幾度となく死にかけながら、一層につき三日から五日の進度で攻略した下層──三十層から二十一層までをアラネアは十日ほどで踏破し、さらにそこから五日とかからず中層の終わり、十一層へと辿たどり着ついてしまった。もはや脅威となり得る魔獣もおらず、地上は目と鼻の先。

　その状況でウィルは切り出す。静まり返った洞窟内を眺め回して、

「……なぁ、アラネア。そろそろ人の姿になってもいいんじゃないか？　ここまで来れば俺でも充分対応できるし、俺以外の人間と出くわす可能性もある。半身が蜘く蛛もの姿を目撃されたら、面倒──」

　言いかけた瞬間、ウィルは気づいた。左手奥に開いた洞穴の手前に、黒い人影のようなものがあることに。目を凝らせば、それはまさしく漆黒の外套ローブを身に纏まとった人間で、服と同じく黒い頭巾フードを目深に被かぶり、顔にはこれまた黒い鳥のような仮面をつけていた。

　探たん窟くつ者しやらしからぬ身なりをしたその人物は奇妙なことに手ぶらで、他に仲間らしき人影も見当たらなかったが、だからこそひどく異様だ。仮面で表情が覆い隠された顔はウィルの傍ら、アラネアへと向けられている。

「!?　まずい、見られて……」

「……ウィル。にげよう？」

　黒い仮面を凝視しながら、アラネアがそう呟つぶやいたとき、ウィルは彼女が『人間』という慣れない存在との関わりを恐れ、避けようとしているのだと思った。だが、それにしてはなんだか様子がおかしい。アラネアは──

「あれは、あぶない。きけん、だよ」

　どんな魔獣を相手にしても超然とした態度を崩さず、動揺を見せなかったアラネアは、微かすかに体を震わせていて。ウィルはようやくアラネアという絶対的な強者が、怯おびえているのだということを理解する。驚きよう愕がくが衝撃となり、脳髄を貫くのと同時。

　仮面の奥から覗のぞく双そう眸ぼうを爛らん々らんと輝かせ、黒い外套ローブをなびかせながら、正体不明の人物が獲物を見つけた魔獣のように襲いかかってきた。
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「──《雷[image: ]みデイスチヤージ》！」

　翼を広げ、上空から強襲してきた蝙こう蝠もりの脚爪を回避し、無防備な背に突き刺した刃やいばから電撃を流し込む。まるで熊のような毛むくじゃらの巨体が痙けい攣れんして暴れ、地面の上で弱々しくもがいた後、動きを止めた。

　ウィルは小刀ナイフを引き抜くと、刃に付着した血を拭いつつ死し骸がいを見下ろす。

「人[image: ]い熊蝙蝠グリズリーバツトか。この辺りでは、よく見かける魔獣だが……群れてるのは珍しいよな。しかも、この数。何匹いるんだ？」

「お前が倒した奴やつが最後で、八匹目だよ。この大所帯じゃなきゃ、手こずってたかもしんねぇな……おい、お前らぁ！　怪け我がしてねぇか!?」

　蝙蝠の頭蓋骨を叩たたき割わった戦せん斧ぷを担いで、ハワードが呼びかけた。

　その周りには人[image: ]い熊蝙蝠グリズリーバツトの死骸がごろごろと転がっており、魔獣の血に塗まみれた得物を手にした男たちが口々に無事を伝える。被害はほとんど出ておらず、ミザリーたちも全員無傷。先行していたハワードが糞ふんの臭いでいち早く魔獣の存在を察知し、上からの奇襲に備えられたおかげだ。

「しかし、臭くせぇな……」

「数が数だし、仕方がないさ。鼻がもげる前に抜けよう」

「いや、魔獣の糞も臭ぇんだけどよ？　別の意味でも、臭うんだよな。違和感がある……中層にしちゃ、ちぃとばかり出遭う魔獣が少なすぎやしねぇか」

　地面に溜たまった糞の沼を避け、奥へと進んでいきながらハワードが呟つぶやいた。

　その違和感は、ウィルも覚えていたものだ。ウィルが十一層に来てハワードたちと行動を共にしはじめてから一時間ほど経たつが、魔獣に遭遇したのは片手の指で数えられる程度と極端に少ない。自然豊かな中層は上層よりも魔獣が多く生息しており、もっとひっきりなしに寄ってくるような場所だったはずである。

「それでいて、いつもは滅めつ多たに群れねぇ魔獣が一箇所に固まって、がーっと襲ってきたりしやがる。妙な気配がするんだよなぁ。空気が重苦しいっつぅかよ。まるで迷窟全体が、何かに怯おびえてるみてぇだ」

「……探たん窟くつ者しやの勘ってやつか。穏やかじゃないな」

　探窟者として一年の空白ブランクがあるウィルは、ハワードの言葉に警戒心を強めると、感覚を研ぎ澄ませて歩みを進めた。上層に比べて天盤が高く、幅も広い洞窟をくまなく捜索し、逃げた罪人の行方を探し続けて──

「!?　ここは……」

　やや狭い横穴を抜けた先、眼前に広がった光景を見て、ウィルは思わず歩みを止める。後続のシスカが「わぁ！」と声を上げ、ウィルを追い越した。

「これはまた、一段と美しい場所ですね……」

　一際広く円蓋ドーム状に開けた空間。上空から注ぐ月明かりのような魔石の光の下で、花茎に青い小さな花を並べた植物が群生し、見渡す限り広がっている。

　花びらは蓄えられた魔力で淡く輝いており、それらが何千何万と生い茂る様子はまるで光の海だった。辺りには魔獣の影もなく、ひっそりとした静寂に包まれている。

『──ウィル』

　遠い記憶の彼方かなたから、懐かしい声に呼びかけられたような気がした。

「すごいっ！　お花畑だぁ！」

　立ち止まっているウィルの傍らを走り過ぎ、ミザリーが青い花の咲く草原に突っ込んでいく。草はミザリーの膝辺りまで伸びており、その先端では青く輝く小さな花々が揺れていた。ミザリーが腰を折り、まじまじと花を眺める。

「へぇ？　可愛かわいらしいお花じゃないか。それになんだか、お菓子みたいな甘い香りが……やっぱり味も美お味いしいのかな？」

　花を摘み、そのまま口に放り込みかねないミザリーを「待てッ！」と制止し、ウィルは草原に向かって歩きはじめた。ふわりと薫る甘やかな芳香が、苦い記憶を呼び起こす。

「この花は『竜りゆう絶ぜつ蘭らん』って言ってな。匂いはいいが、花びらと根に猛毒を持つ毒草なんだ……口に入れなきゃ害はないらしいんだけど、その毒性を恐れてなのか、魔獣もここには寄りつきたがらないんだよ」

　アラネアに抱えられ、駆け抜けた草原。今でも時々夢に見るアラネアとの最後の記憶に胸を締めつけられながら、ウィルはミザリーの手から花を奪った。手折られ、青い魔力の輝きを失った白い花は、鈴すず蘭らんに似ている。

　鈴蘭、またの名を君きみ影かげ草そう。葉陰に隠れてひっそりと、寄り添うように咲く可か憐れんな様からそう呼ばれている花は、ウィルに否いや応おうなく彼女のことを思い起こさせた。

　闇を奔はしる白金色の光に呑のまれ、上半身を跡形もなく消し飛ばされてしまった、アラネアの凄惨な最期を──

「……ウィル？」

　ミザリーが目をしばたたき、固まるウィルを覗のぞき込こむ。

　──と、そのときだった。視界に突如、白い靄もやのようなものがかかりはじめる。

　ハッとなって顔を上げれば、草原一帯を包み込むように霧が立ち込めており、見通しが利かなくなっていた。シスカがオーレリアを伴い、慌てて走り寄ってくる。

「ウィルさん！　こ、この霧……」

「よくある自然現象なのか？　随分、濃いが」

「ああ。霧自体は、まぁ割とよく遭う現象だ。けど、ここまで濃いのは珍しい……発生も唐突だったし、悪化するのが早すぎる」

　そうこうしている間にも霧はみるみる濃さを増し、今はもう数米メートル先すら見えない状況だった。白い霧の向こうにぼんやりと、竜りゆう絶ぜつ蘭らんの青い光が浮かんでいる。

「この霧、もしかすると……おい、ハワード！　聞こえるか!?　聞こえてるならなるべく一箇所に固まって、襲撃に備えろ！　この霧は、たぶん自然に生まれたものじゃなく──魔法か何かの力を使って、人為的に生み出されたものだッ！」

　花を捨て、小剣を抜き放つウィル。ミザリーたちが緊張し、互いに背中を寄せ合いつつ武器を構えた。

　霧の彼方かなたにいるであろうハワードたちの反応は、ない。背嚢リユツクを下ろして剣を握りしめたシスカが、不安げな声を出す。

「……ハワードさんたち、どうしたんでしょう？　まさか、もう──」

「大丈夫だろ。ハワードは熟練ベテランの探たん窟くつ者しやだし、奴やつの仲間も手て練だれ揃ぞろいのはずだ。そう簡単に殺やられたりはしないさ。むしろ、一番怖いのは……いや。さすがに、ないか」

　ウィルは脳裏をよぎった『ある可能性』を口にしかけてやめ、霧の向こうに意識を集中させた。この霧がもし人の手で発生させられたものなら、その目的は視界の制限。或あるいは奇襲に違いない。油断なく目を光らせながら、オーレリアが呟つぶやく。

「霧を生み出したのは、罪人か？　探窟者どもを襲って逃走したという、例の……」

「……いえ、デレクはこんな魔紋を刻んでいないはずです。霧の魔法が扱えそうなのは、そうですね。ええっと──」

　逃げ出した罪人の中から、シスカが相手を絞り込もうとした、次の瞬間。濃霧の中から突如、勢いよく人影が飛び出してきて、ウィルに刃やいばを振り下ろしてきた。

「くッ!?」

　ウィルは咄とつ嗟さに体をずらし、間一髪で回避する。ウィルの頭を叩たたき割わろうとした戦せん斧ぷが空を切り、竜絶蘭を斬り裂いて地面に深々とめり込んだ。褐色肌の禿とく頭とうに刻まれている、黒い髑どく髏ろの刺青タトウー。襲撃者の横顔を見て、ウィルは目を剥むく。

「ハワード!?」

　刃を振るった襲撃者ハワードの、虚うつろな灰色の半眼がウィルを捉えた。無言で再び戦斧を構え、距離を取ろうと飛とび退のくウィルに向かって、肉薄しながら得物を振り被かぶる。

　その刃を受け止めるべく、ウィルが両手で小剣を掲げた刹那。

「──《獰哭の鎌鼬ゲイル・オブ・スクリーチ》！」

　薙なぎ放たれた暴風が、ウィルに斬りかかろうとしたハワードの体に横合いから叩きつけられ、吹き飛ばした。オーレリアがウィルの隣に並び、剣を構え直す。

　倒れたハワードをねめつけ、舌打ちをした。

「……チッ。さては貴様ら、最初からこうするつもりだったな？　罪人に襲われたなどという嘘うそを吐つき、警戒を解いてから、まとめて叩たたく魂胆で──」

「いえ、違います！」

　緊迫した声で否定し、シスカが剣を薙なぐ。ハワードと同じく霧の中から現れ、手にした剣で襲いかかろうとした男二人が、伸長して鞭むちのように振るわれたシスカの魔剣を刀身で防ぎ、間合いの外に下がった。

　さらにミザリーの前方、風の刃やいばで切り刻まれた体を起こすハワードの後ろからも仲間が姿を現し、五人で周囲をぐるりと囲む。空虚な目をした彼らの顔からは表情が抜け落ちており、額には光り輝く真っ赤な魔紋が浮いていた。

「なぁ、あの魔紋……《隷れい呪じゆ》にそっくりじゃないか？」

「はい。いかにも、あれは隷呪の一種です。ただ、私がオーレリアさんに刻んだものよりずっと強力で、厄介な代物ですね。ハワードさんたちは今完全に意識を奪われ、操られてしまっているのです！　この霧を作り出した、賞金首の罪人──」

　シスカが眼鏡を鋭く光らせ、霧の彼方かなたを睨にらみつける。

「卑劣なる《人形遣い》ドレイス・エミュアという名の、悪女によって！」

「きゃはははははははははははは！」

　瞬間、けたたましい笑い声が響いた。

　甲高いその哄こう笑しようを上げたのは、ウィルの前にいるハワードだ。人形のようだった無表情が一転、ハワードは愉たのしそうに顔を歪ゆがませ、

「悪女ぉ？　アタシが悪女ですってぇ？　きゃはは！　よぉくわかっているじゃない……だけどアンタみたいな女にだけは、そう呼ばれたくないわねぇ？　クソみたいな監獄の、クソみたいな雌犬……みたいなっていうか、もうクソそのものの性悪女！　アタシが一番嫌いな性タ質チの女よ、シスカ・フラニカ。クソ、むかつくわ」

　野太い濁だみ声ごえには似つかわしくないねっとりとした女性の口調で、口汚くシスカを罵る。その異常な様相に、ウィルの背筋が粟あわ立だった。

「……ハ、ハワード？」

「クソクソやかましい男だな……いや、女か。なんだ、こいつは？」

「体が男で、心は女。ハワードは、そういう感じの人だったってこと？」

「違います」

　眉間にしわを刻んで唸うなるオーレリアと小首を傾かしげるミザリーに溜ため息いきを吐き、シスカがハワードを眺める。

「ハワードさんという『傀かい儡らい』──つまり操り人形の口を使って、ドレイスが喋しやべっているだけですよ。ドレイス本人はどこか安全な場所に閉じこもっているか、霧の中に身を潜ませていることでしょう。あれはそういう女ですから」

　シスカが吐き捨て、顔をしかめた。

「──囚人番号四九九、懸賞金額三千万Ｇガネー。自身の店を訪れたお客に無断で隷属の魔紋を刻み入れ、その肉体を乗っ取ることで、自らの手を汚すことなく殺人や強盗、放火や詐欺など五十件以上もの悪事を働かせていた悪徳彫ほり師し。故に《人形遣い》と呼ばれた、陰険で卑ひ怯きよう者もののクソ外道です！」

「きゃははは！」

　ハワードの体を介して、ドレイスが笑う。それに合わせて他の仲間も笑い出し、草原に耳障りな爆笑がとどろいた。シスカが唇を噛かむ。

「きっとハワードさんたちも、何かの機会に隷属の魔紋を刻まれ、それと気がつかぬままドレイスの手駒にされてしまっていたのだと思います。操られている間の記憶は残らないので、都合よく泳がされていたのでしょう。魔法を解くにはドレイスを殺すか、操られた相手を倒す、もしくは魔力が枯渇するのを待つしかありません」

「……なるほど。厄介な魔法だな」

　ウィルは周囲を取り囲んでいるハワードたちを見回し、額に汗を滲にじませた。

　懸念していた最悪の可能性──貴重な物資や多額の賞金が懸けられているオーレリアの首、若い女性の肉体などに目が眩くらみ、ハワードが自分たちを謀たばかろうとしたのではないかという危惧よりも、遥はるかに面倒な事態だ。

　歯は噛がみするウィルに対して、オーレリアは「ふんっ」と鼻を鳴らすと、ドレイスの操り人形と化した男たちを睥へい睨げいし、碧へき眼がんをぎらつかせて嗤わらう。

「……何、簡単だ。殺せば魔法が解けるのだったら、皆殺しにしてやればいい。それから首しゆ魁かいの人形遣いを探し出し、始末するだけ。生死体ゾンビや死紋魔法士ネクロマンサーなどよりよほど、手間のかからん相手だろうよ」

「あはッ、そうだねぇ！　このお人形さんたち、さっきからぼーっと突っ立ってるだけでちっとも襲ってこないしさ。たったの五体、サクッと片付けちゃおっか」

「やめろ！」

　ウィルは今にも動き出しそうなミザリーたちに叫ぶと、小剣を握りしめ、苦渋に満ちた思いで制する。

「──殺すな。こいつらは、ただ操られてるだけなんだ。殺さず、意識を奪う程度にしてやってくれないか」

「えっ!?　こ、殺すなって……なんで？　敵だよぉ？」

　ミザリーが困惑し、ウィルと眼前の男を見比べた。オーレリアが呆あきれる。

「やれやれ……相変わらずのお人ひと好よしぶりだ、ウィル。だが私まで、貴様の意向に従ってやる義理はない。構わず殺すぞ。一人残らず──」

「だから、やめろって！」

　斬りかかろうとするオーレリアの肩を掴つかんで、強引に押おし留とどめた。オーレリアが鬱陶しそうに舌打ちし、殺気立った目をウィルに向けるが、手に力を込めて睨にらみ返かえす。

　ほんの一いつ時ときだけだとはいえ共に探たん窟くつをして、魔獣と戦った相手だ。ハワードとは探たん窟くつ者しや同士、馬が合う部分もあった。できれば、死んでほしくない。

（……ったく。こんな風にいらない情が移るのも含めて、他の探窟者とはなるべく関わり合いたくなかったんだけどな）

　甘さは弱さ。探窟者としてのウィルはそれを捨て去るべきだと訴えかけているのだが、人間としての倫理や道徳、感情が全力で待ったをかけてきている。

「そうですね。私も、そうすべきだと思います」

　と、葛藤するウィルに同調してくれたのは、看守のシスカだった。

「監獄の人間として、そしてミザリーたちの手綱を握る監察官として、処刑以外の殺人をおいそれと許すわけにはいきませんから。ウィルさんが仰おつしやる通り、この方々はドレイスに操られているだけの被害者……殺すだなんて、もっての外ですよ！　なるべく傷つけないように、全力を尽くすべきですっ！」

「シスカ……」

　唯一まともな人間性を保ったシスカの存在に、ウィルが救われたと感じたときだ。

「──はぁ？　善良カマトトぶってんじゃねえよ」

　ハワードの口を通して、ドレイスがシスカを責める。

「まったく、反へ吐どが出るわねぇ……被害者？　きゃははッ！　よくもまぁ、そんな言葉が吐けるものだわ！　アンタたち監獄の人間も、やってることはアタシたち罪人と同じ──いいえ、それ以上に極悪で醜悪なことなのにねぇ？　全部、知っているんだから」

「……どういう意味だ？」

　ウィルはドレイスの発言に眉をひそめてシスカを見るが、それに対するシスカの反応はない。髪に隠れた横顔からは、表情も窺うかがえなかった。

「うふふ。アタシが代わりに答えてあげるわ、ウィル・ロウエンくん？」

　怪け訝げんがるウィルにドレイスが語りかけ、ハワードの唇を歪ゆがめる。シスカはやはり黙ったまま、霧の彼方かなたを睨むようにたたずんでいた。

「何も知らない無む垢くなアナタに教えてあげる。アタシたちが囚とらわれていたカルタグラ魔導監獄はねぇ──」

　ドレイスは言う。傀かい儡らいの口を借り、顔を歪めて、監獄から逃げ果おおせた罪人は、高らかに告発をした。

「監獄の中、誰の目も届かない場所で密ひそかに、アタシたち囚人の肉体を使って刻印魔法の実験と研究を繰り返しているクソ施設。人間のことを実験動物だとしか捉えていない連中ばかりが集まっている、煉獄カルタグラとは名ばかりの地獄みたいなところなの」
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「刻印魔法の、人体実験……」

「そうよ。刻印魔法を発動させる魔紋は肉体に刻み込み、魔力を流すことで初めて効果を発揮するでしょう？　つまり新たな魔紋を生み出すためには、被験体として生きた人間が必要になってくる」

　驚くウィルに、ドレイスは朗々と語り聞かせた。その間、他の傀かい儡らいが動く気配はない。各々の武器を携えたまま、木で偶くのように突っ立っている。

「ただ、その実験には事故がつきもの。魔法の種類は魔紋の紋様で、ある程度設計デザインできるけど。火を熾おこす魔紋を少し弄いじって魔力を流してみたら、肉体が燃え盛り、焼死──なんて事例が過去にごまんとあるくらい、とても危険な行為なの」

「……みたいだな。だから、新たな魔紋を作り出すことは厳しく制限されているんだろ？　国が許可した特別な施設で、選び抜かれた彫ほり師しや魔法士だけが研究を許されている」

　ただし、その施設に関する詳細はわからない。

　以前ウィルに魔紋の話をしてくれた仲間も把握しておらず、恐らくは魔法院が秘匿している情報なのだろうと言っていた。だが、まさか──

「ふふふ、そう。まさしくその『国が許可した特別な施設』というのが、あの監獄で……実験台は檻おりの中の囚人たちというわけ」

「……馬鹿な。あり得ん」

　オーレリアが呻うめくように呟つぶやく。

「私が監獄でさせられていたのは、朝から晩まで魔石の採掘くらいだぞ？　内部でそんな実験が行われていたような様子も、私自身が関わった覚えも、まったく……」

「──《赤あか騎き士し》オーレリア・ブリンク。まぁ、アナタはつい最近入ったばかりの新入りだから。まだ、順番が回ってきていなかっただけだと思うわ。もしくは既に被験体として使われていたけど、実験に関わる記憶を全て消去されちゃってるか」

「!?　記憶を……？」

「うふふ、ええ。そういう魔紋もあるのよぉ？　記憶を消せば情報は漏れないし、どんな魔紋を刻んでも、刻まれた側が魔紋を把握していなければ、魔法を使うことはできない。二重の措置になっているわけ。アナタは新入りだったけど、元英雄の超有名人さんだから優先的に弄られてたかもしれないわねぇ？」

「なっ──」

　オーレリアが絶句した。否定しようにも、記憶が改かい竄ざんされている可能性を捨てきれないのだろう。狼ろう狽ばいする《赤騎士》に、ドレイスが笑みを深める。

「……ね、気持ちが悪いでしょ。知らないうちに体を弄いじられて、その記憶を綺き麗れいさっぱり消された上で、また弄くり回されるのは。あの監獄にいる奴やつらはね、そんな行為を悦よろこんでする連中よ。殺人鬼と変わらない異常者のくせしてアタシたち罪人のことを誹そしり、蔑み、嘲あざけってくるクソどもの巣窟で──」

「一緒にしないでいただけませんか？」

　──と。沈黙を保っていたシスカが吐き捨て、嘆息をこぼした。

「カルタグラ魔導監獄に収監された貴女あなたがた囚人は、そのほとんどが死刑囚です。つまり最初から死んでいるのと同じですから……そんな命がいくら失われたところで、誰も気になどしませんよ」

　冷ややかに言い放ち、シスカは嗤わらうように唇を歪ゆがめる。

「むしろ私たち監獄の行いは、称賛されて然しかるべきだと思いますねぇ。首を刎はねられるか炎で炙あぶられるかして、無駄に失われるはずだった貴女がた罪人のお体や命を、刻印魔法の進歩と発展のために有効活用して差しあげているのですから」

　シスカの声音に含まれているのは、嘲りですらない。ドレイスたち罪人の肉体を、物体と同等──否いな、無機物より無価値なモノだとみなしているような驕きよう傲ごう。

　単に魔紋を刻むだけなら道具にでも刻み入れればいいものを、シスカたち監獄が敢あえて囚人の肉体を利用するのは、きっと──

「──悦んでする？　当然でしょう。私たちが行っているのは、王国の未来を担う偉大な研究であると同時に、貴女がた罪人に罪を償っていただき、魂を浄化させる救済なのですからね。まさに贖しよく罪ざいのための煉れん獄ごく、カルタグラです」

「……狂ってやがるな」

　罪人とはいえ人の命を奪う所業に罪悪感を抱くどころか、正義感さえ抱えているとは。人間として明らかにまともではない。

「物は言いようか……ふんっ、確かに性悪な女だ」

「あっ、ちなみにオーレリアさん」

　笑顔のまま、ぼやくオーレリアの方を向き、シスカは告げた。

「貴女のお体はまだ、私が《隷れい呪じゆ》を刻んで差しあげた以外は、手つかずの未開発です。綺麗な──もとい血と罪で穢けがれた汚い体と魂のままなので、ご安心いただければと」

「……貴様。本当に、いい性格をしているな」

　揶や揄ゆするオーレリアに対し、シスカは肩をすくめると、視線を戻して、

「片やドレイスさんは、ちょうど被験体のお一人として刻印魔法の進歩と発展に身を捧ささげられている真っ最中だったかと思うのですが……そのご様子を見る限り、どうやら記憶を消される前に首尾よく逃げ出されたようですね」

「ええ、そうよ」

　シスカを睨にらむハワードの瞳、ドレイスの眼まな差ざしには激しい憤ふん怒ぬが渦巻いている。

「たまたま秘密が漏れたのか、職員の裏切りか。詳しい経緯はわからないけど、例の騒ぎが起きたとき、アタシは記憶を白紙にされる寸前だったわ。頭の中を空っぽにする前に、愉たのしんでおきたかったんでしょうね。アタシに魔紋を刻み入れた男は『全部忘れてしまうから』と前置きをして、ご丁寧にも語り聞かせてくれたのよ。監獄のことや研究のこと、ソイツが今までアタシの肉体カラダを使ってシてきた、知りたくもない実験のこと、そして……記憶を全て消された後のアタシが、辿たどらされる運命のこと」

「記憶を、全て？　もしや貴女あなたは──」

　──《処しよ刑けい衆しゆう》と。

　ドレイスの口から紡ぎ出された言葉にシスカが目を剥むき、動揺を覗のぞかせた。

「そう呼ばれているんですってね？　実験に耐え、肉体に強大な魔紋を刻み込まれた者はあらゆる記憶を消去され、王国のため、魔法院のために働く従順な人形として壊れるまで使い倒される──その集まりが処刑衆。アタシたち死刑囚の体を利用して、作り出される殺し屋集団。そんな奴やつらの一員に、どうやらアタシも加わる予定だったらしいのよねぇ!?　きゃははははははははは！」

　ドレイスが哄こう笑しようを響かせたとき、霧の中から新たな人影が続々と姿を現し、ウィルたちを取り囲む。女性もおれば男性もおり、探たん窟くつ者しやもおれば──

「あ、あれは《顔剥ぎフエイスレス》デレク・マイヤー!?　彼も貴女の手中でしたか……《人形遣い》ドレイス・エミュア！」

　ハワードたちを襲ったという罪人もいた。その数、全部で十五人。額にはいずれも赤い魔紋が輝いており、手には刀剣や手斧などの得物を携えている。

「きゃはは！　アタシが理由もなくペラペラと、お喋しやべりを愉しんでいるだけだと思った？　各々自由に泳がせていたお人形さんたちを、こっそり集合させていたのよ！　アンタたち監獄の犬とそのお仲間を、完膚なきまで蹂じゆう躙りんしてあげるためにねぇ!?」

「くっ!?　まずいぞ、これは……」

　ウィルは右手の小剣に加え、左手で小刀ナイフも抜いて二刀同時に構えると、自分たちを囲む相手に意識を集中させた。ドレイスの口から暴露された監獄の情報は色々と気になるが、今はひとまずこの窮地を脱する方が先決だ。

　オーレリアが肩越しにウィルを窺うかがい、問いかけてくる。

「……さすがにこの状況で『殺すな』などと生なま温ぬるい、無む茶ちやな要求はしてこないだろうな？　殺すだけでも一苦労だぞ」

「一苦労？　殺すだけなら、そうでもないよ」

　すると、それまで無反応を貫いていたミザリーが外套ローブの袖を引き抜きながら言い放ち、シスカに黒い調帯ベルトで覆われている左腕を差し出した。

「生死体ゾンビの群れより簡単さ。ちょっと力を解放してさえもらえれば、これくらいの数……一分かからず、皆殺しにできる」

「きゃはッ！　何それ、すごぉい！」

　気負った雰囲気もなくさらりと断言してみせるミザリーに歓声を上げたのは、ミザリーの正面、ハワードとは別の傀かい儡らいだ。ドレイスに操られる前、道中でミザリーに焼き菓子を振る舞っていた探たん窟くつ者しやの男。

「アナタ、大した自信ねぇ？　監獄がアタシたち脱獄者を始末するため、差し向けてきた処刑人……うふふ。私の話を聞いても平然としているし、アナタやっぱり処しよ刑けい衆しゆうでしょ？　アタシと同じ、監獄の実験を受け、禁呪級の魔紋を授けられた殺し屋──」

「ふふんっ。さぁ、どうだろうねぇ？」

　笑うドレイスに嗤わらい返して、ミザリーが飄ひよう々ひようと白を切る。シスカがミザリーの左手首、彼女の力を封じ込めている枷かせに手を触れさせながら囁ささやいた。

「油断は禁物ですよ、ミザリー。ドレイスが処刑衆に抜ばつ擢てきされたということは、それ相応の魔紋を刻み込まれているはず。記録が抹消されていたので、詳細はわかりませんが……念のため、解錠時間は十分間としておきましょう」

「了解、十分ね！　充分すぎる時間だよ」

　ミザリーが凶暴に目をぎらつかせて応える。シスカはすぐさまそれに首肯し、

「監察官シスカ・フラニカの名において命ずる。左手の枷、ならびに九番から十九番の封を解き、放て──」

「──《集団大量自殺爆殺スーサイドジエノサイド》！」

　ミザリーの枷を解き放つより速く。ウィルたちを取り囲んでいる傀儡たちの口が一斉に開かれ、魔紋発動の鍵となる呪文スペルを紡いだ。その直後、
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　耳をつんざく十五人分の絶叫が、折り重なってとどろき渡る。傀儡たちの額に浮かんだ赤い魔紋が額から顔面へ、顔全体から首へと侵食するように広がっていき、輝きを増していった。遅れてミザリーの手枷がキィンッと外れ、左腕に巻きつけられた調帯ベルトが手先から順に一本残らず弾はじけ飛とぶ。

　そうして無事に力を解放されたミザリーは、しかし魔紋に体を覆い尽くされながら身をよじらせる相手を前に戸惑い、すぐに魔法を放つことができないでいた。

「うわっ!?　何これ、なんか勝手に苦しみはじめたんだけど……」

「いいから早く殲せん滅めつしなさいッ！　排除できれば《皆燼の焼夷刃ナパームデス》でも《惨奪の虚[image: ]域パラダイスロスト》でも、なんでも構いません！　早く──」

　シスカが血相を変え、ミザリーを急せかそうとしたとき。

「きゃはははッ、もう遅いわよ？」

　悶もん絶ぜつしていたハワードがけたたましく笑い、腕を広げる。その全身は今や頭から武器を手放した指の先まで真っ赤な魔紋に埋め尽くされ、光り輝いていた。

　真紅の眼まなこをこぼれんばかりに見開いて、ここにはいない《人形遣い》の女が狂喜を爆発させる。

「この魔法はねぇ、監獄の実験で刻まれた魔紋に、彫ほり師しのアタシが自己流の改変アレンジを加えて生み出した魔法なの！　アタシがこの迷窟で、アンタたちへの怒りや恨み、そして感謝を込めて練り上げ完成させた、ドレイス・エミュアの最高傑作──大量の操り人形を一斉に自爆させ、半径数十米メートル四方に存在しているものを一気に消し飛ばす、最凶の鏖おう殺さつ魔法！　アンタたちに、凌しのげるかしら!?」

「……ッ!?　嘘うそだろ──」

　戦慄するウィルたちに魔紋だらけの人々が群がり、殺到してきた。視界が赤く染め上げられる。次の瞬間、

「これが、アタシのお返しよ！　遠慮なく受け取ってちょうだい？　きゃはははははははははははははははははははははッ！」

　一際激しく、甲高く響いたドレイスの哄こう笑しようが──

「──は？」

　ぴたりと止まった。同時に、傀かい儡らいたちの動きも止まる。

　肉薄の直前、両脚に刻まれている《筋力強化》の魔紋を発動させて跳躍し、上空に逃れようとしていたウィルは「えっ」と面食らい、眼前のハワードを見た。

　シスカを背にかばうミザリー、オーレリアも身構えたまま息を呑のみ、彫像のように硬直した人々を窺うかがう。

「い、いきなり静かになった……なんだろう。問題トラブルでもあったのかなぁ？」

「さ、さぁ……わかりませんが、好機チヤンスですよミザリー!?　彼らの動きが止まっている隙に今度こそ、殲せん滅めつを──」

「待て！」

　ウィルはシスカの命令を遮り、ミザリーを留とどめさせると、ハワードを注視した。

　感情のない虚うつろな瞳は焦点を結んでおらず、眩まぶしいほどに輝きを増し続けていた真紅の魔紋も暗くなりはじめている。

　その光が潰ついえ、額に残った魔紋がフッと消えた瞬間。ハワードの眼球が裏返り、人形を操る糸がぷつんっと切れたように力なく倒れ伏してしまった。他の傀儡たちも同様に崩れ落ち、深い霧が立ち込めている草原に静寂が訪れる。

「え、ええっと……」

　しばしその場に立ち尽くしていたウィルは緊張を解き、ドレイスの支配から解放されたであろう人々が転がる草原を眺め回した。

「……終わった、みたい……だな？　なんで終わったのかは、謎だけど……とりあえず、こいつらを起こしてやるか。このまま、放って逃げるわけにも──」

　脱力するウィルの背後に、何かがどちゃりと落ちてくる。赤黒い液体が飛び、ウィルの足元に咲く青い花を汚した。

「──あ？」

　ゆっくりと、振り返る。そこには腰から上をなくした女の下半身が、まるで何かに喰くい千ち切ぎられたような痕から血と腸はらわたをこぼれさせ、まだ微かすかに痙けい攣れんしながら転がっていた。
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「なっ!?　お、女の死体……体を噛かみ千切られた、のか？」

「失礼します」

　愕がく然ぜんとなるウィルの下へシスカが駆け寄ってきて、草に埋もれた遺体を確かめる。長い腰衣スカートの切込スリツトから覗のぞく白い脚には、毒々しい蛇の模様が絡みつくように刻まれていた。

「右脚に入れられている、毒蛇の刺青タトウー……間違いありません。この亡なき骸がらは先ほど私たちを襲った《人形遣い》ドレイス・エミュアのものです。しかし、どこから……」

「霧の中からだ！」

　オーレリアが鋭く告げて、長剣を構える。

「霧の中から、投げ込まれてきた……気をつけろ、貴様たち！　霧の向こうに何かいる。その女を喰い殺し、食べ残しを放り捨てた何かが」

「!?　ま、魔獣でしょうか？」

「だろうな。どんな魔獣かは不明だが、中層で人間の体をこんな風に喰い千切れる魔獣は多くない……《大顎鼠ビツグマウス》か《岩食み蜥蜴ロツクイーター》か、大型の《人[image: ]い熊蝙蝠グリズリーバツト》か。或あるいは最悪、地ち竜りゆうが巣から出てきた可能性もある。今のところ、それらしき気配は感じられないが」

　おののくシスカにそう言いながら、ウィルは瞳に刻まれた《視覚強化》の魔紋に魔力を流し、濛もう々もうと立ち込めている霧の彼方かなたを見通すように双そう眸ぼうを細めた。

　ドレイスが死亡したためか、霧は次第に薄れはじめていたが、依然として視界は悪い。それでも敵影らしきものは見られず、草原は不気味な静けさに包まれている。大剣を担ぎつつ、解放された左腕を持ち上げ、ミザリーが呟つぶやいた。

「来ない……ね。早くしないと制限時間タイムリミツトが来ちゃうから、焦らさないでほしいんだけど。どんな魔獣が襲ってきても、魔法さえ使えれば、対処のしようはいくらでも──」

「……う[image: ]」

　するとそのとき、ウィルたちの傍そばで倒れていたハワードが意識を取り戻して呻うめき、体を起こす。顔をしかめて額を押さえ、視線を巡らせた。

「な、なんだ？　なんで、こんなところで寝て……ぐッ、頭が割れるみたいに痛いてぇ」

「ハワード、気がついたのか！」

「──ウィル？　オレは、一体……」

　見れば、草原に横たわっていたハワードの仲間や他の人々も目を覚まして起き上がり、周囲を見回している。ウィルは霧の向こうに注意を向けたまま、状況が呑のみ込こめず、当惑する彼らに叫んだ。

「説明は後回しだ、今はとにかく武器を取れ！　ぼさっとしてる余裕はないぞ!?　魔獣が襲ってくるかもしれない。得体の知れない、やばい魔獣が──」

「あの野郎ッ！」

　ふいにハワードの仲間の一人が声を荒らげ、勢いよく立ち上がる。彼が睨にらみつけているのは、探たん窟くつ者しやにしては痩せた体型の神経質そうな青年だ。

「──《顔剥ぎフエイスレス》デレク・マイヤー!?」

　名前を呼ばれたデレクがぎょっとなり、慌てて体を起こした。そして素早く踵きびすを返し、霧の奥へと逃げ込んでいく。

「あっ、おい！　テメェ、待ちやがれコラァ!?」

　ハワードの仲間たちが三人、各々の武器を手にデレクの後を追いかけようとした。その直後、うっすら透ける霧の彼方かなたで一瞬、長細い影のようなものが蠢うごめき、

「ぐぎゃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?」

　凄すさまじい断末魔がとどろいてくる。デレクを追って霧に突っ込みかけた男たちがびくりと足を止め、草原に緊張が走った。さらに続けて、ごきっ……ぐちゃっ……ぐちゅっ……という異音が響き、霧の中から何かが投げ込まれてくる。

　ドレイスと同じように上半身を喰くい千ち切ぎられた、デレクの下半身だった。

　地面に転がるデレクの残骸を見下ろして、男たちが固まる。彼らの眼前、薄れゆく霧の彼方に巨大な影が浮かび上がった。

　二十米メートルはあろうかという丸みを帯びた山のような輪郭と、その周りでのたくる数多あまたの大蛇。否いな、あれは──

「やべぇッ！　お前ら、逃げろおおお！」

　ハワードが吼ほえた瞬間、艶々と黒光りする長大な触手が三本、うねりながら伸ばされてきて、男たちの体に絡みつく。一本一本が彼らの腰より二回りも太い、まさしく蛇のような触手だ。

　捕縛された男たちはもがき、剣や斧おのなどの得物で必死に抵抗しようとするのだが、無駄だった。為なす術すべもなく持ち上げられて、それぞれ別の口へ運ばれ、三人同時にぶちんッと上半身を噛かみ千切られる。耳を塞ぎたくなる絶叫が重なり、ぶち撒まけられた血液と臓物が雨のように注いだ。

「フォリー、ダントニオ、ストレイル……」

　ハワードが声を震わせ、犠牲になった仲間たちの名を呼ぶ。

「……な、なんだ？　なんなんだよ、あの魔獣バケモノはよォ!?」

　まるで蛸たこのような形の黒い胴体には眼めらしきものがなく、その代わり鋭い牙がずらりと縁に並んだ切れ込みのような口こう腔こうが二十を超える触手と同じ数だけ開いていた。

　その口で喰くい千ち切ぎった上半身を咀そ嚼しやくし、蛸に似た化け物が食べかけの下半身を無造作に投げ捨てる。悲鳴が爆発し、軽い恐慌状態に陥った人々がおぞましい捕食者から遠ざかるため、我先にと逃げ出した。

　オーレリアが「案内人ウイル！」と叫び、問いかけてくる。

「あの魔獣はなんだ!?　私たちも退ひくべきか？」

「…………」

　ウィルは、応えることができない。霧の中から現れてきた魔獣を凝視し、目を見開いたまま硬直していた。

「あ、あいつ……は……だけど、どうしてこんなところに……？」

「……ウィル？　お前、あの魔獣を知って……!?　まさか《地界の誓団アンダーオース》の──」

　その様子から何かを察したハワードが、尋ねようとしたとき。魔獣が巨大な体をぐっと沈みこませ、高々と跳ぶ。

　強きよう靭じんな筋肉の束でできた触手をたわませ、さながら発ば条ねのごとく使って。

　魔獣の巨体が宙を舞い、ウィルたちの頭上を追い越してから逃走する人々の退路を塞ぐように着地した。大地が震え、風が吹ふき荒すさぶ。

　突如として上空から降り落ちてきた魔獣に人々が絶句し、絶叫しかけた女性の頭部を、薙なぎ振るわれた触手が抉えぐり飛ばした。

　蛸を思わす触手の裏側には吸盤の代わりに毛のような細かい棘とげがびっしり生えており、その触手の一撃を喰らうと、肉を骨ごと刮こそげ取られてしまうのだ。ウィルも以前、脇腹をごっそり持っていかれた経験があるから、よく知っている。

　首をなくして崩れ落ちかけた女性の体をすぐさま別の触手が絡め取り、さらにそれとは別の触手が次々と、逃げ惑う人々を襲った。触手に捕縛された人々が生きたまま、或あるいは既に死体となった状態で胴体の口へ運ばれ、噛かみ千切られては咀嚼され、喰い散らされた肉体が芥ゴミのように捨てられていく。その光景が忌まわしい過去、魔獣の触手に蹂じゆう躙りんされて殺されていく仲間の最期に重なった。ウィルは──

「──クレイグさん。皆……ッ！」

　掌てのひらの中にある小刀ナイフの存在を確かめ呟つぶやくと、全力で駆け出していた。

　かつて迷窟の三十層でウィルたち《地界の誓団アンダーオース》を襲い、壊滅へと追いやった仇かたきの魔獣を討つために。
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　二年前。深層を目前にした三十層の氷窟で、ウィルたちがその未知なる魔獣に襲われたとき、まず犠牲になったのは《地界の誓団アンダーオース》唯一の女性探たん窟くつ者しやであるクリスだった。

「だめ、逃げてッ！　まともにやって、どうにかできる相手じゃないわ！　せめて、私が捕食されてるうちに──ぎゃ[image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!?」

　触手に足首を捕らえられ、逆さ吊づりにされたクリスが、魔獣の口に頭から呑のみ込こまれ、上半身を噛かみ千切られる。面倒見がよく料理上手で、自分のことより仲間のことを第一に考えている心優しい人だった。

　そんなクリスが死の間際、口にした気丈な願いを嘲あざ笑わらうかのように喰くいかけのまま放り捨てられた体が、断腸の思いで逃走しようとしていたウィルたちのすぐ近くに落ちる。

　最後尾にいたジェイドが振り返って足を止め、固まった。乾いた笑いが漏れる。

「……はは。悪い、お前ら──俺、やっぱあの蛸たこぶっ殺してくるわ！」

　それは普段どんな窮地でもおちゃらけていて、飄ひよう々ひようとした態度を崩さぬ優男のジェイドが初めて見せた激情と表情だった。短たん槍そうを手に身をひるがえし、突貫していく。

「ジェイド兄さん!?」

　ウィルはちゃらんぽらんに見えるジェイドがクリスにずっと密ひそかな想おもいを寄せており、今回の探窟が終わったら告白しようと心に決めていたことを、探窟前にこっそり打ち明けられて知っていた。

「待て、ジェイド！　チッ……あの馬ば鹿か造ぞうがッ！」

　隊で最年長のティモシーが『馬鹿』と『若造』を合わせた渾あだ名なで毒づき、しかし誰より迅速に、ジェイドの後を追いかけていく。

　元刻印騎士のティモシーは剣術の達人であり、ウィルの師匠だ。その苛烈な剣と同様、自分にも他人にも厳しい頑がん固こ爺じじいなのだが、戦闘では常に危険を顧みず率先して前に出る、勇猛果敢な老剣士だった。

「……やれやれ、仕方がないですね。彼らだけでは飛んで火にいるなんとやら、むざむざ死にに行くようなものです。不本意ですが、手を貸すとしましょう」

　眼鏡を押し上げて気だるげに呟つぶやき、ブランデが外套ローブから両腕を突き出す。緋ひ色いろの魔紋が輝きながら肌に浮かんで、腕をぐるりと取り巻くようにいくつもの火種が生まれた。

　彫ほり師しの国家資格を持つブランデは優秀な魔法士で、ウィルに魔紋と魔法の知識を授けてくれた人物だ。ブランデが刻印魔法で作り出した火種はあっという間に膨れ上がって燃え盛り、火矢の驟しゆう雨うが撃ち放たれる。

「では隊長、ウィルくんを頼みましたよ？　僕らが時間を稼ぎますのでね」

　ブランデはそうクレイグに告げ、ウィルに向かって微笑ほほえみかけると、次の魔法を準備しながら魔獣に歩み寄っていった。火矢の魔法が魔獣の胴体や触手に命中し、紅ぐ蓮れんの火柱を噴き上げる。

　しかし魔獣はピンピンしており、ジェイドが殺意を込めて突き出した槍やりも、ティモシーが裂れつ帛ぱくの気合と共に振り抜いた剣の刃やいばも、魔獣の黒く分厚い皮膚を貫くどころか傷つけることすらできない。みるみるうちに追い込まれ、劣勢に立たされていく。

「……なぁ、ウィル。ブランデの奴やつは、ああ言ってたけどよ。今じゃお前もすっかり一人前なんだ。お守もりなんざ、いらねぇだろう？」

　立ちすくんでいるウィルの隣に肩を並べながら言い、クレイグが手に何かを押しつけてきた。刃渡り三十糎センチの小刀ナイフ。それは《麗狼の[image: ]カレイドフアング》の銘を持つクレイグ愛用の魔剣であり、かつて迷窟で死にかけていたウィルを魔獣から救ってくれた刃だ。

「お護まもり代わりに持っていけ」

　戸惑うウィルに目を細め、もう一本の魔剣を抜いて、クレイグが魔獣を睨にらむ。

「……あいつらだけじゃ持ちそうにねぇ。オレも、ちょっくら加勢してくるわ。ウィル、お前は逃げろ」

「!?　待ってください、クレイグさんっ！　俺も一緒に──」

　──戦います、と言いかけて。

　交戦するジェイドとティモシーが薙なぎ振るわれた触手を躱かわしきれずに喰くらってしまい、頭部と右半身を抉えぐり飛ばされるのを目にした瞬間。ウィルはもらった小刀ナイフを胸に抱くと、踵きびすを返し、魔獣に突っ込んでいくクレイグとは逆の方向へ駆け出していた。果敢に戦い、無惨に殺されていく仲間の声を聞きながら。





　　　　×××






「……久しぶりだな、蛸たこ野郎」

　およそ二年ぶりに遭う魔獣の姿を睨んで吐き捨て、ウィルは叩たたきつけられてきた触手を躱すと、走る速度を緩めることなく肉薄し、山のようにそびえる胴体を目指した。

　すると捕らえた獲物を口に運ぶ触手が、今しがた喰くい千ち切ぎったばかりの遺体を無造作に投げつけてくる。さらに新たな触手が三本、視界の端でひるがえるのを捉えたウィルは、投とう擲てきされた男の下半身を避よけると、疾走の方向を変え、直進ではなく回り込むように移動した。追おい縋すがってくる触手の群れを掻かいくぐって振り切り、地面を蹴りつけて跳ぶ。

「あのときの借り、返させてもらうぞ!?」

　狙うのは、開きっぱなしになった口こう腔こう。逆手に握りしめた小刀ナイフを空中で振り被かぶりつつ、刀身の魔紋に注ぎ込めるだけ魔力を注ぎ、唱えた。

「──《雷[image: ]みデイスチヤージ》！」

　最大威力の青白い電撃がバチバチと爆はぜ、ほとばしる。腕に刻まれている《筋力強化》の魔紋にもありったけの魔力を流し、膂りよ力りよくを限界まで高め、

「受け取れ」

　薄桃色の柔らかそうな肉が覗のぞいた魔獣の口こう腔こうに、ウィルが小刀ナイフを投げ放とうとした──刹那。視界の外から伸ばされてきた触手が右足に絡みつき、ウィルの体をぶん回した後、遥はるか眼下の地面に叩たたきつける。竜りゆう絶ぜつ蘭らんの草原が気休め程度の緩衝材になってはくれたが、それでも凄すさまじい衝撃が右半身から全身を突き抜け、世界が揺さぶられた。

「がああッ!?」

　たまらず武器を取り落とし、刃やいばと肌に浮かんだ魔紋が光を失う。ぐったりとしたウィルの体が、逆さまに吊つり上あげられた。

「がっ、は……」

「──《皆燼の焼夷刃ナパームデス》！」

　そこへ彼方かなたから赤く輝く短刀ダガーのような刃が群れを成して飛来し、ウィルを捕らえた触手の根本に突き刺さっていく。真紅の魔紋に彩られた左腕を掲げて魔獣を睨にらみつけながら、ミザリーが叫んだ。

「ウィルを放せよ!?　爆ぜろ、化け物ッ！」

　十を超す赤刃が一斉に炸さく裂れつし、暴力的な火柱と熱風を撒まき散ちらす。さらに爆発と同時、刃の中に閉じ込められていた燃える粘液が飛び散り、触手に纏まとわりつきながら灼しやく熱ねつの炎を噴き上げた。標的を燃やし尽くして灰かい燼じんに帰す、必中必殺の魔法。だが──

「……あ、あれ？　もしかして……効いて……ない？」

　魔法の直撃を受けたはずの触手は、燃え盛る炎に炙あぶられながらも捕縛した餌ウイルを放さず、ミザリーのことを嘲あざ笑わらうようにのたくっている。炎に包まれているためわかりづらいが、黒光りする護ゴ謨ムのような皮膚が傷つけられたようには見えない。

「に、にににに、逃げましょう、ミザリー!?」

　唖あ然ぜんとするミザリーの袖をぐいぐいと引き、シスカが慌てふためいていた。その後方ではハワードと生き残った彼の仲間が早々に踵きびすを返し、逃げ出している。それを薄情だとは思わない。熟練ベテランの探たん窟くつ者しやらしい、賢明な判断だろう。無謀にも突貫した命知らずはウィルだけであり、シスカは既に背嚢リユツクを担ぎ直して、撤退する準備を万端にしていた。

　オーレリアが嘆息し、ミザリーの肩に手を置く。

「……諦めろ。あれはもう助からん。切り捨てて、退ひくべき──」

「まだだッ！」

　オーレリアの手を振りほどいて喚わめき、ミザリーが掌てのひらをかざした。魔獣を見据える銀色の双そう眸ぼうが眇すがめられ、肩口から指の先までが眩まばゆい魔紋で埋め尽くされていく。

「まだ終わりじゃない……《皆燼の焼夷刃ナパームデス》が効かないんだったら、別の魔法をお見舞いするまでさ！　とびっきり強力な、禁呪級の切り札をねぇ!?」

　ミザリーの唇が呪文スペルを紡ぎ、新たな魔法を放とうとしたときだった。傍らの地面、青い花々が咲く草原の中から黒い小さな影がいくつも、ふわりと浮き上がる。白い魔紋が輝くそれらは、ミザリーの魔紋を封じる調帯ベルトと枷かせだった。

「!?　やばっ、制限時間タイムリミツト──」

　血相を変えるミザリーの左腕に調帯ベルトが絡みつき、肌に浮かんだ魔紋の輝きを覆い隠していく。そして最後にガキンッと手首に枷が装着されると、一時的に解放されていた魔紋は再び、完全に封印されてしまった。

「──ぁ」

　呆ほうけるミザリー。その視線の先、逆さ吊づりにされたウィルの眼下で魔獣の巨大な口こう腔こうががばりと開かれる。鋭い牙が口の縁から奥に向かって幾重にも並び、連なっている凶悪な口腔。その内部に呑のみ込こまれて咀そ嚼しやくされれば、ウィルの《禍回復リジエネレイト》を以もつてしても再生することは不可能だろう。逃れようにも内側に細かな棘とげが生はえ揃そろった触手は足をがっちり捕らえて放さず、脚を切断して強引に脱しようにも武器がない。

　地面に叩たたきつけられたとき折れ砕けた骨や破裂した内臓を《禍回復リジエネレイト》で治癒し続けてはいるものの、このまま噛かみ砕くだかれるなら無傷も瀕ひん死しも同じことだった。

　──まずい。焦燥が胸を焼く。一方で、熱く煮えたぎっていた頭は急速に冷え、平静を取り戻していった。

（何をやってるんだ、俺は……真正面から、馬鹿みたいに突っ込んで……）

　迫る口腔。ウィルの体を今にも喰くい千ち切ぎらんとしている魔獣を見下ろし、自嘲する。

　この魔獣はウィルからクレイグたち《地界の誓団アンダーオース》の仲間を奪った仇きゆう敵てきだ。深層に棲すむアラネアも姿を見たことがなく、復ふく讐しゆうの機会を待ち望みながらも、ウィルが結局あれから一度も出遭えなかった魔獣。だが──

（いつまで囚とらわれてるんだよ？　俺が仇かたきを討ったところで、失ったものが戻ってくるわけもないのに）

　仲間を亡くしてすぐの頃こそウィルは魔獣に憎悪を抱き、アラネアの力を借りて懸命に探し出そうとしていた。しかし彼女と過ごすうち、そんな心の傷も癒え、魔獣への憎しみもまた薄らいでいったのだ。

　ただ、どうやら完全に消えたわけではなかったらしい。アラネアという存在が、欠落を埋めていてくれただけ。

　そのアラネアも失った今、因縁の魔獣と予期せぬ邂かい逅こうを果たしたウィルは、再び空いた心の隙間に流れ込んできた過去の激情に突き動かされ、我を忘れてしまい──

「……くそッ」

　果たすべき『現在』の、大切な目的を見失ってしまった。

「ごめん。アラネア」

　謝り、目を閉じる。思い出すのは、ウィルが彼女と共にいた最後の記憶。仲間を奪った魔獣などよりよほど憎らしく忌まわしい相手と、この草原で別れることになってしまったアラネアの凄惨な最期だ。





　　　　×××






　迷窟の中層、地上へ向かう途中で出遭った黒い仮面の人物が、目を見開くウィルの眼前で魔紋に覆い尽くされた右腕を振り上げる。挨拶も何もない獣じみた強襲。

　その不意打ちと素早い肉薄に反応できないウィルをアラネアが抱き上げて跳び、直後に轟ごう音おんが響いた。見れば、一瞬前までウィルたちがいた場所の地面が抉えぐれて陥没しており、襲撃者の狩人かりゆうどが仕留め損ねた獲物を見上げてきている。

「──は？　まさか、いきなり殺すつもりで……」

「いったでしょ？　きけん、って！」

　アラネアは動揺するウィルの腰を腕一本で担ぎ直すと、自由な右手──中指の爪の隙間から洞窟の天蓋に糸を伸ばして、振り子のように空中を移動した。

　瞬間、地上から撃ち放たれてきた矢のごとき白い光がウィルたちをかすめて傍そばの石柱に突き刺さり、炸さく裂れつ。巨大な石柱を半ばから、木こっ端ぱ微み塵じんに破壊する。石くれ混じりの爆風が吹き、後ろ向きに担がれているウィルの前髪をなびかせた。

「やばいな……まともに喰くらっちまったら、ひとたまりもなさそうな魔法だ」

「……うん。けど、あたらなければだいじょうぶ！」

　逃げるウィルたちを追い、襲撃者が地面を走る。その周囲には《鬼火蟲ライトウイスプ》に似た青白い光球が全部で四つ、寄り添うように浮かんでいた。襲撃者がウィルたちに掌てのひらを向けると、そのうちの一つが光の矢に変じ、真まっ直すぐに放たれてくる。

「来たぞ、アラネア!?　気をつけろ！」

「ん」

　背後を一いち瞥べつしたアラネアは、白い衣裳ドレスの裾から伸びる異形の脚をたわめると、襲い来る光を引きつけてから高く跳ぶ。光はそのまま地面に当たり、爆散するかと思われた。

　しかし地面に当たる寸前、直進していた光が突如方向を変え、アラネアを追尾して飛び上がる。アラネアが目を丸くした。

「くっ!?」

　驚きよう愕がくしつつもアラネアは手近な石柱に糸を伸ばして引き戻し、空中で急加速。ぐんッと体を運ぶことにより、追おい縋すがってきた光を躱かわす。

「やばい、もう一本来た！」

　だが、光はしつこく追いかけてきており、新たに撃ち放たれてきた光と共にアラネアを捉えようと迫った。

「ウィル！　しっかり、つかまっていて」

　アラネアは天蓋から石柱、石柱から岩壁へと糸を伸ばして飛ぶように宙を舞い、八本の脚を駆使した俊敏性と跳躍力で巧みに光を避よけながら、逃走を続ける。

　さらに光は三本、四本……と数を増し、いつも無感情なアラネアの声にも次第に焦りが滲にじみはじめた。

「やっかいな、まほうだね。どこまで、おいかけて──あぐっ!?」

　そしてとうとう、逃げ場が少なく狭い横穴の中に入ったところで、躱かわしきれずに魔法を喰くらってしまう。糸を射出しようとしていた右手の手首から先が消し飛び、宙空で動きを止めたアラネアに、残る三本の光が一斉に襲いかかった。

「!?　アラネアッ──」

「へいき！　めを、とじてっ！」

　光が直撃する刹那。アラネアは蜘く蛛もの尻から地面に向かって糸を伸ばすと、体を急降下させ、群がってきた光を躱す。光同士がぶつかり合って爆はぜ、洞窟内が一時、眩まぶしい閃せん光こうに満たされた。着地したアラネアが全力で駆け、相手を引き離しにかかる。

「……ッ!?」

　やがて瞼まぶたを灼やく光が収まり、ウィルが目を開けたとき。視界には青く輝く花々が一面に咲き誇る、竜りゆう絶ぜつ蘭らんの美しい草原が広がっていた。襲撃者はまだ横穴を抜けてきておらず、光の矢が放たれてくる気配もしない。

「逃げきれ……てはいないよな、たぶん」

「うん。きょりをかせいだだけ、だから。かたうでも、つぶされちゃったし……けっこうぴんち。てくびだけなら、すぐにさいせいできるけど」

　魔法を受けて消し飛ばされたアラネアの手首からは骨が伸び、早くも再生がはじまっている。しかし、アラネアの声色は晴れない。

「あれをまとめてもらっちゃったら、やばそう……ばしょもわるいし、やっぱりぴんち。だから、ウィル──」

　遮蔽物がほとんどない広大な草原を見回し、アラネアがウィルを肩から地面に降ろす。金色の瞳で真正面からウィルを見つめて、言った。

「さきにひとりで、にげていて？」

「逃げる……」

「そう。ウィルをまもりながらだと、たたかいにくいから。ウィルがあんぜんなところにひなんしててくれれば、わたしはぜんりょくで、あのじゃまものをやっつけられる」

「……俺も一緒に戦うっていうのは？」

「だめ」

　低い声音で紡ぎ出されたウィルの言葉を、アラネアはにべもなく撥はねのける。

「きけん。まえ、ウィルがわたしの『かり』についてきたときも、そうやってしにかけたでしょ？　ここは、まかせて」

　ウィルがアラネアと出遭って、一月ほどが過ぎた頃。ウィルは食料を調達するため巣を出るアラネアについていき、あわや死にかけた経験があった。

　ウィルはアラネアの力になるべく積極的に戦ったのだが、窮地に陥ってしまい、ウィルをかばったアラネアも重傷を負わされたのだ。普段なら難なく倒せる魔獣相手に敗走したアラネアは憤り、ウィルはしばらく外出禁止。以降、巣の外に出る際も『アラネアの指示に従い、無む茶ちやな行為はしないこと』を固く誓わせられたのだった。

　アラネアに比べればウィルはまだまだ脆ぜい弱じやくな人間であり、ウィルがどれだけ彼女の力になろうと頑張ったところで、足を引っ張るだけなのは目に見えている。

『!?　待ってください、クレイグさんっ！　俺も一緒に──』

　ウィルが魔獣と戦う仲間たちを尻目に、一人だけ逃げ出したときと同じだ。あのときもウィルが逃げずに残ったところで、きっと何も変わりはしなかった。だから、

「……はぁ。わかったよ」

　ウィルは溜ため息いきを吐つき、大人しく引き下がる。

「けど、アラネア。一つだけ約束してくれ」

「……やくそく？」

「ああ。絶対、死ぬな」

「ウィル……」

　アラネアが目をしばたたき、くすりと笑った。赤い筋肉が剥むき出だしの、しかしほとんど元の形に再生された右手を振って、力強く応える。

「──あたりまえ。わたしはぜいじゃくじゃない、から……そんなしんぱい、しなくてもいい。ぜったいに、しなないよ」

　微笑ほほえむアラネアの右手を、真っ白い皮膚が指の先まで覆い尽くしたときだった。草原の彼方かなたから光の矢が四本、青黒い薄闇に煌きらめく尾を引きながら飛んでくる。

「いって！」

　アラネアに急せかされたウィルは駆け出し、全力で草原を走った。むせ返るほどに濃い花の香りを吸い込みながら足を動かし、背後を振り返る。

　放たれてきた光は四本全てがアラネアへと向かい、襲いかかっていた。ウィルに対する追撃はない。やはり、狙いは最初からアラネアだったらしい。

「……これいじょう」

　ウィルという『お荷物』をなくしたアラネアは蜘く蛛もの脚を蠢うごめかせて跳ね回り、光を全て避よけきると、自ら襲撃者との距離を詰めて肉薄。突然の攻勢にたじろぐ様子を見せた相手が、光を戻して背後からアラネアにけしかけるより速く。

「じゃまを、しないでっ！」

　アラネアが両腕を薙なぎ、十指から伸ばされた糸を振るって襲撃者の体を寸断。纏まとう衣服や装備品ごと、一瞬でバラバラにしてしまう。

「…………。は？」

　制御をなくした光の矢が明後日の方へ飛んでいき、遠く離れた場所で爆発を起こした。草原を風が吹き抜け、青い花々とアラネアの長い黒髪を揺らす。

　あまりにも、呆あつ気けない幕切れだった。

「はは……なんだよ。あっさり倒せてるじゃないか、アラネアの奴やつ」

　足を止めたウィルの口から気の抜けた声がこぼれる。先ほど交わしたやり取りが、急に小っ恥ずかしくなってきた。ウィルはがしがし後頭部を掻かくと、すっかり離れてしまったアラネアの下に戻ろうとして──

「ん？」

　ふと、視界の端で光るものに気がつく。草原を越えた先、ウィルたちがここに出るとき通り抜けてきた横穴の辺りだ。瞳の魔紋を発動させて目を凝らしてみれば、

「!?　あ、あれは……」

　黒い仮面で素顔を隠し、頭巾フードを被かぶった黒衣の人影──今しがたアラネアが倒したばかりの襲撃者と同じような格好をした人物が、アラネアに狙いを定めるように光り輝く両腕を向けていた。襲撃者には、仲間がいたのだ。

「……？」

　硬直するウィルを見て、アラネアが首を傾かしげる。目の前の敵を排除したアラネアは油断しきっており、もう一人の伏兵にまったく気づいていなかった。

　そして、ウィルが「アラネアッ！」と叫びかけた瞬間。彼女を狙う両腕の魔紋が輝きを増し、掌てのひらから白金色の光が撃ち放たれる。矢ではなく、それは光こう芒ぼう。一直線に宙空を切り裂く光の奔流だ。

「……ッ！」

　慌てて背後を振り返ったアラネアは即座に離脱しようとするも、光は彼女の視界を埋め尽くすほど広がっており、もはや間に合うべくもないのは明らかだった。

　世界が白く染め上げられる。その間際、

「!?　アラネ──」

　ウィルはアラネアの上半身が、強きよう靭じんな糸で編まれた衣裳ドレスもろとも白金色の光に焼き尽くされて蒸発し、跡形もなく消し飛ばされてしまうのを見た。
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「絶対、死ぬな……か」

　死に瀕ひんし、異様に長く引き伸ばされて感じる時間の中で。ウィルは自分がかつて彼女に告げた言葉を噛かみしめるように呟つぶやき、瞼まぶたを開く。

「そうだよな。俺が約束させたんだ」

　ぜったいに、しなないよ──と。その約束通り、上半身を失って尚なお、アラネアは生きていた。ウィルのため、生き延びてくれていたのだ。

　──なら。

「俺もあいつに会うまでは──」

　無数の牙が並ぶ魔獣の口こう腔こうに、上半身を噛み千切られる直前。

「絶対、死ねねぇだろう!?」

　半ば諦め、生を手放しかけていたウィルは吼ほえると、触手に足を捕らえられたまま腹に力を込めて上体を跳ね起こし、閉じられてきた魔獣の牙をすんでのところで回避する。

　虫の息だと思われていたウィルのしぶとい抵抗に、魔獣の触手が蠢うごめいた。喰くらい損ねた獲物の体を高々と振り上げてもう一度、地面に叩たたきつけようとする。

（上等だッ！　どれだけ体を壊されようが片っ端から《禍回復リジエネレイト》で治して、抵抗し続けてやる！　そうやって、時間を稼げば──）

　枷かせを外したミザリーが、今度こそ状況を打開してくれるはず。そう信じ、ウィルが襲い来る衝撃に備えようとしたときだった。

　ふいに、視界の端を細く鋭い光がよぎり、

　──スパアアァンッ！　と。ウィルを捕縛した触手の先が斬り飛ばされる。ミザリーの魔法でも傷一つつけられなかった黒い皮膚ごと、あっさりと。

「!?　なっ──」

　──何が、起こった？　今まさに振り下ろされる寸前だったウィルの体が、足に触手を巻きつけたまま投げ出されて宙を舞い、のたうつ触手の切断面から生臭い体液が撒まき散ちらされる。次の瞬間、

「うぉわああああああ!?」

　視界の外、横合いから飛び込んできた何者かの腕が重力に引かれて落下しかけたウィルを優しく抱え込み、体液の雨が降りかかるより速く掻かっさらっていった。

「……ウィル」

　柔らかな感触と、懐かしい声。風になびく長い黒髪が頬ほおを撫なで、花のような甘い薫りが鼻び腔こうをくすぐる。心臓が、どくんっと大きく跳ねた。

「ぁ……」

　思考や呼吸、鼓動までもがそれきり止まってしまったような感覚に陥る。

　目を剥むくウィルの視界には白い衣裳ドレスの裾から伸びた八本の脚、黒い体毛に覆われている蜘く蛛もの下半身が飛び込んできていた。

「やっと、みつけた」

　幻聴ではない。およそ一年ぶりに聞く彼女の声音が、耳元で嬉うれしそうに響く。ウィルの腰を抱く右腕に、ぎゅっと力が込められた。刹那、

「アラネア!?」

「うん。ひさしぶり、ウィル。とりあえず──」

　アラネアは感極まって名前を叫ぶウィルに短く応えると、自由な左腕の指先から洞窟の天蓋へ伸ばしていた糸を引き戻して移動し、殺到してきた触手を回避。

「……この、まじゅう」

　眼下でのたくる触手の群れを見据えつつ、左腕を構えて──

「じゃまだから、やっつける！」

　言い放つと同時、ぶぅんっと無造作に振るう。剣けん閃せんに似た細い光が、縦横無尽に宙空を奔はしり、閃ひらめいた。その正体は、アラネアの五指から伸ばされた糸。髪と変わらぬ細さの一本一本が、研ぎ澄まされた刃やいばのごとき斬れ味を誇る鋼糸だ。
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　全方位、あらゆる方向からウィルたちを取り囲むように迫り来る数多あまたの触手が、次々と斬り散らされる。しかし到底、全ては捌さばききれない。

「アラネア！　後ろ──」

「だいじょうぶ」

　糸の乱舞を掻かいくぐった触手が何本か、蠢うごめきながら伸ばされてくるが、アラネアは冷静だった。蜘く蛛もの尻から魔獣の胴体へ糸を射出し、触手を引きつけてから回収。急降下し、難なく危機を逃れると、

「──これで、おしまい！」

　振り上げられた前脚の毒どく爪そうを、着地と共にずぶりと深く突き立てる。

　するとほどなく魔獣の巨体が痙けい攣れんしはじめ、悶もだえるようにのたくる触手がみるみる力を失っていった。

「や、殺やったのか？」

「ううん、ねむらせただけ。せっかく、つれてきたまじゅうだし」

「は？　連れてきたって……アラネアが？」

「うん。ウィルが、あいたがってたから」

　聞き間違いかと思い尋ねるウィルにうなずくと、アラネアは突き刺していた爪を抜き、抱え込んでいたウィルを降ろしながら答える。

「ウィルのおともだちを、ころした……ウィルがやっつけたいっていってた、まじゅう。ふたりでさがしていたときは、ぜんぜんみつからなかっためずらしいまじゅうを、したでたまたまはっけんしたの。だからいけどりにして、もってきた」

「この馬鹿でかい魔獣を、わざわざ運んできたのかよ!?」

「うん。どくでじっくりよわらせてから、いとでぐるぐるまきにして、ひきずってきた。ここについてからは『す』にとじこめて、ウィルをさがしてたんだけど……そのすきに、にげられちゃって。あわてて、あちこちさがしまわっていたら──」

「ちょうど、俺がその『手土産』に捕まってるところだった……と。なるほどな」

　事情を知らされたウィルは、本来もっと奥に棲すんでいるはずの魔獣がこんな浅層にいる理由と、探たん窟くつ中に覚えた違和感の原因を察する。

　あれは深層から来た絶対的な捕食者に中層の魔獣が怯おびえ、逃げ隠れたり群れを成したりしていたのだった。

「このまじゅう、ウィルがよろこぶかとおもって、がんばってつれてきた……けど」

　視線を逸そらして言いよどみ、アラネアがおずおずと訊きく。

「べつに、あいたくなかった？」

「……………………」

「ウィル？」

「馬鹿」

　ウィルはたまらず毒づくと、足に絡みついた触手の切れ端を剥はがし捨て、不安げな表情を見せるアラネアを力いっぱい抱きしめた。一年前、跡形もなく消し飛ばされてしまった肉体の存在を確かめるように、強く。

「俺が会いたかったのは、魔獣こいつじゃない。アラネアだ」

　今さら仇かたきに遭ったところで嫌な記憶を思い出させられるだけだとか、アラネアが魔獣を連れてきたせいで、大勢の無関係な人々が犠牲になってしまっただろうとか。

　言いたいことや言うべきことはたくさん思い浮かんだが、つまるところ、ウィルがこの場で彼女に伝えたい想おもいは一つだけだった。

「──無事でよかった。本当に……死んじまったと思ってたんだからな？」

　アラネアの後方で光の余波に巻き込まれたウィルが、意識を取り戻したとき。アラネアの下半身は忽こつ然ぜんと消えており、黒い仮面の人物も姿を消していた。

　アラネアに殺された一人目の遺体もなくなっていて、ウィルは散々付近を捜索した末、魂が抜けたような心地で独り地上まで帰還したのだ。

「……俺を置き去りにしたまま、黙ってどっか行っちまいやがって。危うく本気で諦めるところだったぞ」

　体を離し、瞳を覗のぞき込こみながら強い口調で言うウィルに、アラネアがうつむいた。

「ごめん。したのからだだけだと、ほんのうでしかうごけないから……たぶん、せいぞんほんのうにしたがって、にげたんだとおもう。うえのからだがさいせいされて、ちゃんとあたまがはたらくようになるまでのきおくは、ほとんどないの」

「よく再生できたよな。腰から上が、物の見事に消し飛んでたのに」

「……うん。したのからだのしんぞうが、むきずでのこってくれてたおかげ。りょうほうけしとばされてたら、さすがにだめだったかも」

　アラネアには人間と蜘く蛛も、二つの体にそれぞれ一つずつ心臓がある。心臓にはいずれもウィルと同じ《禍回復リジエネレイト》の魔紋が刻まれているため、同時に潰されない限りどんな損傷や欠損も治せるということなのだろう。

「ただ、からだをいちからつくりなおすのは、すごくたいへんだったから……じかんも、まりょくも、たくさんひつようだった。じつはまだ、ちからがもどりきってない」

「ん。そうなのか？」

「うん。いとのつよさはたりないし、さいせいそくども……けど、やくそくしてたから。ぜったいに、しなないって。なのにいっぱいしんぱいかけて、ごめんね」

「いいよ。謝らなくていい」

　上目遣いに見つめてくるアラネアの体を、ウィルは今一度そっと抱きしめ、彼女の感触と芳香、温かさを感じた。万感の想いを込めて囁ささやく。

「こうやってまた、会えただけでも充分だ。おかえり、アラネア」

「ウィル……うん、ただいま。わたしも、ずっと……あいたかったよ」

　アラネアは人間の腕だけでなく蜘く蛛もの前脚でもウィルの体を包み込むように抱き返し、応えた。しばし、そのまま無言で抱き合う。

　そこへ──

「ねぇねぇ、ちょっと！　君たちぃ！」

　元気よく叫ぶような声がかけられてきた。アラネアとの抱擁を解き、視線を向ければ、ミザリーが片手に握りしめた大剣をぶんぶんと振ってきている。

「なんかお熱く盛り上がってるとこ、悪いんだけどさぁ」

　剣を地面に突き刺して手放し、害意がないことを示して、ミザリーが笑った。

「私たちも是非、混ぜておくれよ？　ウィルの、そうだな……『お友達』として、お話がしてみたいんだ！」
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「ウィルの、おともだち……」

　アラネアがぽつりと繰り返し、ウィルを窺うかがう。

「どうしよう？　おはなし、するの？　それとも……むし、する？」

　ひとまずウィルが迷窟に来た理由、アラネアに再会するという目的は果たした。つまりウィルがミザリーたちの力を借りる必要もなくなったため、このまま無視して立ち去ってしまっても問題はないのだが──

「……まぁこれまで世話になった相手だし、最後に軽く話すくらいしてやってもいいか。降りよう、アラネア」

「ん、わかった。ウィルがそうしたいなら、そうする」

　アラネアがこくりと首肯し、ウィルを抱き上げる。そのまま魔獣の胴体から飛び降り、八本の脚で衝撃を殺しつつ着地した。そこにすぐさま走り寄ってきたミザリーが、興奮を隠しきれない様子でまじまじと、様々な角度からアラネアの全身を眺め回した。

「う、うわぁ……すごい、本当に下半身が蜘蛛になってる！　こうやって近くで見ると、凄すさまじい迫力だなぁ。しかも人間の上半身は、とんでもない美少女ちゃんだし！」

「…………」

「ミザリー、落ち着け。アラネアが困ってる」

「アラネア？　それが、この子の名前なのかい？」

　アラネアの後ろに回り込もうとしていたミザリーが、ウィルの言葉でぴたりと止まり、首を傾かしげる。ウィルは「ああ」とうなずいて、アラネアの腕から降りると、

「……そうだ。こいつは、アラネア。二年前、この蛸たこみたいな魔獣に仲間を殺やられて死にかけてた俺を、救ってくれた奴やつで──」

　草原に横たわっている巨大な魔獣を眺めやり、打ち明けた。

「その後も、何かと俺を助けてくれた友達なんだよ。わけあって、離れ離れになってたんだけどな……俺はこいつとまた会うために迷窟へ来て、行方を探し続けていたんだ」

「──ふぅん？　そうか、君らはそういう関係……」

　ウィルとアラネアのことを見比べて、ミザリーが瞳を細める。

　その後ろ、ミザリーの背中に隠れるようにしながら、注意深くアラネアを観察していたシスカが「……なるほど」と目を伏せ、呟つぶやいた。

「色々と得心がいきました。仲間を亡くしたウィルさんがなぜ、無事に生き延びられたのか。そしてなぜ、例の魔獣とお知り合いだったのか……ふふっ。驚きましたねぇ」

　薄く笑み、シスカが再びアラネアを見る。うっすらと魔紋が浮かび上がった眼鏡の奥、その双そう眸ぼうに宿る光は──

「体のおよそ半分を跡形もなく消し飛ばされておきながら、生きていたのにも驚きましたが。まさか魔獣が人語を解し、人間の命を救い……人間と共にいるとは！　やはりなんとしてでも手に入れ、調べ尽くすべき存在でしょう。監獄にとっても、魔法院にとっても、価値ある『研究材料』ですよ」

　爛らん々らんとした好奇心。それはアラネアという未知なる生物を隅々まで調べ上げ、解き明かしてみたいという純粋な欲望であり、

「……ッ!?」

　以前、ウィルがシスカからアラネアについて尋ねられた際にも感じた不穏な翳かげりと同質の、怖おぞ気けを誘う眼まな差ざしだった。玩具おもちやを見つけた子供のようでありながら、虫の頭を嬉き々きとして引き千切るような残酷さを孕はらんだ視線。

　アラネアがびくりと体を震わせ、緊張した声を出す。

「ウィル！　こいつ──」

「ああ」

　──一年前、この草原で起きた出来事を知っている。ウィルがそう悟った直後、シスカがミザリーのか細い腰を抱え込むように引き寄せ、

「監察官シスカ・フラニカの名において命ずる」

　一際太い首の調帯ベルトに反対の手を触れさせながら、唱えた。

「左手、右手、左足、右足の枷かせ。ならびに二番から五十番の封を解き、放て──《解錠アンロツク》無制限アンリミツト！」

　次の瞬間。ミザリーの四肢に嵌はめられている黒い手枷に白い魔紋が浮かび、四つ同時にキィンッと外れる。そして、

「──あッ！」

　のけ反るミザリーの全身、肌や衣裳ドレスの上から巻きつけられている大量の調帯ベルトが首元から広がるようにばちんばちんと弾はじけ飛とび、解ほどけていった。

　危機を感じたアラネアがウィルを抱き上げて後方に飛とび退のき、ミザリーたちから距離を取る。ウィルは目を見開いた。

「シスカ!?　お前、どういうつもり……」

「ふふっ、実はですねぇ。私たち監獄も、ずっと探していたんです」

　動揺するウィルに笑いかけ、シスカは語る。

「今からおよそ一年前。迷窟の中層で『魔獣狩り』を行っていた処しよ刑けい衆しゆうの一人が出遭い、殺されて、取り逃がしたという新種の魔獣──人間の上半身に蜘く蛛もの下半身を持つ、未知の化け物を」

「処刑衆……ドレイスが話してた、監獄生まれの殺し屋か。刻印魔法の実験で強力な魔紋を刻み込まれた、元囚人の処刑人」

「ええ。人が少なく魔獣が多い迷窟は『遊び場』として都合がいいので、度々利用されるのですが……彼らにとって、魔獣は自らの魔法を試す相手に過ぎません。アラネアさんと出遭った処刑衆もそう判断し、襲いかかったのだと思います。結果、敢あえなく返り討ちに遭ってしまった」

「…………」

「その後、別の処刑衆が深手を負わせたものの、標的は逃亡。私たち監獄は帰還後の報告で人間に似た未知なる魔獣の存在を知り、強く興味を惹ひかれたのです。けれど、半ば諦められてもいました。半身を消し飛ばされたのだから、もう生きてはいないだろう……と。迷窟に潜る方たちの間で、例の噂うわさが囁ささやかれるまでは」

　それは奇くしくも、地上で酒に溺れていたウィルがアラネアの無事を知り、再起を決めた経緯とそっくりで──

「びっくりしたよ。まさかお前らも同じ理由で、迷窟に来てたなんてな」

「ええ、思いもよりませんでした……例の魔獣に仲間、それも人間の同行者がいたという報告は受けていませんでしたから。完全に想定外の事態です」

　シスカが溜ため息いきを吐つき、ウィルを見つめる。

　かつてウィルたちが迷窟で一人目に遭遇したとき、仲間は近くにいなかったようだし、二人目に襲われたとき、ウィルはアラネアから離れた位置にいた。

　光に呑のまれて倒れた後も草原が身を隠してくれ、毒花の竜りゆう絶ぜつ蘭らんが魔獣を遠ざけてくれたのだろう。まさに不幸中の幸いだった。

「──そこで、相談なのですが」

　シスカが眼鏡を押し上げて光らせ、切り出してくる。

「ウィルさん、アラネアさん。これから私たちと一緒に地上へ戻り、監獄に来ていただけませんか？　素直に従ってくれれば、手荒な真ま似ねはいたしません。無下な扱いもしないと約束しましょう。ですから、どうか」

「いや！」

　シスカの誘いを断ったのは、アラネアだった。ウィルの体を守るように抱きしめ、

「あなたのことは、しんようできない。わたしはこのまま、ウィルとちかにかえるの……ちじょうになんか、いかなくてもいい。ウィルとへいわに、くらせれば」

「アラネア……」

「そうですか。では、交渉決裂ですね──ミザリー」

　大して期待していなかったように首肯し、シスカが腕の中のミザリーを見る。シスカに腰を抱かれたミザリーは深くうつむいてたたずみ、沈黙を貫いていた。

　その耳元で、シスカが囁ささやく。

「お仕事の時間です。死なない程度に、殺してください。体を半分消し飛ばすくらいまでなら、良しとしましょう。どうせ、再生してくれるのですから」

「…………。同行者ウイルは？」

「ん？　ああ」

　眼鏡越しの冷たい瞳が、ウィルを射い貫ぬいた。くすりと嗤わらい、吐き捨てる。

「殺しちゃっても構いませんよ。どの道、最後は口封じのために始末するつもりだった方です。所詮、魔獣に気に入られただけの人間。今の貴女あなたなら、簡単に殺せるでしょう？」

　──最悪にして災厄の落とし子《禁きん呪じゆ姫ひめ》ミザリー・ダーマー、と。

　呼びかけられたミザリーが伏せていた面をゆっくりと上げ、ウィルを見た。銀色の双そう眸ぼうが炯けい々けいと光り輝き、薄紅色の唇が恭悦に吊つり上あがる。

「当然さ」

　シスカの手を振り払い、ミザリーが外套ローブを脱ぎ捨てた。

　純白の素肌を覆い隠していた黒い調帯ベルトは首輪のみ。裾が短く薄い衣裳ドレスだけを身に纏まとった肢体は、怖おぞ気けが走るほど妖艶だ。

「この肉体に刻まれている魔紋は、全て──」

　言いながら、ミザリーがおもむろに左腕を持ち上げ、かざす。

　すると左の上半身、頬ほおから肩口、腕から掌てのひらにかけて白金色の魔紋がびっしりと浮かび、埋め尽くされた。

「あらゆる生き物をあらゆる手段で、殺すためのものだからねぇ？　私の魔法で殺せない存も在のなんて……いるわけ、ないんだよ」

　次の瞬間。

「──《剿滅の殲光ガンマレイ》！」

　ミザリーの半身を輝かせていた光が、腕の先へと流れるように収束し、掌てのひらから撃ち放たれる。白金色の閃せん光こうが一直線に宙を切り裂き、流星のごとく奔はしった。

「「……ッ!?」」

　閃光は目を剥むくウィルたちの傍らをかすめると、草原に横たわった巨影──アラネアが迷窟の深くから連れてきた魔獣の胴体に直撃。どんな魔法も通さない皮膚を一瞬で貫き、蒸発させながら、ごっそりと消し飛ばす。

　ウィルは愕がく然ぜんとなり、胴体の真ん中に巨大な風穴を空けられてしまった魔獣の骸むくろを凝視した。

「い、今の魔法……は……」

　鼓動が速まる。ミザリーの顔に一瞬、黒い仮面が重なった。

「ミザリー？　お前──」

「ごめん、ウィル」

　悲しみを伴う怒り、失望めいた絶望が、ウィルの心に昏くらい影を落としていく。

　仮面のような笑みを張りつけ、処刑人ミザリーは嗤わらった。

「これが私のお仕事だからさ。君との時間は、楽しかったけど……もうお終しまいだ。最後に私を愉たのしませてから、死んでくれ！」
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「ミザリーッ！」

「ウィル。だめ、にげるべき！」

　激げき昂こうするウィルを抱き上げ、アラネアがすぐさま逃走を図ろうとする。だが直後、振り上げられたミザリーの左脚、太ふと腿ももから足首にかけて赤黒い魔紋が浮かび、

「──《汚穢の苗床フイルシークレイドル》！」

　呪文スペルと共に踏み下ろされた脚からほとばしった赤しやつ光こうが、ミザリーを中心として放射状に広がった。突風のように草原を奔る赤黒い光は逃げるウィルたちを一瞬で追い越し、遥はるか彼方かなたで格子状に伸び上がる。草原全体を包み込むように展開された赤光は上空で収束し、逃げる標的を空間ごと閉じ込めた。その様相は、まるで鳥籠。

「ふふっ、逃さないよぉ？　この魔法はね、魔力を喰くらう檻おりなんだ。捕らえたものの魔力をじわじわと吸い、私の下へ届けてくれる」

　草原に咲く竜りゆう絶ぜつ蘭らんから仄ほの青あおい光が浮き上がり、蛍のごとく宙空を漂いはじめる。それら魔力の淡い光はふわふわと舞い上がり、辺りを囲む赤黒い光の檻に取り込まれていった。ウィルやアラネアの肌からも、傷口から血が染み出るように魔力が滲にじみ出だしている。

「ちなみにだけど、光に直接触ったら体の魔力を吸い尽くされてしまうから、くれぐれも気をつけて？」

「…………。やるしかない、みたいだな」

「ウィルも、たたかうつもりなの？」

「──ああ。戦うよ。俺も、一緒に戦わせてくれ！」

　問いかけてくるアラネアに迷いのない声で応えて、ウィルは彼女の腕から降りた。思い出すのは苦い過去。

（俺は卑ひ怯きようで薄情な、臆病者のへたれ野郎だ）

　仲間の強さと優しさに甘え、魔獣への恐怖に負けて逃げ出した二年前も。

　己の無力を言い訳にしてまたも逃げ、気づいたときには全てを失っていた一年前も。

　ウィルはただ守られるだけ、助けられるばかりで。十年前、迷窟でクレイグに救われたときから何も変わっていなかった。

（けど──）

　今ならわかる。その弱さから目を逸そらし、酒の力で現実から逃げ続けていたのが、最近までのウィルだった。それでも心の奥底ではずっと、そんな自分を変えたいと──自分もいつか自分を救ってくれた人たちみたいに、誰かを救えるような存在になりたいと、願い続けていたから。

　ウィルは先日リズを見捨てて逃げようとして、しかし結局見捨てることができなかったのだろう。結果的には救えなかったが、今度こそ。

「守ってみせる。アラネアも、自分の命も。失うのは、もうごめんだからな」

　決然と言い放ち、ウィルが両手を腰の鞘さやへ伸ばしかけた瞬間。

「──おい」

　彼方かなたからふいに、ぶっきらぼうな声がかけられ──

「間抜け。落とし物だぞ」

　風と共に、二振りの刃やいばが投とう擲てきされてくる。小刀ナイフと小剣。ウィルが魔獣の触手に捕まり、叩たたきつけられた際、取り落としてしまった武器だ。ウィルはアラネアと再会できた喜びでそれをすっかり失念し、回収し忘れていることすらも忘れてしまっていた。

「!?　オーレリア……」

　回転しながら飛来してきた得物を掴つかみ、受け取ってから、ウィルはミザリーの後方──一人だけ離れた位置で腕を組み、たたずんでいる女騎士を見つめる。

　今まで事態を静観していたオーレリアの介入に、シスカが「おや？」と首を傾かしげた。

「何をしているんです、オーレリアさん？　これから始末する敵に、武器を差しあげるだなんて。もしや裏切るおつもりですか」

「裏切る？　ふんっ、まさか」

　低い声音で尋ねるシスカに鼻を鳴らして、オーレリアが肩をすくめる。

「騎士として、丸腰の相手を一方的に嬲なぶるのは、いかがなものかと思っただけだ」

「剣を手に無抵抗な人々を殺しまくった貴女あなたがそんなことを口走っても、言い逃れにしか聞こえませんよ《赤あか騎き士し》？　立派な背反行為です」

「…………」

「別に小刀ナイフの一本や二本あったところで、どうにもならないでしょうけど……これ以上、勝手な行動を取られても困ります。少し躾しつけをしておきましょうか」

　黙り込むオーレリアに嘆息し、シスカが眼鏡を押し上げた。そして、命じる。

「──オーレリア、伏せ！」

「ふぐぁ!?」

　オーレリアの額に《隷れい呪じゆ》が輝き、魔紋の効力によって無理やり跪ひざまずかされた。シスカは草原に顔を埋うずめるオーレリアに悠然と歩み寄り、その後頭部を満足気に眺め下ろすと、

「貴女には、私の『椅子』になってもらいます」

　四よつん這ばいでひれ伏している彼女の上に「よっこらせ」と腰かける。

「長いこと立ちっぱなしで、足が疲れていたんですよね。座り心地はいまいちですけど、我慢しましょう。ほら、ちゃんと姿勢を維持するんですっ！」

「くうっ!?　き、貴様ぁ……」

　シスカに尻を叩たたかれたオーレリアが恥辱で耳を赤く染め、肩をぶるぶる震わせた。そのやり取りを見て、ミザリーが「はぁ？」と呆あきれる。

「いやいや、シスカ。君はもっと遠くに離れていろよ。危険だし、邪魔だ」

「まぁまぁ、ミザリー。危険は承知なのですが、滅めつ多たにない機会なんです。傍そばで観みさせてくださいよ。化け物同士が殺し合う様を」

「えー、何その個人的なわがまま。この首輪のせいで、シスカが死んだら私も死んじゃうんだけどなぁ？」

「……ッ！」

　ミザリーが漏らした言葉にアラネアが反応し、シスカを見た。一方のミザリーは弱点を知られても気にせず、むしろ面白がるように笑みを深めて、

「まぁいっか。殺されなければいいだけだもんね。殺す暇さえ、与えなければ……うん、それくらいの枷ハンデがなくちゃつまらない！　時間は無制限だけど──」

　右手に小剣、左手に小刀ナイフを携え、身構えるウィルに、ミザリーが左腕を掲げる。

　手て枷かせを外し、調帯ベルトをなくした純白の肌。肘から先の外側に、赤と橙だいだいと黄から成る火炎のごとき魔紋が浮かんだ。

「久しぶりの暴れ放題、魔法撃ち放題なんだ。お願いだから、あっさり死んじゃわないでおくれよ？　私の肉体に刻まれた魔紋は、全部で百三十六あるんだからさ！」
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「──《皆燼の焼夷刃ナパームデス》！」

　ミザリーの腕の周りに生み出された五十を超える灼しやく熱ねつの短刀ダガーが、一斉に撃ち放たれる。それら赤い刃やいばの大群は、一つ一つが意思を持っているかのように飛ひ翔しようし、

「……ッ!?」

　ミザリーが魔法を放つより速く動き出し、シスカに接近しようとしていたアラネアへと襲いかかった。アラネアはたまらず肉薄を中断して、高く跳ぶ──が、刃は瞬時に軌道を変じて飛び上がり、逃げる標的を追尾した。

　それは迷窟で出遭った処しよ刑けい衆しゆうの一人が使用してきた『光の矢』を彷ほう彿ふつとさせる魔法だ。だが、魔法を操るミザリーはアラネアに視線を向けてすらいない。

　にもかかわらず、刃はいくつもの群れに分かれて囲い込むようにアラネアを追いかけ、あらゆる方向、あらゆる角度から貫こうと迫る。

「くっ!?　すごい、りょう──」

　アラネアは蜘く蛛もの尻から上空へ糸を伸ばして体を運び、へばりついた洞窟の天蓋を地面と変わらぬように駆けながら、猛追してくる赤刃の群れを十指の糸で迎撃。

　真っ二つにされた刃が炎を上げて爆裂し、燃える粘液と熱風を振りまくが、それさえも躱かわしきり、絶え間なく襲い来る赤刃を撃退し続けた。

「アラネアッ！」

「ねぇ。よそ見をしている場合かい？」

　叫ぶウィルにミザリーが声をかけ、遠くから足払いをかけるように右脚を薙なぐ。

「──《狂い無き空刃サニテイエツジ》！」

　ウィルが咄とつ嗟さに跳躍すると、足元を凄すさまじい風──否いな、不可視の刃が通り過ぎ、草原の彼方かなたまでザアアアッと奔はしった。斬り飛ばされた草と青い花びらが宙を舞い、途中にあった岩石までもが牛酪バターのように切断されてずり落ちる。ウィルの背筋に嫌な汗が滲にじんだ。

「なっ!?　なんつぅ切れ味……」

「ふふっ。昔、私の下に来た騎士たちを甲かつ冑ちゆうごと斬り裂いてあげた斬殺の魔法だ。間合いは最大百米メートルってところかな？　岩石だろうが鋼鉄だろうがスパンッと両断しちゃうから、ちゃんと避よけてねぇ」

　──ほら、もういっちょ！　と今度は左腕を振り上げ、ミザリーがウィルに刃の魔法を斬り放つ。左腕の手首から甲、指先にかけて刻み込まれた紫の魔紋は右腕の同じ箇所にも浮かび上がっており──

「ほらほらぁ！　もっと激しく、狂おしく踊ろうよ!?」

　転がるように斬撃を回避したウィルが息つく暇もなく、ミザリーが右腕を振り下ろし、次の刃やいばをお見舞いしてきた。魔紋は両足首にも刻まれているのか、ミザリーが踊るように四肢を振るうたび視みえない刃が発生し、音もなく飛来する。

　刃はミザリーの腕や脚の軌跡をなぞるように放たれてくるため、ウィルは相手の所作を注視することで先を読み、開いた距離が意味を成さない超高速の斬撃を躱かわした。

「な、何が《鎖鋸剣の魔女ウイツチ・オブ・チエーンソー》だ……あんな大剣いらないだろう、これ!?」

「あははッ！　まぁ、あの剣は玩具おもちやだからね。ママが私にくれた遊び道具さ」

「──ママ？」

　眉をひそめるウィルにミザリーが笑み、猛攻を緩める。

「私を生んだ母であり、この肉体に魔紋を刻んでくれた人のことだよ。最悪にして災厄の魔女、キルマリア・クライスト」

「キルマリア……」

　それは以前ミザリーがウィルの心臓に刻まれている魔紋について問い詰めてきたとき、口にしていた名前だった。シスカが「ミザリー!?」と声を上げ、割り込んでくる。

「いけません！　彼女に関する情報は、魔法院が秘匿している──」

「うるさいな。いいだろ、どうせ殺すんだから……人が気持ちよく殺やってるときに、横よこ槍やりを入れないでくれ。見物人ギヤラリーは大人しく観みていろよ」

　鬱陶しそうに吐き捨てて、ミザリーが右手をシスカへ向けた。親指を立て、人差し指を突きつける構え。指先から手の甲、肘までが白銀色の魔紋で埋め尽くされる。

「──《炸裂する弾霰ブレツツヘイル》！」

　ミザリーの魔紋から、薄うす鈍にび色いろの霞かすみ──霰あられのような極小の金属が大量に生み出され、次の瞬間、矢を遥はるかに超える速度で一斉に放たれた。

「……ッ！」

　舞い踊る赤刃を掻かいくぐって振りきり、シスカに襲いかかろうとしていたアラネアが、疾走を止めて跳ぶ。一瞬前までアラネアがいた草原に魔法が降り注ぎ、次々と爆はぜた。

　一つ一つの爆発は小規模だったが、それが何百と折り重なれば、恐るべき蹂じゆう躙りんとなる。魔法の直撃を受けた地面は深く抉えぐれて陥没し、草花は跡形もなく消し飛んでいた。

「うーん？　アラネアちゃん、中々やるなぁ……《皆燼の焼夷刃ナパームデス》をやり過ごしながら、シスカを狙う余裕があるなんて！　なら──」

　もらえばひとたまりもない威力の魔法に戦慄させられたのも束つかの間ま、ミザリーが愉たのしげに言い、新たな魔法を準備する。鎖骨から胸元にかけて、赤と紫から成る魔紋が浮かび、ミザリーの周囲に魔紋と同色の玉──表面に棘いばらのような突起を生やした人頭大の球体が、いくつも生成された。

「──《腐禍死球プレイグマイン》！」

　ミザリーが唱える。するとそれまでミザリーの周りをたゆたっていた球体が飛び、

「!?　また、なんかきたっ……」

　慌てて退避するアラネアを無視して通り過ぎると、その先にいるシスカたちを取り囲むように展開。再度静止し、すうっと残らず消えてしまった。

　直後。標的を追う赤い刃やいばの一本が、拍子抜けするアラネアの頬ほおをかすめて、シスカへと向かう。そして飛ひ翔しようする赤刃が、球体の消えた領域に踏み込んだ瞬間。

　──じゅうううッ、と。炎の代わりに赤紫の毒々しい煙を噴き上げ、赤い刃が消滅させられた。爆発することもなく、まるで蒸発するように。

　その光景を見て、シスカに躍りかかろうとしていたアラネアがためらう。

「ふふっ。さっき私が仕掛けた魔法は完全に消えたんじゃなく、潜んだだけだよ。近づくものを感知した瞬間、破裂して対象を腐らせ、朽ち果てさせる毒殺の罠わな。その綺き麗れいな体を醜く崩されたくなければ、むやみに近寄ろうとはしないことだ」

「ミザリーッ！」

「ああ、ごめん。話の途中だったよね」

　距離を詰め、小剣を振り被かぶるウィルにしれっと謝って、ミザリーが右腕を振るった。

　ウィルは素早く横に転がり、放たれてきた刃を回避する。踊るように四肢を振り、再び近づく余裕もないほど苛烈な攻めを続けつつ、ミザリーは歌うように語った。

「この肉体に刻まれている魔紋を見れば、嫌でもわかるだろうけど……私の母キルマリアは天才的な魔法士であり、彫ほり師しだ。他の魔法士が及びもつかない発想で新たな魔法を次々と生み、並の彫師では刻むことすら困難なくらい精緻で複雑な魔紋を自分や他人の肉体に刻み続けた《最悪にして災厄の魔女》──」

「ひどい言われようだな」

「母がしていた『創作』は、無認可のものだったからねぇ。規則や法律なんかお構いなしに、災厄じみた威力の魔法を生み出し続けていたんだよ……僻へき地ちの秘境、人が滅めつ多たに寄りつかない山の奥に構えた工房アトリエで、ひっそりと。母に悪意はなかったようだけど、そんな輩やからを魔法院、ひいては国が放っておくと思うかい？」

「……いや」

　放置しておくわけがない。魔法とそれを引き起こす魔紋は、万能に近しい便利な技術であると同時に、危険な武力なのだから。風のように奔はしる刃を躱かわしながら駆け、肉薄の機会を探りつつ応えるウィルに、ミザリーが「だよね」と頬を歪ゆがめる。

「母の存在を知った国は警告の後、すぐさま工房アトリエに騎士団を派遣し、身柄を拘束しようとしたんだ。魔法士一人に、刻印騎士が五百人。いくらなんでも多すぎだよねぇ。さすがの私も二百人くらい、半分も殺やれなかったよ。その結果、私は監獄に捕まっちゃうし、母は行方をくらませちゃうしで、散々だった」

「刻印騎士を……二百人？」

　にわかには信じられない。何せ、刻印騎士は一人一人が騎士の中から選び抜かれた精鋭なのだ。その部隊をたった一人で迎え討ち、何百人も虐殺するなど──

「……ミザリー。お前、本当に人間なのか？」

　ウィルが漏らした畏怖の言葉に、ミザリーが苦笑した。

「あはッ、ひどいなぁ。私は立派な人間だよぉ、ウィル？　君らと同じ……ふふっ。ただ肉体に凶器として使える魔法、母が創った生き物を殺さつ戮りくするための魔紋を、たくさん刻み込まれているだけの娘さ。そして──」

　ミザリーが嘆息し、疲れたように動きを止める。右手で髪を掻かき上あげながら、

「最初から魔紋を刻むための器として産み落とされた私に刻まれた魔紋が『殺す』ためのものなら、私が生きるのもまた『殺す』ため……殺しは、私の存在理由なんだよ。そんな私が他の誰より、何より、殺すことに長たけているのは当然だろう？　母にもらった肉体と魔紋で、どんな存も在のでも殺してみせるさ！　人間でも、魔獣でも、化け物でもね」

　豪語して、ミザリーが無造作に左腕を振るった。超高速の刃やいばが宙を斬り裂いて飛び、

「……ッ!?」

　蜘く蛛もの尻から伸ばされた、アラネアの糸を断つ。

「ぁ──」

　ぎりぎりまで魔法を引きつけたところで伸ばした糸を引き戻し、逃れるつもりだったのか。空中で身動きが取れないアラネアに《皆燼の焼夷刃ナパームデス》が群がり、次の瞬間、凄すさまじい爆発を起こした。炎に包まれた影が、彼方かなたの草原にどさりと墜おちる。

「アラネアアアァ！」

　魔法が途切れた隙を突き、ミザリーに肉薄しようとしていたウィルは絶叫し、落下点に走った。肉の焼け焦げる臭いが、鼻をつく。

「アラネア！　おい、生きてるか!?　アラネアッ！」

「…………ウィ……ル……」

　ウィルの呼びかけに応えたアラネアは、生きているのが不思議なくらいのひどい有り様だった。人間の上半身は肩から腰にかけての右半分が纏まとう衣裳ドレスごと消し飛ばされており、かろうじて無事な体も無惨に焼やけ爛ただれている。蜘蛛の下半身は脚が半分の四本しか残っておらず、艶つややかな内臓が剥むき出だしになっていた。さらに全身の至るところにこびりついた黒い粘液は未いまだ激しく燃え盛り、アラネアを焼き尽くそうとしている。

　──消えない炎と広がる火傷やけど。ただ幸い心臓は二つとも無事であり、極彩色に光り輝く《禍回復リジエネレイト》の魔紋がかろうじて命を繋つなぎ止とめている状態だった。

　今はわずかに《禍回復リジエネレイト》が勝まさっているようで、肉体は少しずつ再生しはじめているようだったが、それもいつまで持ってくれるかわからない。

　ウィルたちの体内を流れる魔力は、草原を囲う鳥籠のような赤黒い光に刻一刻と奪われ続けているのだ。猶予は少ない。

「……待ってろ。すぐ終わらせてやるからな」

　魔力の青白い光が宙を舞い、空へ昇っていく中。ウィルは両手の得物を握りしめると、ゆっくり背後を振り返る。

「おっ、よかった！　アラネアちゃん、生きているみたいだね。殺すことには慣れているけど、殺さないのは初めてだからさぁ。死なない程度に殺すのも、楽じゃない」

　明るい声で無邪気に笑って言いながら、ミザリーが歩み寄ってきていた。

　その周囲にはアラネアを追いかけていた赤い刃やいばが集められ、ミザリーを取り巻くように旋回している。刺されば爆砕して燃え上がる短刀ダガーは、アラネアに撃墜されて随分数を減らしていたが、まだ二十はありそうだった。

　加えてミザリーの全身には、他にも未知の魔紋が刻まれている。二百人もの刻印騎士をたった一人で虐殺したという刻印魔法の数々が。しかし、

「ミザリー」

　ウィルは臆さずミザリーに向き合うと、瀕ひん死しのアラネアを背後にかばい、双そう眸ぼうと四肢と心臓──《視覚強化》と《筋力強化》それから《禍回復リジエネレイト》の魔紋に、注げるだけの魔力を注いだ。腰を落として得物を構え、相手を睨にらむ。
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「さっき言ったよな。自分は殺すために生まれ、生きてる。だからどんな存も在のでも殺してみせるって……けど」

　ウィルの眼まなこに射い貫ぬかれたミザリーが足を止め、たじろぐように一歩下がった。刹那、

「──俺は、死んでも殺されねぇぞ!?」

　ウィルは激げき昂こうし、駆け出していた。逃げるためではなく立ち向かうため、大事なものを守り抜くために。





　　　　×××






　ウィルが地面を蹴った瞬間、ミザリーの周囲を漂っていた赤刃が撃ち放たれて一直線に飛来してくる。数は四。本来ならば視認できないほどの速度で迫り来る魔法を、ウィルは強化された視力で完璧に捉えきり、最小限の動きで躱かわした。

　同時に視界の外から回り込むように襲いかかってきた別の赤刃も転がって避よけ、躱した刃やいばがひるがえって追いかけてくるより速く、再び地を蹴る。彼我の距離は約二十米メートル。

　ミザリーの表情に、焦りの色が浮かんだ。

「くッ!?　君も案外すばしっこいじゃないか、ウィル！　だったら──」

　次に放たれてきた赤刃は倍の八、さすがに全ては躱しきれない。

　むしろ下手に躱そうとすれば、先ほど避けた刃に追いつかれて挟撃に遭い、爆殺されて終わりだ。即座にそう判断したウィルは無理に避けることをせず、疾走の勢いを殺さないまま襲い来る刃の群れに真っ向から突っ込んでいく。

「ぐああッ!?」

　小剣を握るウィルの右腕、前腕を赤刃が貫き、爆はぜた。凄すさまじい爆圧は右腕のみならずウィルの右上半身を抉えぐるように吹き飛ばし、べちゃりと浴びせかけられた熱い粘液が豪々と燃え上がる。ウィルの体が横殴りに吹っ飛ばされ、草原を転がった。そこへ、

「──《攪拌する脳錐ブレインドリル》！」

　ウィルの頭を貫かんと放たれてきた槍やりのような魔法を、ウィルはすぐさま起き上がって躱すと、燃え盛る炎に包まれたまま、残り十米と迫ったミザリーに突貫していく。

　たとえ魔法を喰くらっても、脚が残っていれば走れるし、得物を握る腕が一本でも残っていれば戦えるし、眼球が片方だけでも無事なら相手を見失わない。そして、心臓が鼓動を刻んでくれてさえいれば──

「──《禍回復リジエネレイト》！」

　叫んだ瞬間、ウィルの心臓に刻まれている魔紋が輝き、極彩色の光に包まれた右半身がみるみるうちに再生されていく。

「!?　本当に、でたらめな治癒魔法だなぁ！」

　ミザリーが残りの赤刃をまとめて飛ばし、ウィルを迎撃しようとするが、焦りのためか軌道が甘い。ウィルは魔法をくぐり抜けながら一気に距離を詰め、左手の小刀ナイフをミザリーの頭上目がけてぶん投げた。その直後、左腕を赤刃が穿うがち、爆砕する。

「ぐうッ!?　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！」

　疾走を止められたウィルは踏ん張ることでなんとか衝撃に耐えると、前後左右から迫り来る魔法を避よけるため、強化された脚力で高く跳び、

「ミザリイイイィッ！」

　再生された右手で投げた小刀ナイフを逆手に掴つかむと、眼下のミザリーを睨にらんだ。

　狙うのは──

「ああ、なるほどね……」

　ミザリーがウィルの眼光を受け止め、冷徹に瞳を細めた。口端が吊つり上あがり、右手首に刻まれている紫の魔紋が光り輝く。

「──心臓か」

　ミザリーが独りごち、右腕を振り抜いた。全てを斬り裂く斬殺の魔法《狂い無き空刃サニテイエツジ》が、骨肉ごと心臓を両断するべく斜めに斬り放たれる。

　ウィルは空中で身動きが取れず、避けることができない。刃やいばはウィルの上半身を断ち、振り上げられた小刀ナイフが突き立てられるより速く、絶命させる──はずだった。

　しかし、刃はウィルの襯衣シヤツと胴着ベストを裂いたところで弾はじかれ、防がれる。ウィルの胸元に巻きつけられた、白い吊綱ロープの鎧よろいによって。

　それはオーレリアとの戦闘の際、ウィルが片腕に巻きつけて篭こ手てのように活用していた吊綱ロープ。かつてアラネアが強きよう靭じんな糸で編み、ウィルに贈ってくれた代物だ。

　ミザリーの魔法を防げるのかどうかは正直賭けだったが、この吊綱ロープは毛髪ほどの太さの糸を何十本も束ねて作られているため、頑強さは糸一本の比ではない。必ず止めてくれるはずだと、信じた上での行動だった。

　必殺の魔法を弾かれたミザリーが「えっ──」と固まる。もはや回避や迎撃が間に合うような距離ではなかった。ウィルは右手の小刀ナイフを握りしめ、

（──殺とった！）

　目を見開いてぽかんと突っ立つ無防備なミザリーの胸に、終わりの刃を突き立てようとする。その間際、ふと様々な追憶が脳裏をよぎった。

　現れるや否いなや凶悪な大剣で罪人を惨殺し、血ち塗まみれのまま微笑ほほえみかけてきた処刑人。

　恐ろしくも頼もしい協力者かと思いきや、妙に自信家な上わがままで、探たん窟くつでは幾度となく手を焼かされたこと。隙があればすぐ無駄口を叩たたいてはつまらない冗談を言い、馴なれ馴なれしく絡んでくる彼女がウィルは本気で鬱陶しくて、面倒臭くて、ことあるごとに苛いら々いらさせられていたような気がする。

　彼女が抱える狂気や秘密、血ち腥なまぐさいほど盛んな血気に恐怖を覚えた機会も多い。

　なのに、どうしてなのだろう。こんなとき思い浮かんでくるのは、鮮血と殺意に塗まみれた処刑人の表情ではなく無邪気な、人懐っこい笑顔ばかりで──

「ウィル……」

　渾こん身しんの力を込めて振り下ろされた小刀ナイフの刃やいばが、胸に突き立てられる寸前。惚ほうけたように静止したまま、自分の名を呼ぶか細い声を聞いた瞬間。

「────ッ!?」

　ウィルは目を閉じ、言葉にならない絶叫を上げていた。花をぐしゃりと踏み潰して着地する。甘い香りと血の臭い。ウィルは、ゆっくり瞼まぶたを開いた。

「くそッ」

　吐き捨てる。ウィルが握った小刀ナイフの切っ先は、ミザリーの左胸に触れるか触れないかというところで止められていた。腕が動かず、刃を押し込むことができない。

　ウィルは、また──

「…………。まさか、殺せないのかい？」

　尋ねられ、うつむかせていた面を上げる。ウィルを見下ろす銀色の眼まなこは爛らん々らんと、獰どう猛もうに輝いていた。開ききった瞳孔の奥、強い殺意が渦を巻く。

「なら、お手本を見せてあげよう」

　──ばいばい、と。紫色の魔紋に彩られた右手を振り上げながら、囁ささやくのと同時。

　ためらいなく振り下ろされた処刑人ミザリーの手刀が、まるで断頭台ギロチンの刃のようにウィルの首を刎はね、斬り落としていた。





　　　　×××






　首をなくしたウィルの体が崩れ落ち、前のめりに倒れ伏す。断面から噴く鮮血が浴びせかけられ、ミザリーの衣裳ドレスを赤黒く汚した。

　ミザリーは──動かない。手刀を振り下ろした姿勢のまま硬直し、物言わぬ亡なき骸がらと成り果てたウィルの胴体を凝視している。唇が吊つり上あがり、笑みがこぼれた。

「……あはッ」

　しゃがみ込み、自らの手で斬り落とした頭部をそっと拾い上げる。焦点を結んでいない淡褐色の瞳を覗のぞき込こみながら嗤わらって、

「あははは、ははは……ねぇ。死んだ……のかい、ウィル……？」

　話しかけるが、反応はなかった。当たり前だ。死者と生者の視線が交わることはなく、骸むくろが言葉を返すこともない。ウィルの命が潰ついえたことを理解したのか、ミザリーの笑みが深まり、頭部を持つ両手にぐっと力が込められる。

「……そうか。死んじゃったんだ……ふふっ。そっかぁ……そうだよね。私が、殺したんだもん。はは……はははは……」

　呟つぶやく声は消え入りそうで、漏れ出す笑いは空虚な響きを帯びていた。血濡ぬれた指で頬ほおを撫なで、ミザリーが表情を消す。

「──ウィル」

　呼びかけ、頭部を胸に抱いた。かすれた声で問いかける。

「ど、どうして……なのかなぁ？　胸が──」

　ミザリーの顔が歪ゆがんだ。言葉を詰まらせ、唇を噛かむ。抱きしめられたウィルの頭部に、透明な雫しずくが落ちた。嗚咽おえつが漏れる。

「痛いよ」

　嗚咽はいつしか慟どう哭こくへと変わり、ミザリーが涙を溢あふれさせた。ウィルの頭部を掻かき抱いだきながら、もう届かない想おもいを吐露する。

「……なんでなんだよ。こんなこと……今まで一度もなかったっていうのに！　殺して、こんな……辛つらく、苦しい気持ちになるなんてこと……うう。なんだよ、一体……なぜなんだよぉ、ウィル？　私は殺すために生まれて、殺すために生きているのに、どうして……私は、君に──生きててほしい。死んでもらいたくなかった、なんて……思ってしまってるんだよおおお!?」
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　ミザリーが絶叫し、ウィルの頭部を壊れんばかりに抱きしめた。嘆きに合わせて震える肩が、ぽんぽんと叩たたかれる。

「──う？」

　ミザリーが顔を上げ、次の瞬間、目を丸くした。

　ミザリーの肩に伸ばされた手は、ウィルの右腕。首をなくして倒れ伏している、胴体のものだったのだ。

「うわああああああ!?」

　抱えていた頭部を放り出して尻もちをつき、ミザリーが後あと退ずさる。投げ捨てられたウィルの頭部が「痛いてっ」と声を上げ、顔をしかめた。

「捨てんな。大切な首なんだから、もっと丁寧に扱ってくれ」

「あ……あああ、ぁ……」

　ウィルはあんぐり開いた口をぱくぱくさせるミザリーの前で頭部を拾い上げると、起き上がり、片手で首を元の位置に戻してしっかり癒着させる。地面に座り込んだままウィルのことを指差し、ミザリーがわなないた。

「ウィ、ウィル……君、死んだはずじゃ……？」

「ああ、死んだよ。一瞬だけな」

　苦笑して、頭部から手を離す。首をこきりと鳴らしながら答えた。

「死んで鼓動が停止したから、心臓に刻まれている再生の魔紋──《禍回復リジエネレイト》が発動したんだ。たとえ首を斬り飛ばされたとしても、心臓が無事で魔力が残っている限り死ぬことはない。どんな損傷や欠損も治して、よみがえる……言っただろ？　俺は死んでも殺されねぇって」

　とはいえ《禍回復リジエネレイト》は体の損壊が激しいほど、そして治す速度を上げるほど、消耗する魔力も跳ね上がるという欠点を持つ。

　消し飛ばされた右半身を瞬く間に再生させたウィルの体内に残る魔力はわずかで、未いまだ満まん身しん創そう痍い。負傷した肉体を少しずつ治すのが精一杯の状態であるため、左の腕は失われたままだった。いつ魔力切れを起こしても不思議ではなく、今この瞬間に首を刎はねられでもすれば、今度こそウィルの命は絶たれるだろう。しかし、それでも──

「──どうする？」

　ウィルは余裕の態度で微笑ほほえむと、赤く腫れ上がった目を見据えて訊きいた。

「まだ殺やるか、ミザリー？」

「…………」

　ミザリーがうなだれる。ウィルの首を斬り落とした手を見つめて、弱々しく笑い、

「……ううん。もういい……もう、いいよ。私の負けってことにしてあげる。私は、君を殺せない……殺したくない、みたいだからさ」

　ミザリーがそう呟つぶやくと、辺りを覆う赤黒い光の鳥籠が消え、宙を漂う青白い魔力の光がウィルや草原に横たわるアラネアの体へ吸い込まれていった。

　枯渇しかけていた魔力が戻り、手傷がみるみる再生されていく。

「私から君たちへ、せめてものお詫わびだよ。それが私のお仕事だからとはいえ、いっぱい傷つけちゃったからなぁ……ごめん、ウィル。アラネアちゃんも、ごめんねぇ？」

　ついさっきまで敵だった相手に謝罪され、まだ治りかけの体を起こしたアラネアが目をぱちくりさせた。ウィルは「別に」と頬ほおを掻かく。

「危うく死にかかったけど、結果的には死んでないから、まぁ……ひとまず、大目に見ておいてやる。むしろお前の方こそ平気なのか、ミザリー」

「平気って？」

「いや、あいつ……」

　ウィルが視線を向けた先では、オーレリアの背中に腰かけていたシスカが立ち上がり、物もの凄すごい形相でこちらを睨にらみつけてきていた。その右手には、小剣が提げられている。

「ミザリーッ！」

「うん？　なんだい、シスカ」

「なんだい、ではありませんっ！　何をしているのです!?　惚ほうけたことを言っていないでその邪魔者を排除し、目標の魔獣を捕縛しなさい！　さもないと──」

「──さもないと、何？」

　シスカの怒声を遮って、ミザリーが唸うなった。

「私のことを強引に捻ねじ伏ふせ、無理やり命令を聞かせるのかい？　ふふっ……《隷れい呪じゆ》もないのに、どうやって？　君が持ってるその鞭むちみたいな小剣おもちやで、お仕置きでもするつもりなのかなぁ？　そんな生易しい折せつ檻かんで、私が服従させられるとは思えないけど」

「えっ……」

　剣を手に歩み寄ってこようとしていたシスカが絶句し、固まった。威嚇ではない本気の殺意を向けられ狼ろう狽ばいするシスカに、ミザリーは言う。

「私はウィルを殺したくない。だから、殺さない……誰に命令されようともね。絶対に、従わないよ？」

「くっ!?　な、生意気な……監察官の私に対し、まさかここまで反抗的な態度を取るとは……ふふふ。いいでしょう。では、仕方がありません」

　シスカが嘆息をこぼした。頬を掻き、剣けん呑のんな気配を和らげて苦笑する。

「殺さなくても結構ですよ、ミザリー。貴女あなたがそこまで仰おつしやるのなら、始末しなくて大丈夫です。首を刎はねられても死なない魔紋には、やはり研究の価値がありますからね。殺すのではなく半殺しにして、監獄まで連れ帰ることにしましょう？」

「嫌だ」

　シスカの言葉を撥はねのけて、ミザリーが肩をすくめた。

「そしたら、また全力で抵抗されるだろ？　私はウィルを殺したくないし、傷つけたくもないんだ。だから、ね──」

　ミザリーが瞳を細める。そして、

「君らとは、ここでお別れしたいと思う」

　と告げた。

「──は？」と目を剥むくシスカに対し、ミザリーは続ける。

「まぁ、場合によっては最初からそうするつもりだったんだけどさ。私はあくまで自分のために、君らを利用していただけだし。互いの意見が合わない以上、決裂は仕方ない……私は私の目的のため、このままウィルたちと探たん窟くつを続けて、奥へ向かわせてもらうよ」

「…………。裏切るのですか」

　シスカがスッと表情を消し、低い声音で尋ねた。

「罪人として捕らえた貴女あなたを丁重に扱い、散々わがままを聞き……お互い持ちつ持たれつの『協力関係』にあった、私たち監獄を。裏切り、逃亡しようというのですか？」

　ミザリーは応えない。だが、その沈黙が答えを物語っている。シスカが溜ため息いきを吐つき、目を伏せた。眼鏡を外し、頭痛をこらえるように額を押さえてから、

「なんと愚かな」

　眼鏡をかけ直して吐き捨て、ミザリーに左手を向ける。掌てのひらに純白の魔紋が浮かび上がるのと同時、ミザリーの首に巻かれた調帯ベルトにも魔紋が浮かんだ。

「ならば、死になさい。貴女の首輪に刻まれている《呪殺》の魔紋は、私の命が失われずとも発動させられるということを忘れましたか？　これが最後の警告ですよ、ミザリー。前言を撤回し、命令に従いなさい。さもなくば──」

　シスカが嗤わらい、首輪の魔法を発動させようとした瞬間。

「……首輪？　ああ、これのことかい」

　ミザリーが人差し指で首筋を掻かくようにして、あっさりと調帯ベルトを断ち斬る。

　斬殺魔法《狂い無き空刃サニテイエツジ》の刃やいばを飛ばすのではなく、指先に纏まとわせたのだ。外した調帯ベルトを無造作に捨て、ミザリーが嗤い返した。

「こんなもの、私の魔法が使える状態だったらなんの役にも立たないさ。これまでは利害が一致してたから大人しく従って、仲良くやってあげていたけど」

「ミ、ミザリー……」

「その必要もなくなったしね。容赦しないよ？」

　お返しだとでもいうように、シスカに向かって左手をかざし、ミザリーが八重歯を剥むき出だす。肩口から指の先まで腕全体に魔紋が浮かび、白金色に輝いた。

　シスカが「ひっ!?」と後あと退ずさり、両手を前に突き出して必死にミザリーをなだめる。

「ま、まままま、待ってください！　まさか、私を殺す気ですか!?　そんなつもりはありませんよね、脅しですよねぇ!?」

「──だと思うかい？」

　ミザリーが口端を歪ゆがめ、いたぶるような口調で急せかした。

「なら、さっさと逃げろよシスカ。無駄な悪あがきはせず、消えるんだ。私の気が変わらないうちにさぁ!?」

「……ッ！」

　シスカがすぐさま踵きびすを返し、草原に落ちていた荷物の背嚢リユツクを担ぎ上げてから全力で逃げ去っていく。途中でこちらを振り返り、

「お、覚えてなさい貴方あなたたち!?　監獄を敵に回すということは、王国や魔法院を敵に回すも同然なのです！　必ず後悔することに──」

「──《剿滅の殲光ガンマレイ》！」

　刹那、ミザリーの掌てのひらから撃ち放たれた閃せん光こうが、喚わめくシスカの傍そばをかすめて彼方かなたの岩壁を穿うがった。シスカが「ひいいいいいいっ!?」とすっ転び、背嚢リユツクの中身をぶち撒まける。

　ミザリーが「ぷっ」と吹き出し、腕を下ろした。

「あはッ、びびってるびびってる。今までお世話になった相手だからね、特別に見逃してあげるよ。ばいばい、シスカ」

　大慌てで起き上がるなり、脇目も振らずに逃げ去っていく背に手を振って、ミザリーがぽつりと呟つぶやく。

「見逃してあげたはいいけど……彼女、独りで地上まで帰れるのかな？」

「……さぁ？　運次第じゃないか」

　常人なら魔獣の餌になりそうなものだが、ミザリーの監察官を任せられるくらいの人物なのだ。相応の実力は持ち合わせているだろうし、よほど危険な魔獣に遭遇しなければ、生きて地上に戻るのも不可能ではないように思えた。というか、今はそれよりも──

「ミザリー」

　ウィルは残されたミザリーと対たい峙じし、銀色の双そう眸ぼうを見つめる。

「お前はさっきこのまま俺たちと探たん窟くつを続けて、迷窟の奥を目指すつもりだって話してたよな。その目的は、なんなんだ？　それに、監獄を利用していたっていうのは……」

「ふふっ」

　問いかけられたミザリーが笑み、ウィルの瞳を見つめ返した。表情こそ笑っているが、眼まな差ざしは真剣そのものだ。ミザリーは答える。

「キルマリア・クライスト。三年前の襲撃以降、行方知れずになっている私の母を見つけ出すことさ。私はそのために監獄や魔法院と手を組み、迷窟に来て……アラネアちゃんを探していたんだ」
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「──行方知れずのキルマリアを探す。私が抱くその思いは、彼女の頭脳や才能を手中に収めたい監獄側も同様だった。だから私は捕らえられた後も彼らに力を貸して、母の行方を追い続けていたんだよ」

　魔力を吸われて光をなくした白い花々が咲く、静せい謐ひつな草原。傷を癒いやしつつ、疲れた体を休めるウィルたちに、ミザリーは滔とう々とうと語った。

「まぁ私は囚とらわれの身だったから、できることは情報提供くらいなものだったけれどね」

「ん？　いや、処しよ刑けい衆しゆうとして外に出る機会は何度かあったはずだろう。一年前、迷窟にも来て──」

「え？　私は『処刑人』だけど、処刑衆ってわけではないよ？」

　眉をひそめるウィルに首を傾かしげて、ミザリーは言う。

「前に話してあげたじゃないか。私は三年前に捕まってから、ずうっと檻おりの中にいて……外に出たことはもちろん、迷窟に潜ったこともないって」

「……そうだけど。迷窟で俺たちを襲った奴やつは、お前と同じ魔法を使ってきたんだぞ？　さっきお前がシスカに撃った光の魔法だ。アラネアは、それで上半身を……」

「ああ。その子は、私の『模造品』だね」

「──模造品？」

「私の体に刻まれている魔紋を研究して分析し、魔紋の一部を他者の体に転写コピーすることで生み出された処刑衆……確か《模造験体レプリカント》って呼ばれていたっけな？」

　ミザリーは羽織り直した外套ローブを着崩し、剥むき出だしの二の腕を撫なでながら明かした。

「私が監獄に囚われてから、作られはじめた子たちだよ。母が私の肉体に残した魔紋は、格好の研究材料だからねぇ。私は母を絶対傷つけないこと、生きて捕らえることを条件に母が遺のこした作品であるこの身をある程度、自由にさせてあげていたのさ」

「……な、なるほど」

　だから、同じ魔法を使っていたのか。

　一人目の処刑衆が撃ち放ってきた《皆燼の焼夷刃ナパームデス》を連想させる光の矢も、ミザリーの魔紋から生み出されたものなら、似ているのにもうなずける。

　ウィルは納得すると共に安あん堵どし、ミザリーに対する警戒を緩めた。

「ふふっ、誤解が解けて何よりだ……と、まぁそんな感じで。私自身は長らく獄中で暇を持て余していて、母の行方に関する手がかりも全然見つからなかったんだけど。一年前、アラネアちゃんの話を聞かされたとき、私はびびっときたんだよ。上半身は人間で下半身は蜘く蛛も。その奇妙な魔獣と母は、何か関係あるんじゃないかって」

「……ッ！」

　アラネアが息を呑のむ。その肉体は既にほとんど元通りのようにも見えるが、内臓は未いまだ再生途中で、完治には至っていない。

　緊張に身を強こわ張ばらせるアラネアを横目に、ミザリーは続ける。

「それでずうっと気になってたら例の暴動事件が起きて、さらに首尾よくアラネアちゃんが目撃されたんだ。私は脱獄者を始末するため、そしてアラネアちゃんを確実に捕まえるため、迷窟に来て……そこで、たまたまウィルに出会った」

「今思うと、すごい偶然だよな」

「あはは。まさしく運命の出会いだよねぇ」

　冗談めかしたことを言い、ミザリーが笑った。

「そのウィルがアラネアちゃんと繋つながってるなんて、出会った当初は思いもよらなかったけど……最初に引っかかりを覚えたのは、君がオーレリアと殺やり合った直後だ」

「俺がミザリーたちと行動してから初めて《禍回復リジエネレイト》を使った後だな。お前は俺に魔紋のことを訊きき、キルマリアの名を口にしてきた──」

「うん。あのとき、私はウィルに魔紋を刻み込んだのは母なんじゃないかと勘ぐっていたんだ。だから探りを入れたんだけど、実際は違ってた。あれは、アラネアちゃんが刻んだものなんだよね？」

「……ああ。二年前、迷窟の深層で死にかけてた俺の命を助けるために、アラネアが刻み込んでくれた魔紋だ」

「──へぇ？　やっぱり、ね」

　ウィルの答えを聞いたミザリーが、銀色の双そう眸ぼうを光らせる。

「なら、訊かせてもらうけど。迷窟に棲すむアラネアちゃんがどうして、人間が編み出した魔法を使えるんだい？　君は何者──」

「わからない」

「わ、わからない……？」

「アラネアには、記憶がないんだ」

　ウィルはすぐさま助け舟を出し、訝いぶかしむミザリーに事情を話した。

「自分が一体何者なのか、どこでどんな風に生まれて、なぜ迷窟で暮らしていたのか……アラネア自身が、それを誰よりも知りたがっているんだよ」

「……そうなの？」

　ミザリーが目を丸くして、アラネアを見る。アラネアは「うん」と首肯し、

「わたしにあるのは、ちゅうとはんぱな『ちしき』だけ。だからわたしは、じぶんによくにたウィルをたすけて、ウィルがいきてたちじょうのせかいに、いってみようとしたの。そうすれば、なにかわかるかもしれないとおもって」

「…………。ふぅん？」

　ミザリーが顎に手を添え、思案した。沈黙の後、

「これは、私の推測なんだけれどね──アラネアちゃんは、私と同じようにキルマリアの手で創り出された存在なんじゃないかと思う」

　と告げてくる。推測なのだと前置きしながらも、その口ぶりは確信めいていた。

「えっ？」

「……なんでそう思うんだ？」

　アラネアが驚く一方、ウィルは冷静に尋ねる。話の流れからなんとなく、予想はできていた。問題は、ミザリーがそう結論づけるに至った理由だ。

「理由は、ずばり心臓さ」

「──心臓？」

「うん。例の馬鹿げた治癒の魔紋は、ウィルやアラネアちゃんの心臓に刻み込まれているんだろ？　そんな魔紋を、ウィルは他に知っているのかい？　肉体の表面じゃなく内臓、それも体の核である心臓に刻み込まれるような魔紋を」

「いや……見たことも聞いたこともないな」

「私は知っているよ」

　言い放ち、ミザリーが自らの左胸を押さえる。ウィルは目を見開いた。

「!?　まさか──」

「他ならぬ、自分の心む臓ねに刻まれているからさ。その魔紋の名は《堕とし子の祝福ブレスザフオール》──血液と共に体内を巡る魔力を、爆発的に増大させる魔紋だ。これがなきゃ、私はとっくに魔力切れを起こしてるだろうねぇ。たとえ《汚穢の苗床フイルシークレイドル》の恩恵があっても」

「た、確かに……あれだけ強力な魔法だもんな。一発だけでも、かなり消耗するはず」

　戦いの最中は派手な魔法に意識を奪われていて気が回らなかったが、真に常軌を逸しているのは、そんな魔法を連発できるミザリー自身なのかもしれない。

「……そうだったのか。ミザリーも、心臓に魔紋を……」

　どんな傷でも治してしまう魔紋に、あらゆる魔法の源である魔力を大幅に高める魔紋。種類は違えど、どちらも恐ろしく有用な魔紋だ。

　そしてそれらが同じ箇所、通常なら魔紋を刻み込もうとすら思わない臓器に存在するということは。

「もうわかっただろう、ウィル？　アラネアちゃんは私と同じ、キルマリアの作品で……彼女は今も、迷窟の奥深くで生きてる。誰にも邪魔されることがない深層でひっそりと、研究を続けているに違いないんだ」

　祈りにも似た声で呟つぶやき、ミザリーが胸元に当てた手をぎゅうっと握る。強い意志の光が宿った瞳でウィルを見つめて、

「だから、私は迷窟の深層に行く。誰に邪魔されようと、何が立ち塞がろうとも必ず母を探し出す。そのために今一度、君の力を貸してもらえないかな？」

「ん……」

　歪ゆがみない真まっ直すぐな眼まな差ざしで頼まれ、ウィルは目をしばたいた。ミザリーは──自らの目的のため監獄を利用し、裏切った処刑人の少女は溌はつ剌らつとした表情で、

「監獄の処刑人として罪人狩りを愉たのしみながら、母を探すのも悪くなかったんだけど……君たちと手を組んだ方がより確実に、早く底まで辿たどり着つけそうだしね？　ふふっ」

「……監獄の次は、俺たちを利用しようってか？」

「利用だなんて聞こえが悪いな」

　ウィルの皮肉にむっとした後、ミザリーが苦笑する。

「確かに監獄のことは最初から利用するだけしてやろうって思ってたけど。私が監獄じゃなく君らについた理由は、目的のためだけじゃない。ウィ、ウィルと……」

　そこで突然言いよどみ、ミザリーが視線を逸そらした。赤らんだ頬ほおを掻かき、照れ臭そうに言葉を継いだ。

「ウィルと一緒にいたい。もっとたくさん、楽しく探たん窟くつしたい……って。そう強く感じたからなんだ。君を殺した──殺したと思った、あの瞬間に」

「…………。そう、か」

「君らを傷つけたことは、本当に申し訳なく思っているよ。だから、仲直りがしたい……だ、だめかなぁ？」

「…………」

「ああ、もちろん無タ償ダでとは言わないよ!?　私も君らに力を貸すし、それでも足りないんだったら、この魅力的な肉体カラダを──」

「馬鹿。いらないよ、そんなもん」

　焦ったように畳みかけてくるミザリーを遮り、ウィルは溜ため息いきをこぼした。

「何が魅力的な肉体カラダだ。無駄な自信と脂肪ばっかりつけやがって」

「……ひどくない？」

「お前の母がアラネアと関係しているかもしれないんだったら、俺たちの目的も同じだ。深層へ行き、そのキルマリアって魔法士を見つけて、アラネアのことを聞き出す。なら、協力しない理由はないだろう」

　正直、俺もお前との探窟は嫌いじゃなかったみたいだからな──とまでは、わざわざ口にしてやらなかったが。ミザリーを殺そうとしたとき、自然と脳裏に浮かんだ笑顔を思い返しながら、ウィルは柔らかく相好を崩す。

　ウィルの悪態に頬を膨らませていたミザリーが「ウィル！」と歓声を上げ、抱きつこうとしてきた。それを「ただし」と押おし留とどめ、ウィルはアラネアへと視線を向ける。

「アラネアが赦ゆるしたらだ」

「……………………」

　金色の双そう眸ぼうでミザリーのことを見つめるアラネアは、まったくの無表情。

　ウィルはひとまず赦してやったが、今回ウィル以上に深い傷を負わされたアラネアが、ミザリーの同行を認めてくれるかどうかはわからない。固唾を呑のんで返答を待つミザリーを無言でじいっと凝視した後、アラネアは短く答えた。

「ゆるさない」

　アラネアに拒絶されたミザリーが、泣きそうに顔を歪ゆがめる。

「けど、ウィルがゆるしたなら、ゆるす。わたしも、じぶんのことがしりたいし。いまはもう、きけんなかんじもしないから……うん、いいよ。なかなおり、してあげる」

　アラネアが瞳を細め、うなずいた。ミザリーが「ア、アラネアちゃん……」と涙ぐむ。ウィルは二人のやり取りを見て安心しながら、視線を移し、

「──オーレリアは、どうする？」

　一人離れた場所で腕を組み、たたずんでいる《赤あか騎き士し》に問いかけた。

「シスカはいなくなっちまったし、処刑人の仕事を手伝う必要もなくなっただろうから、ここから先は無理に付き合わなくても構わないぞ」

「……ふんっ。確かに、な」

　ウィルの言葉を噛かみしめるように、オーレリアが瞼まぶたを閉じる。

「私の目的は人を斬ること。ならば看守の女がいなくなった今、わざわざ貴様らと行動を共にし、深層へ行く意味はない。だが──」

　オーレリアが目を開き、昏くらく濁った碧あおい瞳でウィルを見返した。

「ここで袂たもとを分かったとして、他に行く当てもない。故にまだこのまましばらくは、付き合わせてもらうとしよう」

「お、おう……そうか？　なら、よろしく頼む。理由はどうあれ、力を貸してくれるのはありがたい。今回も、なんだかんだで助けられたしな？」

「あはは、結局オーレリアもウィルと一緒にいたいんじゃないか。まぁ、そうだよね……じゃなきゃシスカに楯たて突ついて、武器を渡してあげたりなんかしないもんねぇ？　結果的には椅子だったけど、いい活躍っぷりだったと思うよ、うん」

「黙れ。あの屈辱は、必ず果たす」

　にやにや嗤わらってからかうミザリーに、オーレリアが吐き捨てた。そのやり取りを横目に見つつ、ウィルは「……さて」と立ち上がる。

　かつてウィルから仲間を奪った魔獣と犠牲者たちの骸むくろが横たわる草原、アラネアと離れ離れになった因縁の場所を眺め回して目を閉じ、深呼吸した。

　草花の匂いと死し骸がいの臭い、迷窟の饐すえた空気を吸い込んでから吐き出して、言う。

「──行くか」

　新たな『仲間』たちを眺めやり、ウィルは続けた。

「監獄を敵に回したっていうことは、俺たちも賞金首と同じ追われる側だ。魔獣、罪人、それから追手……厄介事はこれまで以上に多いはず。とりあえず、どこかゆっくり休める場所まで移動してから、改めて話し合いだな」

　グレイルラント大迷窟。そこは光届かぬ地の底で獣同士が喰くらい合い、人間同士が殺し合いを続ける過酷な世界だ。それでも、ウィルはなんとなく──

「了解っ！　だけど心配いらないよ、ウィル？　もはや私は完全に自由の身だからねぇ。魔獣も罪人も追手も、何が来ようと片っ端から殺し尽くしてあげるとも！」

「ふふふ、だな。殺す相手に事欠かないのは喜ばしいことだ」

　大剣をぶん回しながら張り切り、歩きはじめるミザリーに、オーレリアが続く。そんな二人の後ろ姿を眺めるアラネアの手をそっと取り、ウィルは笑った。

「帰ろう、アラネア。懐かしい地下に」

　──探たん窟くつ者しやと処刑人、元英雄の殺人鬼に異形の少女。風変わりな探窟隊で辿たどる深層への道程は、きっと楽しいものになるだろう……と。

　そんな楽観的ともいえる予感を、ウィルはこのとき抱いていたのだ。新たな脅威がすぐそこにまで、迫ってきているとも知らず。





　　　　×××






　シスカ・フラニカは、苛いら立だっていた。邪魔な石ころを蹴り飛ばしながらずんずん歩み、ここにはいない相手に向かって、罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐き散らす。

「あのクソ売女ビツチ！　何裏切りやがってるんですか、死ねっ！　三年前からお前の世話役として、あれこれ面倒見続けてやった私を……あっさり捨てて、ほんの数日一緒にいただけの男に乗り換えるとか、まじあり得ねぇでしょ!?　あの尻軽女あああ！」

　喚わめくシスカの右手には血だらけの小剣が握られていた。白銀色の刃やいばと白い衣服を赤黒く染め上げているのは、魔獣の血。出遭う魔獣を裏切り者の少女とその仲間だと思い、八つ当たりして手当たり次第に斬り刻んできたのだが、

「あああ、くそッ……苛いら々いらしますねぇ!?」

　先ほどからちっとも魔獣に遭遇しない。なぜなのだろうと疑問に感じたとき、ふと思い出す。シスカが今いる洞穴は、通称『竜の巣穴』──探窟者の少年いわく、ここには魔獣がほとんど生息していないのだ。巣の主、ずば抜けて強大な存在である地ち竜りゆうを恐れて。

「…………」

　シスカは思わず足を止め、罵声を呑のみ込こんでいた。体が大きくぶるりと震える。

「は、はんっ！　別にびびっていませんよ？　嬲なぶりがいのない魔獣ばかりで、退屈してたところです。是非、遭いに来てくださいよ!?　ねぇ、地ち竜りゆうさん！」

　シスカは声を張り上げて叫ぶと、握った剣を振り回しつつ、足早に歩きはじめた。確か地竜は巣に一匹しかおらず、遭遇することは滅めつ多たになかったはずだ。それでも──いや、だからこそ。シスカは強気な態度で吼ほえ猛たけり、

「おらぁ、来やがれッ！　クソ地竜がぁ！　細切れにしてやりますからよぉ!?」

　──ガギィンッ、と。傍らの巨大な岩石に向け、怒りに任せて振るった剣の刃やいばが、硬い手応えと共に弾はじかれる。シスカの魔剣《白蟒の蛇腹剣ホワイトサーペント》はキルマリアの工房アトリエから持ち出された品であり、岩石程度なら難なく斬り裂いてしまえる逸品だ。

　それが弾かれたということに、シスカの思考が停止した。シスカは「えっ」と声を漏らして、物の見事に欠けてしまった刃から視線を上げる。

　瞬間、目が合った。黒光りする岩石の表面に開いた、爬は虫ちゆう類るいの瞳と。

　見上げるほどに巨大なその岩石の表面は、よく見れば何か鱗うろこのようなものでびっしりと覆われている。長い首がもたげられ、丸め込まれていた四肢が蠢うごめくのを前にし、シスカはようやく理解した。シスカが岩石だと思い、剣を振るった相手は──休眠中の主ぬし、地竜の体だったのだ。

「うっ……わああああああ!?　ご、ごごごご、ごめんなさああああああい！」

　シスカが絶叫し、全力で逃げ出したのと、地竜の顎ががばりと開かれたのはほぼ同時。背後で凄すさまじい咆ほう哮こうが上がり、シスカの全身をびりびりと痺しびれるような衝撃が襲う。

（最悪だ、最悪だ、最悪だ、最悪だッ……）

　恐怖と絶望で卒倒しかけながらも、シスカは夢中で足を動かし、迷路のような洞窟内をがむしゃらに走った。馬鹿でかくて重たい背嚢リユツクを放り出している暇もない。

　地震のような激しい揺れが、ずしんッずしんッと大地を揺らし、

「ふ、ふざけんな！　なんで、私がこんな目に……あああ、嫌だあああ！　死にたくないいいい！　お願い、誰か……誰か助けてッ！　ミザリー、ミザリイイイイィ!?」

　地竜の腭あぎとがすぐそこまで迫る。いよいよ死を覚悟した瞬間、無意識のうちに自分のことを捨てた少女の名前を呼んでしまっていたことが悔しく、屈辱的だった。そんなシスカを嘲あざ笑わらうように石ころが爪先を引っかけ、シスカは派手にすっ転んでしまう。シスカの体と投げ出された背嚢リユツクが、地面をごろごろ転がった。

「!?　あっ──」

　──終わった。それで心を折られたシスカは、地面に跪ひざまずいたまま諦め、瞼まぶたを閉じる。

　直後、ぴたりと咆哮が途絶えた。獲物を喰くい殺すはずの腭あぎとは、いつまで経たっても襲ってこない。一体どうしたのだろう──と疑問に思った刹那、竜の頭が上顎からずれ、ごとりと落ちる。頭部の上半分をなくした巨体が、ゆっくり倒れた。
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「ひっ!?　んひいいいいいい!?」

　外れんばかりに顎を開いて硬直していたシスカは、わけがわからないまま後あと退ずさり、噴き散らされる鮮血の雨から逃れた。そこへ──

「あれあれぇ？　誰かと思えば、シスカ先せん輩ぱいじゃないですかぁ。どうしたんです、こんなところにお一人で。迷子ですかね」

　背後から、ねっとりと絡みつくように間延びした男の声がかけられる。聞き覚えのあるその声にシスカはびくりと肩を震わせ、振り向いた。

「アルベルト……」

　シスカと同じカルタグラ魔導監獄の制服に身を包み、徽き章しようつきの帽子を被かぶった少年は、同僚であり後輩のアルベルト・フィッシャーだ。

　その背後には、全身を漆黒の甲かつ冑ちゆうで包んだ騎士のような人物がたたずんでいる。騎士は一振りの長剣を携えており、鎧よろいと同じく黒い刀身は紫色に光り輝く魔紋で埋め尽くされていた。その紋様には見覚えがある。斬殺魔法《狂い無き空刃サニテイエツジ》──ミザリーの肉体に刻まれている強力な魔紋の一つだ。

　瞬間、シスカは全てを理解していた。地ち竜りゆうを屠ほふったものがなんだったのか、黒鎧の人物が何者なのか、そしてなぜ看守の同僚が迷窟にいるのか。

「き、聞いてくださいアルベルト！　ミザリーが……ミザリーが、裏切りましたっ！」

「……なんだって？」と眉をひそめるアルベルトに、シスカは伝える。

　枷かせを解かれたミザリーが離反したこと、例の化け物には人間の仲間がいたこと。そしてその人間に刻まれている、殺されても死なない魔紋のこと──

「なるほど、事情はわかりました……つまり僕らが始末すればいいんですよね？　裏切り者のおてんば娘と、そのお仲間たちを」

「は、はい！　生きたまま捕らえられるに越したことはないですが、止やむを得えない場合は殺してしまっても構わないです。お願いします、アルベルト。私はこのまま地上へ戻り、監獄にこのことを伝えますので！　独りでも必ずや、迷窟を生き抜いて──」

「あ、大丈夫です。その必要はありませんよぉ？」

　冷たい言葉と共に、シスカの胸をずどんッと衝撃が貫く。悲鳴を上げることすらできず吹っ飛び、仰あお向むけに倒れたシスカの胸には、ぽっかりと穴が空いていた。

「[image: ]っ……ぁ……が……」

　声が出せない。喉の奥からせり上がってきた血がごぽごぽと鳴り、血泡となって口から溢あふれる。見開いた目を白黒させるシスカを見下ろし、アルベルトが嗤わらった。

　その右腕には物々しい篭こ手てに槍やりを組み合わせたような、奇妙な武器が装着されている。シスカの血で赤く染まった得物を見せつけるように掲げて、アルベルトは言った。

「あの娘が裏切るのはね、最初から想定済みだったんですよ」

　──と。細かな魔紋が刻まれている青銅色の瞳を細め、

「彼女と僕ら監獄は所詮、利用し利用されるだけの関係。価値がなったら見限り、捨てるのはお互いさまということですね。故に形ばかりの拘束をして、殺されても構わないような捨て駒をつけ、迷窟に向かわせたんです。どうしてだかわかりますかぁ、先せん輩ぱい？」

　喘あえぐシスカの胸を革長靴ブーツで踏みつけて、アルベルトが舌を出す。

「はぁい、残念！　答えはぁ……教えてあげませぇんよおおおおおおぉっだ！」
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　血ち反へ吐どを散らして叫ぶシスカに「ひゃはははは！」と耳障りな哄こう笑しようを上げ、アルベルトが足をどかした。嗜し虐ぎやくに満ちた甘い声で囁ささやく。

「まぁ、心配しないでくださいよ。先輩を裏切った《禁きん呪じゆ姫ひめ》なら、僕らがちゃんと殺しますから。死ぬほど痛めつけて、壊れるまで嬲なぶって……たっぷり後悔させてから、貴女あなたの下に送り届けてあげます。だからね」

　アルベルトはシスカの額に狙いを定めて右腕を引き、目を眇すがめると──

「安心して逝っちゃってください」

「…………ミザ、リー……」

　──ずどんッ。涙と一緒に彼女の名前をこぼした瞬間、衝撃が世界を揺さぶり、シスカの意識は闇に呑のまれた。





あとがき




　はじめまして、もしくはお久しぶりです、水みず城しろ水みず城きと申します。

　本作『罪人楽園』は私がＭＦ文庫Ｊで初めて書かせていただいた小説で、いわば新たな名刺代わりとでもいうべき作品です。

　なので私の好きなものをこれでもかとぶち込み、ぎゅうぎゅうに詰め込んでみました。殺人鬼、エクストリームミュージック、ゴア、タトゥー、チェーンソー、銀髪ヒロイン、異形ヒロイン、触手、拘束具、おっぱい……などなど。

　そんなまるで『全部乗せ』のような本作、いかがだったでしょうか？　盛り込みすぎてまとめ上げるのに苦労しましたが、著者は楽しく書けました。

　このあとがきを読んでくださっている読者の方々にも楽しんでいただけたなら、それに勝る喜びはありません。

　此こ度たびは世に数ある作品の中から拙著を手に取ってくださり、ありがとうございました。よろしければ是非、今後とも引き続き、本シリーズをよろしくお願いいたします。




　尚なお、本作はデビュー作から度々お世話になっている生なま煮にえさんに、イラストを担当していただきました。

　生煮えさんのイラストを眺めていると、デビュー当時のことが思い出されます。最初、生まれて初めて上がってきたキャラデザを見たときの興奮と感動は、あれからおよそ六年が経たった現在でも、鮮明に憶おぼえています。

　そして、今回『罪人楽園』のキャラデザやイラストを見て改めて、素晴らしいな──と感じ入りました。ウィルやミザリー、アラネアといったキャラクターたちに、著者の好みをピンポイントに抉えぐり込んでくるような画えで魂を吹き込んでくださり、ありがとうございます。全部が全部お気に入りですが、中でもリズの可愛かわいさときたら……もう……。

　また、担当編集のＴさま。この度は遅筆な著者と度重なる改稿、流は行やりとは言いづらい作風の企画にお付き合いいただき、ありがとうございました。いつも大変お世話になっております。せめて締め切りは落とさないよう、頑張ってまいります。




　最後に。本作『罪人楽園』には『ＳＩＮｋｅｒ×ＳＩＮｎｅｒｓ』という、表紙カバーにのみ記されている密ひそかな副題があります。狂深者シンカー×罪人たちシナーズ、大文字のＳＩＮは『罪』の意味です。罪と罪、探たん窟くつ者しやと殺人鬼が織り成す愉快（？）な物語。

　その行く末を温かく見守っていてくだされば……と、願いつつ。次の本で、またお会いしましょう。
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『幕間　夢見る少女の無垢な憧憬』





「ああぁんっ、もう！　物の見事にふられたあああ！」

　宵闇に包まれ、静まり返ったジェントの街路を宿に向かって歩きつつ、リズは喚いた。顔が熱く火照って感じられるのは、しこたま飲んだ酒だけが原因ではないだろう。

「男の子なら、あたしが本気で誘ってあげれば、一瞬でやる気になってくれると思ってたのに！　まさか、あんな重たい事情があったなんて……うう。聞いてないよぉ」

　はぁっと溜め息を吐き、がっくり肩を落としてうなだれるリズを、一緒に歩く友人たちが「どんまいっ！」と励まし、笑った。そのうちの一人、蜂蜜色の髪を側頭部で一結びにした少女──メルカがリズの肩を抱き、耳元でからかうように囁いてくる。

「彼、格好よかったもんねぇ。リズってば、ああいう男子が趣味タイプだったんだ？　無愛想クールで影がある感じ。まぁ、結果は玉砕だったけど」

　にやにや嗤うメルカに顔をしかめて「うるさいなぁ」と呟くと、リズは彼女を引き剥がしてもう一度、盛大な溜め息をこぼした。歩みを止めて、

「別に、見た目で気に入ったんじゃないから！　そりゃあもちろん、顔も好みではあったけどさぁ。あたしが彼に興味を持って、惹かれた理由は──」

　紺碧色の夜空を仰ぐと、胸に手を当てながら言う。

「純粋に、すごいなぁって感じたからだよ。あたしとほとんど変わらない歳なのに自分の力でしっかり生きて、しかも周りに一目置かれるくらいの大きな結果を残してるのが……眩しくて、憧れるなぁって。あたしは自立しているわけでも、何か特別成し遂げたい夢や目標みたいなものがあるわけでもないから」

　リズは刻印騎士見習いだ。騎士の両親を持ち、家族に促されるがまま、自らもまた騎士になるべく王都の養成学校で剣の稽古と勉学に勤しんでいる学生。リズたちがジェントへやって来たのは長期休暇を利用したいわば小旅行で、迷窟に潜ろうとした動機も腕試しを兼ねた暇潰しに過ぎない。そしてあわよくば罪人の首を獲り、一攫千金のお小遣い稼ぎを狙おうという、軽率で単純な腹積もりだった。でも、だからこそ──

「あたしたちが罪人を倒して、すっごい額の懸賞金を抱えて戻ったら……ウィルくんも、驚いてくれるかな？　あたしのことを見直して、褒めてくれたり!?　むふふ」

　夢見がちな少女は笑う。まだ見ぬ未来に期待を膨らませ、胸と心を弾ませながら、意気揚々と歩みはじめた。見習いとはいえ校内で五本の指に入る実力者の自分とその仲間たちが、脱獄した犯罪者ごときに遅れを取ろうなど、彼女はこのとき微塵も思っていなかったのだ。抜き放った腰の剣を月にかざして、リズは張り切る。

「見てなさい、ウィルくん。次会うときこそ絶対に、振り向かせてみせるんだからっ！」
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